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木 ; JI- II は 『週 W ア スキ丄 の迚砹 「オタ キングダム」 (九 七 / 1: 小 六：：：： こ：：：け 〜 r 月 六：：： け)、 特染 「SIMJAIUAN」 (九 ヒハ小 匕：：：： 匕 nv) 
内の対談記事に、加 ^: し |*1* 構成したものです。なお、 >5 ム |.| |,|* .ハ |^ さん、闹川和羌さんは ^ |,!: を作るにあたり、新たに取树しました。 


I 九 五三 年 福岡県 生まれ。 

マン ガ 家。 

大 の 七 五 年： II 直線で デビ ュ I。 
八 六 年に 連載を 開始した， お ぼっち ゃま くん.； 

は ブ—厶 を 呼び'  テレビ アニメ 化された。‘ S 
p  A!  ‘ で連載を始めたゴ—マニズ厶宣言 
では、 ォゥ厶 真理 教 '薬害 エィズ、 従軍 慰安 
婦 などの 社会問題を 取り ぁげ、 新 境地を 開く C 
現在. SAPIO で. 新ゴ— マニス ム宣言 ： 

を 連載 中。 また 学者 や 文化人な どで 結成して 
いる 「新しい 歴史 教科書を つくる 会」 のメン 
バ— としても 活動して いる。 近著に 教科書 
が 教ぇ かねない 自虐 (共著 •ぶんか 社)、 逆 
説の ゴ— マニ ズム 宣言  朝日 新聞の 正義 (共 
著 •小学館) が ぁる。 


この シリ— ズ 最初の 対談者に、 オタ キングは 小 林よ しのり さんを 選んだ。 薬害 エィズ や 従軍 慰安婦な どの 社会 
問題で、 従来の マン ガ 家の 枠を 飛び越えた 活動を 展開す る 小 林さん。 「オタク」 で 世界 征服して やろうと いう 
「野望」 に 燃えて いた オタ キングに とつて は、 その 戦略と 覚悟は ぜひとも 確認して おきたい ところ だつ たよう だ。 
現代の 「カリスマ」 を 前に、 怒 清の 岡 田 卜— クが 爆裂！ その 力 技に 一 同 圧倒'  の 回で ある。 (九 七 年 四月 二十 
四日 対談) 


宮台真 司は オタク だ 

岡 田 今回の 『ゴ ー マニ ズ厶 宣言』、 敵は 宮台真 司さん でした ね (笑)。 

小 林い つか 書いて やん なきゃ、 しょうがない と 思っ てたん だよ な。 よっぽど わしに 惚れ あげと る 
みたいで、 『終わりな き 日常』 の 本に も、 わしの 名前を 麻 原 彰晃と 並べて 出して たし、 書く ものに 
しょ っち ゅうわし のこと が 出て くる。 それを 見る と、 わしが テレビに 出て しゃべ ったこと も、 いち 
いち チェックして いるんだ よな あ。 

岡田宮 台さん って、 テレビが 好きなん です よね。 以前、 大阪の 大学で あった シンポジウムで 一 緒 
になっ て、 その 帰りの 飛行機で、 ずっ と アニメの 話を してました。 僕ね、 「オタク 仲間」 という 線 
を 引いて、 その 人の オタク 度合いで 自分との 距離を 測 るんで す (笑)。 だから、 宮 台さん の 場合は 
「よし、 宮台 、お前、 オタ ー ク！」 という (笑)。 僕は OK なんです (笑)。 

小 林で も あんまり オタクっ てと こ、 出さない よね。 
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岡 田 出さないで すね。 まあ 宮台 さんは、 ビジュアル 的に も 気をつかつ ています よね。 そこは ちよ 
つと いけません。 いけませんつ ていう のは 単なる ヒガ ミです が (笑)。 


従軍 慰安婦 問題に 勝ち目は あるか 


岡 田 今 アメリカでは 、メディア •リテラシ I 教育と いうの が 叫ばれて いるんで す。 これは 簡単に 
言う と、 メディアを 信用す るな という 教育なん です よ。 向こうでは 規制が 撤廃され て、 出版と 放送 
を 同じと ころが やれる ようになつ たために、 マスコミは 産業と して 強化され た 半面、 言論を 好き 勝 
手に 操る 力 も 強化され てし まつた。 では、 国民の ほう も メディア に対して 強化し ようと。 メディア 
の 言う ことを 簡単に 信用し ないで、 記事の 裏に ある 背景を 読んだり、 テレビの フレ ー 厶の 外で 何が 
あつたの かを、 常に 考えさせる 教育つ ていう のを やつて いる。 

で、 業から 見たら、 今 小 林さん が 戦つ ていら つし ゃる 戦場と いうのは、 どうも 従軍 慰安婦で はな 
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いと 思 うんです よ。 今回は たまたま 従軍 慰安婦 問題です けど、 その バックには メディア •リテラシ 
1 という 意識が あるので はない かと 思 うんです けど。 

小 林 ああ、 かなり 正確なん じ ゃない かな。 今やっ てるの も、 大 新聞に よってず っと 報道され て 世 
間に 通つ てし まつて いる ことを 疑わせる という こと だし。 テレビ だつ て、 『朝まで 生 テレビ』 の 舞 
台 裏なん かは みんな 知らされて いなかっ たわけ だしね。 報道され ている ものを そのまま 信じない よ 
うな 体質を、 みんなが 作って くれれば、 もう それでい いって 気持ちは あるけ どね。 

岡 田 極端な 話、 今回の 従軍 慰安婦 問題は、 負けは どのへんまで 考えて いらっ しゃい ます か (笑)。 
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従軍 慰安婦 問題 

第二次世界大戦 中、 戦地の 日本軍の 性的 
「慰 苤のた め、 当時 S 民 地であった 朝鮮 
半島 や 東南アジアの 占領地から 強制、 また 
は その他の 方法で 集 §れ 、非人間的な 屈 
辱を 受けた とする 女性たち が、 日本 政府を 
相手に 謝罪と 補償を 求めて いる 問題。 政府 
は 強制 連行の 寧 実を 認め、 元 慰安婦を 支援 
する ための 任意団体を 発足 させた。 だが、 
識者や 文化人の 中には 強制 連行では なか っ 
たという 賣も あり、 小 林さん は s  K 
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勝利 条件は わかりやすい。 日本人 全員が、 強制 連行は なかつ たと 考える という。 でも、 負けで も 
「いい 負け」 と 「悪い 負け」 があります よね。 こんな 形で だつ たら 負けても いいやと いうのは？ 


小 林 負けで もい い 負けね え 


そうだな あ、 政府と か 文部大臣 あたりは 今の 方針を 曲げない ま 


まだけ ど、 一般の 人たち の 多くは、 もうしっ かりと 疑っ てし まって、 ずいぶんと 根を 張っ てし まう 
という ことかな。 そこから あとは、 彼らが 常識と して 広げて いくと 思 うんだ よ。 今、 当時の 慰安婦 
という ものが 強制 連行では ない ことは、 知的に 体力の ついた 人間に かなり 広がっ ている から、 今後、 
彼らが 慰安婦 •性 奴隸 という 言説を 塗り替える くらいの 力は、 持っ ている と 思って いるけ どね。 

岡 田 勝ち負けと いうより、 自分で ものごとを きちんと 判断す るよう なやつ が 世の中に 育てば、 そ 
れが 本望？ 

小 林 まあ、 原則 それ だよ ね。 


00 10 


岡 田では 彼らが、 たとえば 小 林さん や 西 尾 幹 二さん が 書かれて いるものを 読んだ 上で 「やっぱり 
強制 連行は あったし、 日本は 謝っ たほうが いいや」 と 判断して、 これから も 土下座 だとす るのは 〇 
K なんです か。 

小 林 「こり ゃ、 あった わ」 って 判断したら、 わしのと ころに 説得で きる 論拠を 持っ てく るは ず だ 
よ。 今は どうしても 説得され ないから、 わしは どんどん 攻め っぱなしに なって いる わけで。 

岡 田 じつは、 この 対談 場所に 来る 寸前まで、 従軍 慰安婦 問題に ついて、 僕は どっ ちだろう と 考え 
ていたんで すよ。 でも、 二人で 笑っ ている 写真が 誌面に 載る 限りは、 たぶん 僕は 小 林さん 側 だと 見 
られ るんで すよ。 もう、 これは どうしよう もない (笑)。 
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西 尾 幹 二 (にし お •かんじ) 

I 九 三 五〜。 ドィツ 文字 考 評論家。 電気 
通信 大 教授。 専門の ドィツ 文字の ほか'  政 
治、 文化、 教育 問題に も閲 t 持つ。 「f 
い 歴史 教科 f つくる の 呼びかけ 人の 
I 人で ある。 関連 著® 1」『歴史を裁<|^ 
さ —— E い 歴史 教科書の ために』 など。 
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小 林そう なんだ。 

岡 田 それは、 小 林さん と メディアとの 対立が 従軍 慰安婦ではなくて 、メディアと いう 巨大な 宗教 
に 入つ ている か 入つ ていない かとい う、 宗教裁判に なつて いるから です。 僕と しては、 それに 巻き 
こまれた くねえ なつて いうの が 正直 あるんで すよ。 

というのは、 僕は その メディア 宗教の 中で 商売を している わけで。 宗教の 教会の 縁日で、 ものを 
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売っ ている わけです よ。 小 林さん もこの 間まで その 縁日で ものを 売っ ていて 「薬害 エイズ、 コ ワイ 
よ、 コ ワイよ。 あれ、 悪い よ、 悪い よ」 って やって いたのに、 今回は その メディアの システムを ぶ 
っ 壊す 方向に 行っ ている わけです よね。 

小 林なる ほど。 だけど、 何て 言う のかな、 わしは どうしても、 将来 的には こっち が 主流に なると 
いう 確信が、 メディア そのものが こっち に 追随して くる 確信が ある。 

岡 田 結構、 勝ち目 あり？ 

小 林もう、 絶対に 勝つ と 思っ てる。 今度 出した 『新ゴ ー マニ ズ厶 宣言』 の 第三 巻が、 さっそく 売 
れて いてね。 それを 見た マスコミの 若い 人なん かから、 反響が どんどん 来て いる。 「こんなに わか 
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り やすくて 説得力の ある ものはなかった」 って。 だから、 吉見義 明を はじめと する 謝罪 派の 学者た 
ちとの 論争で も、 もう 確実に 勝てる という 自信が あるんだ よね。 

岡 田 この 状況で 勝ったら 気持ちいいで しょうね。 

小 林 ああ、 そり ゃもう 間違いな く 勝てる と 思う。 あの 三 巻を 見たら、 謝罪 派は 完全に 青ざめる と 
思うよ。 しかも こっち には まだ 手が あって、 だいたい 二 力 月 おきに 次の 手を 打っ ていく から。 間違 
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薬害 エイズ 

おもに 八 二 八 六 年に、 血友病 治療な ど 
のために 病院で 投 f れた 、アメリカから 
の 輸入 非 加熱 血液 製 剤が エィズ ウィルスに 
汚 S れ ていたた め、 千 九 百 人 近くが エィ 
ズに感 染 、死亡者 も 四百 人を 超す といぅ 深 
刻な藝 S となった。 官 •民 •医の 癒着 
による この 事件の 構造は、 大きな 社会問題 
に 発展。 小 林さん も 支援 グル— フを 作り、 
審と ともに 抗議 行 i_ した。 九 六 年 
三月には、 患者と 国 •製薬会社 間で#^ れ 

ていた Is 繫翌。 ii、 護 

人 (九 六 年 当時) は、 国の貴任を認め 審 
に P た 0 


吉見義 明 (よしみ •よしあき) 

I 九 四 六〜。 中央 大字 商 字 部 教授。 震に 
関しては 「感情を 排 し、® 料に 零く デ— 
夕の 積み or が 不可 kj との 持論で 研究を 
_ る。 編著に 『従！^ » など。 
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いなく 勝てる よね。 

優等生の 論理が 通用し なくなっ てきた 

小 林 その 三 巻の 後書きに も 書い たんだけ ど、 論議して いるものに 忠実に 耳を貸せば、 勝てる と 思 
う。 でも、 それを 「おかわい そうに」 という 感情が 阻 むんだ よね。 テレビで 韓国の おばあさんが 泣 
いている のを 見て、 その 姿を かわいそう だと 思う 同情心には、 どうしても 逆らえない。 

でも、 本当の 情の 論理で 言えば、 それが 自分の 知り合い とか、 おじい ち ゃん や 親戚と いう 血の つ 
ながっ ている 人たち だから、 「かわいそう」 となる はずで しょ。 なのに、 テレビを 通して 「かわい 
そう」 と言う わけ じ ゃない。 テレビが なかっ たら 「かわいそう」 と 思いよう がない わけ だからね。 

岡 田そう です よね。 

小 林 結局、 メディアを 通して 湧き上がっ てきた、 人権 宗教の 「おかわい そうに」 の 論理な わけ だ。 
テレビと 新聞が 一番 大きな 力を 持っ て、 みんなを 洗脳して しまった。 その メディアの 虚構を、 どう 
わからせる かなんだ よね。 

わしら の 論理は、 たとえれば 不良の 論理なん よね。 向こう側は 「これ だけ かわいそうな 方たち が 
いますね、 謝り ましょう」 って、 優等生の きれいごとを いつも 言っ ている。 それを 延 々繰り返しす 
ぎて、 時代 的に 限界に 来て いると 思う わけ。 「戦争は とにかく 悪かった。 戦争に まつわる 残酷な こ 
とはいっ ぱい あった。 気の毒な こと もい ろい ろ ありすぎ た。 いちいち 謝り ましょう」 と、 クラスの 
一番 優等生の 部分が 一生懸命 率先して 言っ てて、 これまでは 五十人の クラスの うち 四十 人が 優等生 
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側で、 「謝り ましょう」 だった。 こっちの 不良 側は 十 人 もい なくて、 密かに 教室の 隅で 「あの バカ 
野郎、 何が 従軍 慰安婦 だよ、 何が 南京 大虐殺 だよ な」 とか コッ ソリ 言って たわけ。 万が一、 本気に 
なって 「何が 南京 大虐殺 三十 万人 だよ」 なんて 言おう ものなら、 四十 人が ド ヮーッ と 来る もんだ か 
ら 、とても じ ゃない けど 言えな かった。 でも、 今は そうじ ゃなくな ってき ている わけよ。 教室の 中 
央に 向かって 言う やつが、 どんどん 増えて きている。 

岡 田 その 一番 おもしろい 段階っ て、 こちらが 十五 人、 相手が 三十 五 人ぐ らいです よね。 

小 林そう だね。 今、 その へんまで 来て るよ。 

岡 田 僕 もそう 思います。 そこから 二十 五を 超えて 三十 以上に なると、 そろそろ 小 林さん も おもし 
ろくなくな ってき ますよ ね。 

小 林もう 過半数 超えたら、 その あとは 勢い づいち ゃうから。 わしの 仕事は そこまで。 

岡 田い いとこ だけ 持っ ていき ますね (笑)。 

小 林 あとは たぶん 反動が つくだろ うから、 とにかく、 そこまで 覆して いくのが 醍醐味な わけで ね。 
岡 田 それで ガ ー ッと 勢いが つくと、 「まったく 悪くな かったん だ」 と言う やつが 出て きて、 これ 
はこれ で 困っ ち ゃう わけです よね。 

小 林そう したら、 また そのと きの 少数派に つけば いいん じ ゃない のかな (笑)。 

謝罪は 日本に とって 損 か 得 か 

岡 田 僕の 場合、 肉親を 考えても 全然 接点がない し、 大阪 育ちで 近所に 韓国人 も 住んで いたけ ど、 
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近いから かえって リアリティがない。 だから 極めて どっ ちで もい いという 考え方なん です よ。 前に 
小 林さん が 「国際 貢献を する ので も 兵隊を 出す ので も 何でもい いから、 どんな 損得が あるの か 教え 
て くれ」 と 書いて おられ ましたが、 その 感覚に とても 近いんで すよ ね。 謝っても いい。 その 逆に、 
謝れと 言っ てる やつを、 一人残らず 拉致して 潰して 回っても いいんです。 国益と いう 言い方は おか 
しいか もしれ ない けれど、 僕らに とって、 一番 得になる ことっ て 何だろう と 考えて しま うんです よ。 

ただ その 場合の 「僕ら」 という 線が、 僕と 小 林さん とは 違う と 思 うんです。 小 林さん はた ぶん 
「日本人」 というと ころで 線を 引いて いらっ しゃっ て、 僕は 「オタク」 で 引いて いるんで すよ。 

小 林 「オタク」 で 引けます か。 

岡 田 僕に して みれば、 アメリカの オタクと 僕とは 同じ 国民なん だけれ ども、 同じ 日本人で も、 僕 
と 国籍が 違う 人が いっぱいい るよう な 感触なん です ね。 

小 林ち ょっ と 待っ てよ。 わし 自身の 中では、 「日本人」 というと ころで 線を 引いて いる わけで も 
ない みたい な 気がする。 つまり、 こういう ことなん だと 思う。 国益と いうと ころで 謝っ たほうが い 
いという のは、 今までで 言えば、 それは 儲け だよ ね。 アジアの 市場を 拡大して 、もっと 儲けたい と 
いう 。 

岡 田 それが 今までの 国益です よね。 

小 林と ころが、 たとえば 最近、 金属 バッ トで 自分の 子どもを ぶん殴って 殺しち ゃった 親父の 裁判 
が あって ね。 その 親父は 子どもが 家庭内暴力を ふるうよう になっ て、 精神科の カウン セラ ー に 聞き 
に 行っ たら、 「子どもには とにかく 一切 逆らうな」 と、 カウンセリングされ たわけ。 それで 親父は、 
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自分の 息子に まったく 逆らわ なくなっ て、 しまいには 自分が 寝る ときに 息子に 三つ指つ いて 「寝て 
もよ ろしいで しょう か」 と 挨拶し にいく ようにな ってし まった。 すると 子どもは、 もっ と 暴れ だす。 

わしは それを 聞いたら、 ほんと、 その子 ども かわいそう だな と 思っ てし まう わけよ。 だっ て、 そ 
こまで 尊厳の ない 自分の 親父を 見たら、 もう つくづくい やにな って、 どこまで やれば いったい この 
親父は こういう、 何てい うか 尊厳の なさみたい な ものを 改めて くれる のか、 どうやっ たらこい つの 
どうしよう もない 根性が 直って、 親父と しての 誇りを 持って くれ るんだろう かと、 子どもは ずっ と 
思っ ていたと 思 うんよ ね。 その子 どもの 感覚が、 今の 社会に も そろそろ 出て きている と 思う わけ。 

要するに、 儲けの ためだっ たら 頭なん か 下げて しまえと いう 大人の 尊厳の なさに、 果して 人々 が 
満足して いるか やね。 わし 自身は イラつ いている し、 若い 人たち も 同じく らい イラつ いている から、 
同調す る 人が たくさんい るんだ と 思う。 「日本人」 にと って 一番 得になる ことっ ていうよ り、 損得 
超えて、 「尊厳」 のない やつには イラつ くって こと だけにす ぎない。 まあ、 「尊厳」 が あれば、 日本 
の 国益に 結びつく って 考えても いいけ ど。 

岡 田 僕 自身は、 その 国益を 経済的 利益とは あまり 考えて ない んで すよ。 自分の 言葉で 言う と、 洗 
脳 的 利益なん です。 自分の 言葉な のでち ょっ と 崩しに くいんで すけれ ども、 要するに、 どれぐ らい 
日本が カッコい いかの ほうが 重要で あると いう ことなんで す。 日本人の 本質と いうのは、 日本の 文 
化 や 風習 や 人々 の ふるまいに ある わけです から、 よその 国が 日本を 真似たり、 日本 文化を コピー す 
るよう になる ことが 重要で あると。 いかにして 日本的な ものを 増やす かとい う 戦いに、 僕たちは 参 
加して いる。 これが 僕の 考えなん です よ。 
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小 林なる ほど。 それは すごく わかる。 つまり わしの 言葉では 「尊厳」 という カッコよ さなんだ よ。 
岡 田 僕は 「オタク」 の 国益の ために 尽くして いるので、 いかに 世の中の 人が オタクになる か、 才 
タクの ふるまいを 真似す るか、 という 戦いを してい るんで す。 極めて 分の 悪い 戦いです けれど (笑)。 
小 林 前に テレビで、 「オタク 文化と いう ものが アメリカに 勝て るん じ ゃない か」 と 言って たじ ゃ 
ない。 わし、 あれに すごく 感動し たんよ。 

岡 田 あれは 勝ち目が あると 思って るんで す。 逆に 言えば、 世界中に 氾濫して いる ポップ •カル チ 
ャ ー とか、 英語で 書いて あるの が カッコい い、 という 感覚が あります よね。 あれは 結局 記号に すぎ 
な いんだから、 俺たち の ほうに 変える こと も 可能 だろうと 思 うんです。 変えたら 相当 グロテスク だ 
ろうけ ど、 今の グロテスク さと そんなに 変わらないなら、 俺の 国民が 豊かな ほうがいい (笑)。 

小 林なる ほど。 オタク 文化で むしろ 侵略して やろうみたい な、 オタク ナショナリズムね。 その 感 
覚は すごい ね。 それが できるなら、 オタク 文化 もたし かにす ごい かもしれ ない な。 

美学と い* 〇 戦場 

岡 田 そこで、 今の 問題と しては、 日本と いう 国は これ 以上 金 稼いでも、 カツコよ く 見えない と。 
じ ゃ あ もっと カツコよ く 見せて、 他の 国が 日本を 真似る には どう すれば いい かとい う 戦場で、 「今 
度は 一回 突っ張っ てみ ると いう 戦略 も あり だ」 という 意見と、 「まだ 謝る ほうが カツコい い」 とい 
う 意見が あるんだ ったら、 僕は 納得す るんで すよ。 つまり、 日本を より カツコよ く 見せる という 共 
通の 利益を 目指して、 手法の 違いで 戦っ ている わけです から。 
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ところが 今は、 正しい か 正しくない かで 議論が 進みが ちじ やないで すか。 証拠が どうしたと かこ 


うした とか。 でも、 証拠なん て あとで 捏造す り やい いわけで すし (笑)。 どちらの ほうが カツコい い 
か、 {1 なら その ポイントを 優先す ると 思 うんです よ。 


小 林 カッコい いかつて いぅのは、 わし もす ごい 価値観 だと 思ぅ。 たとえば ペル ー の フジモリ 大統 
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領が 、日本 大使館に 武力 突入した じ やない。 わしは やっぱり、 あの ほうが カツコい いと 思う わけよ。 
岡 田そう です ね。 あれは、 日本、 スゲェ 、カツコ 悪かったです ね。 

小 林 あれが カツコい いという 感覚で すら、 最近 やつと 広がった 風潮の 中で 思つ ている わけで、 ち 


っと 前までは、 福 田 (元 総理) が 赤軍 派を 逃がしち ゃった ときの ように、 「人命は 地球より 重い」 
と 言って いた ほうが カツコよ かったん よね。 そういう 時代がず っと 続いて いたんだ けれど、 「もう、 
世界中から カツコ 悪い と言われ てるじ ゃねえ かよ」 と言う 連中が どんどん 出て きて 争いを 始めた。 

でも、 そこへ 大 新聞 や テレビが 「いや 違う」 と。 正々 堂々 と 謝る ことが カツコい いという 言説を、 
布教して いるんだ もん。 しかも、 それを 言うた めに 事実を 歪める ことまで する わけ。 そこを 「お前 
らは 事実を 歪めて いる。 事実を 歪めて まで 謝っ たほうが カツコい いと 言っ ている のが お前ら だ」 と 
いう ことを 証明す るた めには、 その 事実 も 出して いくしかない。 証明す るし かないから。 

岡 田 極論です が、 それに 対抗して、 「わしら も 事実を 歪めて でも 謝らん」 という 姿勢を、 まず 作 

っち ゃう。 

小 林 それを 言っ たら、 イデ オロギ ー 重視 だから 悪人に されるな。 まず、 どこの メディア にも 出し 
て もらえない 状態に (笑)。 だっ て 朝日 新聞を はじめと する 日本の メディアの ほうが、 じつは イデ オ 
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ペル— の フジモリ 大統領が …… 

九 六 年 十二月 十七 日、 ベル— の 日本人 大使 
公邸を トゥ。 ハク •アマ ル 革命運動 (MRT 
A) の 武装 ゲリラが 襲撃、 天皇誕生日を 祝 
ぅパ|ティ|に*^っていた人々を人質に 
たてこもった。 服役 中の® の 釈放を 要求 
する ゲリラと ペル— 政府との 交渉は 難航。 
九 七 年 四月 二 士 百、。 ヘル— 政府は 秘かに 
掘り 進めて いた トンネルから 特殊部隊を 突 
入 させて、 公邸 内を 爆破。 ゲリラは 全員 殺 
され、 人質は 約 四 力 月ぶ りに 解放され た。 
この 作戦に ついては 、ペル— 政府から 日本 
政府への 事前 連 f なく、 フジモリ 大統領 
の 強ぃ_ 実行 さ 010 
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福 田 (元 総理) が …… 

七 七 年 九月 二十 八日、 パリ 発 東京行きの 日 
航機が 、日本 赤軍に ハイジャックされ ダ ッ 
力 空港に 着陸。 犯人は 日本 政府に 対し、 同 
志ら 九 名の 釈放と 身代 金を 要求した。 当時 
の 首相であった 福田赳 夫は 人質の 命を 箱 重 
するとし、 超 法規 的 措翯で 犯人の 要 _ 受 
け 入れた。 しかし 国際社会からは 「テ ロリ 
ストを 世 5 放った」 との 批判を 集めた。 
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ロギー 重視と いうの が 実体なん だから。 『ゴ— マニ ズ厶 宣言』 でも、 じつは そこまで 言いき ったこ 
とは あるん よ。 「自分の 祖父の 代を 守る ためには、 自分は 悪人に だっ てなる」 と。 でも そこまで 言 
うと、 いわゆる 右翼の 人たち の 論説と ほとんど 変わりない んだ よね。 わかって 言っ てんだ もん、 こ 

っちは。 

岡 田で も 「新しい 歴史 教科書を つくる 会」 の 中で、 「カッコい い 論」 のと ころに いるの って、 小 
林さん だけの ような 気がするな。 ほかの 人は みんな 「正しい 論」 のと ころに いるよう に 思える。 

小 林 ああ、 正しい 論ね。 『正論』 って 雑誌 ある もんね。 
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岡田オ レは ここに 西部 邁 さんがいても、 うなずく とは とても 思えない んで すよ。 

小 林 ほお、 そうな のかね え。 まあ、 謝罪 側なん て、 もっ と カツコ 悪い やつらし かいな いんじ ゃな 
いかな って 感じが する けど。 

岡 田 あまり 話を 「カツコい いかどう か」 で まとめられたら、 困ります か。 

小 林い や、 それは 全然 かまわない ん だけれ ども、 何て 言う のか、 それは たしかに うなずけ るよ。 
カツコい い カツコ 悪い という 感覚を 持ち こんだり、 そこで 解釈した 人は、 今までい なかっ たから。 
向こう側が 言っ ている、 ペコ ペコと 誠実に 謝ろうと いうのは、 カツコ 悪い。 ダ サイよ。 だいたい、 
事実に よって 謝ろうと いうよう な 言い方 も、 わしには カツコい いと 思えん わけよ。 事実、 ファクト 
が 大事 だと。 それによ って 謝る から、 しっかり 調査し ようじ ゃない かってい う 言い方。 

岡 田 僕は、 事実は あまり 重要視して いないんで すよ。 どちら かとい うと、 カツコい い 男の モデル 
ケ ー スを 提示で きない ことが、 今の 言論 状況の 混乱を 招いて いるので はない のかな と。 つまり、 ど 
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西部 邁 (にしべ •すすむ) 

I 九 三 九〜。 評論家。 専門は 社会経済 宇。 
字 生 時代は 東大 1 _i 、全 字 連 執行 
委員と して 六〇年 安保を 鬪ぅ 。字 者と して 
は、 新古典派 経済 字を 専攻す る も、 米、 英 
での 生活を きっかけに 伝統や 歴史を 重視す 
る 英国の 保守主義 思想に 沄向 。以来、 I  M 
して 大衆 批判、 高度 大衆 社会 批判を 展開、 
伝統 • 言葉 •ル-ルの 雲 強調して いる。 

雅誌 1 11 曇 森。 翥_ 
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ういう 責任の 取り 方を する かとい うこと です よね。 


たとえば、 ある 疑いを かけられた だけで、 恥 だと 感じて 切腹す る 考え方 も 昔は あって、 これ も ひ 
とつの 美学です よね。 その上に 立って、 「日本は これで 経済的に 破算しても いいから、 民族的な 切 
腹を する ために 謝る。 それによ って 日本は、 このような 信頼を 得る ことができ るんだ」 と 謝罪 派が 
言っ たら、 僕は それは OK なんです よ。 でも、 そこまでの 覚悟 もない よう だし。 

小 林そう だね。 「金は 政府が 出す、 オラ 出さない」 って 思っ てる もん。 

岡 田 逆に 「新しい 教科書を つくる 会」 の 方々 は、 「俺たち は、 ちょっ と 頑固な 古い タイプの 男と 
いう ものの 復権を 目指して いるんだ から、 いちいち 全部に 謝っ てられない。 通す ところは 通して、 
だめだった ときは 叩かれても かまわない」 とか。 

たぶん、 新しい 教科書を 作る ことで、 近隣諸国と 衝突が 起こる と 思 うんです。 東南アジア とかに 
進出して いる 企業に してみ たら、 小 林さん たちが やって いる 活動と いうのは、 すごく 耳の 痛い 活動 
です よね。 ごまかしながら 何とかう まくやっ てきた 関係に、 もう 一回 火を つけられて しまって。 日 
本は あの 論を ベ ー スに して、 再軍備す るので はない かと 思われる。 小 林さん たちは そのつ もりが な 
くても、 彼らに とっては その 可能性は あるだろう し。 最終的に、 小 林さん の 話を 聞いて 育った 世 ft 
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が、 オウム みたい に 変にな つてし まつて、 「日本が 再軍備す る 可能性 も ありで いい じ やん か」 つて 
言いだ すか もしれ ない。 でも、 「たとえそう なつても 謝らない ぞ」 と。 これ も 美しい 覚悟 だと 思う 
んで すよ。 こういう ふうに 両者と も 最悪の モデル ケ ー スを 出して 判断して くれつ て 言つ たら、 僕は 
すごく わかりやすくて いいなと 思 うんです よ。 
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オゥ厶 

オゥム 真理 教 。教祖 •麻 原彰晃 が 八 六 年 四 
月 「オ ゥム 神仙の を 発足。 锻初は 古代 
ヨガ、 原始 仏教、 大乗仏教な どを 教莪の 根 
本と して、 ヨガの 修行に よる 病気の 治癒 や 
空中浮遊な どの 超能力 獲得を 目的と してい 
たが、 さまざまな ィニ シエ— シヨ > (通過 
儀礼) を 経て 解脱を 目指す 指向性が 強まり、 
教義 も 神秘的 •超自然 現象な どの驊 道 へと 
変化 。ゃが て 人類 § 済と _慧® 主 
張す るよう になる。 教団が 世間を 騒がせは 
じめ たのが、 宗教法人 として 認可され た 八 
九 年から。 弁護士  I 家の 失踪には じ まり、 
九 五 年 三月の 東京 地下鉄 サリン 事件へ と 至 
る。 さまざまな 薬物に よる 修行、 大 M の武 
器の 製作 •所有、 毒ガスに よる 無差別 大屋 
殺人の 決行、 それらを 指示した のが 商 字 歴 
の 教団 幹部だった ことな ど、 宗教 問 gfl とい 
う 枠を 大きく 超え、 日本 $ 大きく 揺さぶ 
った 大窜 件。 現在、 教団 幹部の 裁判が 続行 
中 だが、 依然として 信仰を 続ける 人 も おり、 
オゥム 問 i l f s しさを 示す。 
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キヤ ラ クタ— の 勝負 


小 林 本当は、 わしには わしな りの 恐ろしい 企みが あるんだ けど、 それは 全部 言えない、 この 段階 
では (笑)。 それを 言っ てし まう ことは、 誠実 じ ゃな いんよ。 スト ー リ ー には 引きが いるから。 

ただ、 少なくとも、 「正しい」 という 用語を どれ だけ 使っても、 謝罪 派の 悪人の 底ぐ らいは、 知 
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れ てると 思つ てる。 むしろ わしは、 たとえば 西 尾 幹 二と か 藤 岡 信 勝と か、 かなり 癖のある 人間が こ 
ちらに いる わけ じ ゃない。 謝罪 派 側に 並んで いる 人材を 見る と、 こつち にいる メンバ ー の ほうがは 
るかに 狂気を 秘めて いると 思うて るよ。 だいたい、 漫画の キャ ラ クタ— にしようと すれば、 はつき 
り わかる よ。 謝罪 派 側の キヤ ラ クター を どんなに 並べた つて、 東大 通と か、 お ぼつち やま くんと か、 
そういう キヤ ラ クタ ー にならない もん。 あれは 立たない よ、 キヤ ラ クタ ー として。 でも、 こつち は 
西 尾 幹 二に したつて 誰に したつて、 似顔絵を 描いて 動かして みた 段階で、 キヤ ラ クタ ー 立つ ていく 
やつが いつ ぱいいて さ。 


岡 田で も、 薬害 エイズの 安部 英でも キャ ラ 立っ たわけで しょう。 

小 林立ち ました。 

岡 田 立ち ゃい いって わけで もないです よね (笑)。 

小 林 うん。 でも、 たとえば、 吉見義 明を 主人公に する か、 安部 英を 主人公に する かって 言ったら 
やっぱり 安部 英を 主人公に せざるをえない よね。 吉見義 明では、 どうやっ たって 立たない わ。 だか 
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藤 岡 信 勝 (ふじお か •のぶかつ) 

I 九 四 11 T。 東京 大字 大字 院警字 研究科 
教授。 教育 字の 専門家で 「P い 教科 I 
つ  < る 会」 の 副会長で も ある。 著 I6L」 『社 
会 認識 教育の 方 ^ 『近 現代史 教育の 改革』 


安部 英 (あべ •たけし) 

I 九 I 六〜。 元® 示 大字 副 竽畏 。血友病の 
権威だった が、 九 六 年、 S 大字 病院で 非 
加熱の 輸入 血 i 剤 に よる 治 f 受けて い 
た 血友病患者が エイズ ゥィ儿 スに感 染 して 
死亡した 問題で、 業務上過失 致死の 容疑で 
1—° 


ら 、立てば いいわけ じ ゃない けど 
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岡 田 立てば いいんで すね、 やっぱり (笑) 


小 林 マン ガ としては、 物語と しては ね、 安部 英を 認めざる をえない 。やっぱり 悪人 じ ゃない と 立 
たない よね。 そり ゃ、 薬害 エイズと いう 社会的な 問題に おいては、 絶対に 許されない けど。 

だから わしは、 物語 的には、 安部 英 よりも 小 林 よしのりの ほうが 悪党 じ ゃない といけ ない と 思っ 
てるけ ど、 キャ ラ クタ ー としては 吉見義 明よりは 安部 英じ ゃない と 立たない な あ、 どうや っても。 
岡 田 わかりやすい 話です ね。 

小 林 その 悪人を 描 くんだ としたら、 「新しい 教科書を つくる 会」 に 賛同して いる 人たち の ほうが、 
おそらく 個性は 強烈 だよ。 そういう 部分で カツコい い。 

それ じ や あ、 東大 通は カツコよ くないの かつてい う 話に なつて いく けれど、 わしは、 あれが 力 


n いいと 思つ ている し、 カツ n 


いい 


と 思わせたい 人間なん だよ ね。 そこに、 わしの オタク 文化に 対 


する 違和感が あるん よ。 オタク 文化の 中で、 外国に どんどん 輸出され ていく キャ ラ クタ ー つて、 要 
は 姿の カッコよ さで しょう。 

岡 田そう です ね。 

小 林 姿の 美し さと 言っても、 それは 八 頭 身、 九 頭 身の、 顔が 小さくて 足の 長い 人間で、 日本人で 
はありよう のない 姿を している わけで しよう。 日本人と いう 印 すらなくて、 国籍を 除外して 受け 入 
れられ ている という 部分 も ある わけ じ やない。 


たとえば そこで 『子連れ 狼』 が 受けるなら 勝つ たと 思う。 それと 同じで、 東大 通と かお ぼつち や 


東大 通 

小 林よ しのり の デビ ュ—作 『東大 I 直 ■ 
の 主人公。 破天荒な ギャグと ふるまいで 周 

囲 霧 かす 獲 年 


まくん のよう な、 わしの キヤ ラ クタ ー が カツコい いと 世界で 認められない と、 日本が 勝つ たつて こ 


お ぼつち やま くん 
小 林 よしのりの ギャグ マン ガ 『お ぼつち ゃ 
まくん』 の 主人公 「御坊 茶 ^ のこと。 超 
大金 持ちの 小字 生で、 押しの 強い キャラ ク 
夕—と 莫大な 財力に 任せ、 悪乗りを 繰り 広 
げる〇 
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とに ならない と 思っ てるん よ。 

岡 田まず かたちから 入る 人は、 最初は 八 頭 身と かの キャ ラが 好きに な るんで すよ。 ところが ある 
程度 練れて いくと、 それを デフ ォルヌ •キャ ラ クター で、 自分たち で 描き だすんで す。 つまり、 そ 
こで ようやく、 「かわいい 文化圏」 に 入って くるわけ です よ。  • 

僕が オタク 文化が 侵略 性を 持つ ている と 言つ ている のは、 その バックグラウンドに ある、 あれを 
生み だす 日本人の 思想なん です よ。 かわいい ものが よくて、 一見 カツコい いものの 中に、 すごい グ 
ロ テス クな ものを 秘めます よね。 そういう 日本人の 思想 的な もの も 一緒に 輸出 しちやつ てるんで す 
よ。 外国人は、 カツコい い 映像を 見て いるつ もりで も、 その 心情 込みで 受け取つ てし まう から 


『きまぐれ ☆オレンジ ロー ド』 つてい う、 ふやけた マン ガを アメリカで 放送したら、 それを 見て い 
た 黒人の マッ チョな 兄ち ゃん が、 僕 も 三角関係、 四角 関係が いいと、 だんだん 変わって いくんです。 
アメリカ人の 恋愛と いうのは、 普通、 好きに なったら アタックなん です が、 秘めた 恋の ほうがいい 
とか 言いだ すんで すよ。 マン ガが ツー ルに なって、 私たちの 感性 全体が 輸出され てい るんで す。 

小 林なる ほど。 そうか。 

岡 田 僕らが ハリウッド 映画を 見て いると、 自由が いいと か ポジ テ ィプな ことが いいと 洗脳され て 
いきます よね。 日本 アニメの 場合は、 一見 カツコい い ロボ ツ トの ような ものを 輸出して いるよう に 
見せて、 じつは 日本的な 感覚を 輸出して いるんで すよ。 そこに 勝ち目が あるな と。 世界 全体が フロ 
ン ティアで 発展して いるよう な 時代で あれば、 アメリカ 的な ほうに 行き やすいんで す。 でも 今、 資 
源が もう 限界に 来て いて、 いかに 国際的な 協力、 協力とは つまり こまめな 紛争と いう ことです が、 


きまぐれ ☆オレンジ ロ— ド 
『週刊 少年 ジャンプ』 に 連 f 疟 1 マン 
ガ 。超能力を 持つ 主人 祭、 元 不良 美少女 
と'  積® g な 1G 間で 砮§< 恋愛 もの， 
マンガ はまつ もと 泉。 
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こまめな 紛争の 中で、 どう 活躍す るの かに 関しては、 日本の 少女 マン ガ 的な、 恋愛に おける パラ レ 
ルな 人間関係みたい な ものを OK とする 感覚っ て、 すごく 強いんで すよ。 今 頑張れば、 たぶん 五 百 
年 征服で きる。 僕は この 五十 年ぐ らいが 勝負 だと 思っ てます。 

小 林なる ほどね。 オタク 文化が、 日本人の 感情 や 心情と かに 通じる 道を 開いて しまう という 可能 
性は、 たしかに ありそうな 感じは する ね。 

岡 田 それは アメリカ人が この 百年ぐ らいで やった ことです よね。 少なくとも 僕らが 叩き こまれて 
きたのは、 国際 間に おいては 経済を はじめ、 すべて 侵略 競争で しかない と。 今、 私たちは 文化の 侵 
略 競争と いう ものの 際に 来て いて、 これから 五 百年、 また 負け 組さん になる のは、 俺は いやなん で 
す。 勝ち 組さん に 行きた いんです よ。 ひとつの 方法と して アメリカ 文化の 侵略の 手先みたい になっ 
て、 渋 谷の 街を ヒップホップの 格好を して、 へ イッて やる の も あり だと 思う けど。 でも それは 配給 
欲し さに 占領軍に 媚びる みた いなもので (笑)、 男の やり方で はない と。 

小 林そう いう 意味では、 すごく よく わかるな ぁ。 

岡 田た だ、 私たちの 武器は、 はた 目から 見て 大変 情けない。 『たまごっ ち』 とか、 『ポケモン』 と 
か、 美少女 アニメと か、 ロリコン などが ラインナップされ ていて、 恥ずかしい ことは 恥ずかしい ん 
です けどね。 

小 林 そこの 通路を 開い とって くれれば、 そこから 先、 わしが 潜入して いく 素地 も あると 認められ 
はする けどね。 最初に 東大 通から 入っ てい っても、 絶対 進んで いけない ような 状態って あるから な。 
岡 田 どちら かとい うと、 そちらの ほうが 本質です から。 第一、 マン ガが 読める ようにな るの って、 
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相当 訓練が 必要なん です よね。 

もう 女子 どもには 迎合し ない 

岡 田ち ょっ と 話が それます けど、 僕、 少女 マン ガが 読める ようになっ てから、 女の子の 考え方っ 
て 変わったと 思 うんです よ。 今の 女子高生の 考え方と、 二十代 後半ぐ らいの 女性 編集者の 考え方の 
ギャップ って、 どれぐ らい 少女 マン ガを 読んだ かに あると 思っ てい るんで す。 今の 少女 マン ガ って、 
もう 少女 マン ガ ではないで すから。 その 断絶に あるん じ ゃない のかと 感じて いるんで すけ どね。 や 
っばり、 僕に してみ り ゃ、 少女 マン ガを 読んで いない 女の子たち というのは 違う 国民なん です よ。 
あいつら のために、 僕は 指 一本 動かす 気にならない んで すよ (笑)。 

小 林 今は 少女 マン ガ そのもの がもう 死滅して しまって いて、 今の 若い 子たち は、 少女 マン ガ なん 
かう ざったくて 読ん どら れんと いう 状況に なって きて る わけ だから。 彼女たち の ほうが、 もっと 男 
っぽくな ってる 可能性は あるね。 

岡 田 あれは 別の 国民です。 できれば 殲滅したい (笑)。 昔の 僕 だっ たら そいつら を 殺すな り、 監禁 
するな りしな くち ゃい けな かった けど、 今は その 人の 心の 五 パ— セン トから 一〇パ ー セン トを、 僕 
らの 感覚に 共感 させれば いいと 考える ようになりました。 そう なれば、 個人の 中で オタク も ありと 
いう 状況になる。 その ルー トを 開 いちゃえば いいんだ って。 悪者 だな。 

小 林 日本の ラブコメの 中に ある 女々 しさの 美学みたい な ものが、 外国を 洗脳して いく スピ ー ドが 
速い のか。 それとも 逆に 日本の 若い 女の子 全員が、 白人 や 黒人の ほうがた くまし くて カッコい いと、 
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向こうに 全部な びいて しまい、 日本人の 男は すっ かり 取り残されて 誰に も 相手に されなくなる スピ 
1 ドが 速い のか。 その 勝負に なって きて ると ころが あるから さ。 

岡 田 僕は 三年ぐ らい 前から、 「女子 どもには わからん」 という 表現を あえて 使っ てい るんで す (笑)。 
そろそろ これ、 言っ ち ゃって いいん じ ゃない かな。 これまでは、 女子 どもが マ ー ケテ ィングの 対象 
だっ たから 絶対 だめでした。 だから 僕は、 オタク 文化を あえて 「女子 どもに わからない 世界」 と定 
義 して、 自分の 本に も 「男 中心の オタク 文化」 と 書きました。 実際 その 通りなん です よ。 今の メデ 
ィア は、 女の子に しか わからない 世界と いうのを うち 立てて、 それを 全部 オヤ ジ たちに わからせよ 
うとす る 情報がず っと 流れて います。 これには 私たち 負けます よ。 洗脳され る 消費者の 側に いる わ 
けです から。 

さっきの 話で、 女の子が みんな 白人 黒人が カッコよ くて、 日本人の 男が 取り残され るんだ ったら、 
これを 切り離しち ゃう。 それで 「俺たち にし かわからない やつ」 を 作る とかして、 夕 —ゲッ トを よ 
そへ 求めた ほうが 手っ取り早 いんじ ゃない かと。 私たちが 目指す カッコよ さとい うのは、 今の 日本 
の 女の子を 対象に す るん じ ゃなくて、 もう 少し 外。 アジア 諸国と か 欧米で もい いです し、 または 年 
齢 層の 幅を 広げる でもい いです けど、 その ほうが 戦略と しては あり じ ゃない かなと。 

小 林 どうかね、 その へんは。 それ、 勝ち目 あるの かね (笑)。 いったい、 女の子に ふり 回されて い 
る オヤ ジ ってい うのは 何な の？ 

岡 田 僕が 見て いる 範囲では、 サブ カル チャ ー という ものの 解釈の、 最終 形態 だと 思 うんです けど 
も、 「繁栄が いい、 大量 消費が いい、 若い のがい い」 って 言ったら、 もう 女の子に 行き着く しかな 
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いわけです。 日本 だけが 先にポ ンと 行き着いた。 それで、 オヤ ジ さんたち が 女の子 的な 感覚を 消費 
の ポイントに して、 ここに も あり、 あそこに も ありと、 どんどん 自分たち で 拡大解釈して 売っ てい 
くんです よ。 でも、 それは 限界 だと 思います けどね。 現に その 最先端に いる 女の子た ちは、 楽し そ 
うじ ゃないで すから。 自分たち が 流行を リ ー ドして いると いう 楽し さもない。 もし あったら、 あん 
なに 年がら年中、 やる ことを 変えない と 思 うんです よ。 

小 林 ある 意味、 オタク 世代と 言われる 三十 代は、 やっぱり 今の オタク ■的な 気質を 持っ ていて さ。 
その オタク 的な 気質に ロリコン 的な 気質 も 含まれて いるから、 女子 高校生 あたりに 相当 ナメ られて 
しまって いる 状況 も、 出て きている よね。 

岡 田 それは、 その 気質が あって なおかつ 頭 下げる からだと 思 うんです よ。 そんな 女、 買わ なきゃ 
いいんです 。「何で 俺が 金 出して まで、 女と しなく ち ゃい けね えんだ よ」 とまで 言っ て、 ちょう ど 
バランス 取れ るんで すよ。 

小 林 そこまで 行っ たやつ だっ たら わかる けれどもね。 

岡 田 あえて この 五十 年間 我慢して、 百年 後の 栄光を 取る。 まあ その 間に みんな 死ん じ ゃうんで す 
けどね (笑)。 うまくいき ゃ、 五十 年 かかんないで すよ。 

中途 ハン パな オタクは だめ だ 

岡 田 だいたい、 今、 オタクの やつが、 オタク 辞めて モテる かとい ったら そんなの ありえない。 モ 
テる なんて ことを 目的に しちゃ だめなん です よ。 
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小 林 徹底的に オタクに 徹して くれれば いいんだ けれどもね。 

岡 田 僕が 見て いる 限り、 「オタク」 と 「普通」 の 境目を 行ったり来たり してる 人が、 一番 社会性 
がないで すょ。 そういう やつっ て、 オタクから 見る となん かへ ボい し、 所詮 どこかの オタク 評論家 
みたい な 人の 言葉を 焼き直して 言っ ている だけ。 あるときは 小 林さん の 言っ ている ことを 鵜呑みに 
してし ゃべ ったり、 また あるときは 僕の 言っ ている ことを 鵜呑みに してし ゃべ ってし まう、 そうい 
う 連中が いっ ぱいい る。 そんな やつの ほうが、 可能性ない なと 思 うんです ょね。 

小 林す つかり オタクの ほうに 行つ てし まつた やつの ほうがいい？ 

岡 田え え。 そういう やつの 言葉は、 自分が 反社会的で あつても かまわない と 思って 積み上げ たも 
の だから、 結構 リアリティ や 重みが あるんで す。 でも、 中途半端な ところで 妥協して 世間 様と 合わ 
せた 言葉は、 案外 おもしろくなら ない (笑)。 


小 林し かし、 たとえば、 岡 田 斗 司 夫と か 竹内義 和と か、 いわゆる 自称 オタクと 言つ ている 人間は、 


やっぱり 商売うまい よ (笑)。 で、 たとえば、 宅八郎 とかと いうのは 商売 下手 だよ。 

岡 田で も、 あの ほうが 商売になります よ。 ただ 宅さん の 場合は、 この 商売 全体が ィメ ー ジ 産業で 
あって、 それぞれが 教祖になる 一種の 宗教で あると いうと ころまで 行き着い ち ゃったん です よ。 す 
ると 既存の システム や 信者たち 自身が、 過剰に 「オタク = 狂気の 演技」 を 求めて しまう。 僕 や 竹 内 
さんの 場合は、 過剰に オタクを 演じなくても、 素の ままで 大丈夫なん です よ。 

小 林 演じて るか、 素の まま かとい う 勝負 か。 

岡 田べ つに T シャツ 着て、 紙袋 持たなくても いいんです。 俺、 座り や オタク だよ。 座って オタク、 


竹 内義和 (たけぅ ち •よしかず) 

| 九 五 五〜。 作家、 コラムニスト'  出眠フ 
ロ デュ— サ I。 著 声」 『大映 テ レ 匕の 研究 
I 不滅の テレビ ジャン キ—』 『格 暨簦 ：フ 
9.. ア ュ—ス 作品に 『特殊 メィクの 世 g 『悪 
穿 カルト 大全智 『,XHD S など_ 


宅八郎 (たく  •はちろぅ) 

| 九 六〒。 フリ— ラィタ—。 かって 「才 
タク 評論家」 として I 世を 風靡した。 九 五 
年頃に 起きた 小 林よ しのり 氏との オゥム 論 
争が きっかけで 再び 注目を 集める。 著® L」 
『ィ ヵす！ ぉ たく 天圄 『処刑 富 a 、 共著に 
『オ ウム大 論争』 so 
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立って オタク。 

小 林 それは すごく わかるな。 

岡 田た だ、 竹 内さん は、 常識人た らんと してい るんで すよ ね。 そこに 僕は、 竹 内さん との ギャ ッ 
プを 感じます。 竹 内さん は、 オタクで ある ことと 常識人で ある ことを、 両立させる のがい いと 考え 
ていら っし ゃ るんで す。 その へんは 世代 差が あるんで すけ ど、 そんな 常識人 いらない って。 それは 
常識 じ ゃなくて、 ものを 考えり ゃい いだけ だよ って。 オタクで ある ことと、 ものを 考える ことが 両 
立 すれば、 必要な 常識なん か 勝手に 身に つくし。 

小 林 岡 田さん が オタクと しての 売り方が うまい と 言っ たのは、 要するに 自分を どう プロ モ ー トし 
たら どう 見られる か、 どういう 効果が 跳ね返っ てく るかつ ていう のを 計算して るんだ よね。 でも そ 
のためには、 自分の 外側に もう ひとつ 視点を 持って なきゃい けない わけ じ ゃない。 でも、 オタクに 
は それがない から、 オタク だつ たんじ ゃない の？ 

岡 田い や、 それは 頭が悪いからで す。 

小 林そう なの？ 

01 0) - 

呉智英 (くれ •とも ふさ) 

I 九 四 f。 i 家。 18 想に 基づい 
た 封建主義 者を 任ずる 評論家。 近代 主_」 
対する 根強い 違和 雰ら 、「民 奎 S 近代 
が# K だ 最大の 迷 UKJ と 主張す る。 マンガ 
評論 も 一^ける 。著*^ 『封建主義、 その 
1 1AJ 情 ^ 『ハカに つける 蕃 『霃 マン ガ 
の 


岡 田そう です、 絶対そう です。 

_ 9一£ 

以前 呉智英 さんが、 みんなが バカと か 気違いと いう 言葉を 失っ たと おっし ゃって いて、 僕は オタ 
ク 問題の 根本は それ だと 思っ てい るんで す。 オタクと いうのは、 根源 的には、 たとえばい くつに な 
っても アニメ や マン ガを 見て いる バカ っぽい 趣味なん です ょ。 その バカ っぽい サー クルには どんな 
やつが いるかと いうと、 本当に 頭が 幼稚で ロボ ットや アニメが 好きな やつと (笑)、 自分自身で も 
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「やっ ぱ アニメっ てくだらない かもな」 とわ かっていながら、 それでも 好きだと いう やつが いるん 
です よ。 これを ひとくくりに しちゃう と、 「あえて ロボ ット アニメが 好きな やつ」 ってい うのは、 
過剰に 世間を 意識せ ざるを えないで すね。 だって、 自分の 趣味が 幼稚 だと 自覚して いる わけです か 
ら 。そうなる と、 その 中で 一番 煙たくな ってく るのは、 無自覚に ロボ ット アニメが 好きな 幼稚な や 
つ。 こういう やつらに 対しては、 本来は ただ 単に 精神年齢が 低い とか、 バカ だと か、 与太郎 だって 
いう 言葉で 済む はずなん です けれども、 そういう 言葉を 民主主義 教育で 使え なくなっ てし まった。 
そんな オタク 内サー クルの 差別用語は 「オタク」 なんです よ。 「あいつは オタク だ」 って 幼稚な 人 
たちを バカに して 安心して いる。 俺、 それが いやなん です よ。 幸せに な るんだ ったら、 切り離して 
幸せに な るん じ ゃなくて、 みんな 一緒に 幸せに なった ほうがいい じ ゃないで すか。 その 中で、 あえ 
て バカは バカって 言えば いいし、 常識の ないやつ には 常識ない と 言えば いいだけ であっ て。 そいつ 
らに 、わざわざ オタクと いう 新語を 作る 必要は な いんです よ。 だって メタな 社会から 見る と、 そい 
つらを 含めて 僕たちは オタクと 呼ばれて いる わけです からね。 切り離す ことは できな いんです よ。 

小 林そう か。 オタクの 中に も 階層が あるの か。 結局、 いろいろい るっ てこと なわけ ね。 

岡 田は い。 とくに オタクの 人たち というのは、 自分が どうかと いうのを 説明す るの が 好きです よ 
ね。 小 林さん のと ころに も、 ものすごい 分量の 便箋が 来たら、 だいたい それは オタクです よね。 過 
剰に 説明が 好きで、 それ も 自分の ことを わかって くれる まで やめない、 という 習性の やつらが いる 
んで す。 

小 林だろう ね。 たとえば 薬害 エィズを やり はじめる と、 薬害 エィズの オタクが 出て くるん よね。 
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誰が 関わっ ていて とか、 その 全貌を 調べて 延 々と 手紙に 書いて 送って くれ るんだ。 でも、 そう やっ 
て 知識を 得る こと 自体を おもしろがっ ている やつが、 やっぱり 出て くるよ ね。 

岡 田 その やつらっ て、 役に立たないで すか。 

小 林 役に立たない よ。 

岡 田 立たないで すか (笑)。 そうか。 

小 林 知識を 与える 場を 用意 すれば、 彼らは 一生懸命 勉強す る じ ゃない。 関心 持って くれる だけで 
もという 意味では、 たしかに それは 役に立っ てはい るんだ。 集まれと 言えば 集まって くれたり もす 
るし。 でも、 目的が それて いるん じ ゃない かなっ て 言いた いんだよ ね。 

岡 田 僕なん かは オタクの 習性は 利用す る ほうなんで、 そういう やつらは 研究 職に つけり ゃい い。 
本来、 学者なん て そんな やつらが やれば いいんだ し。 「あんたら 勉強 好きなん だから、 永遠に 勉強 
してろ」 と。 それで、 たとえば 今 さら マクロ 経済学 やる よりは、 鉄腕 アトムの 研究して 絶版 マンガ 
でも 集めて ろよ ってい うほうが、 みなさんの お 役に立 つん じ ゃないで すか。 

小 林 わしの 役には 立ちそう だね。 

岡 田 だから、 オタクからの 手紙っ て、 聞いて いる 限りは うっとう しい けれども、 そういう 生き方 
を やって る ほうが、 少なくとも 世間の 迷惑には ならない。 研究 だけして いて、 コレクタ ー 的に 抱え 
こんで しまって、 実際に 見せない やつの ほうが 難儀です よ。 
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オタクの 価値 相対主義 

小 林う ちの スタッフに も オタクが いるよ。 岡 田さん の 本 もしっ かり 読み こんで るし、 竹内義 和の 
大映 テレビの 何とかい う 本 も 持っ ている。 怪獣から 何から、 マン ガも 昔の 手 塚 治 虫から 全部 揃え ま 
くって る やつなん だけど、 この 男は すごく 役に立 つんだよ (笑)。 今回の 従軍 慰安婦 問題で も、 謝罪 
派 側が それ こそ オタクの ように、 いろんな 資料を どんどん 分析して 持って くるわけ だけど、 こっち 
は それにつ き 合う 暇は ない。 だから、 その オタクの 彼に 「わしは これ、 絶対に 戦争犯罪 じ ゃなくて 
戦争 冤罪 だと 思う から、 君を 戦争 冤罪 研究 センター の 所長に する」 と 言っ てね (笑)。 従軍 慰安婦 問 
題を 徹底的に 調べて くれと 言っ とったら、 ものすごく 調べる。 もう、 謝罪 派の 本 すべてを 読んで い 
くわけ。 吉見義 明の 資料 集から 何から、 全部に 目を通 すんだ けど、 膨大な 知識を 持っ てし まって。 

岡 田 便利です ね (笑)。 

小 林す ごい 便利。 わしが テレビの 討論 番組に 出て いくとき、 彼を タ クシ ー の 横に 乗せて パ ー ッと 
出発す るの。 テレビ局に 着く までに、 彼に どんどん 質問して (笑)、 その 間に 覚えて いくんよ。 

岡 田 大統領の 執務 官み たいに プリ ー フ ィング ある わけです ね。 

小 林 そのと きに 一気に 覚え こんで、 その 知識で テレビの 生番組に 行 くんだ けど、 やっぱり そいつ 
はす ごい。 知識の 量で 戦 うんだ ったら、 おそらく 吉見義 明に 勝つ よ。 ただ、 パフ ォ ー マンスの 部分 
とか、 しゃべ り 方の 部分での 負けは あるだろう けど。 

岡 田で も それって、 その 彼が 実際には、 従軍 慰安婦 問題は 結局 どうな のかと いう 価値判断を、 ギ 
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リギリ のと ころでして いない 力ら、 勝て るん じ ゃな いんです か？ オタク 特有の 価値 相対主義 とい 
うのが あって、 僕 自身 も それなん です。 でなければ 、知識って そんなに 蓄えられない。 信念が ある 
と 他人の 心情の 本って 読めません から。 どっ ちで もい いと 思って なきゃ あんなに 読めない。 

じつのところ、 本当は どうで もい いんです よ。 おもしろい のは、 小 林 先生の 戦争に 加担して いる、 

軍師みたい な 気楽な 態度。 つまり、 作戦が うまくい きさえ すれば、 戦争に 勝とう が 負けよう が 関係 
ねえっ ていう。 それが オタクの 無責任な ポジションなん です よ。 

小 林 どうな のかね。 じつに 楽しそう に 勉強して るけ どね。 もし、 あいつを 向こうの 謝罪 派 側に 置 
いたら、 ものすごい 活躍を する 恐れは あるな (笑)。 

岡 田そう いう、 いやな やつです よ、 オタクっ て (笑)。 信義がないで すよ。 

小 林なる ほどね。 優秀な オタクを 見つけて おかな あかんね (笑)。 

岡 田 何人 か ストックして おくと いいです。 でも 三人 以上い るとう っとう しい (笑)。 

小 林 一人で 十分 だね (笑)。 

岡 田 僕が オウ厶 を まったく 他人 ごとに 思えない のは、 この 相対主義と いう スタンスなん です。 こ 

れがオ ウ厶 みたい になり やすい。 正直 言って、 オタクの 人って 常に 判断を 預ける 人間を 探して いる  ミ _ 

んで すよ。 大きな 流れと しては、 ある 時期は _駿 みたい な 人 だっ たり もす るし、 オゥ厶 も それ こ  宮崎駿 (みゃ ざき •はゃぉ) 

i  |九四|〜。アニメ|ション作家。六三年 

含まれる と 思う し。 また ある 時期は 『別冊 宝島』 みたい なのが ル— 卜を 開いた、 オカルトっ f い 価  に東映動画部に入社、その後数社を経てフ 

- リ— 、アニメ 制作 事務 f 設立。 数々 の 匕 

値 観 も あるし。 特定の 個人 じ ゃなくても、 いろいろな もの や 時代の 流れな どに、 ついつ い 無批判に  ット 作品を 生み っづけ 、九 七 年の 『ものの 

考えを ポンと 預けて しまって、 価値判断を 任せて しまう。 その 中で 勝手に 勉強して、 「どっ ち も あ  『 l^ ^s 5 i の^ 1 『uroL pf't fsf 
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るよ ね」 と 言いながら、 いつの 間に か 時代に グイ グイ 押しつけ てる 悪い 癖が あるんで すよ。 

僕 もそう なんです。 これは どうしよう もない んで すけれ どもね。 ただ、 今は この 相対主義を 「手 
段」 として 使いこなして いない、 エセ 相対主義 者が 多い。 だから 相対主義が 誤解され ると 思 うんで 
すけれ ども。 つまり、 何 かを 選ぶ とき、 できるだけ 偏見を なくそう という 手段な わけです。 消費者 
がた くさん ある ラ ー メンの 中から ひとつを 選ぶ とき、 もちろん それは 価値 相対で 選ぶ わけです よ。 
それと 同じように、 言論 や 思想に 関しても、 選ぶ ための 相対主義のは ずなん です よ。 あとから 自分 
で 構築す るた めに、 一回 リセ ット しまし ょうとい うだけ の 思想です から。 ところが、 この リセ ット 
ボタンを 押し っぱなしに していたら、 何も 作れな いんです よ。 ツ ー ルと して 使いこなせない 人と い 
うのは、 押した ままに して るんで す。 それを 押せば 負けない のは わかっ ている から。 相対主義 って、 
絶対 負けない 思想なん です が、 勝てない 思想で も あるんで すよ (笑)。 だから 貧乏く さい 討論に なっ 
ち ゃうんで すよ ね。 

小 林た しかに、 こっち が 絶対 だって 言え なくなっ ち ゃうから な。 

岡 田 だから、 情の 部分で ホロ ッ ときち ゃったり、 強力な 教祖が 出て きたら コロ ッと いって しまう 
というのは、 その 相対主義で ず 一 っと 通せる ほど 心の 強い 人が、 あまりい ない という ことなんで す 
ね。 そんなに、 すべての ものを 相対と して 見られる はずがないで すよ。 

豊かな 世代の 動かし 方 

岡 田 メディア •リテラシ— に 話を 戻します と、 僕 自身、 二 年 ほど 前から 大 だまし 戦争と いうのを 
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やって いまして 。「オタクと いうのは 海外では 評価を 得て いるんだ」 という 大ボラ 話が、 どこまで 
通用す るかな と 思って 意識的に まいて いたら、 結構い け るんで すよ。 今、 みんな 相当 信じて ますが、 
あれは 僕が 作った ホラです から。 針小棒大 だから 針は あるけ ど、 でも 針 程度。 

小 林で も、 かなりい ろい ろと 報道され てた よね。 

岡 田 僕が それを やって 得た 感触は、 メディアと いうのは コン ト ロー ル 可能で、 みんなが これを や 
ってい るのに、 全然 やって いない 人 や 知らない 人 もい っ ぱいい る、 という ことなんで す。 僕たちの 
常識と いうのは、 人権 思想に しろ 何に しろ、 たとえば 僕みたい に 意識的に やって いればい いです が、 
無意識 も 含めて いろいろな 仕掛けの 上に 乗っ かってで きている わけ じ ゃないで すか。 なのに、 それ 
を 知らないのは 不利 だし、 相手を 知らないで だます ゲ ー 厶 というのは、 もうあ まり おもしろく ねえ 
よな って。 だから、 僕は この 仕掛けを バラ しちゃっ て、 もともと 日本では すごく ネガ テ ィブだった 
「オタク」 という 言葉を、 ある 程度 ポジ テ イブな ところへ 持つ てく るのに 成功した。 まあ セ コイで 
すけ どね。 

小 林さん の 場合、 エイズの 薬害 運動では 仕掛けられる 側で、 今回の 従軍 慰安婦 問題に 関しては 仕 
掛ける 側です よね。 つまり、 意図的な 洗脳の 被害者の 側で あり、 加害者の 側で あると。 僕の 場合は、 


数年 前の 宮崎 事件に ょる オタク バッ シングで 長年 被害者 だつ たから、 これぐ らい 返しても いいやと 
思つ て 返した。 じ ゃ あ、 そういう ことを わざと やつた 者 同士、 話が できる かなと 思つ たんです。 

小 林なる ほどね、 そうか。 わしは、 マスメディアに 対する 懐疑の 念つ ていう のは、 おそらく この 
慰安婦 問題を ひつく り 返して しまつたら、 相当に 鍛えられ ると 思つ てい るんだ ょな。 だつ て オゥ厶 


宮崎 事件 

八 八 年から 八 九 年に かけ、 璧 '豪で 四 
人の 幼女が 1 に？ た讓荽 誘拐 殺人 
畢件 。犯人 S 崎 S?— 匕 デォや ロリ 
コンビ デ オの マニアで、 公開され た 彼の 部 
屋の様 @ど から 「オタク」 の 犯罪と して、 
大きな 波 f 呼んだ。 九 七 年に 東京 地裁は 
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のとき も 薬害 エイズのと きも、 ひっくり返 すのは 無理 だって 言われて たよ、 ずっと。 

岡 田 僕が オタクに 関してい けるな と 思っ たのは、 マスメディアを 動かす にはい くつ かの 仕掛け、 
スイ ツチが あって、 それ 以外のと ころを 押しても 無駄なん です。 僕が 押した のは 「オタク 文化の 海 
外 評価」 という もので、 これは 結構、 効きが いいんで すよ。 

小 林なる ほど、 外圧から 来る わけね。 

岡 田は い。 それで、 今回の 教科書 問題に 関する スイ ツチは どのへんで すか。 謝っ てば かりは カツ 
コ悪 いという あたりなん でしょう か。 

小 林た ぶん、 沈黙して いる 多数は すでに スイ ツチ 入っ てるんだ が、 マスコミを 通して 出て くる 声 
がうる さいんだ。 わしの 『お ぼっち ゃま くん』 の 読者で、 連載 当時 小学 四、 五 年生ぐ らいから 中学 
二年生ぐ らいの 世代は、 今は もう 二十歳 前後に なって いるんだ けど、 彼らの 中には 感覚が 違う の も 
いると 思う。 まず、 謝つ て 自分を 誠実に 見せる ことが カツコい いって 感性は ない わけで しょう。 

岡 田 小 林さん の マン ガを 読んで 育った 人と いうのは、 基本的に 文明と か 繁栄と いう ものに 対して、 
非常に 肯定的です よね。 かわいそうな 人に 謝る というのは、 繁栄に 対する 後ろめ たさがない とでき 
ないです よ。 少なくとも、 『お ぼつち ゃま くん』 を 読んで たら、 そういう 後ろめ たさって 持っ てな 
いです よ。 

小 林なる ほど。 『お ぼっち ゃま くん』 をち ゃん と 読んでくれ てたら ね。 

岡 田 さらに その あと、 『少年 ジャンプ』 が 連続 攻撃で 出して きた ラブコメ や 格闘 ものの マン ガ 群、 
あそこら へんには 繁栄に 対する 批判みたい な ものが、 一切 含まれて いなかった。 そこに、 八〇 年代 
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の 『少年 ジャンプ』 の 強さが あつたと 思 うんです よ。 

小 林まず 豊かで ある ことが 前提に なつて しまつて いて、 何の 罪悪感 もな くそれ を 受け入れ るんだ 
つたら、 すごい けどね。 

岡 田 逆に、 貧乏が 前提の 世代に とつて は、 豊かな 自分と いうの が 虚構に 見える わけです。 彼らの 
中には 「お前ら、 いざと いうと きどうす るんだ」 つて 言い方を する 人が いるけ ど、 その 「いざ」 と 
は、 貧乏に なつた ときの ことなんで すよ。 「お前ら そんな ボン ヤリ 生きて るけ ど、 貧乏に なつたら 
どう すんだ」 つて。 その 貧乏は ありえない のに、 それが 本来の ポジション だと 言つ てし まう。 

ところが、 今の 十代から 二十代 前半の 人たち はすで に 繁栄が 前提な ので、 繁栄を 前提と して 謝る 
のか 謝らない のか、 という 考え方 だと 思 うんです よ。 だから、 それに コンプレックスを 持てと 言つ 
て も、 それは ピン トは ずれです よ。 「俺たち は 豊かで 彼らは 貧乏 だから 悪い と 思え」 と言われても、 
思えないで すよ。 

小 林なる ほどな。 貧乏が 前提の やつが 罪悪感を 持つっ て か。 大月隆 寛が、 高度 経済成長を 語る 言 
葉と いうの がない とか 言つ てた けど。 もし、 豊かな のは まつた く 当然 だと 揺るぎなく 信じ こんでい 
たら、 豊かを 持続す るた めに 謝罪と か、 自虐した ふりを して 儲けねば ならない んだ とか 言われても 
ピンと 来ないだろう ね。 

岡 田 おそらく 豊かと いうのは 、システムが 全部で きている ことです よね。 じ や あ、 豊かな 時代の 
自虐と か コンプレックスと いうのは 「お前が いなくても 代わりは いる」 とか 「お前は 必要な 社会の 
パ— ツじ やない」 という こと だ 思う んで すよ。 だから 「お前が 動けば 社会が 動く ぞ 。この システム 


大月隆 寛 (おおつ き •たかひろ) 
一九 五 九〜。 民俗 字 者。 宗教、 政治'  マン 
ガなど 幅広い テ— マで 評論 活動を 行なぅ。 
テ レ 匕 番組の 司会な ども 務める。 著書に 
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が 変わ るんだ ぞ」 という、 薬害 エイズのと きのよう な 動かし 方で チ ヨンと 突いたら、 スッと 動く の 
かなと。 つまり、 それが 豊かな 世代の 動かし 方です よね。 「いつ 貧乏になる かわからない ぞ」 とい 
う ボタンを 押しても 動かない けど、 「お前が いる 意味は じつは あるんだ」 という ボタンには みんな 
すごい 敏感です よ。 

小 林なる ほどね。 これは 『新ゴ ー マニ ズ厶 宣言』 の四卷 にも 書いた けどね。 五 年ぐ らい 前の 講演 
で、 『お ぼっち ゃま くん』 の ファン だとい う、 小学 五 年生の 女の子に サインを してやっ た。 その子 
が 最近 電話 かけて きたんだ けど、 今は 高校 一年生に なったん だって。 で、 中学のと きから 『ゴ ー マ 
ニズ厶 宣言』 を 読んで いて、 『お ぼっち ゃま くん』 『ゴ ー マニ ズ厶 宣言』 と 入っ てきて いる わけよ ね。 
それと か、 今、 読者から 送られて くる 手紙で も、 プリクラ 貼った 女子 高校生 なんかが どんどん 入っ 
てきつつ あるんだ よね。 その子た ちは、 わしと しては 意識が すでに 違っ ている という か。 

岡 田 男の 場合、 「システムが 変わる ぞ」 という ほうで まだ 動 くんです。 それが 微妙では あっても、 
自分が 社会 や システムを 動かせ るんだ という 確信が 見つかる まで、 永遠に 元気が なく ダラ ダラと 生 
きる ことは ある (笑)。 でも 女の子は もっと 冷めて るから、 システムが 変わる ことに リアリティを 持 
ちえな いんです。 彼女たち の リアリティは 「そんな ことした って 就職で きないん だし」 とか 「あん 
ないい こと 言われても 総合 職は 追いだ され るんだ し」 といっ た、 自分は いても いなくても いい 存在 
だとい うと ころに ある。 となると、 今 ある ネット ワーク のよう な ものが 自分の 存在理由 だと、 どう 
しても なって いきます よね。 人と 人との つながりを 確認す る だけの 産業の ほうに、 過剰に 行かざる 
をえない 0 
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『ゴ— マニ ズム 宣言』 は 宗教 だ 

小 林 人と 人との つながりと 言えば、 結局 共通の 言語が なくなっ てし まって いるから ね。 『ゴ ー マ 
ニズ厶 宣言』 というのは、 その 中で 使用され ている 言葉と か 語り口み たいな ものが、 読者を 結びつ 
ける 言語に なって しまって いて、 その 共同体と いうの が、 もうで き 上がっ てし まって いるんだ よね。 

若い 読者には、 共通の 言語と いうの が 親との 間に もない し、 クラスの 友 だち との 間に もなかな か 
な いんだと 思 うんよ。 今は プリクラで あると か 写真機を いつも 持っ てて、 誰と でも 一生懸命 撮って 
その 写真を いっ ぱい ストックして いる けれど、 あれは つまり 言葉の 代わりなん であっ て、 言葉で つ 
ながっ ている わけ じ ゃない。 じ ゃ あ 自分自身の 存在を 取り まく 社会を、 どんな 言葉で 語れば いいん 
だって 言っ たら、 その 言葉を 与えて くれる 人が 世の中に いないんだ よね。 そこで 『ゴ ー マニ ズ厶宣 
言』 を 見た ときに、 この 言葉 だとす G くわ かると。 さらに この 言葉で つながっ ている 人たち がず い 
ぶんた くさん いるみたい だと 感じて、 その 言葉の 共同体に 入り こんで きている というの かな。 オタ 
クの 場合で も オタク 文化の 中の いろんな アイテムで 語られる 共同体の 中に いて、 充足 感を 得て いる 
ん だろう し。 ある 意味、 それが 三十 代ぐ らいの 共通言語 だっ たの かもしれ ない けれどもね。 『ゴ ー 
マニ ズ厶 宣言』 も、 そういう 言葉の 共同体に なって しまって いると ころが あるから、 そういう 部分 
でも、 わしは そんな 勝手に やめられない んだ よね。 

岡 田 つまり 僕が やって いる こと も 小 林さん の 『ゴ ー マニ ズ厶 宣言』 も、 そういう 人々 の コミュ ニ 
ケ ー ショ ンツ ー ルに 使われて、 アイ デン ティ ティー の もとにな ってい ると いう ことです よね。 それ 
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はすな わち 宗教っ てこと です よね。 

小 林 まあ、 そうだね。 

岡 田 僕は それ、 全然 悪くない と 思います。 宗教から 離れられる ものなら、 この 三千 年で 離れて み 
ろと 思います ね。 言葉と 宗教は くっつ いている ものです から、 人間が 言語を 持っ ている 限り、 必ず 
宗教は あります。 でも 参加して いる 人たち は 「これは 宗教 だ」 と 気づいて いるんで しょう か。 気が 
つかなくても いいの かも わからない けど、 僕は 「君たち が 岡 田 斗 司 夫を アイデンティファイして 話 
している 限り、 それは 僕の 宗教に 属して いる わけ だから、 お 布施を 払っ ていた だきます」 と 言い ま 
すよ。 

小 林 最近、 大月隆 寛が 「新しい 教科書を つくる 会」 の シンポジウムに 来た 人たち を 取材して 回っ 
たら、 若い 子たち は やっぱり、 『ゴー マニ ズ厶 宣言』 から 入っ てきた というの が 多い らし いんだ。 
その 中に 宮 古島に 住んで いる 女の子が いて、 彼女は 「小 林よ しのり が サリンを まけと 言っ たら、 私 
はまく」 と 言っ ている らしい (笑)。 

岡 田 それぐ らいの やつが いなき ゃ、 つまらないで すね (笑)。 

小 林 何てい うか、 「宗教 だって べつにい い」 と 言って 選択す る、 そういう 居直りが できる ぐらい 
まで、 読者の 思考 そのものが 複雑に なって きている と 思うよ。 それは わしが 金 日 成に たとえながら、 
カリスマと 言われ はじめた 自分を 相対 化する マン ガ やら 何やらを さんざん 描いて きて、 それを 全部 
読んで しまった 読者は、 わしが マン ガで 「うちの スタッフは サリン まかないと 言っ ている よ」 と 描 
いても、 「それでも 私は まく 一と。 そういう やつまで 出て きち ゃった わけ だから。 それは、 もう 承 
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知して いるけ ど、 でも あえてそう 言っ たほうが 自分で も おもしろい、 という 選択を してい るん じ ゃ 
ないかな と 思う けどね。 

エン ター テイン メン トは も* 〇 いらない 

岡 田 以前、 東大の 僕の ゼミで 小 林さん に 対談して いただいた ときに、 「もう マン ガは いい じ ゃな 
いです か。 エン タ ー テイン メン トなん か 捨てて、 行っ ち ゃえ 行っ ち ゃえ」 って 言っ たんです よね。 

小 林 わし、 あんな ふうに 言われた の、 初めて なんよ。 みんなに 「とにかく やめろ V 物語に 戻れ。 
物語が お前の 日常だろう が」 って 言われ 続けて きて。 「やめる 必要ない」 と 言った のは、 西部 邁と 
岡 田 斗 司 夫し かいない (笑)。 

岡 田う わ、 そうなんです か (笑)。 僕、 あのと きに かなり 不遜な ことを 言っ てし まったん です が、 
本当は 物語の 世界を 描いて くれていた ほうが、 僕は ライバルが 少なくて 済む ん です。 この ことに 関 
して 自覚して いる やつっ て、 おそらく 日本に 五 人 もい ない はずで あって、 小 林さん は その 一人 じ ゃ 
ないかと。 俺は そっち に 行こうと 思っ ている から、 将来 思いっきり ぶつかる 可能性が あるんで すよ 
(笑)。 そのと きは 宗教 戦争に なって、 本当に サリンの 世界に なっち ゃい ます. (笑)。 ただ、 そういう 
やつらが 何人 かいない と、 もう、 おもしろくな りようがない という か。 

エン タ— テイン メン トは もういい というのは、 僕は、 おもしろさっ ていう のを 否定して いるから 
なんです。 現実 社会が こんなに 崩れち ゃったら、 その 現実を もう 一回 物語 化して 語る しかないです 
よね。 だから 今 ti しょうがなく、 政治家の 汚職と か 芸能人の スキ ャン ダルなん かを、 まるで ギリ シ 
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ャ 神話みたい に 語っ ている わけです よ。 「いやいや、 それは ヘレナが 嫉妬して …… 」 とか 「太陽神 
アポ ロンが …… 」 というのと 同じ。 宗教がない 時代の ロ ー マ 市民は、 あんな ことを 語る しかな かっ 
たわけです 。やっぱり 人間には 何 かが 必要な わけで、 じ ゃ あ、 宗教の ほうへ 行っ てし まった ほうが 
おもしれ えよ って。 そうか、 西部さん も 同じ ことを 言っ てる か。 でも 西部さん はきっ と、 俺の ライ 
バルを 育てようと かじゃなくて、 ともに 戦い ましょう だと 思 うんです けれども (笑)。 

小 林 どういう つもりな のかな。 

岡 田 これ 以上、 あやつらに おもしろい もの 与えて どうす るんで すか。 今の 状況 下、 フィ クシ ョン 
で おもしろい ものなん て、 おいしい たこやき 屋を 開く のと 同じく らい 意味がない。 おいしい ものよ 
りは 体に いい ものを、 という 流れと 同じように、 体に いい もの、 みんなの 頭に いい ものを 作った ほ 
うがいいで すよ。 

小 林なる ほどね、 そうか。 

岡 田 小 林さん の 場合は 「職業 = 小 林よ しのり」 で、 マン ガは ツー ルに 見え るんで すよ。 まず 「小 
林よ しのり」 が 描いて いると いうの が あって、 その上で 今回の 話は 何だろう と。 

小 林 大人は そうか もしれ ない けど、 子どもは 違う でしょう。 

岡 田もう、 子どもは 切って いいです よ。 女子 どもは 切る (笑)。 女子 どもが タ ー ゲットっ ていう の 
は 平成 以前です よ。 

小 林なる ほどね。 わしは そこのと ころに、 すごく 分離した 感覚が ある。 やっぱり、 自分が 手 塚 治 
虫と かに 育てられ てるじ ゃない。 子どもの 憧れが マン ガ だった、 その 恩恵み たいな ものに、 ものす 
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ごく 感謝して いるから、 それを ち ゃん と 継承し ない と、 すごく 罪悪感が 芽生える ところが ある。 

岡 田い や、 もう 今は 継承した あとです。 これ 以上は、 ジュ ー スに 砂糖を 溶かす ような ものです。 

小 林 継承した あと (笑)。 なるほどね、 そうか。 

岡 田 小 林さん が、 もし 今 『少年 ジャンプ』 で 連載したら、 一人、 あの 雑誌の 枠からは ずれる わけ 
です よね。 だからもう いいと、 本当に 思います けどね。 新人の マン ガ家 だったら 別です けれど、 今、 
小 林さん が マン ガの 文化を 豊かに する 必要は、 僕は やっぱり 感じないです よね。 

今の マン ガの 文化と いうのは、 基本的に 二十代の やつが 頑張って、 三十 代が 発展させる という 構 
造です よね。 この 二十 年間、 その 構造 だけは 変わっ ていないので、 もう 三十 代 終わったら 「俺は 恩 
返しした から、 若い お前ら が マン ガを 発展 させなさい。 俺は 俺で やる ことがあ るから」 と 言っ てい 
いんじ ゃない のかな。 その上で、 マン ガの 可能性を ほかの 人たち に 見せる だけで いいと 思います。 
小 林さん って、 弱気に なると マン ガ家 という クリエ イタ ー の ほうへ コソコ ソッと 逃げて (笑)。 

小 林 弱気になる とね。 

岡 田 強気に なると ガ ー ッと 出る という (笑)。 

小 林そう なのかな あ。 なるほど (笑)。 ほお、 そうか (笑)。 

岡 田 小 林さん の 場合は、 マン ガの 中に 入っ ている 情念が パク ハツし さえ すれば、 マン ガと いう 不 
自由な ツ ー ルを 使 っても、 ここまでで きる というの が 武器です から。 情念を フ ァイ ヤ ー させて 世に 
出られ るんだ ったら 出た ほうがいい し、 弱気に なって コソ コソ したいと きは マン ガ描 くの もよ し。 
でも それは、 老後の 楽しみの ためにと って おいたら どうです か (笑)。 
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小 林なる ほどね。 そんな こと 言われた の、 初めて だよ (笑)。 

日本 征服 宣言 

0M0 - 

吉本隆 明 (よしもと •たかあき) 
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それと 同じように、 若い やつらは 活字に 対する 信仰は ない けど、 マン ガ みたい な 表現形式と か、 

キャ ラ クター 化に 対する 信仰は あると 思 うんです ね。 だつ たら 西部 も 吉本も 今から マン ガの 勉強を 
して、 五 年後ぐ らいに 生き残る ことを 何とか 考えない と、 ヤ バイん じ ゃない かと 思つ ている わけな 
んで すよ。 『ゴー マニ ズ厶 宣言』 の、 考えて いる ことを マン ガに 描いて、 イ ベン トに して、 自分を 
キヤ ラ クタ ー 化する 手法、 という か、 思想です ね。 あれは イケ まつせ。 

小 林なる ほど。 乗せ 方が 最高に うまい な。 

岡 田 それに、 これまで、 マン ガ 家から 大人になる 道つ ていう のを、 誰 一人 提示して いない じ やな 
いです か。 マン ガ 家の まま 死ん じ やつた 人 ばつ かりで しよう。 マン ガ というと ころから カツコい い 


岡 田 僕は、 ツ— ルと して 『ゴー マニ ズ厶 宣言』 が 出て きたと き r 吉本隆 明 どうす るんだ」 つて 思 
つたんで すよ。 「今から お前、 マン ガの 勉強し ろ」 つて (笑)。 僕は あのと きに 初めて 「マン ガ 家に 
なりたい」 と 強く 思つ たんです。 それは 今の 従軍 慰安婦 問題で も、 論理 性が ある 説得なん て、 みん 
な 聞かない わけです よね。 聞きたい ものを 聞きたい 順番で、 どういう ふうに プレ ゼン テー シ ョンす 
るの かを 待つ ている 状態で、 情報を 咀嚼す る 顎の 力が すごく 弱くな つてい る わけです。 僕らの 世代 
はま だ 活字に 対する 信仰は ある ほう だけれ ど、 たとえば 漢詩に 対する 信仰と か、 シエー クス ピアの 
引用に 対する 信仰み たいな ものはありません。 
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男儉 みたい なのを 見せて くれないから、 マン ガ に対する 憧れは 何となく あるけ ど、 マン ガ家 という 
職業への 憧れは 持ちに くい。 つまり オタクの 人 も、 それと 同時に 一家の主で あり、 会社員で ありと 
かいう 属性を 求められ るのと 同じように、 マン ガ 家と 同時に 社会人で も あると いう 属性が、 求めら 
れる はずなん です。 ところが そこは クリエ イタ ー の 聖域と いう やつで、 愚 力な 人間で もい いという 
感覚が あるじ ゃないです か。 もう それは、 なくして しまって 大丈夫 なんじ ゃないで すか。 一般社会 
のど 真ん中に 来て 大丈夫。 選挙 出 ましょう よ、 とは 言いません が (笑)。 

小 林 まあ、 そり ゃた しか だ。 

岡 田 この 年に なって、 田植えして いる ば あち ゃん に 頭 下げた くねえ っスよ (笑)。 

小 林 うん、 ないない (笑)。 

岡 田 それで 栄耀栄華が 保証され るんだ ったら、 いくらでも 田んぼに 出て 土下座し ますけ ど (笑)。 

小 林 何でも 言うな あ (笑)。 

岡 田と もに 日本を 征服し ましょう。 小 林さん は 九州の ほうを どうぞ。 オレ 関西に 行きます から 
(笑)。 いや、 その 前に 連合国 軍を 作ろう (笑)。 だって 基本的に 価値 相対 だから、 オタク 文化が 世界 
を 全部 一色で 塗る とは、 どうしても 考えに くい。 濃い やつは 心の中の 八〇パ ー セン トまで が オタク 
文化 だけど、 薄い やつは それが ー パ ー セン トぐ らいで もい い。 それが 世界人 口の 中に 緩やかに 分布 
している というの が、 私の 望んで いる 繁栄の 姿です。 

小 林こう いう ふうに 言う 人い ない んだ よ。 初めて 出て きた (笑)。 この 前の 講義で 初めて 聞いて、 
どう 対処して いい もの か、 わからない ような。 
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岡 田 どれぐ らい、 こいつは 本気で 言っ てい るんだろう かと。 

小 林 あきれた 意見なん だよ。 「ほお、 そんな こと 言う 人間が おる のか」 と 思って。 

クリエ イタ— の 時代は 終わっ た 

岡 田 私が こう 言っ てし まえる ベー スとい うのは、 ものを 作る 時代は とうとう 終わっ ち ゃった。 も 
う クリエ イタ ー は 終わっ たと 思っ ている からなん です。 

小林ええ |9 :そこまで言うのか。 

岡 田 だって 今、 二十 五 歳 以下で、 クリエ イタ— ってい ないじ ゃないで すか。 絶滅す るんで すよ。 
ここに いれば 私たちは 住みに くくなります よ。 十九 世紀から 二十世紀 型 文明の 頂点と して、 創造者 
が 頂点 だとい うのは あったんで すけれ ども、 十 年 前く らいに 崩れた という 感触が あったんで すよ ね。 
小 林た しかに クリエ イター が 一番 だと か 絶対 だっ ていう のは、 もう 信仰 だよ ね。 信仰と なるほど 
に 普遍的な、 みんなの 中の 観念 だよ ね。 

岡 田 その クリエ イ トされた ものが、 今は 単なる コミュニケ— ショ ンツ ー ルに 堕ちつつ あります よ 
ね。 歌は うたい やすい 歌。 言説は、 流行し やすい 言説。 言論 も、 コピ ー しやす くて、 みんなが 自分 
の 言葉と して 言い やすい もので なければ 流通し ない。 そうな ってし まった 以上、 発言者が 絶対で あ 
ると いう 信仰は、 ものすごい 勢いで 崩れて いきます。 私たちは その 変化の 真っ ただ 中で、 揺さぶら 
れ ている のかな という 気がします。 

小 林なる ほどね。 それ だったら 一番 最初の 頃、 『ゴ ー マニ ズ厶 宣言』 を 描き はじめる とき、 物語 


マジ メな話 046 


に 戻れと か 何とか 言われて、 現実を 物語 化する こと 自体を やって みると 言 ったわし の 意見は …… 。 

岡 田 それが 一番の 正解 だと 思います。 虚構の 物語は 今 ある ものの アレンジ だけで、 あと 千年は い 
けます から、 この バリエ ー シ ョンが あれば 大丈夫です。 あとは、 ネ ットヮ ー クや 同人 誌な どが 増え 
れば 増える ほど、 プロが 商業べ ー スで やって いる 物語の 意味が どんどん 薄らいで いくと 思います ね • 
小 林 プロと アマチュアの 境は たしかに なくなっ てきて るけ ど、 それは プロが サボっ てるから とか" 
力が なくなっ てきた からと 思っ ていたん だけど。 プロが 創造す る ものの パタ ーンが 出尽く しちゃっ 
たって こと？ 

岡 田 それ も あるし、 プロで サボっ ている やつと アマで 頑張っ ている やつが、 完全に 逆転して しま 
ったんで すね。 これまでは、 プロになる にはい ろい ろな ことを 我慢した 上で、 やっと 作品の 発表が 
できた わけです ょね。 でも 今は 我慢な しに 発表す る 形態が、 ホ ー 厶ぺ ー ジだ 同人 誌 だと、 ものすご 
い 数で 出て きて しまった。 すると、 ドロップ アウ ト じ ゃな いんです が、 プロの 中から 次々 と プロと 
アマの 中間になる 人 も 現われて くるんで すね。 こうな ってし まう と、 クリエ ィト という ものに 関す 
る 特殊性が なくな るんで す。 昔は マン ガ家や 小説家になる といえば、 平凡な 人生を 全部 捨て なきや 
いけな かつた のに、 今は とんでもない ことに、 地方公務員しながら できる じ やないで すか (笑)。 

さらに マン ガの 種類が すごく 増えち やつた おかげで、 千 人の 支持者が いれば 何とか 食える 状況に 
なつて きたんです。 そうなる と、 プロの マン ガ家で ある 利点、 つまり 作品 発表の 場が 持てる、 商業 


作品と して 発表で きる という ことが、 そう 重要で もなくなる。 だから 今、 コ ミケと かで 描いて いる 
やつは 「商業 誌は どうせ 好きな もの 描けない からい やです」 と 言います よ。 かつて 同人 誌で 描いて 


コミケ 

「コミック マ— ケット」 の 略。 日本で 開催 さ 
れる 同人 誌の 即売会で'  f 大きい ィ ベン 
卜。 マンガ だけでなく、 旅行 エッセィ や 硬 
派な 1 、伍〒 匕— の 目録、 現役官 
よる 霞ヶ関 批判 …… など、 売買され る 
本の 種類 だけで も、 十万 種は 下らない。 ア 
ニ メやゲ —ムの キャラクタ— の 衣装で 会場 
に 集う コスプレ— ヤ— も、 話題の ひとつ。 

夏と 冬の 年二圖 装る。 
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るのは、 商業 誌では 勝負で きない、 内輪う けの マン ガ しか 描けない、 ネガティブな やつらの もの だ 
という イメ ー ジが ありまし たよね。 でも 今は そんな 解釈は 通用し ない ほど、 そいつら の 人数が 莫大 
に 増えち ゃった わけです。 今年の 夏の コ ミケなん て 五十 万人です よ。 

小 林 ほんと？ 

岡田コ ミケ だけで 五十 万人、 そのほか にも 週に 一回の 割合で、 日本の どこかで 似た ような イ ベン 
卜が 開かれて いますから、 通算 すれば 日本国民の 何 パ ー セン トと いう 結構 巨大な 数が、 それ 目が け 
て 動いて いる。 それだけの マスの 人間が 自閉 的で ある わけがないで すよ。 その ぶんだ け 商業 誌の 部 
数は どんどん 減っ ていく。 

小 林た しかに 『ゴ ー マニ ズ厶 宣言』 を やって いると、 前は 学者と いうのは 相当な もの だと 思って 
いたのが、 じつは 全然たい した ことない なと 思う 局面が、 どんどん 出て きた。 今回なん かそれ こそ、 
まるっ きしの オタクに すぎない うちの 若い スタッフに、 従軍 慰安婦に ついて 調べさせたら、 謝罪 側 
の 権威の 吉見義 明 だって 打ち破れる ほどの 知識が ついち ゃうから ね。 向こう側を 学者と しての プロ 
だとす るんだ ったら、 アマチュア でも 勝てる 状態に なって いる。 もしかすると、 学者と か 論壇と か 
の 「権威」 と言われて いるもの も、 ひょ っと すると …… 。つまり、 素人の 水準が かなり 上がっ てし 
まって いるんだ よね。 

岡 田 小 林さん が マンガ の 中で 描いて いる 「テレビの 情報 操作には ごまかされない 観客が 増えて い 
る」 というのは、 すなわち アマチュアの レベルの 上昇です よね。 逆に、 それが バレる 番組し か 作れ 
ない というの が、 プロの レベルの 低下です よね。 
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小 林なる ほど、 そうだよ ね。 たしかに、 金曜日に 『朝まで 生 テレビ』 に 出て、 自分が 謝罪 派 側の 
仕掛けの 中に 突入して いって しまって、 これは 何なん だっ て 惑わされて しまった とする じ ゃない。 
でも、 月曜日になる とそれ を 全部 見破っ ている 読者から、 たちまち ド ー ンと 手紙が 来る もんね。 そ 
の 手紙を 見る と 「ああ、 そうだった のか、 そうだった のか」 となっ てし まう し。 そういう 読者は 文 
章の レベル も、 ものすごく 高い んよ 。でも 手紙を 出して くるのは、 本当に こっちが ピンチに なった 
とき だけなん よね。 どうも、 わしが 困っ ている みたいだ って 見える と、 ダー ッと来 るん よね。 それ 
以外の 人たち は 自分勝手な 思いを どんどん 書いて、 自分の コミュニケ— シ ョンの 手段と して 利用し 
ている だけみたい だから、 そのと きに 思い知らされる けどね。 r うわ、 こんな やつが いるの か」 って。 

僕らは 利益 代表者 

岡 田 僕は、 小 林よ しのり という 人間は、 「小 林よ しのり」 という 思想 集団が いて、 その 利益 代表 
者に すぎない のでは ないかと 思っ てい るんで すね。 アメリカの 大統領は、 アメリカ 国家の 利益 代表 
者なん です よね。 僕は 自分を 「オタク」 の 利益 代表者 だと 思っ てい るんで すよ。 だから オタクの 人 
から ク レー 厶が 来れば、 自分の 考え方を 平気で 変え るんで す。 オタクに とって 有利で あるよう な こ 
とを する のが 僕の 仕事で、 オタクを 利用して 有名に なろう ってい うんじ ゃない んで すよ。 その 仕事 
をち ゃん とやっ ていれば、 僕のと ころに 幸せが 返って くるよ うな 仕掛けに なって いると、 信じて い 
るんで す。 

小 林さん のと ころに、 いい 読者から 手紙が 来る という ことは、 その 人たち の 心の中で ある 程度の 
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パー セン テ— ジでバ ー チャ ルな 小 林さん が 運動して いる わけです よね。 その 心の中の 小 林さん が 手 
紙を 書く わけです よ、 「オレ 小 林」 はこう 言っ ている と。 小 林さん は その 手紙を 見て 「そり ゃ気ィ 
つかん かった な」 って 自分の 考え方を 変える。 つまり 小 林さん は 『ゴ ー マニ ズ厶 宣言』 を 通じて、 
小 林さん 的な 思想の 利益 代表者と して そこに 座っ ている。 その 人を カリスマと 呼ぶ だけで あって。 
小 林なる ほどね。 大月隆 寛が 『新 ゴー マニ ズ厶 宣言』 の 三 巻を 見て、 相当 衝擊を 受けたら しく、 
「これは もう、 小 林 よしのりの ユニッ トに なって いる。 こんな ものを 相手に する ってい うのが、 気 
が 知れない」 って ビック リ してた けど。 

岡 田 だから、 最終的に 小 林さん も 僕 も、 「あれは 小林教 だ」 とか 「岡 田教 だ」 って 言われる と 思 
うんです よ。 そのと きの 反論と して 準備して いるの が、 「僕は、 岡 田 斗 司 夫 的な ものの 考え方の 利 
益 代表者に すぎない。 僕 以上の やつが いれば 座を 譲る し、 自分は 利益 代表と して、 みんなの 意見を 
取りまとめて 最大限の 幸福の ために 動く という、 あんた たちが 好きな 民主主義 そのものを やって い 
る だけです。 ただ システムに 乗っ ていない だけです」 と。 

小 林 それは わし も、 抗議が いっ ぱい 来る ときは、 そういう ふうに 書いた わ。 わしに 向かって 連載 
を 中止し ろ だの (笑)、 わしが 読者を 洗脳して いると 抗議が 来 るんだ けど、 連載 さえ やめれば、 読者 
が 洗脳から 解かれる はず だと 思い こんでい るんだ よ。 となると、 「これは わしに 対して 言っ ている 
んじ ゃなくて、 わしの 読者を バカに している」、 そう 書い たんだよ ね。 結局、 読者が 洗脳され てい 
るので はない。 もし わしが、 読者の 考えに 背く ような ことば かり 書けば、 当然 読者は 逃げて いく。 
そうすると わしは 食えなくな ってし まう ん だから。 
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岡 田た とえば 選挙で 選ばれる とい っても、 二 年に 一回で しょう。 小 林さん の 場合は 隔週の 雑誌 だ 
から、 ひと 月に 二回 選挙が ある 状況で、 売れる か 売れない かを 常に 判断され てい るんで すよ ね。 

小 林 こっちは 売れる ようにし か 描けない からな。 反響を 見れば、 「ああ、 これは 受けて るんだ」 
とか、 「これは だめなん だな」 とかは っきり わかっ ち ゃう わけ だから。 だから 日常に 戻れ だの、 物 
語の 世界に 戻れ だのい ろい ろ 言われる ときは、 わしの 客、 つまり 読者 そのものを ただ 取っ ていけば 
いい じ ゃない かと 思うよ。 いつでも 取って くれてい いんだから。 

岡 田 分散型の 国家に なったん だから、 みんなが 国民を 取り合えば いいんです。 俺は とにかく みん 
なから 税金を 集める システムを 確立して、 自国 民を 養成して、 強く して、 さらに 国民を 増やす とい 
うこと を やって いる だけ だから。 

思想家は 絶滅した 

岡 田 さっきの プロと アマの 話で 言う と、 カリスマと いうのは プロでは ない ん です。 それは ツ ー ル 
なんです よ、 みんなに とっての。 みんな、 一人で ものを 考えられなくて、 何人 かの 意見を 頭の 中で 
合成す るの が 限度なん です よ。 そうでは ない、 自分の 考えと いうの が オリジナリティ 信仰であって、 
これの 頂点に あるの が クリエ イター 信仰なん です けど。 

今は みんな、 自分 一人で ものを 考え るん じ ゃなくて、 本を 読んだり いろんな 人の 考えを 聞いたり 
して、 頭の 中で それを 組み合わせて コー デ ィネー トする しかで きない わけです。 そうな ってく ると、 
自分の 中に カリスマが 何 種類 かいて、 その バランスが いい か 悪い かの 問題に なって くるんで す。 だ 
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から、 小 林さん と 宅八郎 さんの 両方の ファンで あると いう ことが、 容易に できるようになるんで す 
よ。 それは 自分の 中の 配置の 問題で、 部屋の 中に コン ト ラス トと して、 クロと シロを 配置す るよう 
な ものです よ。 その 幅を どれ だけ 取れる かです ね。 部屋の 中に 岡 田 斗 司 夫し かいない ような 人は、 
ほかの 人から 見て たぶん 相当 偏狭な 人なん です。 そうじ やなくて、 そこに 何人い るの か、 その バリ 
エ ー ショ ンが どれ だけ あるの か。 小 林さん と 宅さん しかいな かったら、 それは それで コン ト ラス ト 
は 取れて いるんで すが、 コー デ ィネ ー トする 趣味が 変です よね。 じ や あ、 自分ら しい 調和の 取れた 
部屋を 作る とか、 フ ァッ シ ョンと 同じで、 ひとつの ブランドで 統一す るん じ やなくて、 全部 パー ツ 
で 揃えて、 色に 気を 使う のと 同じように、 思想 的に どれ だけの カリスマが 頭の 中に 配列され ている 
のかと いうと ころで、 みんな 考えて いますよ ね。 

小 林 その へん、 考えて いるの かね。 

岡 田 それが、 現代の 「知的で ある こと」 の 上限なん です よ。 知的 以下は というと、 小 林よ しのり 
が 好き か 嫌い かで 導入して いる わけです。 現在の 知的の 上限は、 たぶん、 誰かの 言論と いうのを 組 
み 合わせて いる 人 だと 思います。 僕は それを、 現代の 思想家の 方々 に 会ったり 本を 読んだり して、 
痛感し ました。 思想家っ ていないんで す。 絶滅 品種なん です よ (笑)。 どうも 百年 ほど 前に 絶滅し ち 
やった みたいで すね。 代弁 屋 さんみたい な 人は いますけ ど。 なぜか と言うと、 彼らは ものを 考えず 
に、 先に 本を 読ん じ やって それの 組み合わせで しか 考えられ なくなっ ている。 悪い 癖です よね (笑)。 
思想家は 本を 読むな って 思 うんです けど。 本棚 取ったら 成立し ないような 人し か、 残ら なくなっ ち 
やったん です よ。 
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小 林 やたら 知識 仕込んでも、 バカは バカ だ もんな。 

岡 田 こわい。 という か、 ひどい こと 言っ てます (笑)。 まあそう いう 時代の 中で、 僕は みんなの ツ 
— ルの ひとつに なれば いい かと 思っ てい るんで すけ どね。 一色に 染めようと すると、 独裁者 や 宗教 
家に なっち ゃうけ ど、 間接 政治を 増やした りして 人数を 増やせば いいだけ だから。 

小 林 マルクス主義みたい な 思想 的な ものが 全部 潰れて しまって、 それ 以降は 何もない わけ だから。 
岡 田 今の 思想家が やって いる ことは、 社会現象を 思想界の 用語で 言う だけの、 当てはめ 屋 さんで 
しょう。 そんなの 思想家で あるは ずがないで すよ。 マルクスに 謝れって やつです よね。 僕は 浅 羽 通 
明さん が一 時期 名乗っ ていた 「思考 代行 業」 というの が 気に入っ てまして、 これは いい 職業です よ 
「あなたの 代わりに ものを 考え ま 一 す」 という (笑)。 

小 林 だから、 いわゆる 知識人と 呼ばれる 人たち が 書いた ものを 読んでも、 納得し ない のか もしれ 
ない ね。 たとえば クロ ー ン という テ ー マに 対して 「それには こういう 考え も ある、 ああい う 考え も 
ある、 さらには …… 」 と 知識を バ ー ッと 披露して いく。 読み手は 「そり ゃ あある だろう ね、 ある だ 
ろうね、 だから 何？」 って 最後のと ころを 見る と、 何も 新しい ものは 提示され ていない。 「だから 
今後 もい ろい ろな 問題は 絶えないで あろう」 みたい に 終わっ ち ゃう。 「何なん だ、 これは？ 何が 
書いて あったんだ？」 となる わけよ。 俺なら こんなに 知識を 披露し なくても、 自分勝手に 書ける と 
思う もの。 

岡 田 思想の プロの レベルが 下がっ てきて、 アマチュアの レベルが 上がっ てし まったん です ね。 完 
全に 逆転して いる。 


浅 羽 通 明 (あさ ば •みち あき) 

I 九 五 九〜。 評論家。 文化 ネット ヮ—ク 
「みえない 大字 本！ j 主宰者。 「オタク 世代」 
を 代表す る 評論家の 一  < 『ニ セ 字 生 マニ ユ 

アル』 sf 集める。 纛が 「攀 もし 
くは 電波と いぅ 制 ^ に 規 _ れ るのを 嫌 
い、 プラィべ— 卜べ— パ— 『流行 普を 発 
行、 時間 問題から サブ カ ルチャ— まで、 さ 
まざ まな テ— マに ついて、 潺 読 者と 論じ 
合つ 活置 開して いる 0 
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小 林 ものを 知っ ている というよりは、 いろいろな 人物、 今なら 岡 田 斗 司 夫と か 小 林よ しのり とい 
う 人間の コラ— ジュが 知的と いう わけ？ 

岡 田そう です。 たぶん 僕 自身 も 今まで 読んで きた 人の 影響を 強く 受けて、 そうな ってい るは ずで 
す。 もう スタイル として ばれない ようにして いますけ ど (笑)。 

小 林なる ほどね。 そんな 状況な のか。 でも、 それは ありうる よね。 

岡 田た ぶん 僕と 同 世代、 あるいは それ 以下の 人たち は、 必要 以上に 小 林さん に 近づく のを 恐れて 
いるんで すよ。 「小 林 派」 と 呼ばれる ことに 対する 恐れが あるんで す。 彼らは 他人に レッ テルを 貼 
りたが るく せに、 自分には レッ テルを 貼られたくない と 思っ ている、 根性な しの やつが 多 いんです 
よ。 思想家 ポジショニング マップみ た いなものを 作りたがる のに、 その 中に 自分を 入れないで おこ 
うとす る。 

小 林 ああ、 なるほど。 それは 見て いて 感じる ね、 たしかに。 

岡 田で も、 何 かを するとき には、 立場を 表明せ ざるを えないです よね。 だから、 大 月さん みたい 
な 根性が なかなか 出ない んで すよ。 

小 林た とえば 湾岸戦争の ときに、 文筆家が 自分の 立場を 表明して、 すごく 恥を かいてし まった じ 
ゃない。 あれ 以降、 自分の 立場を 表明す るのを、 みんな ものすごく こわがっ ている 感じす るけ ど さ。 
ああい う 形の 表明して す e く バカ やった としても、 それ 以降 自分が 作り だす もの や ふるまいが、 や 
っばり 強烈で あったり おもしろ けり ゃ、 それでい いんだろ うに。 

岡 田 さっき も 言いました けれど、 自分の 中に 今の 知識人 だの 知性の あり方 だのが いろいろ あって 
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も、 ほかの 部分は 除いて、 その 中の 特定の ひとつ だけを お客様に 出さなければ いけない ときが ある 
ん です よね。 でも その 作業が できない 。「自分は いろいろ あっての 自分です」 と、 どうしても 言い 
たくな っち ゃうんで すよ。 

だから、 僕、 以前 小 林さん と 話した ときに、 一番す ごいな と 思っ たのは 「小 林さん ってこう いう 
人です よね」 なんて 言う と 「そうか もし れん」 って 一回 返して くれます よね。 これは 僕らの 世代 以 
下は 絶対で きない ことです。 自分が 何 か 決めつ けられそう なと きは、 必ず 「ってい うか」 と 言って 
反論 しちゃ うんです よ。 これは もう 弱点です。 自分で も 実感して いるけ ど、 自分を 含めた 世代 的な 
弱点。 

小 林そう、 それは いつも 感じるな。 自分の プライド だけは、 ものすごく 高くな ってい るんだ よね。 
従軍 慰安婦で も、 いろんな 人が 文章 書いたり している けど、 こっちは それを 読んで 間違いが あれば 
指摘す るし、 異論 も 言う。 そうすると 「それは 知っ ていた」 と 必ず 言 うんだ よね。 「たしかに 知ら 
なかっ た」 と 認めれば、 それだけで 済む ことなのに。 それで 自分の 価値を 著しく 下げる ことって あ 
りえない。 

岡 田で も、 それって 言論の 世界の 人が、 昔から やって いる ことです よね。 必ず 一歩 も 引かない。 
絶対に 譲らない ことが カッコい いんだと 思っ てるから。 だから そういう 人と 話す と、 すごい 疲れる 
んで すよ ね。 人前で 話す ときの おもしろ さって あるのに、 それを こいつら 考えて ねえの かって。 

小 林そう だよ な。 

岡 田 言論の 人が だめな のは、 彼らは 一対一の r 勝負」 だと 思っ ている けど、 実際は 一対 多数の 
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「競争」 なんです。 討論では 勝ち負けなん てつかなくて、 お 互いに 傷つかない 別れ 方が できる かも 
しれない けど、 実際には 多数に 対する 影響力が あれば、 厳然たる 順位なん てつい ち ゃい ますよ ね。 
これを 意識して いない 人が、 直接 対決と かやりた がっ ている わけです よ。 討論と かやっ たって 無駄 
なんです。こういうことを言うと、朝日新聞の人とかに「それでいいと思うんですか !9 :」とか言わ 
れ るんだ けど (笑)。 でもこう いう メディアの 社会っ て、 少なくとも あんたら が 作っ たんで しょ と 思 
っち ゃい ますよ。 「『要するに、 こういう ル ー ル』 って 正直に 言っ ただけ なのに、 急に 人の ことを 悪 
人みたい に 言 いやがっ て。 君たち は ル ー ルを 言わず してやろうと している のか。 ずるい ぞ」 と。 

クリエ イタ— は 老後の 楽しみに 

小 林い や あ、 何 かす ごいね え、 今日は。 クリエ イタ ー の 価値観 そのものまで、 疑われて しまう と 
は 思わん かった よな あ。 

岡 田 申し訳 ございません (笑)。 

小 林 クリエ イタ ー 信仰が、 わしの 中に もしっ かり あったの にね。 それ 自体が 壊れて きている とし 
たら、 本当にす ごいよ な あ。 

岡 田で も、 小 林さん 自身 も そこから 一歩 踏み だして るんで すよ。 『ゴ ー マニ ズ厶 宣言』 だって、 
クリエ イタ ー は 至上 だとい う 価値観を 壊しち ゃったん です。 それ も 原因の ひとつで すから。 その 人 
がもう 一回 クリエ イタ ー の 世界に 戻る と言うから、 何て 厚かまし いんだと。 そんなのは 老後の 楽し 
みに 取っ ておいて ください (笑)。 
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岸 田 先生は 開口  I 番 こぅ 言つ た。 「何を しゃべ つてい いか、 よく わからな いんです けれど …… 」。 それ も そのは 
ず、 じつは 今回、 もともと テ— マはなかった。 岸 田 先生と いえば、 精神分析を 通じ 人間の 自我 や 性、 国家、 文 
明な どを 論じて 話題を 呼び、 オタ キング も 大きな 影響を 受けた 人物。 「I 度 会つ て'  お 話を したい」 という 希望 
だけで 実現した、 いわば'  行き あたり ばつたり 対談な ので ある。 オタ キングの ツツコ ミを'  ニコニコ 顔で かわ 
し 続ける 岸 田 先生。 すれ違う 二人の 会話、 いつたい どこに 着地す るの か。 (九 七 年 五月 二十 六日 対談) 


「ものぐさ 精神分析」 の 受け入れられ 方、 今 •昔 

岡 田 僕が 中学の 頃、 高校生だった 姉が いきなり ニヒルに なって しまったん です よ (一同 笑)。 それ 
で 本棚を 見る と、 『ものぐさ 精神分析』 という 本が あって 「これが 悪 いんだな」 と 思って、 それ か 
ら十 年間 読みませんでした。 姉が 突然、 「すべては 幻想 さ」 のよう な ことを 言いだ して。 あの 時代 
には、 ものすごく 影響を 与えました ね。 あの 時代と 比べて、 今の 時代と いう ものの 反応は、 いかが 
です か 。 

岸 田ち ょっ と 常識 化した という 面 もあります ね。 

岡 田 当時は、 学生に 殴り かかられた というよう な 伝説 も 聞いて いるんで すが。 

岸 田 今から 二十 年 も 前の 話です ね。 「理想と いうのは 幻想で、 理想の ためにい ろい ろ 献身す るの 
は 本人は いい 気分 かもしれ ない が、 はた迷惑 だ」 なんて 言っ たら、 怒っ たやつ がいて。 今は さすが 
にそうい うのは いません ね。 
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岡 田 今の 学生は、 先生の 学説を 最初に 聞いた とき、 どういう 反応を する ものなん でしょう か。 

岸 田 僕は、 『ものぐさ 精神分析』 を 書く 前に、 同じような 内容を 授業で しゃべ ってい たんです ね。 
出席なん か 取らない けど、 いつも 大 教室が 満員で、 かなりの 反発 も あったけ ど 熱気 も あったんで す。 
それが、 今は 反発 もなければ 熱気 もない。 「また 同じ こと 言っ てるな、 まあ 聞いて おこう」 という 
よ， っな 感じなん じ ゃないで しょう か。 

岡 田 それは 先生の 説が、 一般化 •常識 化して きたからで しょう か。 それとも、 そもそも 自分を 知 
りたい という 欲求が 減っ てきて いるから です か。 

岸 田 僕の 講義が つまらなくな ったと いう こと もあります が、 一番 大きい のは 「恋愛 だって 性欲 だ 
って みんな 幻想 だ」 というよ うな 発言が、 ショ ッキ ングな もので なくなっ て、 そういう ことを 聞き 
慣れて きたと いう ことなん だと 思 うんです けど。 

岡 田 これが どんどん 進む と、 将来は どうなります か。 つまり 今、 かろうじて 強い 自我を 持っ てい 
る 僕ら 世代く らいまで がみん な 死んで しまって 、「すべてが 幻想 だ」 的な とらえ 方を する のが 当た 
り 前の世 代が、 子どもを 作って 教育す るよう になっ たら どうな るんで しょう？ 

岸 田 さあ、 予想屋 じ ゃない から、 未来の ことは わからない けれども。 

岡 田 先生が おっし ゃられる 、「すべてが 幻想 だ」 というよ うな 考えが ここまで 一般化す ると、 先 
生 ご 本人で すら 困っ たなと いうよう な 気になられません か。 

岸 田い や、 僕は そんな ことは 考えないです けどね。 そういう ことになる ならば、 それ もい いと。 
でも、 たとえば セッ クスの タブー にしても、 歴史的に 見れば、 規制が きつくな ったり、 緩くな った 
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りして います。 今の 時点で 見る と、 禁止が 強かった セツ クスの タブ ー が、 だんだん 解放され て 緩く 
なって きたと ころです ね。 また、 反動で セツ クスの タブ— は 強くなる かもしれ ない。 

だから、 今の ような 柔らかい 自我と、 かつての 堅い 自我と いうの も、 往復 運動と いうか、 緩みっ 
ぱ なしでは なく、 その 反動が いつか 来る かもしれ ません。 僕と しては セツ クスの タブ ー は 弱い ほう 
がいい、 自我は 柔らかい ほうがいい と 思います が、 未来の ことは わかりません。 

デジタル 文明とは 何 か 

岡 田 「デジタル 時代の 文明は 精神分析され うる か」 という テ ー マは、 僕からの 提案なん です。 ど 
ういう ことかと 言います と、 岸 田 先生が おっし ゃられて いる 「戦後 日本の 精神分析」 という 問題、 
それと 現代の デジタル 文明と いう ものが、 どのように 関係し 影響を 与えて いるかと いう ことにつ い 
て、 お 話で きる のでは ないかと 思っ たんです。 

岸 田 僕は デジタル 文明と か 機械に 弱 < てね。 デジタル とか アナログ とか 言われても、 ピンと こな 
いです ね。 インタ ー ネツト も 見た ことないで すし、 コンピ ユータ も 持っ ていません。 やっと ワープ 
口を 使い はじめた ぐらい。 

岡 田 あ、 とうとう ワ ー プロを。 

岸 田とうと う。 だいたい 鉛筆で 原稿を 書いて いたんです けど、 ちょっ と 腕を いためまして。 それ 
でワ ー プロを 使い はじめた というく らいなん です。 機械の ことには 弱くて、 現代 機械の 最前線に い 
る 人とは、 どうも 話が 合わな いんです けれども。 
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岡 田 明治維新 とか、 先生が おっし ゃられて いる 戦後 日本と いうのは、 まさに 時代が ゴロ ゴロ ッと 
転がっ ていっ たような、 大きな 変化 だと 思 うんです よ。 たとえば、 印刷 メディア や テレビの 普及が、 
その 変化の 大きな 原動力に なって いると 思 うんです。 それなら、 現在、 急激な 勢いで 拡大して いる 
デジタル 文明と いうのは、 今の 時代に とって 大きな 影響を 与える に違いないと 思っ たんです。 

岸 田し かし、 その デジタル 文明と いうのは 何です か。 

岡 田 デジタル 文明と いう 言い方が 大げさ かもしれ ません が、 電話で 話 すんじ ゃなくて、 パソコン 
通信と かで、 キーボ ー ドを パチパチた たいて 画面に 文字を 表示 させて、 それで 会話す る 状態です ね。 
岸 田い や、 そういう ふうに して、 今頃の 人々 は 話し合っ てる わけです か。 

岡 田 手紙を 書いて 出して たのが、 電話す る ほうが 便利に なって、 みんな そっち に 行っ ち ゃい まし 
たが、 それよりも パソコン通信で ワー プロの 文字を 送り 合っ ている ほうが、 もっと 便利なん です よ。 
岸 田よ くわ かります。 活字が 出て くるわけ ですからね。 

岡 田 相手の 言っ てること がよく わかる し、 好きな ときに 読める し、 電話の ように 相づちを 打つ 必 
要 もなぃ 。 

岸 田そう すると、 手紙と 同じような メ リッ トが ある わけです ね。 

岡 田 また、 パソコン通信を やって る 人たち と 層は 別です が、 携帯電話 や ポケベル をず っと 持ち歩 
いている ような 人たち がいます よね。 

岸 田そう です ね。 僕なん かは 携帯電話 も ポケベル も 持っ てないです けれども、 学生たち が 持って 
いてし ょっ ちゅう 使っ てます ね。 
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岡 田 僕 も 大学で 講義を 持っ てい るんで すが、 その 最中に 鳴らす 学生 もいて、 さすがに あきれる と 
きがあります。 

岸 田い やい や。 

岡 田 そのような 状況を ふまえて、 デジタル 文明と 大ざっぱに 言っ てい るんで すが、 年がら年中 パ 
ソ コン 通信 やら 携帯電話で、 コミュニケ ー シ ョンを 取っ ている ような 人たち が どんどんと 増えて い 
て、 そういう 人たち というのは、 明らかに 自分とは 違う 存在 じ ゃない のかな と 思っ ている わけです。 
岸 田 どういう ふうに 違っ てるんで すか。 

薄い 悩み、 薄い 恋愛 

岡 田 これは また 違う 側面からの 見方なん です が、 何 かみんな、 悩みが 薄い なと 思っ てい るんで す。 
岸 田そう 見え るんで すけ ど、 そうで もな いんじ ゃないで すか。 

岡 田 僕は、 あれ、 薄い と 思います (笑)。 でも、 否定的に じ ゃなく、 これは すばらしい 状態では な 
いの かなと。 とうとう、 文明が 頂点に 到達した 状態では ない のかな と 思っ てい るんで すけれ ども。 

岸 田た とえば、 恋愛なん かで も あまり 感情が 高まる って ことが 少なくな って るんで すかね。 会い 
たくても 会えない とか、 言いたい こと もす ぐには 言えない、 そんな 欲求不満が あって 恋愛 感情が 高 
まるのに、 思い立っ たらす ぐに 連絡で きて、 すぐに 話せる わけ だから。 気持ちを 高めて いる 暇がな 
いという か、 まった く 必要がない わけです ね。 そうすると、 恋愛 だっ て 非常に 軽くな ってし まうよ 
うな 感じが あるんで すが。 そんな ことは な いんで しょう かね。 
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岡 田 その ぶん 重い 恋愛に 耐えられな くな って、 ちょう ど バランスが とれて いると いう ふうに も 見 
えます ね。 

岸 田ち ょうどい いです かね。 

岡 田 学生たち のつ き 合い方を 見て いると、 二回 喧嘩した らもう 別れ るんで す。 

岸 田そう です ね。 僕 も 横目から 見て ると、 そんな 感じです ね。 

岡 田 横目から 見て るんで すか (笑)。 

岸 田 そんな 感じなん です けどね。 そうすると 恋愛が 軽くな ったと いう ことが 先で、 軽くな った 恋 
愛に あたかも 応ずる かの ごとく、 デジタルな 通信が 現われて きたと も 考えられ ますね。 

岡 田そう かもしれ ません ね。 その 因果関係は ともかく、 この 傾向は 親子電話が 現われた のと、 ほ 
ぼ 同時 進行 的でした。 今年、 僕は 三十 九 歳なん です けれども、 僕が 小さい 頃は 電話は 家に 一台、 玄 
関 あたりに あるの が 普通でした。 それが 高校ぐ らいのと きに 親子電話が 登場して、 自分の 部屋に 電 
話が付いて、 みんな 長 電話す るよう になった。 親 同士が、 「うちの 電話 代、 二 万円い った」 とか 
「一万 五 千円だった」 と 立ち話で 愚痴っ たりす る。 僕は そういう 世代でした。 でも 僕より 十 歳 下の 
世代に なると、 もう 自分の 部屋に 電話が あって、 さらに そこより 十 歳 下の 世代と いうのは、 自分で 
持っ てい るんで すよ。 

岸 田 だんだんそう いう ふうに なって きたんで すね。 僕の 子ども 時代なん か、 まだ 電話が ある 家の 
ほうが 少なくて。 僕の 家は 商売を やって いました から、 電話は あったんで す。 でもい ちいち 局を 呼 
び だして 使う やつです から、 とても じ ゃない が 子どもに なんか 吏 わせて もらえな ヽ v0 業 i、 いまだ 
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に 電話って 抵抗が ある。 人間って 最初の 経験が 非常に 大きくて、 そこから めっ たに 抜けられな いん 
です けれども。 僕 も、 電話っ ていう のは 子どもの ときの イメ ー ジ のままで、 いまだに 用件を 言っ た 
ら すぐ 切る もの だと 思い こんでい るんで す。 僕の 家には、 今 も 黒い ダイヤル 式の 電話が ひとつし か 
なくて、 電話が 鳴る とそ こに 駆けて いか なきゃい けな いんです けど、 とくに 不便は 感じて いないん 
です。 そういう ような ことに 不便を 感じて いない 僕なん かを 置いて け ぼり にして、 世の中は どん ど 
ん 変わっ ていっ てるら しいです ね。 

岡 田 僕には 電話に 対する そこまでの イメ ー ジっ てな いんです が、 今 パソコン通信を やって いるん 
です。 パソコン通信と いうのは、 お 互いに 書いた ものを 送り 合う だけ じ ゃなくて、 会議室と いう 共 
同 掲示板の ような 機能が あって、 そこに 自分の 書いた ものを 掲示して おくと、 それを 読んだ 人が そ 
の 掲示板に 返事 や 反論を 書いて いくんです。 そんな 会議室を いくつか やって ます。 

岸 田 その 掲示板と いうのは、 誰が 見られ るんで すか。 

岡 田 同じ パソコン通信に 参加して いる 人なら、 誰でも 見られます。 多い ところ だと、 五 万人 ぐら 
いの 人が 見て いるよう なと ころもあります。 そういう 会議室っ ていう のは、 特定の 話題に よって 分 
かれて います。 

岸 田 そこに 書く と 五 万人が 読む んで すか。 

岡 田 正確には 五 万人が 読める 状態に あると いう ことで しょう。 実際に 書いて いる 人は、 二十 人ぐ 
らいなん です よ。 

岸 田そう すると、 大多数の 人は 自分で 参加を しないで 読む だけと いう わけです か。 
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岡 田 そうです。 

岸 田 読んで 何が 楽しい んで すかね。 

岡 田た ぶん、 応援して るん じ ゃない かと 僕は 思 うんです けれども。 スポー ツの応 援と 同じような 
もので。 考え方の 代理戦争みたい な ものを やって るん じ ゃない のかな と。 

岸 田い ろい ろな 掲示板 上で 行なわれて いる 議論なん かを 見て、 楽しんで いると いう。 

岡 田 あと、 議論 だけ じ ゃなく、 その 掲示板 上で 仲良しに なったり する わけです よね。 「〇〇 さん、 
あなたの こと 好きです。 僕は あなたの ファンなん です」 ってい うのを 見て、 自分 も ウーン って その 
気になっ て 納得す る。 

岸 田 読む だけの 人っ ていう のは、 それで 世界と つながっ てる わけです ね。 

自分を 表現す る 場の 拡張と 抑圧の 消滅 

岡 田 世界と つながっ ている という か、 パソコン通信を やって いる 人たち は、 ネ クラで ふさがっ て 
いるよう に 批判され がちなん です。 

岸 田で も、 直接 外に 出かけて いって、 直接 手を 握る とか 抱き合う とかしなくても、 そして、 自分 
の 部屋に 閉じこもっ ている だけなん だけど、 自分の 感情な り 思いな りって いうのは 自閉 している わ 
けではなくて、 あちこち 広い 世界へ とつな がっ ている という わけです ね。 

岡 田 仲良くな ると、 直接 みんな 会 うんです よ。 そして、 一緒にな って カラオケ 行っ たりして。 だ 
から、 単に ネク ラで 自閉 している というの とは 違 うんです。 僕、 ある 日、 二週間 5 ど パソコンが 故 
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障して 使え なくなっ たんです が、 そのと きす ごく 不安に なったん です。 

岸 田と いうと、 どうして 不安に なったん です か。 

岡 田 やっぱり、 その 世界から 拒否され る 不安です かね。 「今、 自分が その パソコン通信の 世界で 
どう 思われて いるんだろう」 とか、 もしくは 「俺を 置き去りに する なんて 許せない」 というよう な 
不安と でもい うんで しょう か。 自分の 一部が そこに あると 思っ ていたのに、 いつの 間に かその 場所 
が 失われて しまった ような。 家族が いたのに 誰もい なくなっ てし まう とか、 学校を 退学になる のに 
似た ような 不安が あったと 思います。 

岸 田 そこは やはり 自分の 世界なん です ね。 現代は、 みんな 誰もが それぞれの 世界を 持っ ていて、 
それぞれ そこに 住んで いる わけです ね。 そして、 その 世界の 住人は 何百 人であった り 何千 人で あっ 
たり 何 万人で あったり で、 同じと ころに 住んで いる わけでは ない が、 共通 性の ある 世界に いると い 
うこと です ね。 

岡 田 それが ひと 昔 前 だっ たら、 自分の 家と 町と、 あと 会社ぐ らいし かな かった 世界が、 デジタル 
文明に なって 種類 も 爆発的に 増え 複層 的に なっち ゃった と。 

岸 田 世界が 広がっ たという ことです ね。 

岡 田 パソコン通信で、 僕は アニメ ー シ ョンの 会議室に 入って いるんで すが、 映画の 会議室を のぞ 
くと、 ここに 集まっ ている 人たち は、 また 全然 別なん です よ。 パソコン通信を やって いる 人と いっ 
て も、 集まる 会議室が 違う と メンバ ー がまる っきり 違う。 今 パソコン通信で 国内 最大 手の ニフ ティ 
サ ー ブ だと、 そんな 違った 人たち が 集まって 二百 万人と いう 規模に なって いるんで すよ。 
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岸 田 基本的に、 人は どうしても 表現で きないよう な 自分を、 いっ ぱい 抱え こんでいる わけです ね。 
昔は、 学校 や 家庭と いった 集団に しか 属して いないと、 それ 以外に 自分を 表現で きる 場はなかった 
わけです。 一部、 不良 グルー プを 作る とかして 表現した りする こと も あったけ ども。 でも、 一風 変 
わっ たいかが わしい 趣味を 持っ ていたり すると、 それに 関しては 自分 一人で 悶 々としていた わけで 
す。 でも 今は どんなに 少数派 的な もので も、 これまでは 表現で きなかった 自分を 表現す る 場が でき 
たという わけです か。 

岡田ア プノ ー マルな 趣味で も OK なんです よ。 

岸 田そう いう ことにな ってく ると、 自分を 抑圧す る 必要が なくなっ てし まった という か、 それで 
はもう 精神分析 はいら なくなっ てし まいます。 

岡 田 あ、 やっぱりそう です か。 

岸 田 それは 極論です けれど (一同 笑)。 

岡 田 精神分析と いうのは、 抑圧が あるから あるんで すか。 

岸 田 やっぱり、 そうじ ゃないで すかね。 表現で きない 自分が あって、 それが いろいろな 問題を 起 
こす わけです からね。 ノ イロー セの 症状なん ていう のは、 表現で きない 自分が 歪んだ 形で 出て きた 
ものです からね。 だから、 表現で きない 自分と いう ものが なくなれば、 ノ イロ ー セ もなくなる と考 
えられます。 

岡 田た だ、 抑圧と いう ものが なくなっ てし まったら、 それは 人間 じ ゃないです よね。 

岸 田う 一 ん 、いや、 それは 人間 じ ゃない のかな。 人類の 定義の 問題 だと 思う けど。 
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岡 田 岸 田 先生の 人間の 定義と いうのは、^ 5 ィ トからの 写し だと おっし ゃって いますけ ども、 た 
とえば、 自我と いうのは、 人間の 中に ある 何やら わからない ものと、 社会からの 抑圧との 間に 張っ 
た スープ の 上の 膜の ように 発生して いると か。 

岸 田そう です ね。 とくに 自我と いうのは、 自分と 社会を つないで いる 膜と いうか 通路と いうか、 

人間は 自我を 介してし か 社会と つながれない わけです よね。 岡 田さん の 言う、 人間の 中に ある 何 や 
ら わからん ものと いうのを、 精神分析では エスと 言っ ています が。 

岡 田 その エスと いうの が 強ければ 強い ほど、 分厚い 自我が 生まれる と 思 うんです けど。 そして、  精神の 奥底に ぁる 本能 的 H ネルギ -の 源。 

不快を 避けて、 快を 求める 快楽 原則に 支配 

抑圧 も 弱く、 エスからの 圧力 も 弱ければ、 自我 も 薄くな ってし まう。 だから 恋愛 だって 薄くて OK  される。 ィ 1 盲っ。 

という ことにな ってし まう。 

岸 田そう です ね。 だから、 かつての ような 大 恋愛、 あなたの ためなら 死んでも いいって いうよう 
な 情熱 的な 恋愛が なぜ 必要だった かと 考える と、 やはり 恋愛っ ていう ことには いろいろな 幻想が い 
っ ぱい 貼りつ いていて、 その 幻想に よって ほかの 関係では 表現で きない 自己が、 満たされて いたと 
ぃぅか。 

岡 田 自己を 表現す る 場が 増えて、 恋愛を 必要と しなくな つてし まつた。 

岸 田 だから、 かつての 大 恋愛の ような 形の 恋愛は 必要と しなくな つたんで すね。 

岡 田 それつ て、 僕は いいこと だと 思 うんです よ。 

岸 田 はあはあ。 
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真実の 人間関係なん てない 

岡 田こう 言う と、 必ず 僕より 一世 代 上の 方から 怒られ るんで すよ ね。 以前、^^ 樹 さんに 怒ら 
れ ました。 僕は、 こんな 結構な ことは ない と 思 うんです けど (笑)。 

岸 田 怒る 人は どういう 論理で 怒っ てるんで すか。 

岡 田 「やはり 人間には 自然の 状態が あって、 パソコン通信 とか 携帯電話 とか 使って 行なわれる 人 
間 同士の 関係なん て 不自然 だ。 私は そんな ことした くもない」 と言われて しま うんです。 

岸 田 僕の ほうが またはる かに 上の 世代に な るんで すけ ど、 人間同士の ふれ 合い なんても のはね 
幻想と しては あるけれ どね。 

岡 田 そんなの ないです し、 あったら 困ります よ (笑)。 

岸 田 あったら 困る かな あ …… 。まあ、 お 互いに これが 本当の 人間同士の ふれ 合いだ と 思っ ている 
二人が、 共同 幻想を 持っ てつき 合っ ている ぶんには、 困りは しないと 思います けれど。 岡 田さん は 
なぜ、 あったら 困る と 思 うんです か。 

岡 田 また、 嘘の 世界に 帰らなければ いけない のかな と 思っ たわけです。 真実の 人間同士の ふれ 合 
いが あるなん て 思う ことで、 逆に 窮屈に なって しまう。 そういう ものは な いんだと 思っ たほうが、 
楽な スタンスに 立て るんで はない かと 思っ てい るんで す。 

岸 田 真実の 人間と 人間の 関係が あると すれば、 それ 以外の ものは 偽物 だとい うこと になる から、 
それが 困る という わけです かね。 
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岡 田 今、 僕と しては、 人間と 人間の 間に コミュニケ— シ ヨンなん て ものは じつはなくて、 その必 
要 もな いんだろ うなと 思う ところが あるんで す。 でも こんな ことを 実感して、 人間は 生きて いける 
はずがないで すよ ね。 どこかで、 この 「人間関係 なんて 存在し ない」 という 思いと、 「人間関係な 
しには 社会で 生きて いけない」 という 現実と、 折り合いを つけて いる S 分が いる わけです。 

岸 田 本当の 心と 心の ふれ 合いと か 真の 愛と かね、 本当の 自分の 実現と かです ね、 そういう ものは 
すべて 幻想で あって、 その 幻想に 振り回される のはよ くないと 思います。 しかし、 コミュニケ ー シ 
ヨンな くして 人間と いうのは 生きて いけない という か、 うまくいかな いんじ ゃない かと 思います け 
どね。 やはり。 

岡 田 コミュニケ ー シ ヨン だけ あれば いいんで あって、 じつは コミュニケ ー シ ヨンの 内容は いらな 
いんだと 思 うんです けれども。 その コミュニケ ー シ ヨンして いると いう 状態 さえ あれば いいのでは 
ないかと。 よく コミュニケ ー シ ヨンの 内容が 本物 かどう かと か、 魂の ぶつかり 合いが どうと か、 中 
身 偏重 主義に いって しま うんです が、 そんな ものは 関係ない のでは ないかと。 

岸 田し かし、 人間同士の コミュニケ— シ ヨンが なぜ 必要 かとい うと、 やはり、 ほかの 人たち に自 
分が 何ら かの 意味で 是認され る ことが、 必要 だから じ ゃない のかな と 思 うんです けどね。 たとえ ど 
んな 変な 趣味で も、 自分 一人で 変な 趣味を 持っ ていたら 悶 々とする だけです が、 同じような 趣味を 
持っ ている 他人が 一人で もい れ ば、 その 人と 自分の 間に 共有 化される ものが 生まれて くると。 その 
二人の 間で 変な 趣味は 是認され る。 自分 一人で 抱えて しまう と 荷が 重い ものが、 片 棒を 担いで くれ 
る 人が いると 楽になる。 その 片 棒を 担いで くれる 人を 求める のが、 コミュニケー シ ヨンす る ことじ 


マジ メな話 070 


ゃない かと 僕は 思 うんです。 だから、 単に コミュニケ— シ ヨン だけ あれば いい かとい うと、 違 うん 
ではない かと 思 うんです が、 どうで しよう かね。 

自我の 延長と しての 子ども 

岡 田 先生は 本の 中で、 「人間の 本能は 壊れた」 と 書かれて ますよ ね。 子どもを 作る 本能 ももち ろ 
ん 。僕は、 以前 これを 読んで ア アーッ とす ごい シヨ ック だっ たんです。 よく ぞ言 って くれ ましたと 
いうよう な 感じが ありまして。 そこから 僕が 考えた のは、 人間は、 子どもを 作る というよ うな 本能 
をな くした 部分を、 コミュニケ— シ ヨンと いうよう な 行為、 つまりよ その 人に、 自分と いうのを あ 
る 程度 わか っても らいたい という ほうに、 置き換えて いるので はない かと。 

岸 田 やっぱり、 自我を 支える ものと いうのは、 人間で ある 限り 必要 だと 思 うんです よ。 動物が 持 
ってい るよう な、 種族 保存の 意味での 本能は 壊れて しまった けれども、 自我を 何ら かの 形で 人々 の 
間へ、 社会へ 伸ばして いきたいと いう ことは あるん じ ゃないです か。 人間が 子どもを 作る のは、 本 
能で 作る のではなくて、 自我の 延長と しての 存在が 欲しい からだと 思 うんです けどね。 だから、 自 
我の 延長の 手段が ほかにい っ ぱい あるなら、 子どもを 作る ことに こだわる 必要は なくなっ ていき ま 
すよ ね。 

岡 田 もの 書きと か 表現 者と か、 自分の 考えを 人に 知っても らう チ ャンスの 多い 人が あまり 子ども 
を 必要と しないと いうのは、 その あたりに あるん じ ゃないで すか。 

岸 田そう いう こと だと 思います が、 やはり、 それ も 自我の 延長と 言え るん じ ゃないで すか。 自分 
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の 表現した 思想、 自分の 書いた 文学作品で も 何でもい いけれ ども、 それを 受け入れて 共鳴して くれ 
る 人が いれば、 そこに 自我の 延長が ある わけで、 そこで 自我の 延長を 確認で きる 人と いうのは、 ベ 
つに 子どもを 必要と しないと いうのは あります ね。 

岡 田では、 年がら年中、 電話を したり パソコン通信を したりす る 人と いうのは、 いろんな 自我で 
自分を 形作っ ている という か、 お神輿を 担ぐ のは 一人より 何人もい たほうが 楽、 というよ うな もの 
です ね。 

岸 田 僕は 詳しくない けれど、 そういっ た パソコン通信 などを いろいろ とやっ ている 人と いうのは、 
自我が 拡散して いるんだ と 思います。 この グル— プでは 自我の この 部分を 出し、 また 別の グルー プ 
では この 部分を 出し、 というよう に。 でも それでい いんじ ゃないで すかね。 

これまでは、 一個の 確立され た 自我を 持って、 それが 首尾一貫して 普遍的で あらねば ならない と 
いうよう な 観念が あったんで す。 昔は、 そういう 確固と した 自我を 持つ ことによ って、 かろうじて 
自分の 存在と いうのは 支えられて いたわけ です ね。 でも 今は、 昔の ような 主体的 自我と いうよう な 
ものの 必要性が、 薄れて しまったん ではない かな。 

岡 田 その 状態を、 僕は ようやく 達成で きた、 おめでたい 状態 だと 思 うんです よ。 もう、 何百 年 も 
主体的 自我を 持とうと 無理を してきた わけで しょ。 

岸 田い や、 まあ …… 。日本なら 明治 以降 だと 思います けれど。 

岡 田 向こうでは、 何百 年 か 千年 かぐらいで すか。 

岸 田い や、 そんな ことは ない と 思います。 
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岡 田 産業革命 以降です か。 

岸 田え え、 やはり、 神が 死んだ ことが 関係 あると 思います。 世界の 秩序と 人間を 支えて いた 神が 
死んで、 それでも 何とか 人間を 支えなければ ならない から、 理性 なんても のが 発明され た。 その 理 
性を 持った 人間と いうの が 主体的 人間と いう ことにな ったんだ から、 せいぜい フランス 革命 あたり 
から、 二百 年ぐ らい 前から じ ゃないで すか。 

岡 田 その 状態が 人間に とって は、 例外的な アブ ノ ー マルな わけ じ ゃないです か。 

岸 田 だから、 疲れる わけです よ。 

岡 田そう です よね。 やっぱりそう です よね。 

デジタル 革命で 中世 的 精神 世界に 返る 

岡 田 それで、 ようやく 僕たちは この デジタル 革命で、 デジタルの 力で 中世 的な 精神 世界に 返れる 
んじ ゃない かと。 

岸 田なる ほど。 中世ね。 

岡 田 だから、 今 パソコン通信 やって る 人と か 若い 人たち って、 あまり お金に 執着し ない んで すよ 
ね。 ものと か 欲望には 執着す るんで すけ ど、 お金が 持っ ている 全能 性みたい な ものには あまり 執着 
しない。 

たとえば、 パソコン通信 とかを やって る 人は、 とりあえず 簡単な ものを 食べて、 すぐ カ チャ カ チ 
ャとキ ー ボー ドを 打ち だす。 これっ て 年がら年中 祈っ ている のと 似た ような もので、 パソコン通信 
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の 世界に 入り こんでいる 人に とって は、 天国に いるのと 同じです。 

岸 田 それと 中世と、 どう 似て いるんで すか。 

岡 田 行動が 似て いると 思 うんです。 中世の ように、 ろくに 働かずに すぐに お祈りに 行って 神様と 
の 一対一の 会話を 楽しむ みたい な もので、 食う もの もろく に 食わずに さっ さと ネッ トに 入っ たら、 
ものは 消費し ないし、 他人との いやな 関わり 合い もない という あたりが、 いいのでは ないかと。 

岸 田 その 意味では、 中世と いうのは、 一生懸命 働いて お金を 稼いで 金持ちになる という 考えは な 
いし、 のんびりとは していた でしょう ね。 いわゆる 未開社会と いうのは、 みんな のんびりして いま 
すよ ね。 近代 人と いうのは 何 か 目的が あって、 一生懸命 働いて 真理の ため か 理想の ため か 何 か 知ら 
ない けれども、 それを 実現す るた めに 頑張っ たんです ね。 世界を 征服して 文明を 伝えようと 思って 
いた 連中です から。 

岡 田 それ も コミュニケ— シ ョンなん です よね。 自分たち の 文明と いう 自我を 広めて いこうと する。 
岸 田 その 連中の 目から 見る と、 アフリカ とか 太平洋の 島々 でのん びりと やって いる 人たち が 未開 
に 見えたん でしょう けど。 もちろん、 未開と いうのは 偏見な わけです が、 あれは 決して 未発達では 
なくて、 ひとつの 文化と して、 あのような 状態に 到達し たんだと 思います。 それに 反する 疲れる 文 
明と いうのは、 近代 ヨ ー ロ ッバから 始まっ たんで。 

岡 田 「疲れる 文明」 ってい いです ね (笑)。 

岸 田し かし、 一番よ くないのは です ね、 そういう 疲れる 文明で、 一生懸命 頑張っ ている やつと、 
のんびり やって いる やつが 暄嘩 すると、 のんびり してる ほうが 負け るんで すね。 そこなんで すよ、 
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問題は。 

岡 田 コン ピュ ー タと いうのは、 二十世紀の 文明の 頂点です よね。 これが 結局、 コミュニケ— シヨ 
ンのツ I ルと なる。 この 世界的な コミュニケ— シ ヨンを 作る ために 世界 戦争を やって、 世界中を 資 
本 主義 社会に もっていって、 世界中を ケ ー ブルで つなげて 通信衛星を 上げて、 誰でも かれで もコミ 
ュ ニケ ー シ ヨンで きる ようにした。 文明は これを 目指して いたんだ なと。 

岸 田 その 文明 も、 誰でも かれで も コミュニケ ー シ ヨンで きる ような 域に 到達した から、 これ 以上 
は 必要ない と。 

岡 田 この 文明の 先は、 もうな いんじ ゃない かと。 たぶん、 社会的 インフラと かを 整備す る 人 もろ 
くにい なくな るんで、 この 文明が 数百 年 かけて 滅びて いくのを、 僕たちは 楽しんで いけば いいの か 
なと。 

岸 田 滅びる というのは、 なぜ？ 

岡 田 この 文明、 つまり 今の 通信の 状態と いうのは、 ある 種、 神経症 的に 維持し ようとし なければ、 
そこら じゅうで 線が 切れち ゃい ますよ ね。 でも、 この 状態から 頑張っ て、 ロケ ット エ学士 だと か 何 
とか 科学者 だと かになる という やつは、 ほとんどい ない と 思います。 とくに それは、 先進国に なれ 
ばなる ほど。 

岸 田そう すると、 いわゆる 先進国と いうのは なぜ 先進国に なった かとい うと、 一生懸命 頑張った 
からな ったんだ けれど、 一生懸命 疲れを ものともせずに 頑張っ てきて、 到達して みると これ 以上 進 
歩す る 必要が なくなっ て、 だんだん だんだん 疲れる ことを しなくなる。 という ことは、 非常に 楽な 
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ことになるんで すかね。 

岡 田 僕は、 楽な ことになると 思 うんです よ。 

岸 田そう なれば いいんです けどね。 さっき 言っ たように、 のんびり する 人々 と 頑張る 連中が 暄嘩 
すると、 頑張る 連中が 勝つ。 近代と いうのは ずっと、 のんびりして いた 人々 が 頑張る 連中に 殺され 
ていった 時代です からね。 

武力の 時代から コミュニケ ーシ ヨンの 覇権の 時代へ 

岡 田 この場合の 頑張る 連中と いうのは 、頑張って コミュニケー シ ヨンの 主導権を 取る という、 コ 
ミュ ニケー シヨ ン内 での 覇権 争いに なって いくんで、 現実に 剣を 取って とか、 自分の 影響力を 直接 
行使して とかでは なく、 電子 ネット 上での 影響力を 行使し 合う という 競争が 発生す る わけです よ。 
岸 田そう すると、 自己 表現と いうか コミュニケー シ ヨンの 手段と して、 かつては 軍事力と か 武力 
という 手段が 最高に 有力だった けど、 今や、 そんな ものは むしろい らな いと。 現在の 発達した デジ 
タル 文明が 生み だした コミュニケー シ ヨンの 手段が あれば、 自分を 表現す るのは それで かなえられ 
る わけ だから、 これまでの 時代と 比べて 武力なん か 必要なくなる という ことです かね。 

しかし、 まだ 世界には 核兵器が あり、 核兵器を 持っ ている アメリカなん かがい ばって いる わけ だ 
しね。 そう 簡単に、 頑張る 連中が 勝つ という 世界が 消えて いくとも 思えないです けれども。 それで 
も だんだんと、 頑張る やつが 尊敬され なくなっ てき てることは、 たしか だと 思 うんです けどね。 

岡 田 その 頑張り 方が、 武力 じ ゃなくて コミュニケ ー シ ヨンを 取る ほうに 移っ ている 気がす るんで 
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す。 アメリカ も 今 熱心な のは、 アメリカの 正義を 宣伝す る ことで あったり、 もしくは アメリカの コ 
ミュ ニケー シ ヨンの 形態を 強要 するとい う ふうに、 変わっ てきて るん じ ゃないで すか。 

岸 田し かし、 いざ アメリカの コミュニケ ー シ ヨンを 認めない、 イラクの ような 国が 出て くると、 
やっぱり アメリカは 湾岸戦争を 始める わけです しね。 

岡 田 その 場合 も、 アメリカは コミュニケ ー シ ヨンの 主導権を 取って、 世界的な 世論 形成を する。 
イラクは イラクで ラジオを 使って 国民を 煽っ ていく。 ラジオっ て、 民主主義を ファシズムに する、 
一番い い 装置 だと 思います けれど。 テレビに なると、 何だか ファシズムが 成立し ない 気がし ますね。 
岸 田なる ほど、 宣伝戦っ ていう のかな。 そっちの ほうが 大きくな ってき てることは たしか かな。 

岡 田 僕が 思う に、 民主主義と いうのは 印刷媒体 によって 成立して いる 政治 形態で、 それが ラジオ 
になっ たら ファ シズ 厶 になる。 でも それが テレビに なったら ファシズムは 消えて しまう。 ファ シズ 
厶 ってい うのは、 その 程度の テクノロジ ー に 支えられ ている もんなん じ ゃないで しょう か。 

岸 田なる ほど、 ヒトラ ー が 一番 使っ たのは ラジオです からね。 あの 時代、 ラジオを もっとも 効果 
的に 使っ たのは ヒト ラー でした ね。 

岡 田 印刷媒体で 政権を 争っ ている ときは、 普通選挙と いうのは なくて、 字が 読める 人 だけの 選挙 
だった。 それが ラジオに なった 瞬間に 普通選挙に なって、 ほとんどの 大人が 選挙権を 持つ という ふ 
うに 世の中が シフ トした。 それが テレビの 登場で、 ひとつの 陣営 だけの 一方的な 宣伝と いうの が、 
もう 無理に なって きて しまった。 僕は この 段階で、 ファシズムの 心配と いうのは ない と 考えて いま 
す。 今なん て、 デジタルな ネ ットワ ー クで さらに 拡散して いますから。 


岸 田そう です ね。 今の ような たくさんの 小さな グル— プが それぞれに 発信で きる ようになっ たら、 
発信側が 持っ ている 権力 も 分散され て、 ファシズムは 成立し にくいで すね。 

岡 田 国家 も 成立し にくいです よね。 

しかし、 さっきの 中世の 話で、 みんな のんびりして たって 言いました けど、 それは 今の 僕らから 
見れば であって、 案外 あの 時代の 人たち は、 青筋 立てて 必死に 祈っ ていた かもしれ ません よね。 

岸 田そう です ね。 祈り 間違えたら、 地獄に 行く かもしれ ない わけ だから。 

岡 田 本当の 意味での 「のんびり する」 というのは な いんで しょうね。 

岸 田た だ、 今の 学生たち なんかは、 本当に のんびりして いるね。 あんまり 勉強 もし なくなっ たし 
ね。 しかし、 考えて みると 大学の 授業で やっ てることは、 たいてい、 いらない ことで ね (一同 笑)。 
教養を 身に つけて 知識を 深めたら、 どうなる かなんて ことは わからない わけで。 勉強なん て それ 自 
体が おもしろくなければ やる ことないです よね。 

岡 田 学問と いうのは、 実用化で きない ジャンルが ほとんど じ ゃないで すか。 

岸 田 明治 以来の 立身出世 主義が 通用して いたのは、 勉強して 学問を 深めれば、 出世で きる という 
幻想が あったから です よ。 「学 もし 成ら ずん ば、 死す とも 帰らず」 とか 言って。 それが 今や、 決定 
的に 崩れて しまっ たんじ ゃないで すかね。 だいたい、 そういう 幻想にから れて 勉強して いたわけ で 
すから ね。 それが 崩れれば 学生が 勉強し なくなる の も 当然で、 そんな こと 嘆いても 始まらない。 み 
んな 勝手に やれば いいと 思っ ています がね。 
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天使が 生まれて < る 

岡 田 この頃、 十 歳ぐ らいの 子どもたちを 見て ると 何となく 「もし 天使と いうの がいた としたら、 
こんな ふうな やつ じ ゃない のかな」 と 思 うんです が。 

岸 田 どういうの？ 

岡 田 原罪がない。 

岸 田 原罪がない というのは？ 

岡 田 何 か、 生きて いる ことに 引け目と いうの がない 状態です。 

岸 田 原罪がない ねぇ …… 。劣等感がない。 

岡 田 劣等感がない。 生きて いる 引け目を、 抑圧と 言っても いいんです が、 それが 極めて 薄い。 そ 
して、 かすかに 残った 心の中の 引け目みたい な ものを、 コミュニケ ー シ ョンの ツー ルと して 使って 
しま ラ。 

岸 田 天使 かどう か 知らない けれども、 劣等感と か 罪悪感と か 引け目と か、 その 種の 感情が 薄くな 
ったと いうのは たしかで すね。 劣等感と いうと、 それを 努力して 克服 するとい うのが 普通だった の 
に、 それが あまり なくなっ たという こと も、 みんなが 勉強し なくなっ たことの 一因 かもしれ ない。 

しかし、 なぜ、 劣等感と か 罪悪感と かが 薄れて きたんで すかね。 べつに、 精神療法が 効果を 上げ 
ている わけでは ない と 思 うんだ けど。 

岡 田 それは 絶対にないで すょ (笑)。 たぶん、 劣等感 だと か 罪悪感、 もしくは 抑圧の 発生 装置み た 
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いなもの の 効果が、 薄くな ってる と 思 うんです けど も。 その 装置が 僕らの 時代には まだ あって、 彼 
らの 時代には 効果を 失っ てきた。 

岸 田そう なんでし ょうね。 そうすると やっぱり 天使が 生まれて くるんで すかね。 だんだん だんだ 
ん 。それは いい 時代な のかな あ。 

岡 田 その 天使の ような 人たち が 起こす 犯罪と いうの が、 急に 残虐になる というの も わか るんで す。 
岸 田 どういう 因果関係なん です か。 

岡 田 残虐な 犯罪を 犯さない という ことは、 ある 程度 他人に 共感で きる という ことです よね。 痛み 
を 共感 するとい うのは、 自我が ある 時代の 非常 システムみたい な もので、 本来は そんな ものは 必要 
なかっ たと 思 うんです よ。 たとえば 動物が 他の 動物を 襲って 食べる ときに、 かわい そうだな と 思っ 
たら、 食べられ なくなっ てし まう じ ゃないで すか。 人間には そういっ た 本来は いらない 機構が つい 
ていて、 それを やっと はずせる ようにな ったの かなと。 

岸 田し かし、 歯止めが はずれる と、 残虐な 犯罪を 止められなくなる じ ゃないで すか。 その 歯止め 
がな くな っても いいんです か。 

岡 田 おそらくい いと 思います けれども …… 。天使と いうのは、 べつに 愛の 象徴ではなくて、 原罪 
がない だけの 状態です から。 当然、 天使の 中には 残虐 も あるで しょう。 

岸 田い や、 それは 昔から 子どもと いうのは 残虐で、 大人に なれば なるほど 残虐で なくな るんで す 
よね。 普通は 大人に なれば、 人が 痛が ってい ると いう 感覚が 身に ついて くるんだ けど、 そういう 感 
覚を 身に つけなくな ったんで すかね。 
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岡 田 その 必要が なくなっ てし まった。 

岸 田 必要 なくなっ たの かな？ 

岡 田 必要ない から、 捨てたん だと 思 うんです けど。 必要なら みんな 持つ わけで あって、 必要 もな 
いのに 持たせよう とする のには、 無理が あります よ。 

岸 田 それを 持たせる ために 今まで 教育と か 何とかっ て、 みんな 無理して きたんで すね。 

岡 田 無理を してきた わけです。 

岸 田 それは、 本人たち はない ほうが 楽だろう けれど。 しかし、 やっぱり 歯止めがない と 困る し、 
必要が あるから 一生懸命 頑張って 教育す る ことで、 そういう ものを 植えつ けて きたんです けれども。 
必要が なくなっ たとは …… 。実際に 必要 なくなっ たの かね。 

岡 田 今の 人たち を 見て いると、 自分が 自我を 共有して いるよう なサ ー クルでは、 必要 以上に 働く 
んで すよ。 「この 人の 悲しみは 俺の 悲しみ だ」 みたい に。 友 だち を 傷つける なんて 絶対に やりた く 
ない と 思っ ている 人は 山 ほどい るんで すが、 友 だち じ ゃない 人には 平気で 残酷な ことができる 人た 
ち だと、 感じる 部分が あるんで す。 

われらの 官僚 組織 改造 案 

岸 田 だから、 ある 共同体の 中 だけなら それ もい いんです けどね。 しかし、 外と も 関係を 持つ とき 
に 困 るん じ ゃないで しょう か。 単なる 趣味の 会なら いい けれども、 ある 権力を 持った 集団が、 外に 
対する 残 / S 行為の 歯止めを 持たない というのは、 非常に 恐ろしい ことになります よね。 
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たとえば、 厚生省の 役人が 血友病患者 に対して 取った 行為は、 まさに、 自分たち 以外の 集団に 対  02 - 
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して 取った 残虐 行為で しょう。 厚生省は ひとつの 共同体で あって、 その 中では 先輩 後輩と いう お 互  ir へ— ジ 脚注 薫 
いの 思いやりで 結ばれた 関係が あって、 退職 後 も 天下りで 製薬会社の 社長と かに なって、 厚生省の 
みんなが うまく 豊かに 生活で きる ような 構造を、 一生懸命に 作っ てい るんで すね。 それが、 血友病 
患者と いうのは 厚生省の 共同体に 無関係な 人々 ですから、 彼らが エイズに なっても 無関心な わけで 
すね。 厚生省の 役人 だけが ある 小島で 暮らして るなら ばいいん だけれ ど、 やはり、 権力を 持った 集 
団 が自閉 的に なって、 他者に 対する 共感を 持たない というのは 非常に 困る わけです よ。 

岡 田 その 困る ことへの 対処 法は、 彼らが 厚生省と いう 集団 だけに 属して いたのが 問題で あって、 

役人の 一人一人 がまた 別の 集団に 属して いて、 その 中で エイズの 人たち とつな がりが あったら、 回 
避で きました よね。 つまり、 厚生省の 役人の 家族に エイズの 患者が いたら、 ひとつの 歯止めに なっ 
たか もしれ ない。 極端な 話です けどね。 ただ 彼らは 単一の 価値観の 中に いるから 悪かった だけで、 

もっと 早くに 多重な 価値観の 中に 入れば よかっ たんだと 考えられません かね。 

岸 田なる ほど。 しかし、 現在の 官僚 組織と いうのは、 さっきの 頑張る じ ゃない けど、 ほかの こと 
は 投げ捨てて 一生懸命に 頑張って 勉強して、 ほかの 世界と つながらない 人間を 選ぶ 形に なって いる 
わけです から。 だから、 必然的に ああなる わけです。 今の 役人の 選別の 方法を 全面的に 変える 必要 
が あると 思います。 

岡 田 勤務 システムを 変えて、 週休 最低 三日に する。 

岸 田 週休 三日？ 
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岡 田 権力が 集中す る 人 ほど、 自分が 所属す る 集団に いる 時間を、 短く していかない と 危険なん じ 
ゃない かと。 でも、 職場の 仲間と 飲み 会 やって たら、 結局 同じなん です けど (笑)。 

岸 田 僕なん かは、 国家公務員 試験なん て やめれば いいと 思っ てい るんで すけ どね。 いろいろな 人 
が 辞めたり、 しょ っち ゅう メンバ— が 替わっ ていれば 閉じこもれない から、 厚生省の ような ことは 
防げ るん じ ゃない かと 思 うんです けどね。 

岡 田 官僚 組織と いうのは、 効率を 目指した 組織と しては、 なかなかよ くで きている と 思います け 
れ ども。 

岸 田 効率的なん です よ。 その 効率的な 部分が マィナスを 生む。 

岡 田 官僚 組織を 変えようと 思っ たら、 「効率的で ある」 というす ごく 根本に ある ものを、 揺るが 
せずに 改革す る 仕掛けを 考えない ときつ いです よね。 

岸 田 それは ちょっ と 思いつかない な。 どうだろう ね。 

岡 田 学校で 班 替えって あるじ ゃないです か。 あの 要領で、 役人 全員を 三年に 一回く らい 人事異動 
する。 厚生省と 大蔵省の 役人を 総 入れ替え すると か。 シャッ フルす る ことができれば だいぶ 違い ま 
すよ ね 。 

岸 田 それが できれば いいんです よ。 役人 だけ じ ゃなくて、 その へんの ホ ー 厶 レスなん かと も 入れ 
替える (笑)。 

岡 田 それは 彼らの プラィドを いたく 傷つけ ますよ (一同 笑)。 
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自我は どんどん 緩んで いく 

岡 田 さっき 岸 田 先生と 話が 嚙み 合わな かった ところが あったんで すが、 僕は 人間は コミュニケ ー 
シヨ ンだ けして いればい いのでは ないか。 意味の ない 会話で も、 コミュニケ ー シ ヨンして いると い 
う 状態 さえ あれば 自我の 延長が あった 気になっ て、 満足して しまう のでは ないかと 考えて いるんで 
すけれ ども。 

岸 田 意味の ない 会話と いうのは ない と 思 うんだ けどな。 ちょっ とした 無駄話、 世間話に したって、 
表情で ニコ ッと されれば 、こっちが 肯定され ている と 伝わっ て くるわけ ですからね。 

岡 田そう です ね。 

岸 田 やはり、 話の 内容 だけ じ ゃなくて、 表情と かちょ っと した 身ぶ りで も 意味が ある わけ だから。 
岡 田では、 やはり、 た わい のない 世間話で 十分なん です よね、 コミュニケ ー シ ヨンと いうのは。 

岸 田た だ、 た わい のない 世間話が できる というのは、 お 互いが 気を許し 合っ ている という ことで 
しょう。 だから 相当な 支えに な るん じ ゃないで しょう か。 

岡 田 それが いろいろな 人と できる というのは …… 。 

岸 田 非常にい いこと だと 思 うんだ けど。 

岡 田 それさえ できて いれば、 人間って あまり ほかの 欲望と いうのは ないです ね。 

岸 田 それさえ できて、 あとは 飯を 食べて いれば、 ほかにし なければ ならない ことなん てな いんじ 
ゃない の？ 
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岡 田そう いう ふうに 話す と、 怒られません か。 それでよ その 国に 勝てる と 思う のかっ て。 僕は、 
ここでよ く 叱られ るんで す (笑)。 先生は 僕の ように、 気楽に 考えられて はいないで しょうが。 

岸 田い や、 僕 ものん びりして いる ほうがいい と 思います。 だが、 やはり 国際関係と いう ものが あ 
るから な あ。 中国 だって 頑張っ ている しね。 

岡 田 だから、 早い とこ 中国に も、 コミュニケ ー シ ョンの ツ I ルを 大量に 送り こまない とと 思っ て 
いるんで す。 そうなる と、 一生懸命でなくなる のでは と。 

岸 田 日本 も アメリカ も 一生懸命で なくなっ て、 中国 もそう なったら、 みんなが お 互いに 武器を 捨 
て 合う のと 同じに なって、 そうなる と 一番い いの だけど。 しかし、 一挙に こちら だけが のんびりす 
ると いうか、 武器を 捨てて しまう のは、 やはり 危険 だと 考えて しまう のは 年齢の 差な のかな。 

岡 田 ロー マ 帝国の 滅亡と いうのは、 示唆 的です よね。 キリス ト教が 流行って、 みんなの 心が そっ 
ちに 向かっ ている うちに、 周辺の 蛮族に ガ ー ッと 攻められて 滅びる という。 

岸 田そう いう こと も あるから ね。 でもね え、 やっぱり 不安が ある。 

岡 田 先進国の 座は 手放したくないです か (笑)。 

岸 田い や、 手放した ってい いです よ、 それは。 

岡 田 今は アメリカ人 だって、 彼らの 典型で ある マッ チョで 自己主張の 強い タイプと いうの が、 ど 
ん どん 減っ てきて います からね。 

岸 田 アメリカの 精神療法で も、 自己主張 訓練 法と いうの が 出て きて、 これ も 気の 弱い 人が 増えて 
いるのと 関係が あると ® います。 でも、 まだ、 気が 弱い のは 病気で あると 考える 人が 多い とも 言え 
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ますね。 

岡 田で も 自己主張 訓練 法 なんても のが 出て くると いうの も、 気の 弱い アメリカ人が 増えて いるか 
ら です よね。 

岸 田 かつては なかっ たです よ。 アメリカで も、 そういう 層が 増えつつ ある ことは たしかなん だけ 
ど、 それに 抵抗す る 層の ほうが 主導権を握っ ています から。 

岡 田た だ、 僕は そういう 変化って、 歴史的な 必然 だと 思っ てい るんで すよ。 

岸 田 それは、 人間は 楽な ほうがい いし、 それが 進歩と いうなら、 そちらへ 行く の もい いの かもし 
れない けど。 ただ あんまり 早く 行きす ぎる と、 いろいろ 問題が 起こって くる。 だから 周囲の 情勢を 
見なが ら 、チョコ チョコと 行く のがい いんじ ゃないで すか。 

岡 田 そして、 今の 緩い 自我が さらに 緩くな って、 文字 文明を 忘れて しまう ぐらいにまで なって し 
まう かもしれ ない …… 。僕は、 そんな 底の 底の 時代に 興味が あるんで すけ どね。 

大人の いない 社会では 不安 か 

岡 田 じつは 僕、 子どもの 頃に 心臓弁膜症と いう 病気を 持っ ていまして。 医者からは 生後 一年間、 
泣いたら 死ぬ と言われて いたんで すよ。 それで 僕の 母親は、 本当に 一年間、 一度 も 僕を 泣かせな か 
ったら しいんで すよ。 

岸 田 それは すごい 抑圧です ね。 赤ん坊に とって 泣く ことは、 唯一 最高の 自己 表現です から。 

岡 田 逆に 泣かさない ようにした から 全能 感が すごい。 そんな 原 体験が あるから、 いまだに 払拭し 
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きれないと ころが あって、 世の中 自分の 思い通りに なると 思っ ている ところが あるんで すよ (笑)。 

今、 自分 も 子どもを 育てて いますが、 最近の 子育ては、 僕の 育てられ 方に すごく 似て いる。 子ども 
を 泣かさない ように、 あらかじめ 回り こむ。 三 歳までは 母親との コミュニケ ー シ ョンが 大事 だから 
と、 泣いたら すぐに 抱いて あやしち ゃう。 すごく かまう から、 だから 僕みたい な 子どもが いっ ぱい 
生まれて しま うんだ ろうな。 

岸 田なる ほど (一同 笑)。 

岡 田 子どもが 五 歳 六 歳に なっても、 親が 回り こんでいろ いろな 欲求を かなえて しまう。 だから、 
抑圧 も あるか もしれ ない けど、 自我の 薄 さとい うのは、 この あたりに 関係して いるん じ ゃない かと 
思います。 

岸 田 理論的に 言う と、 自我と いう ものが 母親との 関係で しか 形成され ず、 母親 以外の 現実との 関 
係では、 作る ことができない という わけです ね。 そうすると 母親から 離れた 現実と いうのを、 非常 
にこ わがる ようになり ますね。 お母さん 子に ならざる をえない。 

岡 田 かつて、 子どもは いずれ 家を 出て いくのが 当然でした よね。 でも 今は、 成長しても 家を 出な 
い 人が 多いです よね。 地価が 高い から 家を 持てない というよ うな こと も、 合理的な 言い訳と して 成 
立す るし。 

岸 田 昔は 「他人の 飯を 食わない と 一人前になれない」 というよう に、 どこかに 行って 働かな くち 
ゃ 生きて いけな かった わけです。 親は 早く 死ん じ ゃうし ね。 でも 今は、 閉じこも って 他の 人と 接触 
しない 生活して いても、 生きて いけ るんで しょうね。 
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もう 二十 数年 も 前から、 人間が 子ども じみて きたと 言われて いますが、 大人になる という ことは、 
本能 的な ことでは なく、 社会からの 要請な わけです。 大人と いう 存在が 社会の 中に 必要だった から、 
みんな 大人に なった という だけの 話です よ。 だから 今は、 そういう 必要が なくなっ たという ことで、 
人間が 怠けて いる わけで もない と 思います けどね。 

岡 田 今、 大人の 人と いうのは 、やっぱり 産業社会の 中に 上手に 入れた 人であって、 そういう 人 も 
産業社会が なくなつ てし まえばい なくな るんで しようね。 

岸 田 大人と いうのは、 自分の 判断と 自分の 力で 他人の 中で 稼いで 生きて いく 人、 という ふうに 定 
義すれ ば、 大人になる というのは 大変な ことで、 本当は みんない やです から、 ならなくても いいな 
ら 、ならない ほうが 楽です よね。 

岡 田 民主主義と か 選挙制度と いう ものは、 自分で 自分の 判断が できる 大人が いるから、 成り立つ 
システムです よね。 みんなが 大人に ならない 社会に なったら、 民主主義 なんて 崩れても 当たり前で 
すよ ね。 

岸 田え え、 成り立ちません。 

岡 田 じ ゃ あ、 みんなが 選挙に 行かない というの も 正しい わけです か。 

岸 田 正し いんです が …… 。どうで しょう。 豊かな 社会に とって は、 だんだんと 大人が いらな くな 
る …… 。みんなが 大人に ならなくても いいんだ けど も、 少数の 社会を 運営す る 大人が 出て きて。 

岡 田 子ども ばかりの 社会なら、 大人が いると いうのは 迷惑なん じ ゃないで すか。 

岸 田 じゃあ、 その 社会を どう 運営す るの かは、 誰が 考える のかな？ 
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岡 田 だから、 そんな ことを 考える のが 不幸の 始ま りだって、 先生、 本の 中で おっし ゃっ てるじ ゃ 
ないです か。 自分で 責任の 取れない 範囲の ことを、 誰かが みんなの ために なんて。 

岸 田 じ ゃ あ、 それでい いの か …… 。 

岡 田 社会 システムは、 やはり 崩れて いくと 思います よ。 

岸 田 みんな 狭い 社会で、 少 人数で、 それぞれの 共同体で バラ バラに やる ぶんには、 全体を 考える 
大人なん ていなくても いいんだ。 だから、 人類 全体が そう なれば いいんだ けど。 さっきと 同じ 問題 
に 戻る けど …… 。 

岡 田 だから、 みんなが 子どもに なつて しまったら まずい、 というよ うな 不安 こそが よくな いんで 
すよ。 

岸 田 まあ、 それは そうなん だけど。 

岡 田 だって、 今の 社会 システムで も、 みんな 幸せに なれなかった んで すから。 

岸 田 やはり、 僕は 岡 田さん よりはる かに 年を取っ ている わけ だから、 その 不安が あるんだ な、 や 
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Kenji  Otsuki 


酒 鬼 薔薇は 僕の 代わりに つかまった 


I 九 六 六 年 東京都 生まれ。 

ロック 歌手。 

中学 二 年のと き、 YMO の 音楽に 影 m1 され' 
バンドを 組む。 八 二 年、 高校 在学 中に ハ— ド 
ロック •グル— プ 「筋肉 少女 帯」 を 結成し ラ 
ィブ ハウスで 活動す る。 I 九 八 七年ナ ゴム. 
レコ— ドから 発表した シングル 高木 ブ—伝 
説が 話題を 呼び、 翌年、 アルバム 仏陀 L: 

で メジャ— デビ ユ I。 ハ— ドな サウンドと 特 
異な 歌 詩で 人気を 集める。 音楽 活動の ほかに、 
テレビ、 ラジオの バー ソナリ ティ、 映画 出演 
など 幅広い 分野で 活躍 中。 著作 も 多数 あり。 

S 新著 作に f ステ— シ —1 ( 角 川 書店) が ある。 


この 対談が 行なわれ たのは、 折りし も 神 戸の 小 六 男児 殺害事件の 容疑者が つかまつた 直後。 対談 前、 われわれ 
の 間では こんな 会話が 交わされた。 編集 「まさか 酒 鬼 薔薇の 話には ならないです よね」 オタ キング 「大丈夫。 
ならないで しよ」。 そして、 大槻 ケンヂさん 登場。 第一声が 「で、 あの 酒 鬼 薔薇なん です けどね」 I 同 「 …… 。」 
しかし、 さすがは オタク 心の わかる 者 同士' 話は 異様に 盛り上が つてい つたの だ。 (九 七 年 七月 I 日 対談) • 


酒 鬼 薔薇 聖斗は 筋少の 影響を 受けて いる 
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酒 鬼 薔薇 聖斗 (さかき ばらせい と) 
九 七 年 I、 神 SQ 尖霓が _ され、 

近くの 中 字 校正 門前で 切 f れた 首が 見つ 
かった 事件で、 同年 六月、 その 中 字に 通ぅ 
三年 生の 少年が 議 された。 少年は 地元の 
新 間 AUJ 送りつ けた 犯行声明文の 中で、 自 
ら をこう 名乗って いた。 少年は 女児 数名を 

S った费 麻 奪 も裊 している。 
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大槻 例の 酒 鬼 薔薇 聖斗 です が。 

岡 田 この 対談が 掲載され るの が 八月の 後半 だから、 ひょ っと したら 真犯人が つかまっ てる かもし 
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れな いし、 部屋から 何が 見つかる かわかり ません ね。 今のところ 『北 斗の 拳』 に 『聖 闘士 星 矢』、 


〇〇私 


あと 『 13 日の 金曜日』 です か。 

大槻い いじ やない か、 『北 斗の 拳』 の 愛蔵版 持って たって。 

岡 田こう いう ものが 見つかっ たから オタク だって 限らない のに、 でもそう いう 固定観念が まだ あ 
ります よね。 

大槻 まあ、 それは 関係 あると 思っ てし まう でしよう。 でも そこら へんの 話になる と、 必ず、 バッ 
シングが 始まって 、「パ— チャ ルリ アリ ティ 症候群」 とか、 ベタな 名前を つける じ やないで すか。 
俺、 逆にそう いう 名前を つける 人たち の ほうに、 先に 名前を つけち やえばい いと 思 うんです よね。 
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北 斗の 拳 (ほくとの けん) 

八 三 in り 少年 ジャン Z に 約 五 年間 
書れ、 のちに テレビ アニメ、 i にもな 
つた 人気 マンガ 。主人公の 決め ゼリフ 「お ま 
、岛 もう 死んで いる」 は 有 ^ pi から 表 

累導 ある ss s f  S る こと も あ 

った 。武論 尊 釋 'マン ガは原 哲汽 
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聖 闘士 星 矢 (せいん とせい や) 
『週刊 少年 ジャンプ』 連載'  東 映で テレビ ア 
ニメ 化、 映画化した。 中 庇 生を 中心に、 若 
い 女性の i 的な 支 f 受けた。 マン ガは 
車 田 正} T 
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13 日の 金曜日 
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r ニュ— メディア 不全 症候群」 とか ベタな やつ。 

岡 田 そんな こと 言う 人たち って、 たぶん 小さい 頃、 トンボ を 取ったり 田んぼの 中で 遊んだり して 
いて、 第二次大戦で 銃剣で エー イッ、 ていう 感じで しょ。 

でも 俺は 今回、 あの 十四 歳は、 正直 言って 根性 あるな って 思っ ち ゃった。 俺が 十四 歳のと き、 あ 
れはで きない もん。 

大槻 十四 歳のと きに あの 文章は 書けました？ 

岡 田 あれは 書ける 感じが します。 一時期、 「薔薇」 という 字 だけ 覚えて て、 書いたら 賢い と 思わ 
れる というよ うな 情報が あった じ ゃないです か。 報道され ていた 本人の 肉筆は、 へんと つくりの バ 
ランスが 変で しょ。 あれは 辞書を 見て 書いた 証拠です よね。 
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大槻 ひと 目 見れば、 中学生と いぅ 感じです よね。 あの 文面に ついては、 ゾディ アッ ク 事件と かど 
こかの ロック バンドの 影響が あると か 言われて ましたけ ど、 俺は 『筋肉 少女 帯』 の 影響が、 大槻ケ 
ンヂの 影響が 非常に 色 濃い と 思いました ね。 「俺 じ ゃねえ か？」 と。 

たとえば 「死は、 それ 以上で も それ 以下で もない」 つてい う 文章は、 僕が 『アイ •スタンド •ヒ 
ア •フ オ！ ユ ー』 という アルバムで 使つ てる 言葉なん ですな。 また、 以前 『風車 男 ル リオ』 とい 
う 歌を 書きまして、 その 歌詞は 「この 世界で うまくいかない のは、 ほかの やつらが 風車を 回して い 
るから だ。 そいつは 首が な いんだよ」 という ものなん です。 ほかに も 「猫の お腹は 薔薇で いつ ぱい」 


という 曲と かね • 


八〇 年の 第 | 作 以来、 九 本を 数える ア メリ 
力の 人気 ホラ— 映画。 ホッケ— マスクを か 
ぶった ジ H ィソ > が 殺戮し まくる という ィ 
メ—ジ が 強いが、 この バタ— ンは三 作 目 
「 13 日の 金曜日 パ— 卜 3」 から。 四 作 目の 
「完結 U で I 度 終了した はずが'  その f 
延 々と 続いて いるのは'  さすが 不死身の 怪 
人？ 最^: 「フレディ VS ジ H イソ ン J では* 
もう | 人の ダ— ク 匕— 口—、 フレディとの 
共 i—現す る W 


ゾ デイ アツ ク 事件 

六 六〜 六 九 年に かけて、 アメリカ •サン フ 
ラン シスコで ■た 震 奇殺 人事 r 「ゾ 
ディア ツク」 と 名乗る 犯人が、 殺人を 犯す 
たびに マス n ミや螯 察 当局に 手紙を 送りつ 
け、 犯行 時の 状況を 述べたり 、捜査の 遅れ 
を 揶揄した。 その 中の 数§ 暗号で*^ れ 
ており'  それを 解 <ff れ てきた。 犯 

6 現 奪 未 逮捕 2 まで ある。 


00 0) 
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岡 田 


それ、 もろです ね。 昔、 筒井 康隆を 読んだ 子どもが、 金属 バットで おばあさんを 殴り殺す 事 


筒井 康隆 (つつい •やすたか) 

I 九 三 四〜。 小説家。 五 七 fF 同人 誌に 
発表した 『お助け』 で 文壇に デビ ュ I。 著 
遌 『ベトナム 『{暴 八 § 『文字 
部 唯野教 擇 の ほか 多数。 対談 中の 率 件は 
七 九 年 I 月に 高校生が 祖母を 殺害 後自 e 
たといぅ もので、 この 高校生が 事件の 前に、 
母親に 筒井 作品で ある 『大 いなる 助 ^ を 
Ilf っに すすめて いた。 
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件が あって、 そのと き 筒井さん が 「ショ ック だけれ ども、 当然 だ」 みたい な コメントを したんです 
(笑)。 小説と いうのは 悪意に 満ちて いるから、 こんな ことがあ っても 当然 だとい うこと を、 ガーン 
と 言っ ていたんで すけ ども。 

宮崎 勤は オタクの イエス •キリス ト だ 

大槻 今回の 酒 鬼 薔薇は まだ 容疑者 だし、 何とも 言えな いんです けど、 ああい う 屈折の 仕方が 俺は 
非常によ くわ かる。 わりと、 内向 型の 思春期を 送った 人が 持つ 憤り 方と しては、 非常に ありがちな 
。ハタ— ンで しよ。 

あの 少年は、 「もし 村 山 首相が 来たら、 僕は 何を やる かわからない」 と 言っ ていたと、 報道され 
ていました よね。 俺、 自分が あの 年代に どんな 作文を 書いて いたか 思い出して みたんで すよ。 俺は 
高校の 卒業 文集に、 佐 川 くんの ことを 書いて るんで すよ ね。 「パリまで 行って 白人 女性の 肉を 食べ 
てきた 佐 川 くんは」 って。 女性っ ていう 字は 「じよせ い」 って ひらがな (笑)。 その 文章の 周りを 
自分が 影響を 受けた ものの 切り貼り、 コラー ジュ して あるんで すよ。 もう、 これは やばい っス ね。 

岡 田つ かまった とき、 一斉に 掲示され る 典型的な やつです ね。 

大槻 中学のと きには、 たしか 「われわれは 海に 向かって 全員で 自殺して いく ペンギンの 群れに 似 
ている」 とか 言っ てたん です。 当時、 糸 井 重 里さん が 流行っ てたん で、 ペンギンと いうのを 使った 
と 思 うんです けど。 もし 僕が 捕まっ てたら、 糸 井さん が コメントす るんで しようね。 

_ .  宮崎勤 事件 

だから、 宮崎勤 事件のと きもそう だっ たんです けど、 被害者が かわいそう だとい うこと よりも、  i 35 。へ— ジ 脚注 震 r 


007 - 

佐 川 I 政 (さが わ •いっせい) 

I 九 四 九 T。 パリの 大字 院に留 字して い 
た 八 I 年'  交際の あった オランダ 人の 享 
留字 t ラィフル銃で 殺 筈。 その後 被害者 
の 人肉を 食べて いた ことから、 バリ 地裁は 
t 喪失を 理由と した 不起訴 処分を 決定し、 
精神病院に 収容 させた。 日本に 帰国 後、 現 

霜 f して 活笔 

008 - 

糸 井 重 里 (いとい •しげ さと) 

一九 四 八〜。 コビ| ラィタ—。 代表作に 

「不甲 _ 大誓」 「おいしい 塞な ど。 七 

六 年から 『カロ』 誌で ィラスト レ— 夕—湯 
村 輝彦と 組み 連 IP た 『情熱の ベン ギン ご 
はん』 が 話題に。 エッセィ 集 『ペン ギ ニス 
卜は 眠らない』 アルバム 『ベン ギニ ズム』 
^5^て いる 0 
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宮崎 勤と いう 人間に 対して、 俺 もこうな っていた かもしれ ない と。 今回 も、 俺が 行き着かな かった 
代わりに、 酒 鬼 薔薇が 行っ たんだって 思 うんです。 

岡 田 僕、 あのと きの オタク 批判で 一番い やだった のは、 世間の 人が オタク 批判す るん じ ゃなくて、 
オタクの 人たち が 「宮崎 勤は 特別で あって、 あれは オタク じ ゃない ん だ」 と 言っ ていた ことなんで 
す。 どこが 違 うんだ。 僕たちと 全然 違いは ないじ ゃない か。 彼が 代表して つかまって くれた。 言っ 
てし まえば、 イエス •キリス トみたい な ものです よね。 

大槻 まったく 同感です。 宮 崎の 部屋の 映像が 出た ときに 「あっ、 俺ん ちみたい」 という あの 感じ 
です よね。 

岡 田 俺ん ちみたい だし、 友 だち で これと同じく らいの やつ 十 人、 これより ひどい やつ 十 人、 って 
あげられる わけです よ。 だから 僕は、 宮崎勤 事件が きっ かけで ものを 作れ なくなっ たと ころが、 相 
当 あるんで すよ。 それまでは お 気楽に、 自分たち が 思っ てること を アニメに ぶつけたり ゲ ー 厶をや 
ったり する のはい いこと だと 思っ ていたし、 いわゆる 反体制みたい な 感覚 も、 自分の 中に あったん 
です。 でも あの 事件で 「えらい こっち ゃ、 これは 世の中に 反抗して いる 場合では ない」 と。 

オタクに なれない コンプレックス 

大槻 あのと き 俺は、 とにかく 宮崎 勤に あれ だけの 知識 量を 発表す る 場を 与えれば、 あんな 事件は 
起こさな かった だろうと 思っ た。 俺 もそう なんです けど、 自分の コンプレックスの 部分を 外に 出し 
ち ゃうと、 それが 世に出る 機会に なったり す るんで すよ。 だから オタクで 悩んで る 人は、 オタク だ 
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つてい うこと を ドンと 出しち やうと、 わりと 世間は 認知して くれる。 


岡 田して くれる のかな。 

大槻じ ゃないで すかね。 でも 僕、 昔 『SPA!』 の 取材で、 「オタクに ついて どう 思います か」 
と 聞かれて、 「僕は オタクでは ない」 と 言っ た ことがあ るんで す。 なぜかと いうと、 僕には 「自分 
は オタクに なれない」 という コンプレックスが あるんで すよ。 非常に 歪んで るんで すけ ども。 

岡 田 わかります、 わかります。 

大槻 オタクの 人と いうのは、 ものすごい 知識 量が あって、 ある 一分 野に ついては 絶対 負けない 鉄 
の 壁が ある わけです よ。 俺は そこまで 壁を 築いて いないから、 自分は オタクと 名乗っ ち ゃい けない 
んじ ゃない かってい う コンプレックスが あって。 

ここで 僕の 屈折の オタク 史を かいつまんで 語ります と、 『筋肉 少女 帯』 のべー シス トは、 ひばり 
書房の 怪奇 マン ガを 集めたり してた やつで、 彼とは 中学まで すごく 仲が よかったん です。 彼は 高校 
で 美術部に 入っ たんです が、 それが 美術部と いう 名の マン 研。 

岡 田八〇 年代に よく ある バタ ー ンで すよ ね。 美術部と 思って 入ったら マン 研だった。 

大槻 その 頃ち ようど 『ガンダム』 がありまして、 『マ クロス』 がありまして、 『イデ オン』 が あり 
まして。 

岡 田 みんな コロコロ 転んだ 頃です。 

大槻 僕の 学校に も アニメ グルー プは あつたんで すが、 彼らは すご いんです よ。 いつも 『六 神 合体 
ゴッド マ ーズ』 の 話なん かを して るんで す。 彼らの ロ ツカ ー に 「GM のこと で 用 あり」 と 書いて あ 


ひばり 書房 

恐怖 マンガ で、 マン ガフ アンの 間で 知られ 
る 出版社 0 


ガンダム 

七 九 年に 放 t n た テレ¥ ニメ 『機 黻士 
ガンダム』 のこと。 従来の ロボット アニメの 
踏 5^ つつ、 f のの リア 儿さを 

取り入- alo 暮由攀 私 §go 


マ クロス 

八 二 f A I 军に 放映され た ロボット ア 1 1 
メ 『超時空 議マ クロス』 S 一」 と。 宇宙 か 
らもたら された 未知の 宇宙船、 異星人との 
ファ— スト コンタクト、 戦闘機から ロボ •ソ 
卜に 三 段 変形す る 主役 メカ、 歌で 敵を 壊滅 
させ 地球を 救う 美少^ N ィ ドルな どが 登場 
する。 の 映画 繫ぁる 。 


イデ オン 

ロボット アニメ 『伝説 巨 神 ィデ オン』 のこ 
と。 『サンボ ット 3』 『機 黯士ガ ンダ 厶』 に 
統き富 野 由 悠季が 監督。 視聴率 低迷から 中 
途で 打ち切られる が、 のちに 映画で 「接触 
U 「発動 編」 として 公開、 テレビでは 理解 
不能だった 最終回 も f に 描き 直され 話題 
を io 
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つたんで、 rGM つて 何？」 と 聞いて みたら、 ひと 言、 r ゴッド マ ー ズ」 。『六 神 合体 ゴッド マ— ズ』 
のこと で 用が あるって のが、 まずす ごい じ やないで すか。 まあ、 僕 も 自分に オタク 的 素養が あるの 
はわ かつてい たから、 「身の 置き場の ない この 学校の 中で、 自分が いるべき ところは 彼らの グル ー 


プじ ゃない か」 と 思って。 ところが、 その メンバ ー に 平 井 和 正の 息子が いまして、 僕が 「君の お 父 
さんの 本は 全部 読んで いる」 って 言った 途端、 彼は 心を 閉ざして しまった。 どうも、 お父さんに 対 
する コンプレックスが あったみたい なんです ね。 その上、 僕の 高校の アニメ 好きは みんな 小 林 亜星 
系で、 マラソン 大会で いつも 後ろの ほうに いる タイプ だっ たんです が、 僕、 そのころ 痩せて いて、 
運動が できる ように 見えたら しいんで すよ。 それだけで 「お前は 違う」 って 言われて。 

岡 田 差別して くるわけ です ね。 「お前は 普通 だ」 と。 

大槻 正直、 寂し かつた です よ。 友 だち の ほうは アニメ グル ー プと 接近して、 同人 誌まで 作りは じ 
めて、 学園 ラブ もどき も あつて 楽しく やつて るのに、 僕の ほうは 何もない。 それで 酒 鬼 薔薇 系に な 
つてい つたと いう。 


岡 田 鬱屈して いって、 最後には 卒業 文集に 小 田晋が 分析す るよぅ な 作文を 書いた。 

大槻 あの 文章は、 ヤ バイよ な。 中学の 成績表の 通信欄に、 先生が 書いた すごい 文章が ありまして 
「学校から」 「家庭から」 という 通信欄が あつて、 先生は 言いたい ことが たくさん あるら しくて 
「家庭から」 の襴 ぶち 抜きで、 ザ ー ツと 書いて あるんで すよ。 「ひねくれた ものの 見方を し、 それを 
楣 にして 世の中からは ずれようと している 傾向が あります。 このまま 行く と 取り返しの つかない こ 
とになる 可能性 も あるた め、 あえて 苦言を 呈 します」。 その あと フオ ロー、 「しかし 学校では 給食 委 


六 神 合体 ゴッド マ— ズ 

横 山 光輝の マン ガ 『マ— ズ』 を 下敷きに 作 
られた ロボット アニメ。 美翠ャ ラク f 
浪花節な シナリオ、 Ms 靨 構成で 女性 
を 中心に 人気が 上昇。 放映 も 当初の 予定を 

K1L」 變て饔 さ- a」。 八 1 5 り 放映。 


平 井 和 正 (ひらい •かずまさ) 

I 九 三 八〜。 SF 作家。 初期の テ レ 匕アニ 
メ 『エイ ト マン』 の羅 者と しても 有 ^ 物 

覆 5 読 雪 引重む 5 力 S 持ち 奉 

「言霊 使い」 と 巽 名を とる。 著？ 『死 靈狩 
り』 『狼の 紋章』 『幻 魔 大戦』 ほか 蠢。 


小田晋 (お だ •すすむ) 

一九 三 三〜。 精神 医 字 者。 犯罪 糈神医 字が 
専門で、 八 二 年 L」s た 日 i 習沖戀 
事故の 片桐 機長の 精神鑑定を はじめ 多くの 
精神鑑定を 手がける。 新興宗教 信者に つい 
ての、 宗霧 神病攀 的 研究な ども 行なつ 
ている。 
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員と して 頑張っ ている」。 そんな フォ ロ— が あるかっ て。 「給食 委員と して 頑張っ ています。 が、 だ 
らしが なく」 って 書いて あって、 めち やくち やです よ。 

そんな こんなが あり、 僕は どんどん 性欲の ほうに 行っ たわけです。 心の 拠り どころ というの か、 
性 妄想が ゴ ンゴン 広がっ ち やって …… 。いろんなと ころで カミング アウ トして ますけ どね。 

とにかく 目立てば 癒される 

岡 田 二十代 前半は 「モテたい 野郎」 だった そうです ね。 

大槻 べつに、 今、 更生した からと かいう 意味では なく、 自分が そういう 方向に 行こうと している 
ことに 悩んで る 人に とって、 何 かひと つで も アドバイスに なれば と 思う から、 言 うんです けどね。 

僕は その 頃、 一眼レフに 二五〇 ミリの 望遠 レンズと テレコ ンバ ー タを つけて、 三脚 持って 小学生 
バレ ー ボール 大会を 盗撮に 行っ てたん です よ。 

岡 田そう いう 趣味が あったんで すか。 それとも、 そういう 仮面が 必要 だっ たんです か。 

大槻 仮面と いうのは？ 

岡 田 一時期、 小学生の 女の子に 興味を 持つ ような ことが、 ちょっ とおしやれ なと きがあっ たじ や 
ないです か。 八〇 年代を 風の ように 流れた 一瞬が。 

大槻 そういう、 いわゆる サブ カル チャ I から エロ 本に 興味を 持つ のとは 違って、 本格的に 変態 性 
欲 道に 入っ ていっ たんです よ。 あれ、 撮る ときは ものすごい 興奮なん です よ。 ところが 、撮った あ 
と 現像に 出す じ やないで すか。 そのと き 写真屋の オヤ ジと 会う のが 一番 恥ずかし いんです よ。 「こ 
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れ 、露光が 甘い よ」 とか 言われち ゃって、 それが ブルマ ー 大 アップの 写真で しょ。 

岡 田 オヤ ジに してみ たら 町内に 一人 や 二人、 そういうの がいる から、 慣れて るか もしれ ません よ。 
でも、 若い のに その 道に 入っ てるの も 珍しいで しょうね。 

大槻 かわいい 女の子を 遠くから 撮って、 「これ、 俺の 彼女 だよ」 って 友 だち に 見せたり してたん 
です わな。 やばいで すわ。 本当に やばい やつでした。 

でも、 今、 「自分は このまま 性犯罪 者 道と か、 本当に やばい 道に 入って しま うんでは ないか」 と 
いう 強迫観念にから れて いる 人 もい ると 思 うんです けど、 そんな ことないで すよ。 更生と いうか、 
発表の 場 さえ あれば 大丈夫なん です よ。 

岡 田 それは 言えます よね。 でも、 それは 何歳く らいの 頃です か。 

大槻 十六、 七。 ちょう ど ライブハウスに 出 はじめた 頃です。 

岡 田 十六で ブルマー フエ チって いうのは、 相当 筋金 入っ てる。 

しかし、 ライブハウスに 出て いて、 ブルマ ー フエ チ もやっ てたん です か。 ライブハウスに 出れば、 
女の子の ファンが 来て る わけで しょ？ 

大槻 いや、 これ も そこで 気づい たんです よ。 どんなに 気味の 悪い ことで も、 スポット ライ トを 浴 
びれば、 あるいは メディアに 乗れば、 女の子は 「キャ ー ッ」 て 言 うんです よ。 

岡 田 その 「キャ ー ッ」 はだめ なんです か。 

大槻 いや、 だめ じ ゃないです。 それで OK なんです。 だから、 僕は ブルマ ー フ X チが 高 じて、 ブ 
ル マー をはいて ライブ やって たんです ね。 あと、 ゾ ディ アッ ク 事件っ て、 ゴミ 袋みたい なのかぶ っ 
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てるで しょ。 あの 事件の 頃は、 俺、 白衣 着て ブルマー はいて、 ゴミ 袋を かぶって 目と 口 だけ 開けて 
歌っ てた こと も あるんで すよ。 

岡 田 それでも スポッ ト ライトを 浴びて いれば。 

大槻 そう。 信じられない ことなんで すが、 そういう ものなん です。 結局、 男の 場合、 どんどん 内 
にこ もっ ていく 原因の ひとつに、 異性と 交流で きないと いうの が あるで しょ。 女性 もそう かもしれ 
ない けど。 じ ゃ あ、 どう すれば いい かとい うと、 とにかく どんな 手段で もい いから メディアに 進出 
してし まう。 これは 絶対に 間違いないです。 

岡 田つ まり 目立っ ち ゃえと。 

大槻 目立てば いいんです、 本当に 何でもい いから。 たとえば ソロ バンで もい いんです。 小学校の 
とき、 べつに 何の 取り柄 もない やつ だけど、 ソロ バン だけう まくて 四桁の 計算と かすぐ できち ゃう 
やつが いたんで すよ。 小学校 六 年生の 二月に ちょう ど 珠算の 授業が あったんで すが、 あいつは すご 
いという ことにな った。 そうしたら、 その 年 だけ、 彼は 女子から チョコ レー トを たくさん もらっ た 
んで すよ。 そのと きに 「おや、 これは」 と 思っ たんです けど。 

岡 田で も、 小学校く らいのと きから 延 々と モテたい と 思っ てたん です か。 

大槻い や、 それは あきらめて たんです よ。 でも 振り向いても らいたい でしょ。 つまり 「透明な 自 
分」 を わか っても らいたい じ ゃないで すか。 そのために、 ちょっ と 変質者を 装うよう な 行為に 出て 
いたんで しょうね。 

だから ブルマ ー をはいて、 ゴミ 袋を かぶって ね。 ゴミ 袋の 下は、 ポスタ ー カラ ー で 顔を 真っ 白に 
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塗っ ていて。 それで ステー ジにガ ー ッて 出て 行っ て、 そのまま 客席に 乱入して いくと、 女の子が 
「キャ ー ッ」 て 言 うんです よ。 それが うれしく てね。 その 瞬間は 「女の子と 交流で きた」 ってい う 
思いです よ。 コー トの 下に 何も 着ないで、 「ほうら」 って 言う おじさん とまった く 気持ちは 同じで 
すけ ど。 でも 無視され ずに 「キャ— ッ」 と言われる ことが、 唯一の 救いだ ったわけ です よね。 

岡 田 僕は 女の子と つき 合っても、 その へんが 晴れな かった ほうなんで すよ。 自分の 中に ある 何 か 
黒い ものが、 女の子 方面では あまり 晴れない という か。 わりと これって だめな のか もしれ ない なと。 
大槻 それは 晴れないで すよ、 結局。 わが 生涯を 振り返って、 晴れた 日は ないです よ、 本当に。 

宮崎 くん 事件で、 世間 様に ばれた 気がした 

岡 田宮崎 くん 事件のと き、 こうやっ て r 宮崎 くん 事件」 と 俺の 世代は 死ぬ まで 言 うんで しょうけ 
れ ども、 一番 最初に 思っ たのは、 とうとう 世間 様に ばれた と。 

大槻何 か 泣き笑いになります けどね。 ばれた ってい う。 

岡 田 今まで これが ばれる のが こわかった から、 それが 俺たち の 創作の エネ ルギ ー になっ てた のに。 
僕らが 選んだ 生活 や 価値観を 隠して、 いかにも 「普通です よ」 という 顔を しながら 暮らす ために、 
現実 世界に 対して 「いや、 僕たち、 それを 商売に して 食っ てるんで すよ」 とか、 「いやいや、 海外 
でもち ょっ と 評価され てまして」 みたい な 嘘を こきながら、 やって きて たのに という。 何で 彼は つ 
かまる 前に、 部屋を 燃やして くれな かったん だろうと。 

あれが 出て しまった とき、 自分が それまで やって きた もの や 『マ クロス』 とかが まっす ぐ 見れ な 
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かったん です よ。 「なるほど、 要するに これっ て、 あそこから 来 てるよな」 と。 

大槻 たぶん、 僕は そこまで オタクに なれな かった コンプレックスが あったから、 本当につ きつめ 
た オタクの 人 や、 彼の 部屋と かそうい う ものに、 いまだに 憧れて いる 感じが あるんで すよ。 だから 
宮崎 勤の 部屋が 出た ときに、 「この 生活に 憧れて る 人間 だっ てい るんだ ぜ」 と 言えば よかった。 

結局、 オタク 的 生活を してきた 人には、 「自分は 身分 制度で 言っ たら、 一番 下にい る 人間 だ。 そ 
れを 隠して いたのに、 宮崎 のために それが 白日の もとに さらされた」 ってい うのが あった じ ゃない 
です か。 でも 僕は、 その 人たち の 生活に 憧れて る。 

岡 田 俺は それ、 「余裕が あるから 憧れ るん じ ゃないです か？」 というく らい、 ひね こびて ますね。 
何 か、 死体を 食っ てると ころを 見られた という 気分なん です よ。 肉食、 草食と かって ずらっ と 並ん 
でて 生存競争 あるんだ けど、 自分たち は 死体 食いだ ってい う。 

大槻 でも やっぱり、 俺には オタクの 人に 対する 憧れが いまだに あるんで すよ。 今日、 それを 初め 
て 言えて すごく 開放され た。 世の中では 大槻 ケンヂっ ていう と、 オタクで、 ものごとを よく 知って 
いて、 それで やって る 人っ て 思われて ると ころあります から。 

岡 田 それを 幸せに 転換して る 人、 という ふうに 見えます よね。 

大槻 そうじ ゃな いんです よ。 僕には、 オタクに なれな かった という コンプレックスが、 中学 時代 
から、 酒 鬼 薔薇 容疑者の 年齢から あった。 そんな 僕が、 世の 人々 に、 オタクの 基礎知識の 部分を ふ 
り まく わけです よ。 本当は 広く 浅く オタクの 基礎知識を 知っ ている だけな のに、 それを ふりまけち 
ゃう 変な 才能が あるんで すよ ね。 そうすると、 だいたい メディア って あとから ついて くる。 
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でも、 たとえば 『 X ファイル』 なんか も、 才カ ル ト オタクに して みれば、 あそこら へんはず っと 
前から 全部 知っ てるから、 流行り だすと 「遅い な」 みたい な ことが 言える わけです わ。 だから、 も 
しかしたら、 俺は オタクの 人から 排除され るんで はない か。 実際、 平 井 和 正の 息子には 排除され た 
じ やない か、 という ものすごい 屈折した コンプレックスが あるんで すよ。 

オタクに よる 世直しに 失敗した 

岡 田 じゃあ、 俺の カミング アウ トなん です けど、 俺は 中学のと き、 オタクの 知識は 有効 活用で き 
ると 思っ てたん です よ。 そのと きは、 「オタク」 じ ゃなくて 「SF ファン」 って 思っ てたん です け 
どね。 

大槻 オタクと いう 言葉は 八〇 年代からで しょう。 

岡 田七〇 年代 後半は、 まだ 呼び 合っ てな かったん です よ。 「宇宙 戦艦 ヤマト •ファン ダム」 って 
いうの が 組織化され たと きには、 まだ オタクと 呼び 合っ ていな かった。 『ガンダム』 からなん です。 
七 九 年く らいから 急激に 流行り はじめた。 それは 一時期、 ものすごい 都会のに おい、 東京 ファン ダ 
厶の においが したんです よね。 大阪 にいた 俺は SF ファン だっ たので、 東京 ファン ダムに めち ゃく 
ち ゃ 反抗 心が あったんで すけ ど、 その 表面の カッコよ さ だけは どんどん 受け入れて。 でも、 使って 
みたら 仲間う ちで 浮いたり して、 恥ずかしい 思いを したんで すよ。 

カミング アウ トに 戻ります と、 中学の 頃、 「SF ファンに よる 世直し」 とか 「善なる 独裁」 とか 
そういう ことを 考えと ったわけ です。 だから 自分の 内側に 行 くんじ やなくて、 無限に 外側に 出る 誇 


X ファイル 

アメリカ §れ の 怪奇 テレビ 番組。 「X ファ 
ィ ル」 とは FBI 内で 「解明 不可能」 と 分 
類され た 事件を 集めた ファィル のこと。 F 
B— 特別 搜査官 モル ダ— と、 その パ— トナ 
|のスカリ|が1>0.〇、超能力、宇宙人な 
ど 不可 §窜$遡 遇して いく 。そして そ 
の ほとんどが'  未解決の まま 結 S 迎える 
ことが、 話 f 呼んだ。 抜群の 人気に より、 
現在は 第三 シリ— ズ (サ— ド シ—ズ ン) ま 
で哲れ ている 0 
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大 妄想 的な オタク 妄想 だっ たんです よ。 

大槻 諸 星 大二郎 の マン ガの 一部を コピ ー して 配っ てた とか、 そういう 啓蒙運動です よね、 たしか 
岡 田 俺、 小学校の ときから 啓蒙運動して いて、 家に 自分の ガリ 版が ありまし たから。 小学校のと 
きは 軍歌が 好きで、 軍歌を 刷って 校門の 前で 配っ てて、 先生に 止められ たし。 

大槻 それは 本当に 世直し オタクで すよ。 オタク 三 島 系と いうか。 

岡 田 その後、 大阪で アマチュア 仲間たち と、 八 ミリの フィルムを ガンガン 作っ てたん です よ。 そ 
れでお 金儲けて、 次の 映画では バンダイから お金 もらっ た。 で、 ド— ンと 劇場 公開で やって みたら、 

かすり もしな いんです よ。 「やっぱり 世直しは できな いんだ」 と、 鬱屈が 始まっ たんです。 ちょう 
ど八〇 年代で 世の中は バブルの 真っ最中 だっ たから、 「じゃあ、 そんな 古く さいこ と言うの はやめ 
よう。 自分たち の 好きに やれば いいんだ。 ロリコンは ロリコンで いいんだ」 と。 そう 思った ところ 
に宮崎 くん 事件が 起こっ たんです。 いきなり、 その 方向は せき 止められた。 それじゃ あって 行動を 
変えようと したら、 そこに オウ厶 事件が 起きて、 もう 一方に 残っ ていた SF ファンに よる 世直し 運  i - 

ォゥム 事件 

動 も だめにな つてし まつた。  丄 19 ベ— ジ 脚注 義 r 

大槻 行動 派 オタクだった から。 

岡 田 両側 ふさがれち やつたん です ね。 俺、 オウ厶 事件のと きに 「また ばれた」 つて 思つ たんです。 

「二大 ばれた」 なんです よ。 宮 崎と オウ厶 で。 

大槻酒 鬼 薔薇で、 「三大 ばれた」 でしよ。 

岡 田い や、 今回の やつは、 僕は 最初から あんまり かすらな かつたん です よ ◦「こいつ、 結構、 力 


諸 星大二 郎 (もろ ぼし •だいじろぅ) 
一九 四 九〜。 マ、 v 力 家。 七 四 年に 『生物 都 
m i 七 回 手 塚 f 受賞。 神話 •伝承に 
取材した 伝奇的 作品が 人気を 呼ぶ。 作品に 
『孔子 暗黒 g 『西 震 猿 S などが ある。 
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あるじ ゃん」 って 感じで。 

大槻 オタクの 霞を 食っ てる ヤン キー 、オタクに 憧れて る ヤン キー 、という 感じ だね。 

岡 田 周辺 部の 人たち、 という 印象が あります ね。 俺は 宮崎 事件のと きも、 オゥ厶 事件のと きに も 
「これ、 オタクの 犯罪です ね」 と言われたら 、「そうなんです けど」 と言うと ころから 始めて いたん 
です。 でも 今度は 「部屋から 『北 斗の 拳』 が 見つかろう が、 今後 何が 見つかろう が、 それは 違い ま 
す」 と。 「だいたい そこまで オタクに 含めち ゃったら、 日本人 口の 三 割が オタクに なっち ゃうけ ど 
いいんです か？」 とい、 っのが、 今の 気分なん です よ。 

自分を 仮想 化しながら 生きて いく 

大槻 たしかに、 まず 宮崎 事件のと きに、 オタクに 憧れる 人間と しては ガンと 来た ものが あって、 
オゥ厶 事件のと きも ガンと 来たんだ けれども。 両方と も、 「もしかしたら 僕 も、 宮崎勤 や オゥ厶 真 
理教の 実行 犯に なって たの かもしれ ない な」 という 気がしたん です よね。 でも、 「そうなら ない 方 
法を 俺は 知っ ている」 という 気持ち もす ごく ありました ね。 それは 発表の 場を 持つ という ことなん 
です けど もね。 

僕は、 オゥ厶 真理 教事 件が 起こる 数年 前、 オゥ厶 真理 教が 世の中に 出 はじめた 頃に 『詩人 オゥ厶 
の 世界』 という 詩を 書いて るんで す。 オゥ厶 という 詩人が この 世を 憎んで、 その 言葉が 紫の 蝶と な 
って 世界中に 広まる。 そうすると 燐 粉に 触れた ものは、 みんな おかしくな ってし まう。 それを 恐れ 
た 警官隊が、 オゥ厶 を 襲いに 来 るんで すよ。 それで オゥ厶 は、 ピエロと か コゥモリ、 そういうのに 


協力を 求める 


緒に 逃げ るんだ けど、 そのうちの 一人が 裏切つ たために、 彼は 警官隊の 銃弾に 撃 


たれて 死ぬ。 その 死体は 北の 国に 流れ着いた。 そういう 歌なん です よ。 

岡 田 予言 書みたい です ね。 ちょう ど、 杉 並 区の 選挙と かで 踊っ てた 頃です か。 

大槻 その 頃です。 これは 何 かすげ えなと 思って いて。 僕 『新興宗教 オモ ィデ 教』 ってい う 小説 書 
いて るんで す。 これが オウ厶 真理 教の 一連の 事件に、 まあ、 ほとんど そっく りなんで すよ。 それと 

o lro o  OS 

同時 期に いとうせい こうさんと ビ ー トた けしさん が、 やっぱり 新興宗教に 関わる 小説を 書いて るん 


です。 この 三つの 小説が ほとんど 同じ 内容なん です ね。 それにつ いて 中 森 明 夫さん が 『SPA!』 
で、 なぜ 若者の オピニオン リ—ダ ー 的な 人たち が、 まったく 同じ 宗教 小説を 書いた のか 謎 だと 書い 
ていまして。 その 数年 後に、 オウ厶 事件が 起こつ たんです けど もね。 

それと、 オウ厶 真理 教が 学生を 勧誘す るサ— クルの 名前が 『日本 印度 化 計画』 というんで すが、 
これは 僕の 歌の タイ ト ルなん です よ。 あと 僕の 実家の すぐそばに オウ厶 真理 教 病院が あるんで す。 
その 病院の 下が 呉服屋さん で、 俺、 そこの 店長が 多角経営で やつて るフ アミリー マ ー トに 勤めて い 


て、 職務 怠慢で クビ になつ たんです よ。 状況証拠 だけで いくと、 どうも …… 。 

岡 田 日本の 暗黒 史に ちよつ と 力を 貸して ると いうか、 グルです ね。 

大槻 だから、 さつき 冒頭で 出て きた ニュ ー メディア 不全 症候群に 陥つ ている 世の 心理学者、 精神 
病理学 者と いつた 先生たち は、 刮目して 僕の 作品を 徹底的に 分析した ほうがいいで すよ。 ある 意味 


俺は、 ユング 言う ところの、 そういう 犯罪を 起こす 人の 元 型、 ア— キタ イプなん です よ。 でも 俺は 
犯罪者には ならな かつた わけです よね。 


を 経て フリ— の プロ デュ— サ— 、作詞家、 
タレン トと して 幅広 < 活躍 中。 もともと 表 
現の 場を 限らずに 活動を している が、 最近 
では、 インタ— ネット 小説な どに も 意欲 的 
に 取り％ でい る。 ここでい う 小説 『ヮ— 
ル ズ •エンド •ガ— デン』 は 九 | 年の 佳 01 3 
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ビ— 卜た けし 

| 九 四 八〜。 タレン ト、 _ 作家 、映画 監 

f 多髮 活鼕展 『 九七 年 X チア 圓 

映画祭では 映画 『 H <Z A l B —』 が グラン 
プ ip た 。 ここで ぃぅ小 説 『謹告 
は 九 I 雰馐 『映 PJ も なった。 
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中 森 明 夫 (なか もり •あきお) 

I 九 六 〇。 _ 八 二 年に 謹 i 累 S 
クラ Z' 集仃 。以^^ itAie 活字 メディア 
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いる。 著 『無 I! 綴の 遍字』 『、起 類 習 

2 が ある 0 
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岡 田 それは、 発表す る ことで、 そういう 欲求と か 自分と いう ものを 出しち やつて るから、 犯罪の 
方向に 現実を 曲げないで いいわけで しよう。 ある 種、 メディアの 中に 自分を 出す というのは、 自分 
を 仮想 化する という ことです よね。 つまり、 それは 仮想 世界が いけない んじ やなくて、 自分を 仮想 
化する のに 失敗した 人が、 現実 社会で おとしまえつ けようと 思つ たら、 殺人と か 世直しす る わけで 


しよ 
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大槻 似た ような ことを、 江戸川 乱 歩の 小説に ついても 思って いるんで すが、 あれは 結局、 昔の 才 
タクたち の 話なん じ ゃない かと。 たとえば、 やる ことがない と 三年 寝太郎 みたい になっ てるんだ け 
ど、 犯罪心理学 とかを やりだす と 思いき り 没頭 しちゃうよう な 人が いて、 彼は 現実 社会に 受け入れ 
て もらえない。 それで どうしようかと いうと きに、 仮想す る わけです ね。 ピエロの 格好を してみ た 
り、 椅子の 中に 入っ てみ たり、 天井裏に 忍び こんで みたり、 と 仮想の 中で 悪い ことを する。 彼らは 
自分の オタク 的 素養を、 現実の 世界の 中で 折り合いを つけよう として、 結果と して 犯罪に 走った。 
唯一、 現実 社会と 自分の 中の 社会と が 折り合っ たと 思い こんだ 世界が、 犯罪だった という 悲劇を、 
喜劇に して 書いて いるので はない か、 と 思 うんです。 

岡 田大槻 さんには ロ ックシ ンガ ー、 タレン ト、 文化人と いった、 いろんな 顔が あります よね。 い 
ろい ろな 顔に 変化して、 ある 程度 仮想 的な 自分を 作らな かったら、 あっち 側の 世界に 行っ ち ゃった 
可能性っ て 結構 あるんで しょう か。 

大槻 行っ てました ね。 

岡 田 俺 もそう だと 思 うんです。 晻ら みたい なのっ て、 みんなそう だと ® うんです。 でも、 その 中 
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江戸川 乱 歩 (えどがわ •らん ぼ) 

I 八 九 四〜 I 九 六 五。 小説家。 二 三年 『II 
銭 銅 g を 発表。 以後、 I 九 二〇 年代に 生 
まれた 都耍 化を 鬵に 、大都市が 必然的 
にはら む 解放感と 獵奇 性と いう 都市 生活 者 
の 呼吸を 巧みに 作品に 取り入れた。 主な 作 
品に 震 裏の 散歩 耆 『☆椅子』 など 0 
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で 特殊な 人 だけが 成功す る わけです よね。 だから、 社会的な 成功と 社会的な 犯罪は、 表裏一体 みた 
いなと ころが あって、 うまく 行けば 「べッ コア メ」 みたい な 会社が 作れる わけです。 べッ コア メの 
社長と いうのは 三十 歳 前で、 ラン ボル ギ ー ニを 二 台 持っ てるんで すよ。 くやしい と 思ったら 「二 台 
とも 動かない んで すよ」 と 言つ てました (笑)。 

大槻 一台は 動く 車 買っ とけって。 

岡 田 三 台 目 買っ たら、 それ もまた イタ 車 買っ ち ゃって、 やはり 動かない という。 今は レン タカ ー 
の 国産車 乗っ てるんで すよ (笑)。 まあ、 彼のよう な 社会的な 成功を おさめる こと もあります けど、 
だからと いって 個性 教育と かやっ たら、 はっきり 言って 俺ら みたい な 人間を 増やす だけです よね。 
大槻 難しいで すよ。 

、岡 田 個性 教育を 受けた 人が 千 人い ると して、 そのうち 現実 社会で 成功す る 人は、 おそらく 一人な 
んで すよ。 残りの 九 百 九十 九 人は 鬱屈して、 中で も 特殊な 欲求が 強い やつと か 我の 強い やつは、 犯 
罪 者に なっち ゃう。 いわゆる 自分を 仮想 化する 傾向の 強い 人は、 実際に 仮想 化して あげない と、 こ 
の 世の中では 生 きづら くて 死ん じ ゃい ますよ ね。 死ん じ ゃう か、 他人を 殺す か。 

大槻 駆け こみ 寺みたい なのが あれば いいのに と、 思 うんです けどね。 俺 もまた 絵に 描いた ような 
ことを 言う やつなん です が。 たぶん、 そういう 作業を していた のは、 寺 山 修司じ やない かな あ。 結 
局、 表現 意欲が あり 余つ てる、 海の ものと も 山の ものと も わからない やつを、 とりあえず 引つつ か 
まえて きて、 表現の 場を 無理やりに でも 与えち やう。 

岡 田た しかに 劇団を 作つ て 癒す、 というよ うな 構造と も 似て います。 でも、 その 中に も、 社会的 


寺 山修司 (てら やま •しゅう じ) 

I 九 1 丄九八 111 。歌人'  劇作家。 大字 
在 字 中から i 歌人 aj し S— れ 、六 七 
年には 演劇 実験室 「天井 桟 翌 を 設立、 作 
家 兼 演出家と して 多彩な 前衛 活動を 展開す 
る。 若 M ちへの アピ— ル 「家出の すすめ」 
は 多くの！； SM 奚井議 に 引きつけ る 
I 方、 世間の 反発を％ だ。 劇作 『亩蠢 
§むし § 、歌集1 § 、靨にもなっ 
た エッセィ 『f 捨てよ 町へ 出よう』 など、 

震 慕 ある。 


OM UI - 

ベ ッ n アメ 

九 五 年に 設立され た ィンタ— ネットの プロ 

バィダ I  (_響)。 is§ 体— 打 
ち だして、 業界 最多1 ■擁する 企業 
に 発展。 尾崎憲 I 社長は、 六 七 年生 まれ。 
震メ| 力— S を 経て 独6た。 
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な 組織の 現実は できち ゃう わけで。 そういう 現実を 抱えた ものには 、やっぱり 入り きら なくなっ ち 
ゃうんで しょうね。 大槻 さん 自身 も S れち ゃう わけで しょ。 だから、 複数の 発表の 場を 持つ しかな 
いわけです よね。 

大槻 そうなん だけど、 複数 持つ と、 結局 また 元に 戻っ てきち ゃって、 これ だけい ろい ろ 中途半端 
にやっ てる 自分は 何だろう と、 なっち ゃうんで すよ。 

岡 田 それは、 一生 解決せ ずに 引き受けて 散らして いくしかない んで しょうね。 病気 だから 薬で 散 
ら すしかない のと 同じように。 これは 欲求と いうよりは 不安です よね。 

大槻 オタク 系の 人は、 とにかく 最初に 創作 意欲、 表現 欲と いうのを 持っ てし まって いる わけです 
よね。 これを 持っ ち ゃうと 人間は 不幸で、 何 かやら なきゃい けない んじ ゃない かとい う 強迫観念に 
かられる。 それで、 ものを 集め だしたり とか、 いろんな ことに 挑戦して みるんだ けど、 うまくいか 
ない ものは、 そこで 悩み、 葛藤す るんで すよ ね。 

俺は 今、 「誰かに 型には めても らいたい」 という 気持ちが あるんで すよ。 何でもい いから 「お前 
はこれ を やれ」 と 言って くれる ような 存在が あって くれたら と、 三十 一歳に もな って 思っ ち ゃうん 
です よ。 その 自分が また 情けなく てね。 

岡 田 神 戸の 事件で 犯人と 言われて いる 子が、 猫と か 殺して いました よね。 その 猫を 校門の 上に 載 
せたら、 それは 彼が 自分の 作品を 発表した ことになる わけです ね。 あるいは 「怪人 〇〇」 と 名乗っ 
たら、 それは 仮想の 自分を 作っ たこと になる わけです。 町の 电に 「怪人 〇〇」 の 噂が あって、 お 母 
さんが 子どもに 「『怪人 〇〇』 が 来る わよ」 と 言って くれたら、 たぶん 彼は 相当 癒される はずなん 
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です。 でも、 だからと いつて、 俺たち は 自分の 同類に それを すすめる わけに いかない けど。 

正しい オタクの 育て方 

大槻 でも 変な 話です けど、 今、 十代で オタクを やつて いる 人々 のこれからの 育成つ ていう のを、 
ちょつ と 考えません か、 マジで。 俺が そんな こと 言える 身分 かとは 思います が、 彼らが 犯罪に 走る 
可能性 もない ことは ないじ ゃないで すか。 どう 転ぶ かわからない。 

岡 田 僕には 今、 小学校 二 年の 娘が いるんで すけ ども、 わが 家 含めて、 お母さん 方の 教育 方針 や 小 
学校の 教育を 見て ると、 俺たち みたい な 人間を 増やそう として るんで すよ、 明らかに。 型には めた 
子どもを 量産す るんで はなくて、 選択を 多くしても つと 自由に させて、 欲望の 幅と か、 逆に 言えば 
不安の 幅を 広げよう として るんで すよ。 

大槻 欲望の 幅 = 不安の 幅です よね、 本当に。 

岡 田 今は それで 大丈夫 だけど、 中学、 高校に なつたら、 いきなり みんなす ごい ことになる ぞと思 
つてい るんで す。  . 

大槻 だから、 言葉と しては 矛盾 しちゃ うんだ けど、 「正しい オタクの 育て方」 みた いなものを 考 
えない といけ ないで しょう。 

岡 田 それは、 俺たち の 後ろ姿で 見せる。 

大槻 なるほど。 職人が 背中で 語る ように。 

岡 田 俺の 背中を 見ろ。 オタクの 北 r 中を 見ろ。 
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大槻宮 崎 くんの 背中、 オゥ厶 の 背中を 見ち ゃい けない ぞ ってい う。 カッコよ くは 見える かもしれ 
ねえけ どっ ていう。 

岡 田 俺は、 みんなに 対して 「大人に なれ」 とは 言えな いんです よ。 「大人に なれ」 と言われて、 
無理やり 社会の 中で 生きよう として、 ああい う ふうに なっち ゃうから。 もう、 「よき オタクに なれ」 
としか 言いよう がない。 

大槻 変な 言葉です よね、 「よき オタク」 ってい うの も。 でも 本当にそう なって きち ゃった でしょ。 
岡 田 俺は、 「大人」 というのは、 人類史 上に まだ 一人 も 誕生して いないん じ ゃない かと 感じて い 
るんで す。 だっ たら 俺が 最初の 一人に なって、 見本と なる しかない とまで 考えて いる。 だって 今、 
大人と 言われて る 人って、 状況が 許されて、 何 か 適当な 欲望と か、 適当な サィズの 不安し かない か 
ら みんな 生きて いける わけです よね。 でも 俺たち から あとに 続く やつらっ て、 もっ と 不安が 巨大で 
しょ。 だから こそ 本当の 大人に なら なきゃい けない。 

「オタクは 大人に なれ」 と言う 人に、 俺は 今まで 全部 反対して きたんです。 そうじ ゃなくて、 別 
の 意味で、 俺たち が 人類で 初めて 大人に なって あげなき ゃい けな いんだっ て。 それは、 よき 大人に 
なるとい うような ことと、 結構 シンクロし てるの かな。 

大槻岡 田さん から あとの 世代と いうと、 つまり、 八〇 年代 型 オタクと 言っ たらい いの かな。 いわ 
ゆる 『ガンダム』 あたりから 急激に 進化して いった、 ゲ—厶 だ 何 だとい う オタク 文化で 育った 人た 
ちです よね。 それ 以前の オタクと いうのは、 たとえば ト キワ 荘の 人たち なんか 見ても、 やっぱり 戦 
争が からんで くるんで すよ ね。 


ト キワ 荘 

旧地 名で 蓮 K 都豊島 区椎名 町に あった アパ 
I 卜。 昭和 二十 年代の 終わりから 三十 年代 
にかけ て、 故 手 塚 治 虫が 住んで いた 縁で、 
故 寺 田 匕 口才、 藤 子 不二 雄 (故 藤本 弘と安 
孫子 素 雄の 合作 ペンネ— ム) 、故 石 ノ森章 太 
郎 、赤 塚 不二 夫、 水 野英& どが 隣り合 っ 
て f していた。 

028 - 

山 田 花 子 (やまだ •はなこ) 

I 九 六 七 1 九九 二。 マンガ 家。 八 七 年プ 
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岡 田 あの世 代の 人たち は、 戦争と か 焼け跡 体験から 生まれた、 高度成長への 憧れと マルクス主義 
で 日本を 作った。 でも 俺たち は 『ガンダム』 とか 『マ クロス』 といっ たものを 組み合わせて、 二〇 
〇〇 年代の 日本を 作ら なきゃい けないで しょう。 もう 作る しかな いんです よ。 パー ツは それだけし 
かないんだ から。 

大槻 そこで 「オ ウ厶は ハルマゲドンを 必要と した」 なんて 言う と、 いかにも、 という 感じなん だ 
けど。 生きる か 死ぬ かの 実地 体験を していない のが、 八〇 年代 型 オタク じ ゃないで すか。 その 前の 
世代と いうのは、 たとえば 学生運動で 友 だち が 死んだ とかいう ことが、 日常に あつた わけで。 

岡 田九〇 年代に なつて、 ふたから こぼれる ように グワツ と 出て きました ね。 前の世 代たち の 戦い 
というの か、 いわゆる 「僕たちの 失敗」 という やつです よね。 

大槻 でも、 年を取る つて、 どうも そういう ことみたいです ね。 みんな 自分たち の 失敗を 繰り返さ 


せない ために、 何とかし なきゃと なる。 俺が 一番 心配な のは、 山 田 花 子さん の マン ガ とかに 憧れて 
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る タイプの 女の子ね。 今 「タ コシェ」 に 行って、 『ガ ロ』 とか 『クイック ジャパン』 を 読んで いる 
ような 子。 

岡 田な める ように 読んで、 ライタ ー 希望のは がきを ガ ー ッと書 いてる ような 女の子で すね。 

大槻 べつに、 そういう 雑誌が 悪い という 意味では な いんだけ ど。 でも、 ミイラ 取りが ミイラに な 
ると いうの か、 山 田 花 子さん に 憧れる のはい いけど、 山 田 花 子さん になっ たら、 あんた、 人生 地獄 
だよ ってい うこと を、 たぶん 少女たち はわから ない と 思う から。 

岡 田 おっさん くさい 言い方に なっち ゃうんで すけ ど、 メディアで とらえられる 援助交際 とか ブル 


ロ デビ ユ— 。『力 E 『ヤング マガ ジ と など 
に 作品を 連載し I  § 七 本の 連載を 抱えて 
いたが、 精神分裂症に かかり、 二 十四 歳の 
とき 投身 農した。 その後、 日記が 『自殺 
直前 日 12 として 出版され 反 f 呼ぶ。 作 
品 S 『神の 悪フザ ケ』 など 家る。 
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夕 n シエ 

木 ラ— マンガ や 幻想 マンガ をは じめ、 サブ 
カル チヤ— 系の 播籍 、雑誌な どを 扱う 塞 店 ◊ 
JR 中央線 中 野 駅 北口の 商店街、 「オタクの 
九 龍 城」 の 異名を とる 「中 野 ブロ— ドゥ 1 
1 る 0 
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ガロ 

六 四 年に 青 林 堂から 創刊され た コ/// ック誌 。 
もとは 白 土 三 平の 「カムイ 伝」 掲載が 目的 
だった が、 つげ 親 章 水木 しげるな ど 異色 
の 作家が S り、 独特の カラ— を 確立す る。 
社員が 全員 退職す る 騒動に より | 時は 休刊 

したが'  九$ 二 5 罵 
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クイック ジャパン 
『磯野 家の 1 を 大匕ッ トさせた 赤田祐 一が* 
創刊した 情報誌。 ラィタ— 陣 に 若い ア丄ア 
ィ ストや ミニコミ 編集 ft」 ちを 起用、 いわ 
ゆる 「サブ カ ルチャ—」 色が 濃い。 表紙を 
『エヴァン ゲリ オン』 の露醫 が 飾った こ 
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セラ やつて る 女子高生と いうの がいる 一方で、 そういう 女子高生 じ ゃない 子と いうのは、 あそこ ま 
で 享楽的な ものを メディアの 力で あろうと 毎日 毎日 見せられ ると、 いきなり シリアスの シリアス 通 
り 抜けて、 自己 憐憫の 極限まで 行かない と。 

大槻 だから 心配です よ。 だいたいそう いう タイプの 人たち の 興味つ て、 それ こそ ゾディ アッ ク事 
件と か マンソン 事件と かなんで すよ。 自分 も 二十代 後半まで、 ずつ とそうい う ものに 憧れが あつた 
し、 現実 逃避したい 気持ちから、 ドラ ツグに 対する 憧れなん かも 強いで しよ。 僕みたい に オタク 系 
で ロック やつて ると、 周りに それで だめにな つち やつた 人って、 ゴロ ゴロい るんで すよ。 そういう 
のを 見て きち やうと、 本当に やめ なきや だめよ と 何とか 教えて やりてえ つてい う 気は あるんで すけ 
どね。 でも、 聞く 耳 持たないだろう な。 


情報 過多の 時代 


岡 田 今、 大槻 さんが 創作 するとき に、 そういう ことが 自分の 中の 動機に なりう るんで すか。 ある 
意味 社会的な ことです よね。 この 子たち に 教えて あげたい と 語りながら やる のって、 恥ずかしい と 
か、 純粋で ないように よく 言われる じ ゃないで すか。 いわゆる 宮崎駿 のように、 椅子に 座って ク ー 
ラ ー の 効いた ところで 環境問題を 語る ジジ ィ みたい なのが、 すごく ダ サィ 感覚が あるんで すけ ども _ 
大槻 今、 一番 困っ ち ゃって ると きで、 完全 完璧な オタクの あり方と、 オタクに さえ なれない と 思 
ってい る 俺みたい な タィプの 歪み 方が、 わかっ ている じ ゃないで すか。 だから 後輩の 育成 じ ゃない 
けど、 それ こそ 歪まない ように 育成せ にゃい かんとい う 気持ちには なって いるんで す。 でも、 そう 
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マンソン 事件 

六〇 年代 末期の アメリカ 西部で'  チャ— ル 
ズ •マンソン 率いる 伝説 的な カル ト 集団 
「マンソン •ファミリ—」 が、 彼らの 信じる 
世紀末 的な 教 {KL」 基づ  <殺 人を 繰り返した。 
平和な 產に 突如義 した フ Z// リ—が 乱 
入し、 その 家の人 間を 惨殺。 被害者には 女 
優の シャロン •テ— 卜 (映画 『ロー スマ リ 
I の 赤ちゃん』 の ロマン •ボラン スキ— 監 
督の *0 もい る。 この 事件の 衝擊 、マン ソ 
ンの 「カウンタ— カ ルチャ— 疫部岔 が 
与えた 影 S 強烈で、 今でも 映画 ゃ 音楽の 
モ チ— フ としてた びた び 一^れて いる (テ 
レ 匕 ドラマ 『チヤ— リ—ス •エンジェル』 
は、 マンソン 自ら、 自分が モデル だと 言っ 
ている らしい。) チヤ— ルズ •マンソンは 現 

在'  肇 である 0 


宮崎駿 

1 33 ぺ—ジ 脚注^ ar 
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しちゃい かんぜと いうのを ベタに 書く の も 何 だな と 思っ てる。 かとい って、 どの 方法に 行っ たらい 
いの かは わかんね え やって いうと ころです ね。 

岡 田 僕、 九〇 年代の いつかは、 はっきりとは わからないです けど、 もう クリエ イテ ィブの 時代は 
終わっ たという 気がして るんで すよ。 クリエ イター たちが 自分の 思いを 形に して 許された 時代と い 
うのは、 もう 終わっ てし まい、 今 それを やれば 文化的な 環境汚染になります と。 

以前は、 私たちの 文化と いうのは 海で、 それは 無限だった。 だから、 ものすごく 趣味に 走っ たも 
ので も、 広い 海を 流れて いくうち に 薄まっ て、 過激に 受け取る やつ もい な いんだ、 というよ うな 前 
握が あった。 

ところが、 これ だけ 情報が 伝わり やすくな っていて、 反復して 何回も やれる ようにな ったら、 海 
は 有限 だと わかっ た。 そこに 影響力の 強い 文化が バンバン 出て くると、 海が 汚染され てく る。 つい 
ては 今後 クリエ イタ ー のみな さんは、 環境汚染を 防ぐ ために フィ ルタ ー をつ けて くださいと。 

大槻 話が 超 科学 系に 飛びます けど も、 結局、 この 宇宙は、 時間 も 空間 も 情報の 集合体 だとい う考 
え 方って あるじ ゃないで すか。 そういう 意味で、 その 許容量が 有限で あると いう ことです ね。 それ、 
わかるな。 情報の 公害と いうか、 情報の 詰め こみす ぎに よって、 濃度が 上がりす ぎち ゃって 光化学 
スモ ッグを 起こしち ゃうっ ていう ことで しよ。 そこで 俺、 インタ— ネットが 出て きち ゃった ときに、 
もういいだろう って 思っ たんです けど。 

岡 田 インター ネッ トが さらに 加速す るんで すよ。 

大槻 インター ネット 撤廃 論っ ていう のを 考えて るんで すけ どね。 
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岡 田 インタ— ネッ トが 出て きち やった から、 情報が 有限に なった と 思っ てるんで すよ。 あれが な 
かったら、 まだ 伝わらない ことと いうの が ある わけです よね。 

大槻 『€ 亀』 の百卷 で、 インタ ー ネッ トに ついて うまく 説明して あって ね。 それを 読んだ とき 
に、 こんな もので きたら 大変 だっ て、 両 さんに 教えられ ましたよ。 

岡 田 俺ら より 三十 歳 上の 人たち が、 核兵器と 共存す る 社会と いうのを しようがなく 選んだ ように 
(笑)、 俺ら は インタ ー ネッ トと 共存す る 社会を 選ぶ しかない。 その 恐ろし さに 気がついて いる 人っ 
て あまりい ない ん だけど、 でも、 行く しかない んで すよ。 

大槻 自分の 中の 情報が 過多に なりす ぎる から、 自分で 情報を セ ー ブ しないと いけない と 思って い 
るんで す。 たとえば、 本屋さん に 行く と 本が ものすご くいっ ぱい あって 「これ も 読ま なきや、 あれ 
も 読ま なきや。 •でも 読む 時間が いつ あるんだ？」 って 考えて いるう ちに、 ワ ー ッて なっち やう。 そ 
れで 毎月 読む 雑誌は これ だけって、 ノ ー トに グワ I ッて 書いて。 

岡 田は いはい (笑)。 

大槻 「読みたい、 読みたい、 『月刊 秘伝』 が 読みたい」 と 思っても、 その 手をグ ワ ー ッと 押さえて。 
岡 田 話して おいて、 今 さら 言う の も 変です けど、 変な 人です ね、 大槻 さんって (笑)。 

大槻 そうしない と、 自分を 律して いけない ところが あつて。 だから、 たとえば、 一人 ー チヤン ネ 
ル 制度と かね。 自分は 「日本 テレビ」 しか 見ない とか、 自分は 「テレビ 神奈 川」 しか 見ない とか。 

岡 田い や、 後ろの 世代に なれば なるほど、 自分を 律す るなん てことは、 生まれてから 一度 だって 
考えた ことないで しよう。 彼らには ブラウジングと いうか、 ザツピ ング をさせる しかな いんです よ。 


月刊 秘伝 

古流 武術の 専門 誌。 柔術、 剣術'  響、 武 
器 術な どの 現代 武道の ル— ツで ある 古流 武 
術から、 合気道 •柔道 •空手までを 取り扱 

う 〇 B ABa^ 


こち 亀 

『週刊 少年 ジャンプ』 に 連載 中の 長寿 マンガ 
『こちら is 有 公園 前蜇 m の 略： ハ 
ィ タリ ティ あふれる 交番 勤務の 警官、 両津 
勘吉を 中心に 繰り広げられる ドタ バタ コ メ 
ディ。 であるが、 そのと きどき の ト レン ド 
を 敏感に 反映した ネタは 質が 高い。 最近で 
は 管理職 向けの バソコ > 講座の 回が 単独で 
別冊 本に なった。 マンガ は 秋 元 治。 
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それによ って 平均値を、 自分の 中で バランスを 保てと しか、 言えな いんです よね。 

大槻 でも、 そんな ことっ てで きる もの じ ゃないで しよう。 だから、 これからの オタク 系の 人と い 
うのは、 自分の 中で いらない ものを 捨てて いく 作業を、 自分で 学んで いか なきゃなら ない わけで し 
よう。 じ ゃ あ 何から 掃除して いこうっ ていう ときに、 それ こそ、 博愛 精神と かいう ものを まず 捨て 
ると いう 人 もい るで しよう。 

岡 田い ますよ ね。 

大槻 人を 殺しち ゃい けない という 常識を 捨てよう ってい う 人 も、 いるで しょう。 

岡 田 絶対い ますよ ね。 でも 俺は、 個人を 一人一人 サポ— 卜する ことは できない と、 ドラィに 考え 
ち ゃうんで すよ ね。 千 人のう ち 一人を 救えなくても、 九 百 九十 九 人が 大丈夫なら OK だとい うくら 
いの システムが、 限度 じ ゃない のかな と。 はずれて しまう やつに 関しては、 俺は 目をつぶろうと 思 
って るんで すけ ど (笑)。 でも、 そのは ずれち ゃった やつを 救おうと いうの が、 大槻 さんの 考えなん 
です よね。 

大槻 画一的 教育が あって、 それでは ずれた やつはしよう がない というの が、 日本 政府の 満足す る 
ような 子どもたち。 今度は オタク 系の 高度 情報化社会 だから、 情報 満杯の 子どもが どんどん 育って 
くると。 それは しようがない。 そいつら が 歪まない ようにす る 画一 fK 教育。 

岡 田 そうです。 

大槻 その 中では ずれて いくやつ はしよう がない と。 

岡 田 そうです。 
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大槻 まった く、 それは、 今までの 文部省の 考えと 一緒 じ ゃないで すか！ 

岡 田 一緒です。 

大槻 なんて …… 。 

二百 五十六 色の 画一化 

岡 田た だ、 今までの 文部省の 考えと 違う のは、 このままで 行ける と 思っ てない ところなん です よ。 
大槻 子どもの 種類が 変わっ ただけ です か。 

岡 田 子どもの 種類が 変わっ たから、 早い こと システムを 変えない と。 今までみたい に 子どもを 画 
一 化する システムで も、 千 人のう ち 九 百 九十 九 人が 幸せに なって いたわけ です よ。 基本的には、 こ 
れで いいと 思 うんです。 でも 今の システム だと、 不幸せな やつが 六 百 人 もい る。 これは 早い ところ 
切り換えて、 もう 一回、 九 百 九十 九 人が 幸せになる 別の システムに 行けよ と。 それは たぶん 画一化 
ではな いんです。 ブラウジングを 自分で させる ことによ って、 そこそこ 個性的に はなる。 だけど、 
引いて 見て みたら、 たいして 個性的で ないやつ が 大量に 溢れて、 でも 人間なん て それでい いという 
くらいの、 そんな システムで しょう。 

大槻 そこでは じき 飛ばされた やつの 中から、 それを 芸 として 世に出て くる やつと、 そのまま …… 〇 
岡 田 犯罪と して 出て きて。 

大槻 歪んで 犯罪に。 つまり 時代は 変わ っても 同じっ てこと です わね。 

岡 田そう そう。 
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大槻 つまり、 世の中には 画一化され る やつと、 ドロップアゥト する やつが いて、 その ドロ ッ プア 
ゥ トする やつの 中から、 世に出る やつと だめになる やつが いると いう。 もう、 同じっ ていう ことで 
すね。 

岡 田 画一化と 言っ たらそう かも わからないです けど、 今までの 画一化は、 全員 赤 だと か 全員 青で 
しょう。 僕が 言っ ている のは、 全員 二百 五十六 色まで 使って いいと。 二百 五十六 色の 中で 選べと。 
自分を 十六の バタ ー ンに 分けて、 十六の パ ターン の 中に 二百 五十六 色を 配分して いいけ ど、 それ 以 
外の 色を 使うな と。 これは 画一化と も 言え るんで すよ。 

でも、 あんたら が 要求して いる 人類が 必要な 個性 化なん か、 そんな もので 十分 だと。 それでもは 
ずれる やつ、 そういう 俺の 仲間は つらい けれども、 外側を グ ルッと 回って、 何 かこ、 っいう システム 
を 作る 側に 回る か、 はずれる 側に 回る か、 表現す る 側に 回る か、 どっ ちで もい いけれ ども。 この 二 
百 五十六 色の 幸せは あきらめろ ってい う。 

大槻 すると、 それ 以外の 色を 使っ ち ゃう やつで、 それを 芸 にして 世に出られない やつ。 つまり 犯 
罪 系に 行きそう なやつ に対しては、 やっぱり 救世主が 必要っ てこと になるな あ。 今 こそ 弥勒 菩薩を、 
とい う ( 笑)。 

岡 田 今 こそ (笑)。 でも、 あまり 弥勒 菩薩を 強調 しちゃう と、 二百 五十六 色の 幸せ すら なくなっ て 
しまいます 

大槻う 一 ん 、誰を 救う かです ね。 

岡 田 結局、 ブッ ダが 出て きたり キリス トが 出て きたりしても、 ィンド 近辺 や 地中海、 エジプト か 
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ら ロー マ 帝国 あたりを 見る と、 全然 幸せに ならな かつた でしよう。 どちら かとい うと、 何千 年 単位 


で 不幸になる 人が 増えた じ ゃないで すか。 救世主は よけいなん です よ、 きつと。 

大槻 よけいで すか。 

岡 田 うん。 その 救世主が 生きて いる 間は、 何となくい いような 気がします けれども。 その あとえ 
らい ことになると いうのは、 歴史が 証明す るんだ から。 

大槻 だから オウ厶 も 似た ような ことを やろうと して。 

岡 田 やろうと していた わけです よね。 

大槻 それで 言う と、 ちょつ と 話は 飛びます が、 骨法と いう 格闘技の 堀 部 先生と いう 人は、 二十 年 
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前 だったら 大山 倍 達に なれたんで す。 梶原 一騎 も 生きて たし。 でも 今は 情報化社会の ために、 嘘が 
通用し なくなっ ち やった わけです ね。 嘘と 言っ ち やい けない な、 武道の 世界では、 はったり です。 
岡 田 あれです ね、 マス 大山が、 シカゴの 何とか スタジアムで 牛と 闘って、 ゴッド ハンドで 勝った 
とかいう、 あんなは ったり です ね。 

大槻 それが 効か なくなっ ち やった わけです よね。 それと 一緒で、 オゥ厶 だって キリスト教 なんか 
と 同じ 時代に 生まれて いたら、 すごい 宗教に なって いたでし ょう。 

岡 田そう 思います よ。 キリスト教 だって、 ィエス •キリス ト 自身が 率いて いた 原始 キリスト教の 
辞典を 見る と、 恐ろしく セ コィ 宗派です から。 キリス トなん て、 ただ 単に ユダヤ教への 反体制 運動 
を 言っ ている だけの、 赤軍 派みたい な 兄ち やんだ ろうと 俺は 思っ てい るんで すけ どね (笑)。 
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大山 倍 達 (おおや ま •ますた つ) 
一九 二三丄九九四。空手家。四七年、全 
日本 空手 道 選手 iL」 優勝 後、 渡米。 牛を 素 
手で 倒すな どの 修行を 続け、 ブロ レス ラ—、 
フロボ クサ— を 相手に 二百 七十 戦勝ち 続け 
る。 手刀で 匕— ル びんを 切り捨てる 技は 
「神の 手 Cn ッド ハンド)」 と 称された。 六 四 
年、 国際 空手 道 連盟 極 真 会館 発足。 寸止め 
ではなく 相 直接 攻繫 する フ儿 コン タク 
卜を 取り入れた 2 空 雪 創始した。 S 
『空手 バカ I S (梶原 5 の モデルと して 
知られる。 
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梶原 一騎 (かじ わら •いつき) 

I 九 三 六〜 I 九 八 七。 劇画 原作者 •作家。 
十九 歳のと きから 空手 S め、 大山 倍 達と 
ともに 大山 道場 (後の 極舆 会館) を 設立。 
その かたわら 児童 雑誌に h ロレス ラ—、 ボ 
クサ— などの 伝記を 辔 き、 六 三年 『チャン 
匕 オン 姦 で 謹 5 デビ ユ— 。『あしたの 
ジョ I』 『巨人の 墨 『タィガ— マスク』 『愛 
と M など 数々 の 超 匕ット 作を 世に 送り だ 
した。 
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われら， セ コイ 首都を 待望す- ■ 


I 九 三 五 年 大阪府 生まれ。 

作家、 経済 評論家。 

東京大学 経済学 部を 卒業後、 通産省に 入 省。 
大阪 万博、 沖縄 海洋 博な どを 手がける。 また 
「通商 白書」 を 五 回 書き、 昭和 三十 七 年度 版 
の 「水平 分業 理論」 は 世界的に 注目を 浴びた。 I 
その かたわらで ベス ト セラ— 小説 「油断！」 
をは じめ 数々 の 著書を 発表す る。 通産省 退官 
後は、 執筆、 テレビ、 講演な どで 幅広く 活動 中 _ 
現在は 政府の 「国会 等 移転 審議会」 の 委員 も 
務める" S 新著 書に 一 •明日を 読む j  (朝日 新 
聞 社) iT 次」 はこぅなる J  (講談社) が ある。 


この 対談は 『週刊 ア スキ— J の 特集 「SIM  JAPAN」 の 中で 行なわれた ものである。 今日 本が 抱えて いる 問題が 
「もしこう なつたら どうなる だろう か」 と シミ ユレ— シ ヨンを してみ る 企画で、 この 回は 「首都 機能 移転」 が テ 
I マだった。 「新 首都は 長 野 だ」 に 始まる 岡 田 案に'  あくまでも 現実 路線で 対応す る堺屋 先生。 二人の 思い描く 
日本の 未来像の ギャップは 、見方によっては 上司と 部下、 あるいは 父と 息子の 感覚の 差の ように も 取れ、 文字 
通り、 ここでし か 読めない 異色の 首都 移転 論議と なつた。 (九 七 年 五月 十九 日 対談) 


明治 以来の 最大の 謙 論 「首都 機能 移転 問題」 

堺屋 首都 機能 移転 問題と いうのは、 膨大な 議論と 調査が 積み 上がった 話で、 国会の 議論 だけで 九 
百 時間を 超えて ます。 普通は 一年間に 百 四十 時間なん です。 明治 以来 最大の 議論なん です ね。 だか 
ら 資料 も 膨大なら、 議論 も 長大。 

岡 田 何で そんなに 議論す るんで すか。 

堺屋 それは やっぱり、 大 問題 だから 慎重に、 という ことで しょうね。 

岡 田 論点が 分散 しちゃ うんです か。 

堺屋 論点の 分散 も あれば、 深まり もあります ね。 

岡 田 それは どこへ 首都を 移転す るかと いう ことにつ いてです か。 

堺屋 という ことは、 今のところ まだ 議論して いないんで す。 その 議論を したから、 これまでのは 
全部 だめだった わけです。 平成に なって その 議論は 一切 やめて、 まず 首都 機能を 移転 するとい う議 
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首都 機能 移転 問題 

日本の 政治、 経！ T 文化な どの 中枢が 東京 
に 集中し、 人口 過密 •交通渋滞 •環境 破 

壊 •災壽 S 龕 Is  •_ 地域の 拡 

大が深 刻に なって いる。 その 基本的 対策と 
して、 行政機関 や 国会 等の 首都 機能を 東京 
圏 以外の 地域に 1 する 構想。 九 八 年 I 月 
には、 ■先 地を 選定す るた め、 地域 ごと 
の 詳細な 調 ■行なぅべき 地域 (調査 対象 
地 @ が 設 SSO 
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論を やろうと。 どこへ という 議論は、 九 八 年の 一月から やります。 

岡 田い つ 頃 決ま るんで すか。 

堺屋九 八 年の 末ぐ らいです。 

岡 田 一年で 決めち ゃう わけです か。 

堺屋 そうです。 もう そこまで 煮詰まっ てると いう わけです。 

岡 田 具体的な 話に なっち ゃうんで すけ ど、 決める 先と しては 東京と いうの も ありうる わけです ね。 
つまり 「東京に 動かします」 という こと も ある わけです よね。 

堺屋 今の ままは あるけれ ど、 東京に 動かす という 議論は な いんです。 たとえば、 東京の 湾岸に 持 
ってく ると か、 それは な いんです。 

岡 田 今の ままで いくとい うこと も、 選択肢の 中に あるんで すか。 

堺屋 あります。 それは 法律に 書いて あります 。「東京との 比較を 含め 検討す る」 と。 

岡 田 官僚たち は 動かしたくない んで しよう か。 

堺屋 中央 官僚への 調査では、 動かしたい のが 五六 パ ー セン ト、 動かしたくない のが 四〇パ ー セン 
卜でした ね。 

岡 田 動かしたい 人と いうのは 何に 危機感を 持っ てい るんで すか。 みんな 東京に 家を 構えて いる わ 
けで しよ A つ？ 

堺屋い や、 家を 構えて いる 人は 少なくて、 公務員 宿舎と か、 妻の 実家な どに 住んで いる 人が 多い 
んで す。 そういう 事情 も ひとつには あるで しよう。 それと 愛国心で しようね。 この 日本の 現状を 見 
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ている と、 やはり 動かした ほうがいい という 人が 多いです。 さらに、 阪神大震災 も 相当 影響して い 
ますね。 東京で 地震が 起こる と、 どんなにしても やっぱり 救いが たいです からね。 

岡 田では 動かしたくない 人と いうのは、 なぜ 動かしたくない ん でしょう か。 

堺屋先 ほど 言われた、 自分の 家が あると か 生まれ故郷で あると いう ほかに、 やっぱり 東京で なけ 
り ゃ 俺は 勤める 気がしない ん だとい う 人 も 多い んで す。 私が 通産省に いたと きに、 九つの 研究所を 
東京都 内から 筑 波へ 移転し ました。 そうしたら 「月給 も 安いし 住宅 も 悪い のに、 私たちが 東京に 住 
んで るのは、 ただただ、 銀座 や 赤 坂の 灯を 毎日 見たい からだ」 という 人が 一番 多かったです ね。 

岡 田 どこかへ 移転 しちゃ っても、 自分の 息子たち は やっぱり 東大へ 行かせたい わけです ね。 

堺屋 それ も 議論が 分かれて いて 「東大の 権威が 保てる のか j  r 首都 だから 東大 だ」 という 人 もい 
れ ば、 「いや、 やっぱり 東大は 東大 だよ」 という 人 もい ますね。 

岡 田 「東大を 持っ てきち ゃえ」 という 人は あまりい ないです か。 

堺屋 東大は 別の 観点で 千葉県の ほうに 土地は 買っ ており ますが、 それは 東大が 決める ことで、 政 
府が 決める ことではありません。 

岡 田なる ほど。 

首都は 応接間で 十分 だ 

岡 田と ころで、 今回の 「SIM  JAPAN」 で 首都 機能 移転先を 長 野に したんです けど、 僕は 首都 
というのは、 日本の e 接 間で あれば いいん じ ゃない かと 思っ てるんで すよ。 その 家の 者には 白々 し 


002 - 

阪神大震災 

正式には、 阪神 •淡 路大驟 災 。九 五 年 一月 
十七 星 時 四 士ハ分 、淡路島 北部 塞源と 
する マグニ チ ュ—ド 七 •二の 地震が 発生、 
袋 度は 最高で 七まで 達した。 この 地餒に よ 
る 死者は 六 千 人 以上、 負傷者は 四 万人 以上 
にも 達し、 高速 _の 倒壊、 中高 層 ビルの 
崩壊、 火災に よる 被害な ど'  神 戸市を 中心 
に 甚大な 被害を もたらし、 戦後 最大の 謖災 
となつ た。 
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い 空間で ふだんは あんまり 使わな いんだけ ど、 お父さんの お客さんが 来る と 通す。 つまり 外交の た 
めの 機能 だけ 果せ ばいいん じ ゃない か。 となると 風光明媚 、オリンピック も 開催され て 一応の ィン 
フラも 整った 長 野が ピッ タシ じ ゃないだ ろうかと 思 うんです (笑)。 

堺屋 実際には 長 野と いう 話は な いんだけ ど (笑)、 でも 首都の 機能を どのような ものにする かとい 
うのは、 移転 論議の 重要な 一部なん です。 いわゆる 首都 機能の 三権、 司法 •立法 •行政 だけに 限っ 
た 単 品 都市に する のか、 あるいは 大学な どの 文化 機能 も 含める のか、 さらに 経済 機能は どうす るか 
といっ たこと です ね。  • 

—— 今 お 二人が おっし ゃった 「機能」 の 内容っ て、 微妙に 違うよう な 気がし ますね。 岡 田さん は 機 
能と いうか、 概念的な ものです ね。 

岡 田 僕らに とって、 首都って ほとんど 意味がない んで す。 通信手段 や 交通網の 発達で、 首都 じ ゃ 
なくても 仕事は できる。 だっ たらもう 国民には 関係なくて、 完全に お客さんを 迎える 部屋と して だ 
け あれば いい。 

堺屋 首都 機能は、 国家が ある 限り、 やはり 必要 だと 私は 思います。 国会、 中央 官庁、 最高裁判所 
はどうしても 必要です よ。 だから 私は、 その 三つに 絞った 単 品 都市に すべき だと 思います。 応接間 
と言うより、 そこに ある 応接 セッ トの ィメ ー ジで すね。 応接間 ほどの 比重は 持たない けど、 人が 出 
入りす るから それなりの 格式は ある。 そして、 比較的小 規模な 都市です ね。 経済的 機能は まったく 
必要ない と 思っ ています。 日本銀行 や 証券取引所は 作るべき ではない。 さらに、 北海道から 沖縄 ま 
で 全国を 公平に 見られる ような 中立性がない といけ ない。 いつまでも 東京に ぶら下がっ ていたん じ 
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ゃ、 いっこうに 解決し ない と 思います。 

岡 田 その 三権は、 同時に 動かして、 しかも 一力 所 じ ゃない といけ ない んで すか。 

堺屋 これにつ いては、 延 々たる 議論が あります。 たとえば ドイツは、 国会と 行政府は 一緒です が、 
最高裁判所は カッ セルに あります。 今度 首都 機能が ベルリンに 移ります が、 その 場合は 国会と 中央 
官庁が 半分 移って、 国防省と 社会保険庁は ボンに 残る。 また、 最高裁判所 も カッ セルから 移らない 
ことにな ってい ます。 その 場合に どんな 非 能率が 生まれる かは わかりません が、 それは 国の 体制に 
よって 違います。 日本の 場合、 たとえば 鎌倉時代は、 首都 機能は 鎌 倉に あった。 多くの 人々 は、 首 
都は 京都に あって 首都 機能が 鎌 倉に あったと 解釈して いるんで す。 

岡 田で も、 三権と いうのは、 僕らと わりと 距離が あります よね。 そこら へんで ホイ ホイと 生活し 
ている 人に とっては 「政治っ てよ くわかん ね 一 よ」 とか。 司法と いっても 「離婚 するとき には 家庭 
裁判所と いうの が あるの か」 とか、 せいぜい そのく らいの 関係し かないです よね。 

堺屋 そう。 離婚 や 交通事故で 訴えられたり 借金に 追われた ときぐ らいで、 たしかに 司法は 日本人 
には 縁遠い。 でも 行政は 逆に 身近で、 何 かこと が 起こる と 政府は 何を やって ると か、 役所の 規制が 
どう だと か 言う。 

—— 頼ります よね、 みんな。 

堺屋 頼りす ぎなん です よ。 だから 今は 行政 だけが 強くて、 立法と 司法が 空虚なん です。 厳密には 
民主主義 じ ゃなく、 官僚 主導 制の 国なん です ね。 

おもしろい ことに、 日本の ヒ ー ロー には 公務員が 多く t> 、 とくに 江戸 以降は 水 戸 黄 門、 遠山の 金 
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さんな ど 行政府の 人 ばかりです よね。 公務員で ない ヒ—ロ ーと いうのは、 国定 忠治 だと か幡随 院長 
兵衛 などの アウ ト ロ— しかいな いんです。 こんな 国は 世界中には ありません。 日本人は ホン トに 官 
僚が 好きなん だな あって、 いやになります。 なぜそう なる かとい うと、 江戸の 将軍 様の お 膝元に 首 
都 機能が あった。 明治は 官僚 政府の お 膝元に 首都が あった。 また、 戦後に おいても、 官僚 主導に よ 
る 非常に 強い 規制と 指導に よって、 日本と いう 国は 運営され てきた。 この ことと 密接な 関係が ある 
んで すね。 

岡 田 それは 富国強兵の 思想と いうか、 日本と いう 国を 経営し 動かして いくため には、 いい シス テ 
厶だ ったわけ です よね。 

堺屋 ええ、 ある 時期までは いい システム だっ たと 思います よ。 とくに 規格 大量生産を する 上では、 
非常に 効率的な 制度だった。 この 制度は そもそも 明治維新のと きに、 ビスマルクの ドイツ帝国を 真 
似し たんです。 いわゆる 官僚 主導 型 啓蒙 主義、 エン ライ トメン トと いうんで すが、 これを 真似した 
ことから 始まっ たわけです。 とくに 戦後の 復興は 「昭和 十六 年 体制」 という 戦時下に 作られた 制度 
が 基本に なって いて、 それが 強化され ている。 教育に おいては、 何 丁目 何番 地に 住んで いる 子ども 
はこ この 小学校に 入りなさい と、 役人が 強制 入学 制まで やって いる わけです。 また 日本人 も、 自分 
の 子ども や 自分自身が 入る 学校まで 役人に 決めても らう ことを 喜んでい ると いう 状況です。 しかし、 
ここまで 役所が 入り こんでいる 国は 珍し いんです よ。 

それに、 テレビ や 雑誌な どの マスメディア も 東京に 集中して いますが、 これ だって 自然に 集まっ 
たのでは なく、 役人に 集められたん です よ。 雑誌には 東京に 取次 四 社 体制と いうの があります。 つ 
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幡随 院長 兵衛 (ばんず いいんち 
よぅべ え) 

一六 ニニ〜 一六 五 七？ 江戸 初期の 俠 客。 
浅 草花 川 戸に 住み、 町 奴の 頭領だった が、 
旗本 奴と 争い 殺された。 歌舞伎 狂言に も 脚 
蒈れ ている 0 
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まり、 東京に ある 四つの 取次 会社 以外は 雑誌を 取り次いで はいけ ない とされたん です。 ですから、 
たとえば 大阪市で 印刷され た 本を 橋 ひとつ 挟んだ 尼 崎 市に 売る のに も、 東京に 持っ てこない と 販売 
できない。 「再販制度」 と 絡んで、 今 必死にな って 擁護して いるの が これなん です。 誰も 反対 だの、 
崩せな どとは 言わない。 

さらに テレビに 至っ ては、 世界に 類例の ない キ ー 局 システムです。 東京の キ ー 局で ない と、 全国 
の 番組編成 権が 与えられない といぅ、 特殊な 制度です。 つまり、 ありと あらゆる ものを 東京へ 集め 
る ことが、 行政 主導で 行なわれたん です。 このために、 全国の 情報が 東京 一 極 発信と なった わけで 
す。 だから 東京から コマ— シャルを 流す と、 同じ 製品が 全国で さ 一 っと 売れる。 つまり、 規格 大量 
生産には 非常に 便利な 国が できた。 
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再販制度 (再 販売価格 維持 制度) 

商品の 生産者と 流通 業者の 間で 販売価格 
(再販 価® を 51 め、 その 価馨ら 
せる こと。 独占禁止法では 原則 違法 だが • 
安売り や i にょる ISS 低下を 避け 
るた め 商品 限定で 適 f れ ている。 番籍や 
雑誌、 新聞、 WOD などの 著作物に つい 
ては 現在 見直し 中で、 九 七 年度 末までに は 
方針を 打ち出す 予 笔 


首都は すでに 無意味 化 


て 


る 


岡 田し かし、 ここまでで き あがっ た システムを いじって 変える 必要が あるんで しょう か。 たとえ 
ば 僕は 大阪の 出身です が、 最近は みんなが 外で 大阪 弁を しゃ ベら なくなって います。 標準語の 扱い 
がす e くうまい。 僕が 学生の 頃は、 大阪 弁し か 話さな かったん です よ。 標準語を 使う と 「なに 気取 
ってん ねん」 となる。 でも 今の 学生は 気軽に 使い分ける。 家に 帰っ たら 大阪 弁、 外では 標準語、 コ 
ンパや カラオケに なれば ノリで 大阪 弁と いう ふうに。 それは やはり 小さい 頃から、 テレビと かメデ 
ィアを 通して、 文化の 中心は 東京に あるので あって 大阪 には 何 か 違う もんしかない と、 そう 割りき 
って 考えて いるん じ ゃない かと 思う。 以前は、 大阪 というのは 比較的 東京に 対抗して いると ころが 
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ありました けど、 もう 過去の 話です よ。 すべてが 東京からの 再 拡散で、 全国が これ だけ 平準 化され 
ち ゃつて いる。 それを もう 一回 崩して、 以前の 地方色 豊かな 時代に 戻そうと いうのは、 あんまり 現 
実 性がない と 思 うんです。 

堺屋 いや、 あると 思います よ。 また それが なかつ たら、 日本は 世界の 都市 間 競争に 対抗で きない 
んじ ゃないで しよう か。 

岡 田 競争と いうのは、 経済的な 競争の ことです か。 

堺屋 文化的 •発想 的 競争です。 それが ソフト ウェアを 生んだり、 芸術を 生んだり して、 経済力に 
転化し ますけ どね。 たとえば、 アメリカは、 ニユ |ヨー ク 、ロサンゼルス 、ピッツ バ ー グ、 アトラ 
ンタ など、 いろいろな ところから あらゆる 情報が 発信され ている。 そのうちで どれが 勝ち残る かと 
いう 競争で、 常に 刺激を 受けて いる わけです。 ニュ 1 3 1 クの 文化 も、 ハリウッドの 文化 も、 その 
次を 戦々 恐々 として、 自ら も 新しい ものを クリエ イトして いこうと している。 しかし 日本には そう 
いう 状態が まつた くありません。 これは 放送局 もそう だし、 雑誌 社 もそう だし、 証券会社 も、 政府 
官僚 もそう です よね。 もう 東京で 決めて、 全国に 知らせたら、 地方からの 反応はなくて いいんだ と。 
だから 地方からの 反応はなくて も 東京 さえ 通つ たら、 すべて OK という 発想に なつて いますね。 

岡 田 僕に してみ ると、 自分自身が、 ゲー厶 や アニメな どの ソフトウェア だけの 産業のと ころから 
来て る 人間 だからな のか もしれ ません が、 今の 首都 機能 移転 論議に あまり リアリティを 感じられな 
いんです よ。 パソコン通信、 ネ ットワ ー ク、 あと フ ァッ クスな どの 通信手段が 出て きたら、 何も 東 
京に 出て いか なきゃい けない つて ことはなくなります よね。 マン ガ家 も、 昔 だつ たら 東京へ 出て こ 
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なければ 絶対 マン ガ家 になれ なかっ たのが、 もう、 どこの 地方で マンガ 描こう が 関係 なくなっ てま 
すよ ね。 つまり、 首都と いうの が、 自分たち から 見る とすで に 無意味 化しち ゃって るんで すね。 
堺屋い や、 統計的に 見る と、 とくに アニメな どの 制作は どんどん 東京に 集まっ ています。 とくに 
この 十 年間、 バブルが 崩壊して から 猛烈な 勢いで 東京へ 集まっ ている のが 現実です よ。 それは なぜ 
でしょう？ 以前から、 フ ァッ クスが できたら、 その 前には 電話が 直通に なったら、 その 前には 新 
幹線が できたら、 飛行機が できたら、 地方 分散す ると 言われ 続けて きた。 そして アメリカ や ヨ—口 
ッパ ではそう なりました。 ところが 日本 だけは、 逆に 猛烈な 勢いで 東京へ 集まっ てきた。 みんなが 
地方に 広がっ ていっ たと 言われて いた けれど、 四 年た ったら やっぱり 東京に 集まっ た。 こういう 結 
果を 繰り返して いるのは、 なぜで しょう か？ この 議論は 三十 年間、 私が 青年時代から 何回も 繰り 
返されて いるんで す。 たとえば 地方に 行っ ている 人で 目立っ ている のは 倉本聰 さん。 あの方は 北海 
道へ 行きました よね。 でも 全体としては 東京に 集まっ てい るんで す。 

岡 田い や、 僕が 言っ てるのは そういう トップ クリエ イタ ー の 話 じ ゃなくて 、もっと 零細企業 レべ 
ルの ゲ ー 厶ハ ウスなん かのこと です。 みんな 地方で も 暮らして いける ようになっ ています。 

堺屋 そう 言います けど、 統計を 見る と、 たとえば ゲ ー 厶ハ ウスと いうのは、 北海道に あったの も 
神 戸に あったの も 東京へ 来て ますよ。 

岡 田 本社 機能を 東京へ 移して いる だけで、 実際の 製作 現場は 地方に あるん じ ゃないで しょう か。 
堺屋 職業 統計が あって 末端まで わかります。 これで 見る と、 現場は もっと 東京に 集まっ ています 
よ。 極めて 小さい ところに 全部 集まっ ています。 今の 岡 田さん の 話は、 五 年 刻みで 見る と 毎回 毎回 
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八 四 年、 後進の 育成の ために 「當 良野墊 J 
を 開き、 寒して いる。 


マジ メな話 132 


そ>っ なんです よ。 だから、 その 特殊な 例の 話は よく わか るんで すが、 それを 十 年 刻みで 全体を 見て 
みると、 どうもそう ではな いんです ね。 放送 制作な どで も、 地方 制作の こんな 番組が 当たりました 
ってい うと、 その 番組の プロ デュ ー サー 以下 全員、 次の 年には 東京へ 来て るんで すね。 今までさん 
ざん J タ ー ンだ とか U タ ー ンだ とか 言っ たけれ ども、 結局 慰めで しかな かった。 やっぱり 東京 集中 
が 進んで る。 とくに 知的 活動に ついては 通信機関が 発達 すれば、 飛躍的に 東京に 集まる というのは、 
誰も 否定で きない 現実です ね。 

日本人は 官僚 統制が 好き か、 嫌い か 

岡 田 東京へ 集中して しまう というのは、 東京が おもしろい からだ、 という ふうに も 考えられます 

よね。 

堺屋 それ もあります ね。 

岡 田で も、 日本の どこかへ 首都 機能を 移転しても、 そこを おもしろく する ことっ て、 できないで 
すよ ね？ 

堺屋 できる と 思います。 

岡 田で きます か。 

堺屋 はい。 日本中の 都市を おもしろく できる と 思う。 それが できないなら、 首都 機能 移転と いう 
のは、 これほど 大きな 運動に ならな かった と 思います よ。 

岡 田 首都 機能と いうのは、 どっ か 適当な ところで まじめに やって くれて、 東京は おもしろい まま 
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に 残して くれた ほうが、 結局 現実的 じ やない かなと 思います が。 

堺屋 その 通り、 首都 機能が なくなっ たら、 東京は 非常に おもしろく なります よ。 けれども、 首都 
機能が 移っ たと ころは、 そういっ た 環境の 好きな 人に とって はお もしろ くなる と 思います。 ただ、 
みんなに おもしろく なるとは 限りません。 たとえば アメリカ ならば、 ワシントンが おもしろい と 思 
う 人 も いれば、 一ー ュ ー ヨ ー クがお もしろ いと 思う 人 もい る。 ロサンゼルス だと 言う 人 も いれば、 モ 
ンタナ だと 言う 人 もい ます。 つまり アメリカの 場合は、 みんなが それぞれの 都市を おもしろい と 思 
ってい るから、 都市 間 競争が あるんだ と 思 うんです。 同じ ことは ドイツに ついても、 イタリア につ 
いても 言える と 思います ね。 

岡 田 それでしたら 日本 だっ て、 福 岡 も おもしろければ 大阪も おもしろい はずです けど も、 現実に 
は あまりおもしろくないです よね。 だから、 地方の 若者が 自分のと ころの 方言を 捨てて、 標準語に 
なっち やう わけです。 もし 東京から 首都 機能が どこかに 移っても、 その 移転先を おもしろく する 方 
法っ て、 僕には わからない。 というのは、 僕は おもしろく する 専門家 だっ たからなん です。 おもし 
ろくなる というのは、 だいたい こんな 環境が 整っ ていたら、 二十 年ぐ らいで 勝手に おもしろくなる 
んじ やない かなと 見当が つくんで す。 その 環境を 作る、 カオスみたい な ものが、 どうも 持ち こまれ 
ないような 気がす るんで す。 新しい 首都の 場所を、 たとえば 札幌 でも どこでもい いんです けれども、 
そこに 決めて ボンと みんなが そこへ 行く。 それで、 札幌の 文化を 活性化し ようとしても、 その 方法 
がないです よね。 これまで も 文化庁みたい なと ころが、 ありと あらゆる 文化を 育てる 試みを して ま 
すけ ど、 ことごとく はずれて ますよ ね。 すでに あった ものに 対して 賞を 設定す ると か、 そんな 程度 
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でしよう。 

堺屋 それは、 はずれて ると 言うべき か、 はずれて ない と言うべ きか、 どちらで しょうね え。 問題 
なのは、 先 ほど 言いました ように、 東京の おもしろさの ひとつには、 出版社、 テレビ局、 および そ 
れに 関係して いる、 いろんな 人たち がいる という ことなんで す。 だから、 この 一 極 集中を やめれば 
いいんです。 そうすれば、 テレビ局 だって 日本中に キー 局が でき、 そこで 自由に 考えた 人々 が 番組 
を 販売 すれば いいわけで。 そこで NCC とか、 スタ— 放送と か、 そういう ものが 育つ と 思 うんです 
よ。 あなたが おっし ゃった のは、 官僚 統制に 依存して やろうと する からでき ない ん です。 

岡 田で も 官僚 統制と いうのは、 みんな 好きなん です よね。 日本人の メン タリ ティと して、 そうい 
うのが 好きで しょうがない ように 見え るんで すが。 

堺屋 いや、 それ だっ たら、 日本人は 自由経済と 民主主義に 向かない 民族 だと 思います よ。 

岡 田 先生の 著書に そう 書いて ありました けれど。 

堺屋 それなら、 おもしろい ことは やめた ほうがいい ね。 みんな 軍服を 着て、 ちょう ど 戦争 中に 官 
僚が 夢見た ように 国民服と いうのを 定めて、 全員 フ ァッ シ ョンは 国民服 だとした ほうがいい と 思い 
ますね。 

岡 田い や、 そこまでは したくない んで しよう。 つまり 日本人が 一番 好きな 姿は、 自分ら は そこ そ 
こ 自由で あつて、 誰かに 決めて ほしいと。 いわば、 制服がない 学校みたい な もんです よね。 

堺屋 それ だつ たら、 私は これからの ソフト 化の 時代、 グロ ー バル 化の 時代に、 日本は 一流の 国に 
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なれない と 思 うんです ね。 私は もつ と 日本人を 信頼して ます。 たしかに 今までは 規格 大量生産 をし 
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近代 工業国 家を 作る ためには、 官僚 統制 制度が いいと 思って 選択した。 言い方を 変えれば、 官僚 統 
制が 便利 だっ たから 使っ ていたと いう 感じ だな。 しかし これからは 近代 工業 社会では ない。 だから、 
官僚 統制と いうのを 日本人 自らが、 自由には ずして いく だろうと 思います ね。 官僚 統制が 好きな 民 
族 だとは、 僕は 思わない 。もっと 国民を 信頼して ます。 その 点、 ちょっ と あなたの 意見とは 違い ま 
すね。 

堺屋 、岡 田、 それぞれの 日本人 像 

岡 田 僕が 大学生ぐ らいの 頃まで、 民族には その 成長の 過程が あると いう 話を、 僕らより 二世 代ぐ 
らい 上の 人が よく 言っ ていたんで す。 たとえば、 日本人は まだ 子ども だから、 官僚に 頼っ ていた。 
でも、 いずれ 成長して 大人に な るんだ から、 そろそろ これまでの ような 官僚の 干渉 や アメリカの 干 
渉は はねのけて、 自分で決めよう。 そんな 内容の 話 だっ たんです けれども。 

堺屋 それは 終戦の 頃に 言われて いた、 日本人 十二 歳 論と いう ものです ね。 マッ カ ー サ ー や ラ ィシ 
ャワ ー といっ た、 いわゆる 戦後 第一 世代の 人が 来て、 そういう ことを 言っ たんです よ。 これ また 非 
常に 極端と いうか、 かなり 誤った 議論でした。 「日本 も アメリカ も 同じ だが、 違いは 発展 段階 だけ 
である。 日本は 十二 歳で、 アメリカは 大人 だ。 だから やがて 日本 も 成長して、 アメリカ とそっ くり 
になる」 こんな 話です よね。 でも それは 相当 誤っ てました ね。 そういう 部分 も、 なきに しも あらず 
という 程度の 議論でした。 今 私が 言っ てるのは、 日本人が アメリカの ようになる とか、 フランスの 
ようになる とか、 ロシアの ようになる とかいう ものでは なしに、 日本人は 近代 工業国 家になる ため 
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の 手段と して、 官僚 統制と いうのを 自ら 選んだ。 ところが、 今や 近代 工業国 家を 卒業して、 これ か 
ら 多様な 生産を していく、 ソフ トな 社会を 作ら なきゃい けない。 そうな ってく ると、 日本人 自ら 官 
僚 統制を 放棄して いくんです。 国民的な 好みは、 時代で 変わります。 平安時代の ような 公家 好み も 
あれば、 戦国時代の ような チャン チャン バラ バラの 時代 も あった わけです。 それぞれの 時代精神に 
規定され ながら、 日本人は 変化して きた。 日本人は 時代に 沿って 倫理 観 や 美意識を 転換して いける、 
極めて 敏感で 柔軟な 能力を 持っ ています よ。 

岡 田 僕が 感じる 日本人の 実像 も 今の お 話と 同じなん です けれども、 解釈が 違 うんです。 そこそこ 
の 支配 や コン ト ロ— ルを しても らうの が 好きなん だけれ ども、 その 中で 自分の 自由時間ぐ らいは ほ 
っと いて くれ、 というよ うな 感じ だと 思います。 つまり、 もう 自由は 飽きたん じ ゃないで すか。 自 
由と か 創造と か クリエ イテ イプと いう ことに、 もう 疲れて きている。 やって みたけ ど あんまり よく 
なかっ たと 思っ て、 手放し はじめて るん じ ゃない かな。 

堺屋 そうは 思いません ね。 日本人は 自由な 状況を、 少なくとも この 三百 年の 間、 一度 も 経験した 
ことがない と 思います よ。 

岡 田 それは もともと 嫌いだっ たんじ ゃないで しょう か。 

堺屋い や、 損 だと 思った。 

岡 田 世界中の 人が、 という か 先進国の 人たち が、 クリエ イテ イブ だ、 自由 だとい う 方向に 向かう 
のはい いんです けれども、 それ ももう 限界が あります よね。 みんなが そんな 自由に なれる はずが な 
いです し、 衝突 だっ て ある。 クリエ イテ イブになる ことで、 よその 国に 文化 侵略 するとい うこと に 
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もな っち ゃい ますし、 僕が やって る ゲ—厶 とか アニメに しても、 ヨ ーロッ パでは、 やって はいけ な 
いという ところがい くつ もあります。 そんな 状況で、 先生が おっし ゃられて いる ことと いうのは、 
資源が 有限 だとい うのと 同じように、 人の 価値観の 広がり や 転換に も、 ある 限界と いうの が あるの 
ではないで しょう か。 

堺屋 さあ …… 。僕は それほど 官僚 的な 発想は しないん だけどね (笑)。 

岡 田 これって 官僚 的です か。 

堺屋 うん、 極度に 官僚 的です よ。 今、.， 規制緩和 反対の エリー ト 官僚は あなたと 同じ ことを 言い ま 
す。 「先生、 規制緩和と 言います が、 それは 違います よ」 と。 ヨ ー ロッ パであろう が アメリカで あ 
ろうが、 あるいは 中国であろう が、 ゲーム ソフトを 拒否したい と 思う 人 もい れば 、逆に どんどん 受 
け 入れたい という 人たち もい ます。 時代が グロ ー バルに なるほど 人間は 多様性を 求め るんだ と 思い 
ますよ。 たとえば、 村落共同体で みんなで 農業 やって、 祭り だ、 葬式 だ、 花見 だと、 生産 も 消費 も 
娱楽も 一緒に やって る。 そんな 生活を してる ところへ 行商人が 鮭を 売りに きたら、 その 日は 村 中で 
鮭を 食べる しかな かった わけです。 村には ほかの 魚 も 肉 もない わけ だから。 ところが 江戸に なり、 
東京に なると、 鮭 も あれば 鰯 も ある。 刺身が いいと いうの もい れば 、洋食が いいと いうの も 出て く 
る。 そんな ふうに 多様性が 出て くるんで すよ。 

ある 人が ゲ ー 厶ソフ トを 拒否す るのは 事実です。 しかし 全体として 見れば、 各人が 自由に 選択を 
する ようになり、 結果と して 何百 万人が ゲ ー 厶ソフ トを 受け入れる ようになれば いいんです。 それ 
は、 とりもなおさず 政府の 権限から 自由になる という ことです。 
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無意味な 首都、 尊敬され ない 政府 

—— 政府の 仕組みを 変えずに 移転は できません か。 

堺屋 できません。 現在の 永 田 町 や霞ヶ 関が そのまま ポン とど こかに 飛んで いくなん て、 物理的に 
も 組織的に も 無理です。 ある 省庁を 移す となれば、 どこの 課が 行く か、 どの 仕事を 持って いくか、 
これは 本当に 必要な 仕事 かとい った 議論が 必ず 起きます から。 日本の 歴史を 見る と、 首都 機能の 移 
転です ベて 社会が 変わっ てい るんで す。 奈 良、 平安、 鎌 倉、 室町、 安土 桃 山、 江戸時代。 そして 現 
代は 東京 時代と 呼ぶ こと もで きる 時代で しょう。 逆に、 移転し なかっ たと きには、 絶対 変わらな か 
ったことの 証明で も ある わけです ね。 首都 機能は 移転す る、 でも 社会は 変えないで 規制を 続ける と 
いう ことは、 理論的には 考えられても 事実上は 不可能で すね。 

岡 田で も、 先生が おっし ゃる ように、 首都を 変える ごとに 必ず 新しい 文化が 生まれる とい っても、 
基本的には 日本が 昔から 持っ ている 支配 体制、 つまり 集権 体制が 形を 変えて 移動して いるに すぎな 
いんじ ゃないで すか。 

堺屋い や、 必ずしもそう ではありません。 たとえば 鎌倉時代の 場合、 首都 機能は 鎌 倉に あったけ 
れ ども、 経済 機能 や 文化 機能は 京都に あった わけです 。従って、 地方分権が 非常に 進ん だんです ね。 
だから 集権 的な ものが 移動した とは 思えません。 室町 時代 も 同じです ね。 集権 的な ままで 移動して 
たら、 戦国時代の ような 内戦 状態には ならな かった と 思います よ。 

岡 田 さっきから、 なぜ 多様性が いいの かとい うのが 引っ かかっ ていて r 问か 違うな あ」 と ® った 
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んで すけ どね。 堺屋 先生が 「多様性を もっ て クリエ ィテ ィブに ならなければ」 とおっ しゃる のは、 
国際的に 見て 日本は 文化的に 二等 国で あると いう 前の世 代の 価値観、 その 部分 だけが くっつ いてき 
ている ように 思 うんです が。 

堺屋岡 田さん が おっし ゃって いるのは、 国家 統制が いいん じ ゃない か、 という ことなんで すよ。 

岡 田 向いて いるん じ ゃない かと 思つ てい るんで す。 

堺屋 要するに 岡 田さん が おっし ゃる のは、 日本と いう ものを、 日本人と 日本 国と に 分けて、 日本 
国は どうで もい いと。 日本人が 世界中へ 飛んで いって、 それぞれのと ころで 才能を 発揮 すれば いい 
という 意味です か。 

岡 田と いうか、 首都 機能の ほう もそう だと 思 うんです けど、 僕が その 三権を どっかへ 持っ ていっ 
て、 そこで 好きに やらせろ と 言っ てるのは、 それによ って 無意味 化が 進む からなん です。 本気で 政 
治 改革したい なら、 国民が もっ と 政治に 無関心になる ようにし むける ほうが、 よほど 現実的で すよ。 
政治改革 って 「どうしたら 国民が 政治に 関心を 持って くれる か」 という こと だと 思 うんです。 だか 
ら 首都は 国民から 遠く 離して、 サミ ット とか 面倒な ものは そこで 勝手に やっても らう。 首都は ます 
ます 国民には 無意味になる。 逆に それが 国民の 意識を 変え るんで はない かと。 

堺屋 そうです ね。 でも 初めに も 言った けど、 国家が ある 限り 完全な 無意味 化は できません よ。 罪 
悪を 犯した 人を 裁く とか、 法律を 作る とか、 戸籍謄本を 作る とか、 絶対必要です。 ただ、 無意味 化 
する のではなくて、 その 規模を、 今の ような 大きくて 立派な もの じ ゃなくて、 小さくて しなやかな 
ものにしたい んで す。 そのためには、 東京の ような 堂々 たる 都市では いけない。 将軍 様の お 膝元 以 
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来の 伝統を 引き継いだ、 帝都の 発想を 払拭し なくて はだめ です ね。 

今の 政府と いうのは、 相撲 協会なん です よ。 まず、 相撲を する 人は 十五 歳で 相撲部屋に 入って、 
相撲の 練習 だけでは なく、 チャン コの 世話から、 兄弟子の 背中 流しから、 全部 やら なきゃい けない。 
力士に なって 出て くると きは、 ちゃんと S を 結って、 髭を 剃って、 蹲踞の 姿勢を して、 柏手を 打つ。 
そして、 何よりも 大事な ことで ある、 誰が 横綱になる か、 誰が 幕内になる かを、 すべて 相撲 協会が 
決めて いくんで すね。 それと、 今は 学校教育は 公営 制で、 国立大学は たくさんあります ね。 道路な 
んて 全部 国が 作っ てます ね。 つまり 相撲取りの 半分は 政府なん です よ。 しかも 行司 も 政府なん です 
よ。 さらに 相撲 茶屋まで やりまして、 これが やたらと 高 いんです ね。 

でも これからは、 相撲 協会は 片隅で せいぜい 行司 役 か 審判ぐ らいを やって くれれば いいわけです。 
それで、 力士 も 相撲 興行を 行なう 座主 も 民間に 任せて ほしいと いうの が、 一番の ポ イン トなん です 
よ。 プロレスみたい に、 好きな だけ 団体 作っ たらい いんです。 それで 選手 も 民間に 任せる。 べつに 
柔道 界 から 小川 直 也さん が 入ろう が、 ジャイ アン ト 馬場さん が 六十 歳で やって ようが、 女子 プロ レ 
スが できよう がいい じ ゃない か。 もちろん どこそこが 一番 強いと か、 どこの 団体が 一番 美人が 多い 
とかいろ いろ 言う けれども、 それは もう 好き好きで すよ。 で、 美人が 好きな 人は 美人 プロレスを 見 
にいけば いいし、 メジャ ー の 好きな 人は メジャ ー を 見に いけば いい。 いろんな タイプが あって いい 
んで すよ。 その 中で 誰が 生き残る かは 消費者が 選べば いいわけで、 政府が 決める ことでは ない。 大 
仁 田 厚みたい に 負けてば っかりいても、 人気が あれば メイン イ ベン トで いいと。 べつに 十四 勝 以上 
しなき ゃい かんと か、 そんな ことは 政府が 決める ことでは ない。 そうする ためには 、やっぱり 小さ 
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大仁田 厚 (おおに た •あつし) 

| 九 五 七〜。 ブロ レス ラ—、 タレン ト。 七 

四 年に プロ レ KI フ 15 ユ|。 八 九 年に 新 
団 f  NW を設 芒、「有製線 1 _ナ 

ス マッチ」 や、 試合 叫ぶ 「ド 演歌 
プロセス」 で 人気を 集める。 九 五 年に 引退 
するが、その後復帰、九七年に新団体 2 巳 

N を；^ P た。 タレ 、\左 しても 輩。 
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くて、 そして、 語弊が あります けれども、 あえて 言えば、 それほど 尊敬され ない 政府に なって ほし 
いと 思 うんです ね。 

日本を 変える のは 「セ コイ 首都」 だ 

岡田ゴ ー ルに 関しては、 堺屋 さんの おっし ゃる 通り だと 思 うんです。 ただ その ゴ— ルに 行く手 法 
として、 僕は、 どんどん 無意味 化して いけば いいん じ ゃない のかと 考えち ゃうんで す。 それ 以外に、 
すでに 権益を 持っ ている 人間から、 権益を 引きは がしたり する 現実的な 方法っ て、 な いんじ ゃない 
です か。 それは すごく 苦しい ことのよ うな 気がす るんで すよ。 

堺屋 たしかに、 日本で 規制緩和、 行政改革、 地方分権と 叫ばれてから 十八 年になります が、 この 
間 まったく 進まない ばかり か、 逆に 猛烈に 強化され たんです ね。 私に とっては 絶望 感み たいな のが 
ありまし てね。 これは、 もう、 首都 機能 移転で もしない 限りで きないん じ ゃない か。 そうでなくて 
も、 阪神大震災 やオゥ ムサ リン 事件、 〇  I- ^57 などで 規制は ものすごい 勢いで 増えて るんで す。 
それを 抑えられないです よね。 

—— お 二人の 共通点は、 首都 機能 移転が 国民を 変える という ことのよう です ね。 岡 田さん は 政治の 
無意味 化が 人の 心の 変化を 促す から、 規制を いじる よりは このままの 状態で、 首都を どんどん 無意 
味な ものにして いくべき だと。 堺屋 さんは、 首都 機能の 移転は、 人の 心を 新しい 状態に シフ トする。 
しかし その 首都は 小さく あれと いう ことです ね。 

堺屋 古い 言葉で 言う と 「民心の 一新」 って やつです ね。 それは たしかに 効果が あると 思います。 そ 
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オゥ ムサ リン 事件 
丄 19 ぺ—ジ 脚注 震 0 
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病原 性 大腸菌の I 種。 〇 (オ I) は 菌の特 
f 示す ドィツ語の 頭文字、 さらに 大腸菌 
の 分類で 百 五十 七番 miJ 見つかった ことか 
ら 、この 名称が 付いている。 毎年 扉 震 
は、 この 菌に よる 食中毒が 報告され ている 
が、 九 六 年'  五月 末の 岡山県での 集団 発生 
を 皮切りに 七月 末までに、 全国の 感染 者が 
八§ 人に 達し、 死者を 七 人出した。 原 
因には いろいろな 食品が 取り沙汰され たが、 

層 わからぬ 雲 0 
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れと 、首都 機能が 移転す ると 「日本は 変えられる 国 だ」 と 誰もが 思う でしよう。 今は 若い 人の 間で 
も 「もう 世の中 変わらないよ。 今日を 楽しく 生きたら いい じ ゃない か」 という 「陽気な ペシミズム」 
が 流行っ てるんで す。 ぜひ これを 変えたい と 思 うんです が。 

岡 田 「民心の 一新」 みたい な 大局 的な 目的の ために 首都 機能を 移転し よう。 でも、 その 首都って 
いうのは セ コイ ほうがいい。 できり ゃ 貧乏く さいほうが いいくらい だと。 それく らいが 自分たち の 
身の 丈に 合っ た 首都なん じ ゃない かって ことで しよう か。 

堺屋 貧乏く さいっ てのは ちよっ と 語弊が あるけれ ども、 小さくて 軽やかな、 という …… 。 

岡 田 また、 そういうい い 言葉つ けち ゃうと、 いつも みんな そこで 誤解し ますから。 あえて 「セ コ 
イ 首都 待望 論」 でい きまし よう。 

堺屋セ コイと いうのは いい かもしれ ない ね (笑)。 
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一九 六 四 年 東京都 生まれ u 
フリ— ライタ—。 

東京大学 文学部 社会学 科 卒業後、 電気 メ—力 
I 勤務、 編$*# を 経て、 フリ— ライタ— となる。 
九 三年に デビ ュ—作 完全 自殺 マニュアル (太 
田出版)を発表市販されてぃる薬の致死塱、 
確実に 死ねる 自殺 法な どを、 物理的 かつ 詳細 
に 紹介した。 この 本への 社会的 反 涔 は 大きく、 
発刊 禁止を 求める 団体 も ぁり、 出版 業界 もさ 
まざ まな 規制を した。 それ にもかかわらず 百 
万 部の ベスト セラ— となつ た。 このと きの メ 
ディア や 知識人、 読者の 反！ U は、 続編 ぼく 
たちの r 完全 自殺 マニュアル」， (編著 •太 
田 出版) に まとめられて いる" 著書は ほかに、 
，無気力 製造 工場‘ 人格 改造 マニュアル (と 
もに 太 田 出版) などが ぁる。 
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この 対談は 中央 大学の 学園祭 「白 門 祭」 で 行なわれた イベント である。 都心から 遠く 離れた 中大八 王子 校舎。 
駅からの 距離 も ハン パ じ やなく、 「こんなと ころまで 来る やつは いるの か」 と 思いき や、 そこは 若者の バイブル 
的 著作を 持つ 二人で ある。 会場の 大 教室は 学生で 超満員。 鶴 見 氏の 追つ かけの 女の子まで 来て いたと いう 盛況 
ぶりだった。 (九 七 年 六月 十三 日 対談) 


「大きい 物語」 不在の 時代 

鶴 見 前に 岡 田さん と、 今の マン ガや アニメで 「大きい 物語」 という ものが 作れ なくなっ てるん じ 
ゃない かとい う 話を した ことがあ って。 

岡 田ち ょうど 『エヴァン ゲリ オン』 が 話題に なって いた 頃です ね。 でも 『エヴァ』 に 限らず、 こ 
の 五 年間ぐ らい、 マン ガとい う ものは 妙に ラス トシ ー ンが 崩れて いるんで す。 

鶴 見 それは 単に 編集部が 引っ張る とかそう いう ことじ ゃなくて、 作家が スト 1 リ—の 終末 っても 
のを 描け なくなっ たんだろうと。 望月 峯太郎 の 『ドラゴン ヘッド』 も、 もう 収拾が つかない ような 
状態に なって る。 なぜ、 そういうで かい スト ー リ ー を 展開す ると 破綻して しまう のか。 それは 今の 
時代 状況と 関係 ある 重要な ことかな という 気がす るんで、 そこから 今の 社会の 正体を 暴こうと。 

岡 田 前の 自分の 会社で 『不思議の 海の ナディア』 という アニメ ー シ ョンを 作っ たんです けど、 主 
人 公は 正義に 決まっ てるから、 元気は つらつな 少年と かちょ っと ひねくれた 女の子と か、 適当に 配 


エヴァン ゲリ オン 

九 五〜 九 六 年 放映の テ レ •匕 ァニメ 『新世紀 
エヴァン ゲリ オン』。 内気な 少年'  硬ン ンジ 
が 人 型 兵器 「吞ァ\ ゲ リオ >」 を 駆り、 
「使徒」 と 呼ばれる 正体 不明の 敵と戦っ。 大 
胆な囊 手法 や'  十 is 少年 S 細な 内 
面を 扱った 内容が 大きな 反® を 呼んだ。 匕 
デオや L D の 売り上げは 二百 五十 万 本 以上 
で、 商業 的に も 成功を おさめた。 九 七 年 三 
月 公開の 劇場 f  I 股に 「春 エヴァ」、 七月 
ハ_ 分を 「夏 エヴァ」 と！^。 _ 聾秀 
叼 ガィ ナック ス 佳 01 3 
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列す り ゃい いわけです。 ところが 敵を 設定 するとき に、 悪の 帝国みたい なのを 作ろうと したんです 
けれども、 悪の 帝国の ほうに 視点が 移ります よね。 そうしたら 悪の 帝国の 内部 倫理 も 描か なきゃい 
けなくて。 悪の 組織だろう と、 朝飯は 食う だろう し、 上司は 部下に 説教を する はずなん です よ。 悪 
という だけで あって、 実際は 企業 団体と いうか 集団です から、 そこに だって 人間性は あるし、 トッ 
プの 命令 ひとつで みんなが 動く わけ じ ゃない という 現実 も ある。 だからた とえば、 その 中に だめな 
やつが いれば、 悪の 中間 管理職は 悪の 平 社員に 向かって 説教し なきゃい けない んで す。 「お前、 こ 
ういう ことで いいと 思っ てるの か」 とか、 人生 経験を 語りた おして 説教し なきゃい けない。 でも、 
そういう 説教の 根拠みたい な ものを 持ちえない んで すよ ね。 

鶴 見 親が 子どもに 言う 言葉を 失っ てるの も 同じ ことかな。 

岡 田た ぶん、 それとも 共通して ると 思 うんです けれども、 これまで 考えなくても よかった 「正義 
が 正義た る 理由」 というの が 存在し ない。 悪者が 世界 征服 だと か、 とにかく ハルマゲドン だと か、 
ゲルマン 民族 優秀 だと か 言って くれたから、 それに 反対す る だけで よかったん です。 視聴者は 納得 
して くれた。 

鶴 見 絶対 悪って いうの が あって くれれば、 簡単なん です よね。 最後に 善玉が 勝って ハッ ピー エン 
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岡 田 『デビル マン』 なんかは 特例です けどね。 途中で 悪者の 形が 変わつ て、 それを 内包して いる 
人間が 悪い ん だってい う ふうに なつち やつた から。 あれは、 一回し か 使えない 大技を 三十 代 前半で 
使つ ち やつた マン ガ 家が、 いかにつ らいかと いう ことで も あるね。 


ドラゴン ヘッド 

『ヤング マガジン』 掲載の マンガ 。攀 旅行 
中の^? 線 寧 故で、 _ 残った 三人の 高校 
生。 極限 状況が 続く ぅち'  彼らの 中に しだ 

いに 證人格 が 雲 はじめる …… 0 
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不思議の 海の ナディア 

九〇 年に ZHK で 放映され た テ レ， 匕 アニメ。 
ジュ— ル •ヴ H 儿ヌ 『海底 二万署 『八十 日 
間 世界 1 ® を 下敷きに して 作られて いる。 
制® ガイ ナツ クス。 企画 •原作 •ブロ デ 
ュ—ス は 岡 田 斗 司 C 
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デビル マン 

永 井 豪の マン ガで 連載 開始は 七 二 年。 悪魔 
に 乗り移られ なが—、 人間 sf 失わぬ 
少年が、 インべ— ダ— しての 靨と 戦つ。 
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鶴 見 そもそも、 善玉が 悪魔の デビル マンです からね。 

岡 田 その 悪の ほう も、 じ ゃ あ 人類を 征服す るっ てい っても、 その 征服から 先が 出て こない。 

鶴 見 今の 世の中 も、 いったい 誰が いいの か 悪い のか …… 。たとえば 東西 冷戦 時代なら、 資本主義 
社会では ソ連が 悪者でした よね。 それと か、 冷戦の 一環と してべ ト ナムと アメリカが 戦争して て。 
ベ ト ナムが 勝っ たって いうの も、 とんでもない 話です けど。 

岡 田 アメリカが 尻尾を 巻いて 逃げた。 

鶴 見 ゲリラ戦に 歯が 立たなくて 、ジェノサイド (皆殺し) 作戦なん ていっ て、 枯れ葉 剤と か ナパー 
厶 弾を 信じられない ほどまい て、 なりふり かまわず 勝ちに いったのに。 当然、 世界的な 批判を 浴び 
ますよ ね。 すると、 たとえば ジ ョン •レノンみたい な 人が 「ラブ •アンド •ピ ース」 とか 主張して、 
善玉が ジョン •レノン、 悪玉が アメリカと か、 非常に わかりやす かった。 そういう 社会的な 二 項 対 
立が、 今は すっ かりなくな りました ね。 

岡 田 東西 冷戦のと きに、 ソ連が 悪 だと か、 何 かを 悪と する ことに 飽き 足りない マン ガ 家たち は ど 
うした かとい うと、 たとえば 「アメリカ や ドイツが 悪 いんじ ゃない。 悪い のは 戦争 だ」 ってい う 形 
で、 究極の 「戦争を 悪に する」 ことができたん です けれども。 でも、 それに も そろそろ みんな 気が 
ついち ゃって、 使え なくなっ ち ゃった。 

鶴 見 だから、 今の 時代は 敵が 見えない という か、 敵が いない。 この間、 ピストルを 輸入した がっ 
てる 人と 話を してて、 ピストルが 大量に 日本に 出回る ようにな ったら おもしろい けど、 じ ゃ あ 誰を 
撃 つんだと。 天皇を 撃っ たって、 昔の 天皇を 撃つ 意味と まった く 違っ ていて、 意味がない。 橋 本 龍 
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太郎が 最高 権力者 かって 言っ たらそう じ ゃない から、 総理大臣 も 撃てない。 結局、 全部 自殺 用 じ ゃ 
ないかって。 あとは 脈絡な く 撃つ か、 使えな いんじ ゃない かって 言っ てたん です が。 

岡 田 ピストルを 使っ て、 豊かに なろうと もして ない わけです ね。 

鶴 見 金儲けに も、 あんまり 関心ないです よね。 

岡 田 お金っ て、 あんまり あっても しようがない もんだ、 って 思っ ち ゃって るし。 あと、 お金の 価 
値を 前提と している 社会 システムを 軽蔑した 以上、 持っ ていても あんまり 楽しくないです よね。 

鶴 見 経済活動に 励んでも、 円高で 叩かれち ゃうし、 もはや 高度成長 期の ようには いかない。 

岡 田 まこと にもって、 物語を 作る 人に とって は 極めて 貧乏く さい …… 。 

生きが いって 何？ 

鶴 見 あとは、 ラブコメの 小さい 話しかない のかな。 

岡 田 ラブコメ も 相手との 関係 性を 信じられた 時代は よかったん です。 友情なん ていう ドラマが 成 
立す るのは、 友情と いう 題材、 心と 心の ふれ 合いと いう 題材に、 真実が あるよう な 気がした からで 
すよ ね。 

鶴 見なる ほど。 

岡 田 「この 世の中に たった 一人、 自分を 理解して くれる 人が いるか もしれ ない」 なんてい う、 へ 
ナヘ ナな ことを 考えられた 時代 だっ たから。 もう、 それが だめで しよう。 

鶴 見 最近、 片親が 多い から、 結婚と か 永遠の 愛なん て 神話 もむな しい。 
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岡 田そう です ね。 日本では 昭和 三十 三年に 赤線 防止法が できる まで、 性 風俗、 売春なん て 合法 だ 
ったんだ けれども、 それよりも 今の ほうが、 はるかに 当たり前に なっち ゃって る。 昔は 堅気の やつ 
って あんまり 風俗に 行かな かったん です よ。 でも、 今は 堅気の やつで も 風俗 行く し、 堅気の 女の子 
でも どんどん 風俗で 働い ち ゃう。 そこら あたりで、 結婚の 必要性と か、 結婚への 幻想と か、 セッ ク 
ス への 意識が へ 口へ 口と 崩れて いきます よね。 全部 巨大な 日常に 飲み こまれて いく。 鶴 見さん にと 
っては、 願っても ない 状況と いうか。 

鶴 見 願 っても ない という か、 俺は ずっ と 前から わかっ てました から。 

岡 田い つぐら いから そういう ふうに 思っ てました？ 

鶴 見 小学校ぐ らいです かね (笑)。 

岡 田い やな 小学生で すね (笑)。 

鶴 見 幼稚園 かな。 幼稚園の ときに 「終わりな き 日常」 って、 言っ てました から (爆笑)。 

岡 田 どういう 意味で 「蘇 わりな き 日常」 と 言っ てたん です か。 

鶴見延 々と 続く 同じ ことの 繰り返しの 日常生活は、 戦争より こわい とか。 とにかく、 退屈が 大敵 

00 UI - 

ストップ！ ひばり くん 
美少女、 成鑒秀 、運動— パ」 けど 
本当は 男の f いう 主人公の ひばり くんが 
卷蠢 こす 騒動を ギャグ タッチで 描いた、 
字 園 もの マンガ 。テレビ アニメに もな つた 
人気 作 Dg で、 連載 開始は 八 1 1 年。 だが、 未 

完の雲 現 芦」 i。 


だと。 

岡 田 そんな、 ひねた 子ども だっ たなんて。 何 かい やな ことがあっ たんです か (笑)。 

鶴 見い や、 この 社会に 住んで いたら、 それは まっとぅ な 感覚 だと 思います よ。 「日常生活が つら 
い。 戦争で も ド ッカ— ンと 起こつ て くれ」 といぅ。 だつ て、 台風が 来る と ワク ワクす る じ ゃないで 
すか。 深夜 も テレビで 台 虱 情報 やって て、 緊急事態 っぽい し。 江 口 寿史の 『スト ップ！ ひばりく 
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ん』 にも 「台風が 来る と ワク ワクし ない？」 って、 ひばり くんが 言う 場面が あるし。 r デ カイ ー発」 

が 欲しい んで すよ。 

岡 田い くつぐ らいのと きに、 「これは 来ない よ」 って 思っ たんです か。 

006 - 

危険な 話 

八 八 年に 出版され た 本。 チ I ル ノブ イリ 発 
躍 所の 放射能 漏れ 爆発 事故を 通して、 次に 
原発 事故が 起こる のは、 日本 か フランス だ 
ろうと 予見した。 著者の 広瀬隆 氏は 原子力 
__ てぃた 薩を 持っ。 

鶴 見い やい や。 俺 も、 スパゲティ 食わな かったっ すよ。 本当に 「東海 原発が いつ 爆発しても おか 
しくない」 と 思っ てました。 だけど やっぱりし な いんです よね、 爆発っ て。 

岡 田し ろと 思っ てたん です か。 

鶴 見た しか 「どっ ちで もい い」 と 思っ てました。 卒業 旅行で、 中南米の 紛争して いると ころに 行 
こうと してて。 生きが いと かって 今どき 感じて る 人、 いるんで すかね。 

岡 田 生きが いを 感じて ると いうか、 「生きが いがない」 と言える ほど、 さわやかな やつは いない 
んで すよ。 

鶴 見 「生きが いつて 何？」 つて 感じ だな。 

岡 田 じ や あ、 日常が すべてで 、「巨大な 一発よ、 来い」 と 思つ ていた 鶴 見さん の 生きが いは、 何 
なんです か。 


鶴 見 『完全 自殺 マニュアル』 の 前書きに 書いた 通りなん です けど。 岡 田さん は あの 頃、 どぅ 思っ 
てました？ 八 八 年頃の 『危険な 話』 ブ ー 厶の とき。 

岡 田 この 話 するとい つも 「岡 田は バカ」 って 言われ るんで すけれ ど。 あのと きに 俺は、 たしか 二 
十 冊 買って 配っ てい るんで すよ。 人前で この 過ちを 話す ときは いつも 「俺って 恥ずかしい やつ だな」 

つて 0 
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鶴 見 生きが いの 前に 「普通の 状態」 を 目指して ましたから (笑)。 

岡 田 現在の 生きが いは やっぱり、 チンタラ 生き 続ける ことなんで すか。 

鶴 見 生きが いと かと 関係な く、 ただ 生きて いる だけです。 生き ものと して (笑)。 意味 も 目的 もな 
いです。 岡 田さん は？ 

岡 田 俺、 七〇 年代 後半は アニメ 作っ てました ね。 

鶴 見 燃えて やって た？ 

岡 田そう そう、 燃えて やって た。 そう やって いても、 やっぱり 日常は ドンと あって。 ただ、 その 
日常が 永遠に 続く のかと か、 巨大な 一発が 来ない かと 思う のって、 わりと 社会の メイン ス トリー 
の、 それ も 真ん中を 歩いて る 人の 特権なん です ょ。 俺ら は 隅っ こだっ たんで。 怪獣 好きで、 アニメ 
好きで、 こんなに おもち ゃ ガンガン 買っ てたら、 俺たち に 未来は ねえな と。 でも 同時に、 文化 その 
ものが、 たそがれて いって いました からね。 八〇 年代の バブル 文化と いう やつで、 みんな、 ジュリ 
アナに 行って、 クリスマスに ホテルを バンバン 予約して。 

鶴 見 ト レン ディな ことを ね。 

岡 田 庵ら はた ぶん その 頃、 「動画 用紙が 足りない I とか。 (笑) 「撮影が 手を抜いた」 だと か、 「ネ 
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才 •アト ラン テ イスの 新兵 器 どうす る」 というよ うな ことを 朝の 六 時まで 話したり してる。 そうす 
ると、 どんどんた そがれた 気分に なつて きて。 

鶴 見 やっぱり、 やさぐ れ 、入つ てく るんで すね。 

岡 田 やさ ぐれ、 入つ ていく わけです よ。 


ネオ •アトランティス 
『不 墨の 海の ナディァ』 に 出て くる 敵の 組 
織。 海底に 沈んだ 超 古代文明 「ァト ラン テ 
ィス」 の 末裔を 称する 者たち が、 首領の 
「ガ— n ィ ル」 に 率いられて 帝国の 再 @ 世 

界賺も くろむ。 
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鶴 見 俺なん か 「世の中、 ぶっ 壊れろ」 とか、 物心つ いた 頃から 思っ てた 気がし ますよ。 

岡 田ぶ っ 壊れろ とは 思わないで すね。 どうも、 支配階級と 被 支配階級が いるら しいから、 この 構 
造を 利用して 支配階級になる 方法がない かどう か、 という ことを 考えました けれどね。 

鶴 見 戦略 的です ね。 

岡 田い や、 商売人 (笑)。 

支配者は 誰 だ 

鶴 見 だけど、 支配階級 って、 いったい 誰？ この 日本の 社会は、 誰が 支配して るんで すか？ 

岡 田 昔の 支配階級、 被 支配階級 ほど 象徴的に、 支配 =偉い 、被 支配 U 偉くない、 ってい うわけ じ 
ゃな いんです。 会社の 中の 上司と 部下みたい な もので、 単なる 立場と いう ものが 前提と なって いる 
んで すね。 

たとえば、 今 この 部屋の 中では、 俺と 鶴 見さん が 支配階級で、 聞いて る 人は 被 支配階級。 これは 
僕の 基本的な 見方なん です よ。 世の中で 自分の 意見が 言える 人間と か、 自分の 考えを 出せる 人間が 
支配階級で、 それを 聞いて 口移しに しゃべ るし かない やつが 被 支配階級。 

鶴 見そう すると、 日本 全体では 政治家が 支配階級？ 

岡 田い や、 政治家 自身 も 自分の 意見、 人の 意見を、 あんまり 変えたり できない んで。 

鶴 見 じゃあ、 誰の 意見で、 この 日本の 社会って 動いて るんで すか。 

岡 田 おそらく 一万 人 程度の プレィヤー がい るんで すよ。 残りは 駒です ね。 
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鶴 見 どこに いるんで すか。 

岡 田 俺たち、 その 中に 入っ てるんで すよ。 鶴 見さん の 著作を 読んで 影響され たり、 俺の 話を 聞い 
て 影響され たりす る 人間が いる 限り、 俺たち は 支配階級なん です よ。 

鶴 見 俺は そういう 見方 じ ゃなくて 、やっぱり、 官僚が 動かして るの かなと か。 

岡 田 官僚 だって、 俺ら の 本 読んで ますよ。 勉強 会で 本の 受け売り しゃべ ってる と 思います よ。 
「鶴 見は こう 言っ ている」 とか。 

鶴 見 「覚醒剤は すばらしい！」 なんて？ すごい 勉強 会 だな (笑)。 

岡 田い や、 二次会で しゃべ る。 「俺、 鶴 見の 言う ことわ かるんだ」 とか 言って。 わかって ねえよ 
って (笑)。 そんなの が、 俺は 見えち ゃう。 

鶴 見つか まります よ、 その 人 (笑)。 でも、 それが 支配 だと。 

岡 田そう です ね。 だから、 かつての 統治 支配と か 経済 支配に 代わっ て、 俺、 自分の 本の 中で 言っ 
てるけ ど、 それは 「洗脳 支配」 なんです よ。 

鶴 見 支配って 言う とィメ ー ジ悪い です けどね。 俺なん かとくに、 読者が 何十 人 も 死ん じ ゃって る 
からね (笑)。 

岡 田 それは 自由競争みたい な もので、 俺ら だって 自分の 意見を でっち 上げた わけ じ ゃなくて、 誰 
かの 受け売りを、 適当に つないで アレンジして、 しゃべ ってる だけです よね。 俺の 場合は、 岸田秀 
とか 橋 本 治と か、 どんどん 恥ずかしい 元ネタ ばらし、 やって るんで すけ ど。 

鶴 見と いう ことは、 ナン シ—関 も 支配階級なん です か。 


0S - 

ナン シ I 関 (なんし I  •せき) 

一九 六 二〜。 消しゴム ア—テ ィス ト。 日本 
で 唯 I の 消しゴム 版画家。 テレビ 批評を 中 
心に、 コラ 厶 1 1 ストと しても 多数の 雑誌で 
連載 中。 著窖に 『ナン シ—閲 の 顔面 手 ^ 

『握の つもり』 など。 


008 - 

橋 本 治 (はし もと •おさむ) 

I 九 四 六〜。 作家。 デビ ュ—作 『桃 尻 娘』 
が 小説 現代 新人贳 佳作と なる。 その 主人公 
桃 尻 娘の 語り口を もって 清少納 言が 語る と 
いぅ 『桃 尻 語 訳 枕 草子』 は ベス ト セラ— に 
なった。 小 S 外に も、 1、 時評、 戯曲、 
画集な ど、 多岐に わたって 活躍 中。 セ— 夕 
|8の_ も 有名。 
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岡 田そう です よ (笑)。 

鶴 見 俺、 結構、 本 持って るん すよ 


0 


岡 田で も、 ナン シ ー 関が 出て きてから、 ものすごい 数の コラム ニス トの 文体が、 ナン シ—関 調に 
なつた でしよう。 体言 止めと か 使って ◦あと、 ナン シ ー 関 的な 「つつ こむ I つてい う 考えが 一般的 


になっ た。 ナン シ— 関な くして ダウンタウンは ない、 という やつです。 彼らは ナン シ ー 関に よって 
生まれた 子ども だと 思っ てるんで すけ ど。 いやな 母親と いやな 子ども (笑)。 

鶴 見 俺は、 やっぱり ヒット ラ— みたい な、 わかりやすい 支配者が いて ほしいんで すよ。 昭和 天皇、 
明治天皇 とかね。 社会が 動いて るっ てことは、 誰かが 動かして る わけ だから。 でも、 誰 だか さっ ぱ 
り わかんないです。 半数 近い 人が 棄権しても、 ひょ っと して ゼロに なっても、 社会は 大丈夫 かもし 
れない 。政治家 なんて 誰でもい いわけで、 力ないです よね。 官僚 もな さそう だし。 

岡 田 鶴 見さん の 考え だっ たら、 たぶん、 システム って 言い方に なっち ゃうと 思 うんです よね。 

鶴 見そう なんです 。システム 全体が 勝手に 動いて いると 睨んで いるんで す。 

岡 田 官僚っ ていうよ り、 官僚の 伝統と か、 もしくは 官僚 文化 そのもので すか。 そういう、 彼らの 
ソサエティの 中の 不文律みたい な ものが 社会を 動かして いる。 

鶴 見 ひと 言で システムって 言っても、 行政、 金融、 教育、 企業、 マスコミと か、 全部 一緒にな つ 
てて、 とらえどころがない。 結局、 時計が 社会を 動かして るん じ やない かと。 その システムを 探つ 
ていつ たら、 一番 奥に 一個、 時計が 置いて あつた、 なんて 印象し かないんで すよ。 


ダウンタウン 

松 本人 志と 浜田雅 功の お笑い コン 匕。 多く 
の テ レ 匕 番組を 持つ ほか、 著作、 歌手 活動 
S 広 <活躍 中。 


岡 田で も、 その 時計を 分解して いつたら、 誰かが いるよう な 気がす るんで すけ どね。 よく 池上遼 


池上遼 I  ( いけがみ •りょぅい ち) 
一九 四 四〜。 劇画 家。 原作者と f で、 自 
らは 作画に ¥ る。 「ハ— ド かつ 哀愁 ^ っ男 
の 世界」 が この 作家の 輿 骨頂。 代表作に 

墨 『男 大窖 『I 肌 f ど S る。 
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一と かの マン ガで 、「支配者は 誰 だ」 って やって いくと、 最後に プ ー ルを ザバ ッ ザバ ッてバ タフ ラ 
イで 泳いで て、 ザバ ー ッと 立っ て、 女の人を バックから いつも 犯し てるような 支配者が (笑)。 

鶴 見 結局、 そんな わかりやすい やつだった りして (笑)。 

岡 田 「支配して る やつが わかつ たら 戦おう」 とか、 そういう メン タリ テイは あります か。 

鶴 見 それが さつきの 話と つなが るんで すが、 支配して いる やつが わかれば、 敵対と か 対立の 関係 
が 見えて きます よね。 物語が そこから 生まれる 可能性が 出て くる。 だけど、 こんな 状況 じ や 対立と 


か 反抗の 物語 も 無理です よね。 レイヴが 広まる 理由の ひとつは、 パンクの ように 反抗 もしない し 
「ラブ •アンド •ピ ース」 などと 主張 もせずに、 ただ 踊る だけ だつ たから だと 思います。 


自由と いう 舞台装置の 中での 「自由」 


レイヴ 

I 九八〇 年代 後半、 イギリスに 発生した ハ 
ウス バ丄丁 ィ—を 中、；^ した ダンス ム—ブ 
メン ト。 英語の 俗語で 「どん ちゃん (ダン 
ス) パ 丄ァィ I」 の霉 


岡 田 尾崎豊 みたい なのは もうだめ なんです か。 俺の 知り合いの 大学生に 尾崎豊 ファンが いてね。 
彼に 「尾 崎豊 って、 他人の 家の 庭で、 裸で 死んだ 男？」 って 聞いたら、 めち ゃくち ゃ 怒られて (笑)。 
俺は その 通りなん だと 思っ てるんで すよ。 どんなにい い 歌を 歌っ たか 知らない けど、 最後は 人の 家 
の 庭で 裸で 死んだ やつでし ょう (笑)。 その 冷徹な 事実を 認めろ って。 

でも 彼は 「尾 崎は そうじ やない んで す」 と。 「尾 崎は 大人 社会と いう システムに 反抗し たんだ。 
だから、 窓ガラス 割つ たんだ」 つて。 ところが、 夜に 窓ガラスを 割っても、 先生に したら 誰が 割つ 
たか わからないで しよう。 つまり、 生徒と いう システムに 自分が 逃げ こんでいる わけ じ やないです 
か ◦学校教育と いう システムの 中に。 
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尾 崎豊 (お ざき •ゆたか) 

I 九 六 五丄 九九 - 〇 ミ ユ—ジ シャン。 青 
山 字圓 等部_ 中に T ディションに 合 
格。 八 三年 シングル 『 15 の ^ 、ア儿バム 
11 歳の 地層で デビ ユ— 。中高生の 挫折感 
や 不満を 歌い、 若者の カリスマ 的 存在と な 
る。 二十 六 歳のと き 東京 •足 立 区内の 路上 
で 泥 C て 製 1した0 
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鶴 見 その後、 中退し ますが。 

岡 田え？ 本当に 割っ たんです か。 

鶴 見と、 青 学の やつから 聞きました よ。 今でも 尾 崎 信者みたい なやつ がいて、 「おお、 これが 尾 
崎の 割った 窓ガラス か」 なんて (笑)。 

岡 田 毎年 毎年、 その 記念日に みんなで 割っ たりし な いんです か (笑)。 

鶴 見い や、 窓ガラス 割る ことに 何の 意味 も 見出せないで しょう。 「いやなら、 学校 辞めろ よ」 っ 
てこと になる らしい。 最近の 高校生っ てす ぐ 辞め るんで すよ。 

今の 世の中、 不良 も 見えに くくな ってます よね。 昔は 高校に も 不良が わざわざ 来て いて、 遅刻と 
かして、 反抗的 態度を 貫きたい みたいで。 でも 今は、 辞めさせる らし いんです よ。 考えて みたら 当 
然 です よね。 そんなに 学校に 来たくないなら 辞めなさい って。 

岡 田 やっぱり、 反抗し ようと 考える 人って、 そういう システムと かに 支配され る こと 自体が いや 
なんです かね。 

鶴 見そう でしょう。 それは 間違いな く。 自分 もそう です。 

岡 田 「支配者 側に 行こう」 とは、 あまり 考えない わけです ね。 システム なんだから 支配され るし 
か ありえない わけです ね。 

鶴 見 支配 欲が あまりない し。 自由に させて くれり ゃい いんです。 

岡 田 「自由」 あり、 なんです か？ 

鶴 見 「生きが い」 とか 「愛」 なんて いらね えなん て 言っ てても、 自由は 死守です よ、 死守。 
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岡 田 人に 「自由」 を 与える 立場に なったら どうです か。 

鶴 見う一 ん。 

岡 田 日本の 人、 世界の 人と 言っても いいけ ど、 みんな 自由っ ていう のが、 そんなに 似合わない 顔 
をして いる。 あまり 自由を 謳歌す ると 不幸になる から、 四 割ぐ らい 導入 すれば いいん じ ゃない かな。 
鶴 見た しかに 「自由にして いい」 って 言っ てるのに、 わざわざ 不自由な ことを してる やつは 多い。 
女子高生の ル— ズソッ クスなん か、 崩し 方まで ビシッ と 同じに してる し。 

岡 田 僕らが 一番 自由を 感じる ときっ ていう のは、 じつは、 ある 程度 整備され た 「不自由な」 場所 
へ 放り出された ときです よ。 ディ ズニ ー ランドと か ゲー厶 センタ— みたい に、 遊び 方が 決まっ てる 
ところへ 放り出される のはい いんです。 でも 着の み 着の ままで、 荒野の ど 真ん中に 放 っぽり 出され 
て 「遊べ」 と言われたら、 困っ ち ゃい ますよ ね。 自由っ ていう 舞台装置がない と 自由にで きないと 
いうか。 コカ • コー ラの コマ ー シャルみたい な 舞台装置です。 友 だち 同士が いて、 静かに してな き 
ゃい けない 図書館で、 ちょっ とみんな で、 「ハ— ッ」 と 歌っ ち ゃったり (笑)。 

鶴 見 ナチ ス •ドイツ なんて、 完全に 自由を 放棄して、 徹底 管理に よる 幸福を 追求した 社会です よ 
ね。 あれは、 ク ー デ タ ー で 実現した わけ じ ゃなく、 みんなが わかっ てて ナチ スに 投票して 成立した。 
民主主義 社会から 多数決に よって、 あんな 社会が 生まれた ってい うの もす ごいけ ど、 ナポレオンの 
独裁と かも そんな 感じなん すよ。 みんな 自由と 管理の どっ ちがいい か、 よく わかっ てない のか もし 
れない 0 
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管理す る 側、 管理され る 側 


岡 田 鶴 見さん の 考えと、 僕の 考えの 一番 違う ところつ ていう のは、 いわゆる 大衆 側に 視点が ある 
のか、 もしくは 大衆 側に 視点がない のか だと 思 うんです よ。 

鶴 見 俺は 大衆 側かな。 

岡 田 うん、 そうです よね。 「管理され る」 という 言葉を 使います よね。 僕は おそらく 「管理す る」 
と言うんで すよ。 コン ト ロ— ルす る 側 だとい う ふうに、 自分で 考えて いるので。 

鶴 見 何しろ 元 工員で、 バリ バリ 管理され て 痛い 思いし たんで。 

岡 田 俺は アニメ 会社を やつて、 アニメ ー タ ー を バリ バリ こき使つ た 経験が あるんで (笑)。 たぶん、 
管理 するとい う 考えが あるんだ と 思 うんです よ。 


鶴 見そう すると、 オルテガ 風の 「エリ ー トが バカな 大衆を 支配す る」 みたい な 考え方に 近づいて 


いくん じ ゃないです か。 西部 邁 なんか もそう です よね。 大衆 社会を 成り立たせて いくため に、 一部 
の エリ ー トが 必要 だ、 なんて 考え方。 

岡 田 宮台真 司さん も 似た ような こと 言っ てるんで すよ。 一部の エリ— 卜 層を 出す ための 方法論と 
して、 援助交際 とかを 認めて しまって、 世の中を 巨大な 日常に してし まったら、 途端に 不満 分子が 
必ず 浮き上がって くる。 その 不満 分子と いうの が エリ ー ト 予備軍であって、 それを 鍛えれば エリ ー 
卜になる、 というの がどう も 基本 思想ら しいんで すよ。 

鶴 見 まったり と 生きる 人たち だけでは、 社会が いつか 維持で きなくなる なら、 維持し なきゃい い 


オルテガ •ィ •ガ セ— 

一八 八 三〜 一九 五 五。 スペインの 哲字 者。 

デカルト； 2 雲に 藻し'  is 獲の 概 

念を 導入した。 大衆 社会の 到来を 予 HQ した 
『大衆の 墨な is した 0 


西部 邁 

丄 18 べ—ジ 脚注 震 ハ 
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じ ゃないで すか。 そんな 頃には 自分は 死んで いる わけ だし。 

岡田宮 台さん の 考えと いうのは、 たとえば、 その エリ ー トっ ていう のが この 世の中に 千 人 必要 だ 
とします。 日本には 一億 何千 万人いて、 ほとんどが まったり と 生きて いても、 その 中で 不満 持って 
る やつが たぶん 十万 人ぐ らい 出て くる。 この 十万 人のう ち 本当に 必要な エリ ー トって、 千 人し かい 
ない わけです よね。 残りの 九 万 九 千 人は、 エリー トの 落ちこぼれな わけです。 この 人たち が 自分た 
ちの ことを 「俺たち は 落ちこぼれなん だからもう 一回 まったり と 生きよう」 なんて 考えられる ぐら 
いだったら、 落ちこぼれないで 最初から エリー トに なって いますよ ね。 という ことは、 そういう 中 
途 半端な エリ ー トの やつは、 上の エリ ー トの やつを 引きずり 下ろそう として 工作す るは ずなん です。 
どうす るの かとい うと、 上の エリ ー トの やって いる ことで、 人に 説明し にくい ことと か、 矛盾して 
いる ことを、 下の 大衆に 対して 「見ろ、 あいつら 間違っ ている」 と 訴え かける ことで、 世代交代を 
図る。 これが 政権 交代の 本質なん だと。 でも それって 今の 言論 界の 状況 そのもの だから 「宮 台さん 
の 言っ ている 状況は 完成され てるじ ゃないで すか。 宮 台さん、 幸せです よね」 って 言っ たら、 宮台 
さんは、 ウ ー ンと 困っ てました けど (笑)。 

「第三の 波」 で 世界中が 退屈 化して い < 

鶴 見 この 先 もこれ までと 同じ ことを 続けそう です ね。 だっ たら、 この 社会が 一世紀 か 二 世紀 くら 
い 続 くんじ ゃない かな。 

岡 田 僕は、 ゆっ くりと、 この システムは 崩れて いくと 思います。 とにかく、 この 社会の インフラ 
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の 中で、 僕たちみたい な 責任感の ないやつ が、 現場の ト ップに 立つ わけです。 緩やかに、 ダラ ダラ 
ダラ ッ とこの 文明社会と いうのは 崩壊して いく。 それには 三百 年ぐ らいか かるん じ ゃない かな。 

鶴 見た とえば、 アル ビン •トフ ラ ー なんかの 考え方に 「第一の 波」 「第二の 波」 というの が あっ 
て。 「第一の 波」 は 農業 革命で、 「第二の 波」 は 産業革命。 どちらも 社会が 激動し ますね。 産業革命 
は 十八、 十九 世紀ぐ らいから 始まって、 二十世紀の オィルショック あたりまで 続く。 

つまり、 われわれは 歴史の 激動から 普通の 姿に 移っ たと ころを、 目撃 しちゃっ てる 気がす るんで 
す。 要するに、 二回の 短い 革命 期 以外は、 変わり ばえ のしない 社会がず っと 続いて いて、 これが 歴 
史の 普通の 姿なん だと。 だから まだまだ 続く 気がす るんで す。 これらの 革命に 匹敵す る ものが 出て 
くるとしたら、 岡 田さん はいつ くらいだ と 思います か。 

岡 田もう、 四、 五 年 前から 出て きています。 それは、 デジタルです。 「第一の 波」、 「第二の 波」 
というのは、 すべて テクノロジ ー によって 発生して いますよ ね。 「第一の 波」、 農業 革命の 本質は、 
それ 以前は 獲物の 奪い合い、 暄嘩 しかな かったんです。 それが、 来年 も、 再来年 も 食物が 取れる と 
いう システムが できたん です。 そのと き、 相手を 支配して 土地を 奪い、 生産の 上前を はねる という 
考え方が 初めて 生まれて、 部族 e との 喧嘩が 戦争に なった わけです よね。 「第一の 波」 が 国家すな 
わち 奴隸 制度と いう ものを 成立 させた わけです。 

「第二の 波」 の 産業革命は、 蒸気機関と いう やつで、 ロー マ 帝国が 崩壊した のは、 蒸気機関が な 
かった から じ ゃないで すか。 人間の 足と か 馬では、 これ 以上は 伸びない という 成長の 限界が あって、 
自滅 勺に W 側に 向かっ て 到れて いく。 ところが、 産業革命を 日本史で たとえる と、 大陸 間を 渡っ て 


アル ビン •トフ ラ— 

一九二 八〜。 ァメリカの 子 者、 社会 字 
考著 害 『_ の衝擊 』『 第三の 逵で '情 
報 化 社会 Q 謂と、 人 S 窘 1 戦略な 
I  説 < 
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向こうの 国に 戦争を 仕掛ける ことができる ようにな った。 これで 世界的な 戦争状態に なつた。 と 同 
時に、 発展 も あつた わけで。 

では 「第三の 波」 というのは 何かとい うと、 今 進行 中で、 それは デジタルで あったり、 コミュ ニ 
ケ ー ショ ンの 確認です。 人間同士、 簡単に 連絡が 取れて しまった。 携帯電話 とか ポケットベル みた 
いなものを 含めて。 

鶴 見 じゃあ、 九 二 年ぐ らいから、 農業 革命と 産業革命に 匹敵す るよう な、 大きな 革命が 起きて い 
る？ 

岡 田そう です。 「第一の 波」、 「第二の 波」 は 破天荒な 変化を 生んで たんです けれども、 第三の コ 
ミユ ニケー シ ョン 革命の おもしろいところつ ていう のは、 巨大な 日常を 生み出す ところ。 

鶴 見で も パソコンで 通信で きる ようにな つても。 茶の間に テレビが 来る とか、 冷蔵庫が 来て、 食 
料が 保存で きる ようにな ったと か、 それまで 洗濯板で 洗つ てた ところに バ—ン と 洗濯機が 来る とか、 
そのく らい 大きな ことじ やない と、 革命つ て 言われても。 

岡 田 「第二の 波」 のす ごい 特徴は、 豊かになる。 つまり、 もので 測れる。 「第一の 波」 の 特徴は、 
それまで 移り 住んで たのが、 農耕に 適した 場所に 定住す るよう になる という ことで、 ものでは あま 
り 測れな かったん です。 「第三の 波」 も、 その 特徴を もので 測ろうと すると 絶対 ミス しちゃう。 あ 
る パラダイムに いる 人間は、 次の パラダイムの 変化が 起こ っても、 どうしても それが 変化 だと わか 
ら ない。 

鶴 見 それに 「ある パラダイムの 中に いると、 別の パラダイムを 想像す る こと さえ 難しい」 と。 中 


163  a 見 済 ゴドーを 待ちながら 


世の 封建社会で 生きて た 人の 考え方 なんか、 理解で きない。 

岡 田 巨大な 日常 性っ ていう かね。 日常 性を 持っ ている ことは 何 かってい うと、 劇的な ことが 起こ 
りえない。 集団が なくなっ て、 個人 も なくなっ て、 家族 も なくなっ てし まう。 代わりに、 共同の 友 
だち みた いなもの が、 無限の グラデ ー シ ヨンで、 自分の 近くに いたり 遠くに いたりして。 年 がら 年 
中 不安で 不安で、 コミュニケ ー シ ヨンを 取って、 電話したり 直接 話したり して、 自分 一人で ものを 
考えずに 済む、 巨大な 日常 社会。 俺に とっては 暗 いんです けれども。 

鶴 見 それ も 革命なん です か。 

岡 田 革命です。 いやな 革命。 世界的に も、 日常 化は すごい 勢いで 進んで るよう に 見えます。 とい 
うのは、 僕が 言う 日常 化 社会っ ていう のは、 第三の 波の、 デジタル コミュニケ ー シ ヨン 革命で 占め 
られる もので、 テクノロジ ー がつ いてきます。 

貧乏な 国って、 今、 一生懸命 豊かに なろうと しています よね。 豊かになる 象徴が、 エアコンと コ 
ンピュ ー タなん です。 どのくらい その 国に ク ー ラ ー が あるかっ ていう ことと、 どれぐ らい その 国の 
教育 設備を 含めて デジタル 化されて いるか。 コミュニケ ー シ ヨンが 進めば 進む ほど、 たぶん、 巨大 
な 日常の まったり の 中に 飲み こまれ ますよ。 まだ 貧乏な 国っ ていう のは、 生きが いが あって 幸せな 
んで すよ。 でも、 その 貧乏な 幸せな 国っ ていう のは、 どんどん 俺たち の 国を 目指して いる わけです 
から、 急激に ネ ットワ ー ク化 されて、 三十 年から 五十 年ぐ らいで、 ほとんどの 国が ほぼ 同一 水準に 
達す るん じ ゃない かなっ ていう。 

鶴 見 短いです ね。 
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岡 田た ぶんね、 これ、 短いです。 後進国で あれば ある ほど、 意地に なった ように デジタル 化が 進 
むんで すよ。 僕らの 社会って いうのは、 ゆっくりと 電信、 電話、 携帯電話って いう ふうに 進んで き 
たんです けれども。 そういう 社会的 文化がない 国っ ていう のは、 いきなり 衛星 電話と か 携帯電話に 
行っ ち ゃう わけです 。だって、 電気代 払わなくて 済む わけです から。 そういう 国 ほど、 社会的な イ 
ンフ ラと して、 たとえば パソコン通信 とか インタ ー ネッ トの 料金を 安くす る 傾向が ある。 

鶴 見 まあ、 日本 も 戦後 三十 年く らいで 退屈 化した し。 今後は ますます 短期間に、 退屈な そういう 
社会が 生まれて くるの かな。 

岡 田 あと、 何で 遅れて いる 社会に みんな 注目して るの かってい うと、 前世紀までは どんなに 南半 
球に 貧乏人が いようと、 みんな 関心 持たな かった わけです よ。 それは ヒユ— マニ ズ厶の 理由 じ ゃな 
くて、 消費者と いう 概念が なかっ たからです。 今、 中国と か 第三国に ものすごい 興味を 持っ ている 
のは、 巨大な 潜在 消費者で あると 思つ ている からです。 潜在 消費者に 売りつ ける ものは 何 かつてい 
うと、 大衆 社会の 消費 物と 通信 関係の ものなん です。 これ やつち やうと、 どんな 民族であろう と 三 
十 年 もたないです。 あつと いう 間に 俺たち のようにへ ヨへヨ になつ ち やつて、 世界中の やつらが も 
うすぐ 『セ ー ラ ー 厶 —ン』 の T シャツ 着る ようにな ると 俺は 思います。 そのと きは 『セー ラーム ー 


ン』 じ やないで しよう けれども (笑)、 そう あつて ほしいとは 思 うんです よ。 たとえば、 それが マド 
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ンナ だつ たら、 俺の 負けなん です (笑)。 


鶴 見 『GIOGOI』 だつ たらい いな あ。 

携帯電話 つて ヨ—ロ ツバは それほどで もない ようです けど、 世界的に 日本 並みに 普及して ます • 


セ— ラ— 厶—ン 

正式 タイトルは 『美少女 戦士 セ— ラ— ム— 
、 < 『なかよし』 に 連 f れ、 同時に テレビ 
アニメ も 放映され た。 当初の 夕—ゲ ッ トで 
あった 少女 / 9 を 超えて、 靑年 層の 男^ J ブ 
レイク。 また 各 キャラクタ— を 3 た 声® 
も 人！^。 マン §武 内 直 子。 


マドンナ 

一九 五 九〜。 ロック 歌手、 女 ^ 『ラィク • 
ア •バ— ジン』 を はじめと する セ クシ— 路 
線で 世界的 L」 大 h レイク。 九 七 年には 主演 
映画 『ェビ —夕』 でァカ デミ— 寅 主題歌 W 
•〒儿 デ、 v ク alhli 要を 受賞し 

警 しても 活 ― る。 


GIOGOI 

ファッション ブランド ^ 「ジオ •コィ」 と 読 
む 0 
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岡 田 香港は 進んで ますし、 あと、 マレ ー シアの ほうは かなり 進んで ます。 でも やっぱり、 社会 ィ 
ンフ ラで 電話線が 通っ てる 国って、 そんなに 簡単に、 携帯電話に サッと 流れな いんです よ。 日本の 
場合は、 便利 だからと いう ことと、 日本人に オンと オフの 感覚がない ことで しよう。 ここまでで 仕 
事 終わり、 ってい う 感覚がない から。 ただ、 アジアの 国々 に 行く と、 日本よりも さらに 携帯電話の 
使用料 安いです し、 香港なん てこの 間まで 一力 月に 基本 料金を いくらか 払えば、 かけ 放題です から。 
携帯電話、 つながり っぱなしで しよう。 

鶴 見 女子高生が みんな、 携帯 持っ てるような ところまで 行っ てます？ 

岡 田い や、 そこまでは。 

鶴 見 じゃあ、 日本は 世界一の 携帯電話 先進国な のかな。 

岡 田 女子高生まで 持っ てると いう 意味では、 明らかに そうです ね。 

鶴 見 女子高生に 名刺 もらう と、 必ず 携帯 か P H S の 番号が 書いて あるん すよ。 俺なん か 電話番号 
だけ だっつ うのに。 

岡 田 生まれてから 女子高生から 名刺なん かもら ったこと がないで すっ (爆笑)。 

鶴 見 もらっ てる ほうが 恥ずかしい かも。 

岡 田 俺のと ころに 来る のは、 「岡 田さん、 一緒に 『電車で Go!』 を やりません か」 って (爆笑)。 

オタクの 保守 感覚 

鶴 見で も、 連絡が つかない と、 とりあえず 不安になる とか、 待ち合わせと 遅刻に いつも 脅かされ 


電車で 〇 〇! 

九 七 年に タイ ト— から 発売 さ gif 
ミュレー シ ヨン テレビ ゲ—ム 。 _ ゲ—ム 

センタ— に 蒙れ'  九七罕 二 p ii プレイ 

ステ— シヨ ン版も 発売され た。 プレイヤー 
は 運転 f なり、 中央 攀 山手 ■実在の 
路線 上で _走ら せる。！^ ムに正 停 

蕾せ t 霭變 り、 逆 に_ の 運 P 

へ夕だ と、 f ブ —ィン ダ i る。 1 
ファンの みならず 幅広い 餍 の！^ を 集め、 現 
在では —ムが 出る ほどの 人 ^ 
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て 時間を 気にし まくつて いると か、 そういうと きに 携帯電話 つて バチッ とは まります よね。 日本は 
最も 重症 かも。 時計 的 支配 も 世界一 強力だろう。 ひと 部屋に 十 個 も 時計が あるのは、 家電 大国の 日 
本 だけだろう し、 世界一の 時計 輸出 国 だし。 時計、 電話、 情報、 時間、 通信 …… あたりが、 この 社 
会の ポィントと 睨んで るんで すけ ど。 

それと、 「今の 社会に 不満な 人 ほど、 今が 激動の 時代 だと 思いたがる」 といつ たと ころが、 岡 田 
さんに も あるの かな。 

岡 田 俺は 古い 人間で すんで、 今の ほうが 好きなん です よ。 たぶん 鶴 見さん の 言う、 もっと 生き や 
すい 社会の ほうが、 だめなん です よ。 女の子が 援助交際 する H けしからん 社会、 とかです ね。 若い 
者が ドラ ッグを やる H けしからん 社会と いう ふうに、 本当は そういう ふうに 考えち ゃうんで す。 

鶴 見本 当に？ ポ ー ズじ ゃなくて？ 

岡田ポ ー ズじ ゃなくて、 本当にそう です。 オッ サンです から。 

鶴 見 ドラ ッグを やる のは 悪いです か。 

岡 田 ああ、 オタク 的な 感覚から 言う と。 オタクは 保守です から (笑)。 

鶴 見 違法行為 だから？ 

岡 田 それは、 だらしない 気がする から (笑)。 

鶴 見 じ ゃ あ、 プロ ザックを 飲んで る 人は？ 

岡 田 プロ ザックって 何です か。 

鶴 見 アメリカで 今す ごく 流行っ てる 抗鬱 剤で、 合法です けど、 すごく 強いんで すよ。 
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岡 田 それは ねえ、 もう、 _駿 な 考え方が 頭に しみついて です ね。 頭の 中で 麦 わら 帽子 かぶって  § - 

宮崎駿 

る 少女が、 「そんな こと やっち ゃ だめ じ ゃない」 って 言 うんです よ (爆笑)。  丄 33 へ- ジ 脚注 霞。 
鶴 見 玉 蟲がダ ー っと きたり。 

岡 田 オタク 根性っ て、 そこら へんにあります ね。 

鶴 見 じゃあ、 援助交際は 何で 悪い と？ 

岡 田 そんな ことし たらね、 男の人が 興奮し なくなる からだめ。 これは 本音の ほう だな、 俺。 

鶴 見 俺は 自分に 迷惑 かけ なきゃ、 何 やろうが 知った ことじ ゃないで すね。 

岡 田で も、 それを やる と 男は 頼りなく なります よ、 たぶん。 援助交際を 前提に して セッ クスが で 
きる ほど、 男性と いう 性は 強いとは 思わない から。 みんな、 へ ナヘ ナと 潰れち ゃい ますよ。 

鶴 見 じ ゃ あ、 ブルセラは どうです か。 

岡 田 パンツ 売る やつです か。 そんな もん、 売れば いい じ ゃないです か。 

鶴 見 それは いいんで すか。 

岡 田 買う やつが、 変なん です。 

鶴 見 倫理が 崩壊して ると か、 援助交際と 一緒に 言われて ますよ。 

岡 田 どこに 線を 引く のかつ ていう のは、 たぶん、 個人の 趣味 嗜好の 問題 だと 思 うんです けれども、 

そこら へんに 俺は 線が 引かれち やつて。 だって、 買う やつ、 変です もん。 女子高生が 売春して たら 
買う のは、 それは 気持ちと して わか るんで すよ。 でも、 女の子が パンツ 売つ てても、 俺、 買う やつ 
の 心が よく わかんない。 江川 達 也が マン ガで 、女の子の パンツを 頭に かぶつて る 絵を 描 くんだ けど、 


江川 達 也 (えがわ •たつ や) 

I 九 六 一〜。 マン ガ家。 代表作に 『BE 
FFEE!』 『WK 大字 物 g など。 理数 5 
女と 陰謀と 箸小寶 L」 ド タ ■ハタ 1 調の 
ドラマを 描く。 


マジ メな話 16  8 


彼は これを、 人類、 男性 普遍の 欲求と して 描いて た。 「あれは 誰に でも ある、 どんな 男に も 必ず あ 
るで しよう」 だっ て。 ないないない (笑)。 

鶴 見 大学で、 高校 時代に 下着 盗み ばっ かりやっ てた やつが いました けど。 そいつの 楽しみを 奪い 
たくない な。 もう ウ ハウハ だっ たでし よう。 

岡 田 それって、 趣味の ひとつ だっ ていう のは わか るんで すけれ ど、 普遍の 欲求って 言われたら、 
それ、 ない よって 思います よ (笑)。 汚れた パンツ 嗅ぎたい ってい うのは、 フエ チ 入っ てます。 

鶴 見 じ ゃ あこれ。 「いざと なったら 自殺を すれば いい」 は？ 

岡 田 あ、 それは OK。 

鶴 見 OK? 

岡 田 うん。 自殺は ありです よ。 

鶴 見 俺は 自殺 も そこら へん も、 一緒くたに 見えます けど。 女子高生 なんて どうで もい いけど、 モ 
ラルに 反して いるけ ど、 人に 迷惑を かけない 行為っ てこと で。 

岡 田 一緒くたな 感じが します か？ 俺は、 その へんは 分けて 考えた ほうが おもしろい、 と 思 うん 
です けれども。 たとえば、 安楽死っ て 何 かってい うと、 テクノロジー の 限界が あると。 医学と か 医 
者、 医療 システムが 信用で きない。 この 苦痛が 長く 続 くんだ ったら、 死なせて くださいっ ていう。 
それって 自殺です よね。 そっちの 自殺は よくて、 なぜ 自分が 社会の システムを 信用し ない ことが だ 
めな のか。 それは 自分の 目で 判断した ことです よね。 自我が 判断した ことで。 それによ って 自殺、 
首吊りで も 何でもい いです けど、 それを する ことが なぜ だめな のか。 
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鶴 見 俺が 言つ てる 自殺 も 安楽死で すよ。 でも 安楽死 させて やつた 医者が 殺人罪です からね。 「末 
期 ガンで も 強く 生きろ」 つて ことで しょう。 

岡 田 鶴 見さん が 言つ てる 自殺つ ていう のは、 ちよつ と 死んで みようつ ていう 自殺 じ やないで しよ 
う。 本の 中で、 「ちよつ と 死んで みるの も ハツピ ー」 つて 書いて ないじ やないで すか。 

鶴 見ええ。 でも、 ちよつ と 死んで みるの もい いと 思います (笑)。 どうせ 死ぬ ん だし。 命 だって 本 
人の 持ち ものなん だから、 どうしようと 本人の 勝手です し。 


援助交際は 日常で ある 
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岡 田 マヤ 文明が わりと そういう 文明 だつ たらしいです。 ちょつ と 山の ほうに 行く と、 大きな サウ 
ナ みたい な 部屋が あって。 その 中で 麻薬みたい なのを 嗅 ぐんです。 その 中は、 ただ 単に 煙たくて 苦 
しいだ け。 とにかく ひたすら 煙たくて 苦しくて 窓 も ほとんど 開いて ない ところに 一時間 座つ て、 仮 
死 状態まで 追い こまれる。 それで ポーン と 開けて 中から 出て くると、 世の中 すべてが 瑞 々しく 光つ 
て 見える。 それが 大 流行し たんです よ (笑)。 

鶴 見本 当です か。 それが 覚醒剤の 煙なら、 日本で も大 流行 だな。 

岡 田 現代人って いうのは、 それを 時間 的に 圧縮す るの が 好きなん です よ。 わずか 三分 間ぐ らい 苦 
しい 思いを して、 ハッピ ー になる とかね。 古代人つ ていう のは、 一時間と か 一年と か 苦しい 思いを 
して、 丸 二日ぐ らい、 想像 もつ かない ハッ ピ—を 味わう のが 好きなん です よ。 だから、 百 五十 年ぐ 
らいかけ て、 苦しい 思いを して ピラ ミッ ドを 作つ て、 できて ワ—ッ て。 


0 10 3 


マヤ 文明 

紀元前® 興った マヤ 族の 古代文明。 中央 
アメリカ、 グアテマラ 高地から ユカ タン 半 
島に かけて 栄えた。 四〜 九 世紀に 全盛。 巨 
大な匕 ラ ミッ ド や 神殿を 中心に、 天文 •暦 

法 •  _ 文 S ど S 需證震 < 
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鶴 見で も ほとんどの 人は、 途中で 死にます よね。 

岡 田い や、 それは それで、 死ぬ ことで ピラ ミツ ドを 作らなくて よくなる わけ だから、 ハツ ピーじ 
ゃないで すか (笑)。 支那の 古文書を 読んだら、 古代の 奴隸 だって、 現代の 会社 組織と 一緒の ような 
ものです。 宮仕えして いるよう な もんです よ。 

鶴 見 昔から、 生きて る 実感を 得る のに 苦労して そうです ね。 これから も 苦労が 続きそう だな。 
でも、 このまま ダラ ダラして て、 人類が 退化して きても、 滅んで も、 全然い いと 思います けど。 援 
助 交際 だって 勝手に やれば いいし、 人に 迷惑 かけて ないなら、 誰に も 止める 権限は ないです からね。 
岡 田 これは、 岸田秀 という 心理学を やって いる 人の、 まった くの 受け売りなん です けれども、 男 
性と いうのは、 通常の 状態 だと じつは 性的に 興奮 しないんで すよ。 性的な 興奮は 本来、 三 歳、 四 歳 
の、 生物学 的な 第一 次 成長のと きに 止まっ ち ゃう。 そのと きに セツ クスで きない もの だから、 男は 
全部 変態に なっち ゃう。 俺の 認識の 根底には、 男に 限らず、 男女と もす ベて 変態に なっち ゃった と 
いうの が あるんで すよ ね。 まず、 日常で あれば 男は 立たない。 非 日常を 作らなければ セツ クスで き 
ない という。 これが 僕の 考えて いる セツ クス 観です。 

援助交際に ついて、 さっき 「興奮し ないです よ、 まずいで すよ」 って 言っ たのは、 援助交際は 日 
常なん です。 巨大な 日常。 なぜか と言うと、 買いたい 男が いる、 売る 女が いる。 これ、 当たり前で 
すよ ね。 心の中の タブ ー というのを はずしたり、 社会の 倫理を はずして 売春 するとい うのは、 極め 
て 当たり前の 常識的な 行為なん です。 この 常識的な 行為を 当たり前に やっち ゃうと、 セツ クスが 日 
常にな ってし まう。 セツ クスが 日常に なって しまう と、 興奮し なくなっ て 人類が 滅びち ゃう。 そこ 
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でた ぶん 鶴 見さん は、 「滅び るんだ ったら、 滅びち ゃっても いいん じ ゃないで すか」 とおっ しゃる 
んで すけれ ど。 

でも、 僕が 考える 滅びの イメ ー ジは 、いっぺんに ある 日、 パ チャンと 滅びる のではなくて、 千年 
ぐらい かかっ てグ ニャグ ニャと 崩れて いく。 このグ ニャ グ ニャと 崩れて いくとき に、 たぶん 数十 億 
人 単位で、 すごく いやな 思いを する はず だ。 それは まずい。 ここまで 文明 持っ てきて、 みんな 幸せ 
になっ たんだから。 ある 日 パ シャン だっ たら、 僕 も OK なんです。 グ ニャ グ ニャと いっても、 毎年 
一億 人 死ぬ。 それ も 老衰 死みたい に、 ゆっくり 死ぬ ん だったらい いんです けれども、 苦しんだり 歪 
んだ りしながら 死ぬ のはい くら 何でも 苦しい よな、 つら いよなと いうの が 俺の 中に ある。 グ ニャ グ 
ニ ャッと 崩れて いくのは やめて、 非 日常みたい な ものを 自分ら で 演出した ほうがいい。 

僕は、 家の 中で いつも パジャマ 着て たり、 下着で ウ ロウ ロして るんで すけ ど、 人前に 出る ときに 
は 服を 着る。 俺に とって、 この 格好は 非 日常です から。 だから、 セッ クスす るの も、 当たり前です 
が 非 日常を 演じる しかない わけです 。「みんな、 ガンガン 非 日常を 演じ ましょう よ」 と。 よき 女を 
演じたり よき 男を 演じたり した ほうが、 お 互いの ために 幸せです から。 そのく らい 無理を した ほう 
がいいん じ ゃないです かってい うのが、 僕の 考えです。 

鶴 見そう なった 頃には、 俺、 死んで ますから ね。 知った こっち ゃないです。 人類の 将来 考える 暇 
が あったら、 自分たち がより 気持ちよ く 生きる 方法を 考えます ね。 あと、 自殺 すれば、 楽に 死ね ま 
すよ 0 
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生き やすい 世界を 作る 

岡 田 今の 「巨大な 日常」 を 作っ ている 日本 型の 文化と 言っても いいです し、 資本主義 社会、 二十 
世紀 後半の 文化と 言っても いいです けれど、 これは、 僕、 だめなん です よ。 だから、 早めに 新しい 
のを 作っ ち ゃって、 みんなが 非 日常の 物語に 帰結す る。 それ も 巨大な ひとつの 物語ではなくて、 多 

数の 物語が 同時に 参加す る 形で しかないだろう、 と 考えて いるんで すけれ ど。 その あたりは どうで 

^  \J  〇 

す 力 

鶴 見 「文化を 作る」 なんて、 聞いた だけで 無力 感に 襲われち ゃうんで すよ、 俺なん か だと。 それ 
は、 具体的には？ 

岡 田 自分の 帰属 観っ ていう のが、 多数 複層 的に あるっ ていう ことです。 つまり、 たった ひとつの 
所属し かない、 日本人で あったり、 軍人で あったり、 お父さん だけで あったり すると、 みんな スト 
レス 溜まっ て 無理です よね。 それが たくさん ある ことによ って、 ストレスが 溜まっ たと ころから 常 
に 逃げられる。 ひとつの 社会から 否定され ると、 それは 自殺と いう ことになるんで すけれ ど、 社会 
自体の ものの 見え 方が 複数 あると、 そこからの 社会的 自殺で 済みます よね。 それによ って、 みんな 
何とか あと 千年ぐ らい やって いけ るん じ ゃない かな、 と 思っ て。 

鶴 見 それ、 生き やすそう です ね。 俺は 今の ままで もい いです けど。 何 か、 スロ ー デスで きる くら 
いなら 大した もんだ って 感じで。 永遠に 続く ような 感じが す るんで す。 

岡 田 俺、 今 自分と 同じ 世代が、 人の 親に なったり、 学校の 教師に なったり してる ところから、 こ 
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れは 無理 だな、 崩壊して るっ ていう 感じです。 

鶴 見い や あ、 でも、 思いっきり 壊そうと したって ビク ともしません よ、 きっと。 どうやつ て 崩壊 
する のか 想像 もで きないし。 とりあえず、 レイヴ 行っ てます よ。 同じと ころで グルグ ル 踊っ て、 終 
わったら 帰って、 また 行って グルグ ル 踊っ てまた 帰って、 また 行って …… ってい うまっ たく 無意味 
な 繰り返しを やります。 もう 退化が 始まっ てる かもしれ ない けど、 それでもい いし。 

岡 田 レイヴは、 あと 引かないで しょう。 「レイヴっ て、 宵越しの 興奮は 持たね えって いう 考え方 
だからい い」 って 考えて ません？ でも、 たとえば それが、 従軍 慰安婦に 関する 運動なん か だと、 
あと 引 くんです。 家に 帰っても 続い ち ゃう。 

鶴 見 そもそも まったく 意味 も 考え もない んで 、引こう にも 引けな いんです。 

岡 田 レイヴっ て どうや るんで すか。 

鶴 見え 一 と、 夜中から 踊ったり ブラ ブラして るう ちに、 朝の 四時、 五 時ぐ らいに 夜が 明けて きて。 
ここが 一番 好きなん です が。 で、 日が 出て、 またい い 気分に なって、 そのまま 昼まで やって るんで 
す。 …… 踊ったり ブラ ブラした りを、 ず— っと。 で、 帰る、 と。 スゲエ いいんで すよ、 これが。 何 
がいいん だか、 全然 わかんない すよ ね (笑)。 

岡 田 日本の 土着 的な 文化の よさを 感じます けど。 ドンドン ドンド コ ドンドン …… 。 

鶴 見そう そう、 同じなん です。 俺ら はた だ、 今まで 踊る のを 忘れて なかった だけの 話で、 やっと、 
部族 社会と かの 人たち が やって た 楽しみ 方を、 自分ら なりに やりだした だけです。 

岡 田 それは いいこと を 聞きました。 適当に みんな 踊らし とき ゃ 不満がない のか。 
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鶴 見そう です ね。 ただ 踊って 喜んでる だけです。 反抗と かする のは、 止められた とき だけ。 

岡 田 天 安 門 事件で 集まった 人たち を 踊らせれば、 みんな 平和に 家に 帰っ てた。 あのと き 広場に い 
た 人の 九九 パ ー セン トは、 勢いで 集まっ てし まった 人です よね。 踊っ たら、 絶対 気が済み ますよ。 

鶴 見 鄧小平 も 一緒に 踊っ たりしたら、 もう 訳 わかんないで すね。 それを 戦車で ガーッ とか (笑)。 

岡 田で も それって、 宮 台さん の 言う ところの、 エリ ー トに 都合が よくないで すか。 

鶴 見 どうです かね。 踊らせて おけば、 おとなしく してます から。 ドイツ だと 「政府が わざと エク 
ス タシー も 取り締まらないで、 レイヴ やらせて るんだ。 思う つぼ だ」 って レイヴに 反対す る 声 も あ 
ります。 でも、 やって る ほう だっ て バカ じ ゃないで すから。 まあ、 バカなん です けど (笑)。 「俺た 
ち、 管理され ち ゃって、 レイヴ も 届け出 制なん だせ」 って 言いつつ、 結局、 ベルリン のど 真ん中で 
百万 人の レイヴ やっち ゃって るんで。 どっ ちが 本当に 賢い のかは、 わからないで すね。 

地上に 現われた 楽園 

岡 田 俺、 これは 大学では ときどき 言っ てるんで すけ どね。 たとえば、 オタクっ ていう 言葉の 意味 
を、 この 一 一年間ぐ らいです り 替えち ゃったん です よ。 アメリカで 大して 流行 っても ない アニメを、 
「流行つ てる」 と 言つ てみ たりです ね。 世界で オタク ブ ー 厶に なつて ると いう 嘘八百を、 いろいろ 
なと ころに 書いて みたり すると、 みんな 信じる わけです よ。 

鶴 見 あち や 一。 嘘八百。 

岡 田 行って 聞いて みれば 確かめられ るのに、 確かめな いから。 それを いいこと に、 少しずつ 意味 


天 安 門 事件 

八 九 年 六月 四日 S、 讓 SI や 普通 選 
_ど を 含む、 広い 範囲の 「民 f 自 
を 要求して '龕から 集まって 北京の 天 安 
門 広場 L 1 りこみ を統 けて いた 字 差ち を、 
人民 解放— S 甲 車が 実力 排除した 
寧 件。 中国の 民主化運動 弾圧に つい ては、 
人権問題 として 国際問題 化して おり、 中国 

と 欧米 聾との 外 義にも 鬈を 及ぼし 

ている。 
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を 変えて いったら 変わ るんで すよ。 「ああ、 なんだ、 世の中っ て 結構、 思い通りになる じ やん」 っ 
て 思った。 この 巨大な 遊び道具が あるから、 俺は 結構、 楽しいです。 

鶴 見 被 支配者と しては、 だまされない ように 十分 注意して、 あとは 踊る と。 この 楽しみ 方の ほう 
が 自分に 合っ てます ね。 気がついたら 「デ カイ ー発」 なんて 思わ なくなっ てて、 「退屈 感」 も 消え 
ち やって 「この 社会は、 今まで 見た こと もない ようない い 社会 だ」 とまで 言いだ しちやっ て、 もち 
ろんだ めな ところ もたく さん 目につきます けど。 

岡 田 俺は 楽園って 言っ てます。 俺が この 社会を 動かせる なと 思う のは、 この 十 年ぐ らい だけなん 
です よ。 それを 過ぎち やえば 本当の 楽園に なって しまって、 僕の 意見す らも マスメディアみ たいな 
のを 通して 言える ものと か、 巨大な コミュニケ ー シ ョンの 相互 交換の 海の 中に 入っ ち やって、 ただ 
単に 「ある 池と か、 ある 湾の 中で 有力」 にす ぎ なくなっ ち やうだろう、 という あきらめに 似た 気持 
ちが あるんで す。 だから、 そうな ってし まう と、 僕が いた 値打ちと か 意味と かいうのは たぶん、 こ 
の 十 年ぐ らいで なくなっ ていく だろう。 だから、 それまでは 積み上げて いって、 そこから 先に 来る 
楽園では、 楽園に 住めな かった 進化で きな かった サルと して、 みなさんの 幸せを 遠くより 見て …… 
鶴 見う一 む。 俺は 自分に 価値と か 意味と か 一切ない と 思っ てるんで、 その 心配は ない な。 

岡 田つ らい けれども、 それは 生物 的な 限界です よね。 その 時代に 生まれな かったん だからし ょう 
がない。 と 言いながら、 そこまで あきらめて ない な。 そこで、 もう ひと 騷ぎ 起こして、 十 年を 三十 
年に 延ばせな いか、 それは 延命 策を 考えます よ。 

鶴 見 レイヴに 行く手 もあります よ (笑)。 
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岡 田で も、 今、 二十歳 以下の 人っ て みんな 楽園に 住んで いると 思います。 

鶴 見そう です ね。 

岡 田 援助交際を する ってい うのを、 さっき 俺、 ネガティブな 表現で 言いました けれど、 それは 僕 
自身の 倫理、 という か 美意識です。 でも、 今の 高校生の 美意識に 照らし合わせたら、 悪い 理由って 
たぶんない んで すよ。 僕 も 見つけられない し。 古来、 人間は、 原罪がない 状態、 人間の 原型の 罪が 
ない 状態と して、 キリスト教 をず っと 支えて きた わけです から。 やっと その 時代に なったん だから、 
いいと 思 うんです よ。 

鶴 見 そもそも、 こういう 社会を 目指して きたんです よね。 対立 も 反抗 も 抗争 も 何もない、 安定し 
た 国と か。 

岡 田 だいたい 具体的に 見て、 演劇と か 映画が おもしろくなる 時代つ ていう のは、 必ず その 社会が 
貧乏と か、 苦しい とか、 つらい んで す。 


鶴見べトナ厶戦争のおかげで『フルメタル.ジャケット』とか『地獄の黙示 »| 』なんて、おもし 
ろい 映画が できた し。 

岡 田 社会が 平和で 安定して 幸せで あれば ある ほど、 物語が つまらなくな るのは 当たり前で しょう 
鶴 見 だから 大きな 物語が できない 世の中っ ていう のは、 決して 悪い 世の中では ない。 逆です よ。 

岡 田た だ、 俺に とって は、 なんか 住みに くいと 思っ ち ゃうんで す。 「君たち にと ってい い 社会 だ 
ね、 俺は いや だけど」 ってい う。 

鶴 見 『完全 自殺 マニュアル』 の 前書きと かで、 「僕たち 一人一人が いても いなくても どうで もい い 


ル メタル •ジャケット 
八 七 年の アメリカ 映画。 _ス タン リ— • 
キュー フリック。 ベトナム戦争の 海兵隊 部 
隊に 送り こまれた 若 声」 ちが、 過酷な 訓釋 
壮絶な 戦場で、 次 S 矗 f 失って い < 


0M6 


地獄の 黙示録 

七 九 年の アメリカ 映画。 的 S フランシス • 
コッポラ。 六 0 年代 末 S ベ トナ 厶。 ジャン 
グ儿 奥地に i 塞いた といぅ 失踪 米軍 大 
佐の 暗殺を 命じられた 主人公の 目を通して- 

鱉 の靈の 世界を 描  <o 
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存在っ ていう ところが、 死の 気持ちを 膨らませる」 なんて 書い たんです けど、 見方に よっ ては、 い 
て もい なくても どうで もい い 存在なん て 最高です よね。 命が 軽け り ゃ、 体 も 軽い と。 

岡 田 あらゆるし がらみ から 解放され るっ ていう ことです からね。 俺 も あれは 感動し ました。 幸せ 
なんだ って、 僕 も、 あれを 読んで から 考える ようになっ たんです。 

鶴 見 「永遠と 続く 同じ ことの 繰り返し」 なんて、 ダンスと か テク ノが まさにそう なんです が、 い 
つの 間に か 大好きな ものに なって ましたよ。 

最近 「モラルがない」 なんて ビビっ て、 昔の 価値観を 復活 させよう としてる 人 もい るけ ど、 あと 
戻りなん てで きる わけな いんだから。 いいんで すよ、 なくても。 「何もない」 っての が 一番い いん 
だから。 みんな 気楽そう だから、 見て みろ っつ 一 の！ (笑) 

岡 田 俺なん かは、 みんな 過度の 気楽は やはり 重荷 だろうと 思って、 適当に スト レス かけて あげよ 
うと 思っ て。 やっぱり ストレスない とつら いじ ゃないで すか。 

鶴 見 少なす ぎても よくないです よね。 

岡 田 だから、 とんでもな いこと 言えば、 「日本は 再軍備し ろ」 とか、 「若者は 兵隊に 行け」 ってい 

うやつ は 必要なん です よ。 

鶴 見ち ようどい い スト レ ッサ ー として (笑)。 

岡 田 極論を 言う やつが、 この 世の中に きらめく 星々 のようにいて、 自分は それに 対して 共感した 
り 反対す る ことによ って、 ようやく 保っ ている。 そういう お 星 様は、 大切に しなき ゃい けない と 思 
うんです けれど。 


い < つの も 価値観が ある 「豊かな 人生」 

鶴 見 最近、 大学生が 元気ない と言う 人 もい ますが。 

岡 田 元気が あるの が 変なん です よ。 でも、 そういう こと 言う やつ も 大切に しなき ゃ (笑)。 みんな 
高校 終わっ て ダラ ダラし に 行 くんで しょう (笑)。 ダラ ダラで 正しい んで すよ、 じつは。 昔は 大学の 
頃し か 世の中に いいこと なかっ たから。 卒業したら 終わる とか、 俺たち は 灰色の ス ー ツを 着た 大人 
になる と 思っ たから、 祭りが あった わけで しょう。 今は 社会に 入 っても 同じです から。 みんな ダラ 
ダラして る。 

鶴 見 「就職難」 なんて、 就職し ないた めの 口実に 使われて ますし ね。 去年、 就職で きな かった 学 
生の 知り合いが 二人い るんで すけ ど、 一人は 編集の 手伝いを やって、 もう 一人は バィ トしながら D 
J やって るんで すよ。 彼らと 同期で 就職した どの 知人よりも、 その 二人が 楽しそう なのは 否めない。 
就職難に ぶつかっ た 人は ラ ッキー だと 思うな。 

岡 田で も、 その DJ と 編集者っ ていう のは 俺に 言わせり ゃ、 やっぱり 他人に 自分の 発言と か 考え 
の 影響力を 及ぼせる 支配階級に いるから 幸せに なれた。 支配階級、 いいです よ (笑)。 

鶴 見 まあ、 「優越感」 ってい うのが、 近代 人に とっての 最大の 快感と も 言えます しね。 そう 言え 
ば、 ニ ュース の 世界が とんでもなく 歪んで いるの も、 支配っ てこと なら 納得が いくな。 従軍 慰安婦 
問題で 大騷 ぎと か。 

岡 田 あれは 当事者に とって 大 問題な だけです よ。 従軍 慰安婦と いう 騒ぎを 起こそうと いうの が コ 


ンセプ トです から。 極めて その上では 正しい んで すけれ ども、 端の 人間が それに 巻き こまれる のは、 
消費者に 回る という ことなので、 商品を 買わされて いると いう ことです よね。 

鶴 見送り 手は 支配者なん だから、 当然 好きな ように 操作す る わけ だ。 

岡 田た ぶんね、 巨大な 悪と か、 それに 戦って 勝つ というのは、 プレイす るゲ ー 厶の 種類と して 勝 
敗が ある ゲ ー 厶。 たとえば 剣道 もそう だし、 将棋 もそう です ね。 一人が 勝って 一人が 負ける。 こう 
いうのを 「ゼロ 和ゲ ー 厶」 ってい うんです けれど。 ゼロ 和 ゲ—厶 的な 考え方です よね。 ところが 現 
在の 人類 社会っ ていう のは、 地区の 人間が 一斉に 参加して 一人が 勝って 残りが 負ける ではなくて、 
順列が 決まる という 「非 ゼロ 和ゲ ー厶」 型の 社会なん で。 その 中で 勝ち負け とか 悪い やつを 探して 
もしよう がないです。 勝っ てる やつを 探して 次に つくと か、 自分は 今 百 番目なん だけど、 九十 九番 
目になる とか 八十 八番 目になる というの が、 唯一の 戦い 方では ないかと 僕は 思 うんです。 

鶴 見 近代 社会の モデルと も 見れ ますね。 あらゆると ころで 常に 細かい 競争と 優越感が 生じて いる。 
権力に ついて 見る と、 全員が 僅差の 横 並び 状態で、 突出した 部分は ない。 支配者が いないと いうの 
は、 そういう ことです。 でも、 岡 田さん の 見方は 戦略 的です ね。 結構、 本質を ついて ますよ ね。 

岡 田 商売 的なん です (笑)。 俺、 アメリカ人っ てそうい う ふうに 考えて るん じ ゃねえ かなと 思 うん 
です。 あの人ら、 絶対に 勝負って 言わずに、 コンペ テ ィシ ョン (競争) と言うで しょう。 物事の 本質 
を 競争 だと とらえて ると ころが、 今の アメリカの 強いと こ ろだなと。 ゼロ 和ゲ ー 厶と非 ゼロ 和ゲ ー 
厶と 言いました けれども、 支配 •被 支配と いうのは、 一対一 対応の 「支配 H 勝ち」、 「被 支配 =負 け」 
で i なくて、 n 対 n の、 「支配す る」、 「支配され る」 の 競争なん です よ。 心の中の 何 パ ー セン トを 
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占める かの 競争を、 みんな やって る わけです。 だから、 鶴 見さん の 本に しても、 「自殺い いじ ゃね 
え か」 と 心の中の 三〇 パー セン トが OK になって、 残りの 七〇パ ー セン トが 反対で も、 鶴 見さん 的 
には OK なんです。 それが 三 一になる のは もっ といい ことです し、 二 九に 減っ ち ゃうのは 悲しい ん 
です が、 心の中の パ ー セン テ ー ジとい うか、 パラメ ー タ ー の 問題で しかない わけです。 

鶴 見 何 か 受験と か 学校と かを 思い出し ますね。 優越感 欲し さに 細かい 競争には まり まくって たな。 

でも 競争は 疲れ るんで、 もう 放棄し ました。 踊っ てるのが いいです ね。 

岡 田 富士山の ふもとの 樹海で 死んだ やつが、 鶴 見さん の 本を 持って たと 聞いた ときに、 ヤツ ター 
と 思いました？ (笑) 

鶴 見 わりと、 いい 宣伝 かなと (爆笑)。 支配の 快感は 一切な かった です、 そう 言えば。 

岡 田 祝電 じ ゃなくて、 弔電 打ちました？ 

鶴 見 そこまで 関心ないで すよ (爆笑)。 どうで もい いんです。 

岡 田 鶴 見さん の 考えに 反対して いる 人 も、 じつは 鶴 見さん の 支配 下に あると 思います よ。 言った 
ことによ って 惑わされて いる わけです から。 知らない とか 気にしない ってい うやつ が、 まだ 影響の 
及んで いないと ころで。 そこへ 光を 照らしたい と 思うなら、 自殺の 次は 人格 改造 だと 思っ ち ゃう わ 
けです よね。 今までの ある 程度の カツコよ さって いうのは、 生涯 ある 意志を 持ち続ける ことだった。 

ある 特定の 宗教、 科学で も ヒュー マニ ズ厶 でも 何でもい いから、 ずっ とその 価値観で いる ことが 力 

ツコ よかったん です けれども、 これから カツコい いのは 複数と スピ ー ドです。 いくつもの 宗教を 信  0S - 

じても いい、 はま っても いい。 オウ厶 には まって サリンまい て もい いとは 言わない けれども、 オウ  1 19 ベ- ジ 脚注 霞。 
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厶でも 何でもい いです。 とこ とん 行ける ところまで 信じて、 速い スピ ー ドで 戻っ てく る。 これを 年 
に 四つぐ らい 繰り返す (爆笑)。 たくさんは まって、 その ストックを いっ ぱい 持っ てると、 あたかも 
人生観が 豊かの ように 見えます から。 

鶴 見い いです ね。 俺は 「全部 どうで もい い」 ってい う 「全 否定」 の 立場で、 それやっ てます。 

「全 否定」 って 「全 肯定」 と 同じ ことなんで すよ ね。 「何でもい い」 って こと だから、 いくつは まっ 
て もい い。 ひとつ だけ 認める なんて、 一番つ らいです よ。 そう 言えば、 自己 開発 セミナ ー 行っ たら、 

あっち こっち ハシゴ してる 人たち がいっ ぱいい ましたよ。 

岡 田 やっぱり、 いっ ぱいは まると、 その ぶん 楽しくな ります？ 

鶴 見で も セミナ ー の 価値観って、 どこも 似たり寄ったり だからな あ。 

岡 田まず は、 愛は 永遠で あるみたい なやつ には まって、 次に アニメー シ ョンは 芸術で あるみたい 
なと ころには まって、 レイヴには まるっ てしたら、 すごく 豊かな 人生の ような 気がし ますね。 

鶴 見で、 ヘロイン 教に はまっ たら、 そこで おしまい。 (笑) 

岡 田 帰っ て こられない のはまず いです ね。 でも、 帰っ てこな かったら 逆に それが 幸せと 言う こと 

030 - 

シド •ヴ ィシ ャス 
I 九 五八 丄九七 九。 ィギリスの パン クバ 
ンド 「セックス •ピストル ズ」 のべ— シス 
卜。 藜 力 事件、 殺人事件 ざた には 事欠かな 
かった が、 それが バンドの イ メ—ジ と パン 
ク •ロック 全体に 多大な 影 S 与えた。 二 
十一 歳のと き、 ヘロインの 打ちす ぎで 死 ^ 


もで きます ね 

鶴 見 シド •ヴ ィシ ャスは 幸せ 者 だ。 

岡 田 行つ て 帰っ てく るんだ ったら、 それは 冷めて しまって 不安になる ってい ぅこと だから、 行き 
っぱなしが 本当は 幸せなん です けどね。 

鶴 見 じゃあ 結局、 一番い いのは 自殺 教で すね。 全員 行き っぱなし だから (笑)。 
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日本は 滅びる 


置 樹 


I 九 三 二 年 東京都 生まれ。 

政治学 者、 経済学 者。 

京都大学 理学部 数学 科 卒業。 大阪大学 大学院 
経済学 研究科を 経て フル ブラィ ト 留学生と な 
り 渡米。 ミシガン 大 大学院で 計 M 経済学、 マ 
サチ ユ— セッツェ 科大 大学院で 理論 経済学、 
ハ— バ— ド大 大学院で 心理学 および 社会学を 
学ぶ。 帰国 後 東京大学 大学院 法学 政治学 研究 
科 修了。 東京大学 法学 博士。 八〇 年、 ソ連 帝 
国 全盛に あって 発表した ーソ ビエ ト 帝国の 崩 
壊 一 八 五 年、 韓国 経済 脅威 論が 世を 風靡して 
いたと きに 上梓した 一 韓国の 悲劇が ベスト 
セラ— に。 膨大な 知識と 鋭い 洞察力で 日本 社 
会に葚 鐘を 鳴らしつ づける。 最新 著書に： 小 
室 直樹の 資本主義 原 Si: (東洋 経済^^ 社) 悪 
の 民主主義 (青春 出版社) 世紀末 •戦争の 
構造. (徳間 書店) が ある。 


N 


当代き つての 学者を 前に、 さすがの オタ キング も 緊張 気味。 しきりに 額の 汗を 拭つ ている。 I 方の 小 室 先生は、 
ひとつひとつの 質問に、 悠然 かつ 緻密に 答えて いく。 その 様子は、 対談と いうより、 むしろ 「家庭教師の 学者 
先生に 教わって いる 王様」 そのもので ある。 対談 場所の ホテルの I 室は、 いつの 間に か 「小 室 塾」 と 化して い 
た。 (九 七 年 七月 二十 九日 対談) 


論 階層の ない 珍しい 国、 日本 

岡 田 アマチュアの 頃、 大阪で 八 ミリ アニメを 作って いて、 プロの アニメの 作り方っ て 何 か 違 うん 
じ ゃない かと 感じて いたんで すよ。 商業主義に 流れる のは 仕方のない ことか もしれ ない けど、 見て 
いる 人 もうれ しくない し、 スポンサー もうれ しくない し、 作っ ている ほう もやり がいの ないような 
作品が すごく 多い ように 見えたん です ね。 で、 「俺たち はもっ と 違う ものが でき るんだ」 って 思っ 
て、 それで 東京へ 来て プロに なった。 

そんな こと も あって ついつ いその 目で 何 ごと も 見て しま うんです けど も、 今の 日本っ て 誰が どう 
やって 動かして いるんだ ろうと 思っ たと きに、 ここで も やっぱり プロが 信用で きないと いう 気がす 
るんで すね。 まず、 誰が 動かして いるの か、 はっ きりわからない し、 どんな プロが 動かして いるの 
かも わからない。 どうも エス タブ リッ シュメン トと いう ものが あるよう な 気がす るんだ けど も、 そ 
の 人たち が 自分たち の 義務と いう ものを ち ゃん と 履行して いるか どうか、 僕らには チェック もで き 
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ないし、 そういう ものが ある ことが 望ましい かどう かも わからない。 

小 室 今の 日本は 無 階層 社会です。 「階級」 というよりは、 もっ と さまざまな 要素と して ランク づ 
けられる 「階層」 として 考えるべき でしよう が、 世界史の 中で も 大変 珍しい、 階層の ない 社会です。 
だから エス タブ リッ シュメン トと して 語られる 存在 もい ない。 (小 室 注！ 213 ぺージ 参照) 

岡 田い つからそう なったん でしよう か。 

小 室 歴史的に 言うなら 信 長の 時代から 変わり はじめてい ます。 それ 以前の 日本は 不平等 社会 (身 
分 制 社会) でした が、 その後 徳川 時代に なると 多くの 意味での 平等 社会が 現われます。 (小 室 注 2) 
たとえば、 日本では 明治に 元勲に なった 人と いうのは、 ほとんどが 下級 武士で しよう。 徳川 末期 
に 権力が 下級 武士に 移っ ている。 下級 武士と 一般 庶民は 文化的には ほとんど 同じです から、 教養と 
いう 点で も 高度な 平等 化が 進んで いた。 不平等の 大きな 根源の ひとつに、 読み書き や 教育が あげら 
れ ますが、 その 点で 日本は 平等 化が されて いたんです。 これが、 今の 無 階層 社会に つながっ ている 
んで すね。 

岡 田 今の 日本で、 主権者と いうと 現実には 誰に な るんで すか。 

小 室まず 正解は、 ない。 しかし、 それに 比較的 近いの が 役人。 社会学 的には これから 分析す るの 
です が、 ズ バリ 結論を 言います と、 よく 近代国家の エレメント として、 司法、 立法、 行政と いう 三 
権の チ ェッ クス •アンド •バラン シズが あげられ ますね。 ところが 今の 日本では 三権の 全部を 役人 
が篡 奪して いるんで すね。 行政府は もちろん、 立法権と いったって 議員立法 なんか 実質的には でき 
ないです。 法律 もみん な 役人が 作っ てる。 検事 も 裁判官 もみん な 役人で しよ。 
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岡 田は い。 

小 室 陪審員 なんて、 今い ません な。 

岡 田い ません ね。 

小 室 要するに 役人が 三権を 篡 奪して いる。 だから、 仮に 三権を 一人で 持っ ている のが 主権者 だと 
すると、 やっぱり 一番 主権者に 近いのは 役人。 

岡 田 三権分立と いう、 民主主義が 本来 持た なきゃい けない ものは 持っ てない ん だけれ ども、 これ 
だけ 国民の 生活は 平等で ある。 本来だった ら そんなに 司法、 立法、 行政が 癒着 しちゃっ たらまず い 
はずな のに、 現在の 日本は それでも 何とか 運営され ている わけです ね。 

小 室え え、 そうです ね。 ただ 三権分立っ ていう のは もともと モンテ スキ ューの 思想で あって、 モ 
ンテ スキ ュ—は アメリカ 独立宣言 のちょ っと 前に 現われたん です。 それで、 アメリカが これ こそ デ 
モク ラシ ー だと 思って、 アメリカの 中に 入れち ゃった ものなん です。 ところが ほかの 国は あんまり 
こだわりません。 イギリス なんて 三権分立 じ ゃありません からね。 

岡 田そう なんです か。 

小 室 立法権 中心と いうのは 議会 主権みたい な ものです から。 イギリスの 内閣は 実質的には 議会が 
選 ぶんです よ。 アメリカの 場合には、 大統領と 議会は 別な 選挙です。 それから、 歴史的に 言う と、 
議会と いうのは 昔は 裁判所 だっ たんです よ。 それが いつの 間に か 立法機関に なっち ゃった。 それが 
イギリスです。 だから、 三権分立 というの がな かったら 民主主義で ない とは 断言で きない。 あくま 
でも ひとつの あり方です から。 


001 - 

モンテス キユー 

I 六 八 九丄七 五 五。 フランスの 政治 譚篆。 

『法の 獲を 雰 し、 I 二雰 f 裹 、ァ 

メリ カ 1 や フランス 霊に 響 實た。 
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日本は 滅びる。 ものすごい アナ— キー 状態になる 


岡 田 小 室 先生と しては、 今の 日本と いうのは、 わりと このままで いいんで すか。 

小 室もう すぐ 滅びる でしょう。 

岡 田 滅びる ってい うのは、 今の 政府が 持たない という レベルでは ない んで すね？ 

小 室 ものすごい、 アナ ー キ— 状態が 起きる でしょう。 

岡 田 その 状態は、 日本の 「健康」 にはい いこと なんです か。 

小 室 時と 場合によっ たらい いです。 ヨ ー ロッ パでは 大変な アナ ー キ ー から 新しい 社会が 生まれて 
くる 場合 も 多い わけです ね。 日本 だっ てそうで しょ。 日本の 歴史で 一番 おもしろい のは 戦国時代、 
明治維新で しょ。 両方と ももの すごい 混乱、 ものす e い アナ ー キ ー です よね。 そこから 新しい もの 
が 出て くるわけ です。 だから 悪い とは 限りません が、 悪い 側面 もたく さん ある。 

岡 田 そのような 状態に なると、 今の ような 安定っ て、 たぶんす ベて なくなっ てい るんで すね？ 

小 室なくなる でしょう ね。 

岡 田 それは 世界 同時 多発 的に 起きる わけではなくて、 今の 日本 だけそう いう ふうに な るんで すか。 
小 室い や、 外国 もそう いうと ころは あります よ。 今の 日本は その 最も 危い ところの ひとつで すね。 
岡 田 そこから もう 一回 立ち上がる ときに、 たぶん こうなる だろう な あとい う モデルっ て、 過去の 
例では 何 かあります か。 


0022 


002 


小 室い くつ かの 例は あります けど、 一番 わかりやすい のは 三国志で すね。 あれの 最初の ほうで、 


三国志 

中国 歴代の 正史で ある 二十 四史の ひとつ。 
魏 •呉 •蜀の 三国の 歴史を 記して いる。 日 
本では、 正史の 『三国 畜 よりも、 羅貫中 
の 『三国 囊藝が 広く 読まれて きた。 日 
本 語 版 『三国志』 としては、 吉川英 治の そ 
れが 有名。 マンガ では 横 山 光輝が 描いた も 
のが ある。 
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革命の ものすごい 混乱の 中で、 もうどう にも 食べれ なくなっ て 流民に なって いくんで すね。 それで 
流民が ほかの 村に 行く でしょ。 でも ほかの 村 だって 食べる ものが あるかない かの ギリ ギリで しょう、 
流民に 分けて やる のなん てない に 決まっ てる。 じ ゃ あどう する かとい、 つと、 その 村の 人々 を 皆殺し 
にす るんで す。 皆殺しの 連続です よ。 

岡 田 すさまじいで すね。 

小 室そう。 もう、 ものす ご い 混乱。 日本 だって、 戦国時代 だと か徳川 時代と かに 飢饉は しょ っち 
ゅう 起こっ ています けど、 それとは 比べ ものに なりません。 中国の 飢饉は どれ も、 人口の 三分の 二 
から 四 分の 三が 死ん じ ゃう。 ものすごいで しょ。 たとえば、 明を 作った 太祖 朱元璋 ■、あの人の 家族 
は 全員 餓死して ます。 

岡 田 おぉ …… 。 

小 室 それで、 自分 だけが 助かっ てね。 それから 流民の 中に 入って 大いに 頑張って そのまま 王朝を 
作っ た。 だから 社会が 解体した ときの 混乱が どういう もの かとい うと、 中国の 歴史、 王朝 交代が い 
い 例です ね。 

岡 田なる ほど。 で、 ちょつ と 先の 話に なつて しまい ますけ ども、 その 混乱 期を 短く したいと した 
ら 、何 か 方法と いうのは あるんで すか。 

小 室 どうで しょう か。 まあ、 あんまり 短い よりは 長い ほうがいい かもしれ ない。 

岡 田う 一 ん 、そうです よね。 徹底的に なった ほうがいい かもしれ ません ね。 

小 室し かし、 そういう ふうに なったら、 今の 日本人に とって は 苦しみ も 大きいで しょう。 今の 日 
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太祖 朱元璋 (たいそ •し ゅげん 
しよ ラ) 

I 三 二 八〜 1 三 九 八。 中国 王朝、 明の 初代 
皇帝。 元号から 洪武 帝と 称される。 貧 藤 出 
身で 元 末 S 紅 巾 軍に 加を、 揚子江 一帯を 
平定して 自立。 金 陵 (南京) で 帝位に つき、 
元を モン •コル 高原へ 擇た。 
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本社 会つ ていう のは、 子どもの 暴力 気にして るで しよ。 だから 恐ろし いんです。 戦前 戦中ぐ らいは 


男の子は 喧嘩して 当たり前 だった。 昔の イギリスの パプ リツ クス ク 


では、 朝から 晩まで 生徒が 


喧嘩して るし、 先生は 体罰を 加える のが 当たり前です。 そのいい ところは 何かと 言う と、 しょ つち 
ゅう 体罰を 加えて ると、 怪我 させない 体罰と いうの がだん だんわ かつてく るんで すよ。 だから、 軍 
隊 なんかで も 体罰なん てのは 日常茶飯事で、 目が回る ほど ぶん殴られても 怪我す るつ ていう ことは 
ほとんどな かつた。 見かけ上の 怪我は 普通で も、 本当の 怪我は してない。 ところが 今の 子どもは 
殴り合い 蹴飛ばし 合いなん かやらないで しょう。 

岡 田そう です ね。 

小 室 だから、 暴力に 対して 「ここまでは いいけ どこ こから 先は 困る」 という けじめが な いんです 
な あ。 恐ろしいで すな あ。 平和 ボケに なると、 ゲリラ戦 だと か 戦争なん かの 殺し 合いに なつた とき 
それ こそ 無差別 殺人になる かもしれ ない。 暴力と いう ものを 禁止して おくと、 暴力の 恐ろし さを 知 
ら ない。 これほど 恐ろしい ことは ない。 


たとえば カル ト 教団が 人殺しを やる のは 世界中 共通 だから 驚かない けど、 日本の カル ト 教団は 毒 
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収拾は 非常に 困難 だと 思います よ。 この 次に 現われる 殺し 合い、 混乱、 アナ ー キ ー は 空前絶後の も 
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のになる でしょう。 

岡 田 内戦を 含んだ、 です か。 

小 室は い。 しかも、 これから 始まる 日本の 内戦っ ていう のは、 まったく 無秩序で、 誰でもい いか 
ら 殺しち やえつ ていうよ うになる と 思います。 

岡 田 今の 日本は、 ある 意味での カ タス ト ロ フィに 向かっ ている と。 

小 室 ある 意味 じ やなくて まったく 確実に そうです。 今まで 日本を ずっと 指導して きたのは 官僚で 
すよ。 ところが その 官僚が 犯罪 集団 だっ ていう ことが はっき りした。 官僚 だけで なしに、 日本の 組 
織と いうのは 官僚 的に できて ますから、 どの 組織に も 普及して しまって 当たり前に なっち やって る 
んで す。 巨大 銀行の 頭取の 身で ヤク ザに 金を 搾り取られる なんて、 欧米諸国では 考えられません よ。 
そういう ことが、 現実化して いるんで す。 

岡 田 サバイバルぐ らいです か、 僕らが それに 対して 言える のは。 

小 室 そのまま 死に絶える かもしれ ません (笑)。 

義務教育は もろ 時代遅れ だ 

岡 田こう いった 状況に 対する 手当て、 あるいは 延命 策っ ていう のは 何 か あるんで しょう か。 

小 室 教育の 大 改革し かないで しょうね。 でも、 問題は それが 可能な のかと いう ことです。 

岡 田 改革の 成果が 何年 か あとに 出る ことで、 社会の 崩壊は 防げ るんで すか。 

小 室 防げる かもしれ ないし、 ますます だめになる かもしれ ない。 教育改革っ ていう のは、 みんな 
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制度 改革 だと 思っ ている でしょ。 

岡 田は い。 

小 室 制度 改革 や るんだ ったら、 入学試験を どう 変える かとい う 程度 じ ゃどう しよう もない。 まず 
やらな くち ゃならない のは、 小学校から 大学まで 全廃す るんで す。 それで、 自発的 教育機関 だけに 
す るんで す。 

岡 田つ まり、 私学の みとい うこと です か。 

小 室 日本では、 私学と いっても、 今では 実質的に 国立 や 公立と 同じです。 簡単に言えば、 予備校 
や 塾の ような もの だけに するとい うこと です。 そもそも 義務教育と いうのは、 ものすごい 時代遅れ 
だけど、 みんな 気がつかない。 あれは 資本主義が できて くると きに 必要なん です。 文盲 だと 資本 主 
義 労働者が 出て こないで しょ。 だから 小学校の 必要が あるんで す。 

岡 田 その 義務教育が 資本主義の 必要条件で あると いう ことを 考える と、 義務教育を 撤回したら、 
私たちが 今 持って いる 民主主義 社会の 仕組みと いう もの も、 ある 程度 変えざる をえないで すよ ね。 

小 室い や、 変える 必要は ないです。 だって、 一番 簡単な 読み書き だと か 計算なん ていう のは、 今 
のよう な 小学校が なくた って、 たいがいの 人は できる ようにな っち ゃう 方法が、 ほかになん ぼで も 
あるんで すよ。 今 だって 小学校の 教師なん てまと もに 教えない から、 小学校 中学校の 本当の 勉強は 
塾で やる なんて 人が 多いです よね。 だから、 ここまでは どうしても 必要 だと 思っ たら、 塾で やれば 
いい。 アメリカでは 教育は 基本的に 親が や るんで す。 小学校 あたりから 自分の 宗派の 学校に 通わせ 
て、 中学校 上級生 や 高校、 大学の 教育は、 親の 考えで 決める。 一番 有名な のは、 エジソンの オ フク 
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口。 学校の 先生が 「お宅の 息子は 低能で 教え きれません」 と 言ったら、 「教える 必要は ない」 って 
家に 連れて 帰っ てきて 自分で 教えた でしょう。 その 結果、 あれほどの 大 発明家が 出た。 ところが、 
日本では、 どの 子ども も 徴兵制度と 同じように、 学校に よって 教育す るんで すよ。 

岡 田 その 均質 教育の 成果で、 所得の 均質 化 も あれば、 役人に 三権 全部 押しつけて 平気な 社会 も あ 
る わけです よね。 だから、 先生が おっし ゃる、 義務教育の 撤廃と 教育の 多様化を やって しまう と、 
おそらく そこから 十 年 か 二十 年ぐ らいす ると、 この 社会っ ていう のはが ら っと 変わります よね。 • 
小 室 変わり ますね。 平等 化が 必ずしもい いもの かわかり ません からね。 むしろ、 平等は ないほう 
がいいん じ ゃないで すか。 

岡 田 その 結果 現われる のは おそらく、 さきほど おっし ゃった 階級 化と いうよりは、 階層 化が はっ 
きりした 社会。 

小 室そう でしょう ね。 階層が はっき りした ほうがいい と 思います。 

岡 田 多様な 階層 化の ある 社会の ほうが、 今の 社会では おそらく 国際 競争力 も 強いだ ろうし。 

小 室そう です。 経済 そのものが 本当に 強くなる。 階層が はっき りした ほうが 経済は 強いので す。 

岡 田 おそらく 打たれ 強い 国になる であろう。 

小 室 打たれ 強い 国です し、 非常に 強い 社会になる。 

歴史を 学ばない 日本には、 保守主義は ありえない 

岡 田 今から そちらの ほうへ 行く として、 何が 邪魔して るんで すか。 


マジ メな話 192 


小 室 やっぱり 日本の 慣習です。 いったん 作っ たものは 変えられない。 「伝統主義」 がは びこって 
いるう ちは、 日本は 封建時代と 同じです。 

岡 田では、 もし 日本に 革新 勢力と いうの が あると したら、 革新 勢力が 目指すべき なのは 教育制度 
の 撤廃で、 保守主義が 目指す べきは 今の 伝統の ような ものを 守って いくこと なので しょう か。 

小 室そう ではありません。 日本には 保守 勢力っ ていう ものは ないで しょ (笑)。 

岡 田 それは 国民 全体が 前に あった ものを 受け継ぎたい と 思っ ている から、 わざわざ 勢力 化する 必 
要がない という ことです か。 

小 室と いうか、 「伝統主義」 が 強す ぎ るんで す。 保守主義と いうのは、 単に 伝統を 守る ってい う 
のじ ゃなし に 「これは よい 伝統 だから 守る」、 「これは 悪い 伝統 だから 廃止す る」 という ことです。 
今まで やって きた ことが 何となく 正しい と 思っ てるのは、 保守派 じ ゃない んで す。 

岡 田なる ほど。 

小 室と ころが 「伝統主義」 というのは そうじ ゃなくて、 よい 伝統で も 悪い 伝統で も、 すでに 過去 
において 行なっ たこと を そのまま 立たせて くる ことです。 それが 一番は びこって いるの が、 金融業 
界で す。 本人たち は 犯罪 だと 思つ て や るん じ ゃなく、 今まで やって きた ことは 正しい と 思っ て やつ 
てるう ちに、 大変な 犯罪になる。 こういうのは 「伝統主義」 であっても、 伝統の 選択で な いんです。 
保守主義は、 伝統の 選択がなかったら 出て きません。 

岡 田 その 選択を するとき、 価値の ベー ス って 何に な るんで すか。 

小 室 価値 合理的 もしくは 目的 合理的で あるか、 あるいは 自分の 国の 歷史 に対する 反省、 そういう 
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のが 保守主義の モデルです。 今の 日本人は 全然 歴史の 勉強を しないし、 歴史を 知らないから、 保守 
主義っ て ありえません。 

岡 田では、 それに 対抗す る 革新と いうのを 仮定す ると すれば、 先生が おっし ゃった 多元的な 階層、 

価値の 育成って いうのを 揚げて、 現在の 義務教育 制度で あると か 官僚 制度の 撤廃と いった ことを、 

かなり 徹底的に 目指した ものなん でしょう か。 いわば アメリカの 民主党 的な やり方と でもい います 

か、 より 強化され た 国民な りの 自由競争と いうの か。  _ 

小 室そう です ね、 自由競争の 強化 と言うと、 規制 撤廃です よ。 規制 撤廃と 言っ たら、 資本主義に  ァダム •スミス 

一七 二 111 七 九 〇。 ィギリスの 経済 字 者。 

帰れっ て 言 うんです よ。 だから、 そういう ことを もっ て 革新 だ と言うんだ とすれば、 それは たしか  古典派 経済 字の 祖 。代表作 『国富 e は I 

九 世紀 § 由 主, S 世 界_の i 政 

に 革新です な。  燙 った。 

岡 田 資本主義 だけが 目的 じ ゃない とすれば、 資本主義に 限らず、 その、 何て 言う のかな …… 。 

小 室 今、 自由競争 って おっし ゃった でしょ。 

岡 田え え。 でも 経済 競争 だけではなくて、 その 階層 内 社会での あらゆる 価値観の 競争です。 

小 室 そこへ も 行く のです けど。 まず、 経済から 話を 始め ましょう。 市場に おける 自由競争の 意義 
ってい うのは、 はっきりして るんで すね。 つまり 資本主義なん です。 その 哲学は アダム •スミスが 

_ 522. 

言うよう に、 自由競争を やらせて おけば、 「最大 多数の 最大 幸福が 達成され る」 という ことです 
これは 比喩です が、 正確に 言う と、 自由競争の 結果が 資源の 最適 配分を 生む という ことです。 その 

自由競争を 阻害 すれば 「最大 多数の 最大 幸福」 が 達成され ない。 だから いろんな 規制を 設けるべき 
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ではない というんで す。 これは 昔の 例 だと、 ギルド だと か 王様が 与えた 特権です。 今の 話で 言えば 
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政府に よる 規制です ね。 だからそう いうのを 全部 取っ 払う と、 「最大 多数の 最大 幸福」 が 得られる 
と。 だから 自由競争は 望ましい という わけです。 もう ひとつ 哲学的 観点で 言います と、 簡単に 言え 
ば 優勝劣敗の 論理です。 市場を 自由にして おけば、 よい 企業 やよい 労働者 だけが 生き残っ て、 悪い 
労働者 や 悪い 企業は 淘汰され る。 だからよ いと。 (小 室 注 3 ふ ぺージ 参照) 

岡 田 自由競争と いうのは、 市場が あって、 お金と いうべ— ス 、経済と いうべ ー スが あるから こそ 
成り立 つんだと いう わけです ね。 そこを あえて、 ちょっ とひね っち ゃって 言うならば、 義務教育と 
いう 規制を 撤廃して 教育を 自由競争 化すれば、 国民 もしくは 市民の 間で、 人的資源の 配分が おそら 
く 最適に 行なわれる という ことと 考えて いいんで しょう か。 

小 室 それは そうでし ょう。 自由を そのよう に 解釈す るのは 可能です ね。 十九 世紀は、 社会 も 自由 
競争で よくなる (ソ ー シャルダ I ゥィン 主義) と 主張して いた 人が 多かった。 ダ ー ウィンの 進化論 その 
ものは、 今では 退けられち ゃって いますけ ども、 その アナ ロジ ー は あちこちで 生きて ますね。 だか 
ら 、そういう 自由競争に したら 最もよ い 教育が できる という 考え方が 昔から あつて、 今でも 通用す 
る 考えです。 日本では まだ 規制が 多すぎる から、 ろくで もない 教育し か 出て こない。 以前 『窓ぎ わ 
のトツ トち やん』 が 大 評判に なつた でしよ。 あの 工学 園みたい な 学校は、 今ではで きない。 文 
部 省が 許さない のです。 (小 室 注 4  . 215 ぺージ 参照) 
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マニュアル 本が 売られて いるんで すね。 それを 見て 思っ たんです けど も、 教師 一人一人が 自分な り 
の 教育 哲学みたい なのを 持って、 それを 実行し ようと 思っても、 不安で できないです よね。 その 基 
礎 価値観が 自分たち の 中で 築かれて いない 上に、 子どもが 七 歳に なったら 小学校へ 送ら なきゃい け 
ないで しょう。 自分の 信念で 育てた 子どもの 面倒を 十五 歳、 あるいは 二十歳まで みられるなら とも 
かく、 七 歳の 時点で バトンタッチし なくて はいけ な いんだっ たら、 自分の 信念 じ ゃなくて 小学校に 
入る までに 準備すべき ことを やらざる をえない。 そのための 膨大な マニュアルが あると なれば、 ど 
うしても それに 頼っ てし まう というのは あるん じ ゃないで すか。 

小 室 それが 今の 日本の 最大の 問題です な。 今、 宗教がないで しょ。 欧米諸国で あれば マニュアル 
以前に 宗教が あるから、 宗教の 権威に よって それを や るんで す。 日本は 宗教がない から、 ものすご 
い アノ ミー 状態に なって いる。 マニュアルと いっても、 幼稚園の 先生 や 小学校の 先生の マ •ニ ュ アル 
だったら まだいいで すけ ども、 お母さんの 育児 マニュアルまで あって、 その 通りに やれば いいんだ 
ろうとい うのは …… 。育児が 恐ろしい とともに、 いやで いやで しょうがない らしい。 

岡 田 僕なん かにと っては、 育児 マニュアルが あるの がもう 当然なん です。 まず 母親 や 祖母と 住ん 
でい る 場所が 違う し、 電話しても すぐ 聞ける ような 環境に ないし、 隣組みたい な もの もない。 です 
から、 そういう マニュアルが あるのは 仕方がない こと だとい う 前提で、 子どもを 育てて きました。 

小 室 その 点、 昔は 隣の 人 もいた し、 おば あち ゃんだ とか おじ いちゃんだ とかが いたから、 今と 比 
較 にならない くらい 安全だった。 だから、 昔は 親 殺し 子殺し なんて、 まずな かった でしょ。 

岡 田 今、 子どもを 育てる 上での 安全 策は、 マニュアル 本を いっぱい 読んで、 どれ かを 選ぶ って こ 
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としか なくなっ てきたん です。 

小 室では、 どういう 基準で 選 ぶんです か。 

岡 田 それは、 かろうじて 自分の 中の 個性で あると か、 哲学みたい な もので 選ぶ という ことにな っ 
ち ゃい ますね。 

小 室 じ ゃ あ、 その 哲学っ ていう のは どうやっ て 選ぶ かとい う 問題が きます ね。 

岡 田は い。 その 哲学みたい な ものが 強固で あれば、 読まず 選ばず とも 自分の 中から 出て くるんで 
しょうけ ど、 その 自分の 中から 自発的に 出て きた ものが、 やっぱり どうしても 信用で きない わけで 
すね 。 

小 室 だから それが 最大の 問題なん です。 

岡 田と いうの も、 今は テレビで も 雑誌で も 賢げ な 人が いろいろと 正解の ような ことを 言っ てます 
よね。 だから、 自分 一人で 考える よりは、 メディアの 中から どの 正解を 選ぶ かとい うこと しか、 も 
う 残っ てない ような 気がする わけなんで すね。 

小 室 じ ゃ あ、 その 賢そう な 人が 賢くな かったら どうす るんで すか (笑)。 

岡 田より 賢い 人が 淘汰され て 現われる だろうと、 祈る ような 気持ちで 見守っ ている …… (笑)。 

小 室 それは 淘汰に 対する、 ひとつの プリ デス テ ィネ ー シ ョン、 予定説で すね。 その 予定説が 作動 
すれば 問題な いんです けれども、 じつは 間違っ ていたなん てこと になっ たら 大変なん です。 

その 淘汰を、 根本から 徹底的に やった のが 宗教です。 たとえば 仏教の お経は 悟りを ひらく ための 
マニュアルで すが、 賢そう な 人が 書いた お経が 山 ほどあります。 そこで、 お経の 大切 さの 順序を つ 
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ける 作業が 必要になります ◦天台 智 SI の 五 時 八 教の教 相判釈 がと くに 有名です が、 彼は すべての お 


経の 中で 法華経を 最高と しました。 そのほかに 華厳宗には 五教十 宗の教 相判釈 があります。 

つまり、 マニュアルが 多すぎて 困る のでしたら、 誰かが r 教相 判釈」 をす る 必要が あります。 で 
も、 これは 大変な 作業です。 天台 智 II は 智者 大師と 言われ、 すごい 学者です。 学問、 識見 抜群の 人 
でない とでき ないで しょうな。 

岡 田 その 方式と してもう ひとつ あるの が、 この 五 年間ぐ らいの 育児書と か 教育 書の 売れ 筋から 言 
うと、 昔の 本は 教育学 者で あると か 学校の 先生みたい な 人が 書いて いたのが 多い んで す。 でも 今は 
お母さんの 体験談 主体に なって いる。 つまり 権威みたい な ものが さらに 分解して いって、 自分と 生 
活 レベル や 価値観 レベルが 同じで ある お母さんの 体験談を いっ ぱい 集めて きて、 自分が できそう な 
ものを 選ぶ。 その 本に こうしたら こうな ったっ て 書いて あるから 安全 だと、 そこで 何 か 安心して 子 
どもを 育てる というよう なやり 方に なっち ゃって るんで す。 

小 室し かし 安心で きます か。 

岡 田 これし か 今のところの 安心は ない、 ぐらいの 気持ちなん だと 思います。 

小 室 だから、 いろんな 問題が 起きる わけです ね。 

岡 田は い。 ただ、 その 前の 段階の 教育学 者の 本し かなかった ときよりは、 みんなず つと マシに 思 
えてい る。 

小 室 その 教育学 者が エゴで 無能 だったら どうす るんで すか。 


天台智籲(てんだいちぎ) 

五三 八〜 五 九 七。 中国 随代 S。 天台宗 第 
三 袓 。五 七 五 年、 天台 山に 一」 もり 天台 教宇 
を 確立した。 陳 および 隋の 皇帝の 帰依を 受 
けた。 


五 時八教 (ごじは つきょぅ) 

I の 行なった 天台宗の 教 相判釈 。釈迦の 
教えを 時代に 従って 五教 (小乗 教 •大乗 始 
教 •大乗 終教 •頓教 •円教 ※天台宗では 
これを 五 時 教とぃ う) に 分け、 教え f 方 
法から 化 儀の 四教 (頓教 •漸教 •秘密 教. 
不定 教) に、 教法の 深浅から 化 法の 四教 
(三蔵 教 •  i  •別教 •円 ^ に 分類した。 


教 相判釈 (きょぅそぅ はんじ やく) 
仏教 各 宗派の 教学 的 立場を 明らかにする た 
め、— QSI 式 や 時期、 患 味の 

深浅な どに よって 麄 、響し、 辠の依 

拠す る 経典を 頂点と して 体系的に 位 K づけ 
る こと 0 


華厳宗 (けごんし ゆう) 

華厳経の 教説に 華 づき、 中国 唐 代の 傕 、法 
蔵が 開いた 大 S—。 天 i? 並ぶ 仏 

教 の代藝 疆〇 


岡 田 エゴ だつ たから 今こう いう ふうに なつて るんで (笑) 
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小 室そう だと 思います よ。 というのは、 今の 日本の 教育学の レベルは、 決して 高くない んで す。 
ィンチキ 学者が 多い。 たとえば、 親子 殺し 台い の 家庭なん ていう のが、 激増して るで しょ。 そうす 
ると、 子どもを いろんな ところへ 連れてい くんです ね。 神経科の 医者、 精神科の 医者、 精神分析の 
医者、 それから 心理学者、 教育学 者、 と 連れていく。 その 中で 一番 無能な のは 誰 だと 思います か。 

岡 田う 一 ん 。それは、 心理 カウン セラ ー が 一番まず いんじ やない かと …… 。 


小 室 カウン セラ— に 限らず、 日本っ ていう 国には、 まともな 心理学者 だと かまと もな 教育学 者が 
ほとんどい ない んで す。 

岡 田 心理学と いう もの 自体が、 キリスト教べー スで 発達した からと いう ことじ ゃない んで すか。 

小 室 逆です。 現代 心理学って いうのは、 ネズ ミの 実験から 発達し たんです。 

岡 田 ああ、 なるほど。 

小 室 だから 一番 信用で きる のは ネズ ミの 実験です。 カウンセリング だと か 人間の 心理の 研究なん 
ていう のは、 心理学の 中で 最も 遅れた 部分です ね。 だから、 親子 殺し 合いの 事態が 起きた 場合に、 
一番 参考になる のは やっぱり 医者です ね。 しかし、 たいがいの 場合は 異常な しつて いう ことにな つ 
ち やう。 「身体 的、 精神的に どこに も 病気はありません」 と。 つまり r アノ ミ— 一は 連帯 (ソ リダ リ 


テ) の 欠如で、 いわば 社会的 「病気」 ですから、 医者の 手に も 負えない のです 
は 教育学 者です けどね。 


番 インチキ なの 


岡 田 僕が 思う に、 たとえば アトピ ー 性 皮膚 炎の 子どもを 抱えて いて、 心理 カウンセリングに 通う 
お母さん 方の 拠り どころ というのは、 そこの 先生が 目的ではなくて、 そこに 来る お母さん 方の サ ー 


01W - 

五 教十宗 (ごきょぅ じつし ゅぅ) 
五教を 理論 内容から 十に 分類した もの。 我 
法 倶有宗 •法 有 我 無宗 •法 無 去来 宗 •現 通 
仮実宗 •俗妄 真実 宗 •諸 法 但名宗 _ 切 皆 
空宗 •  i 不空宗 •相 想 俱絶宗 •円 明 具徳 

審いう 0 
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クルに 入って、 その 中の 情報 交換 や 価値観 構築と いうと ころに あるので はない かと。 先生は シンポ 
ル 的で あれば いいと いうよう に 考えて いるん じ ゃないです か。 

子どもを どう 育てる のか、 もしくは どういう ふうに 自分の 跡を 継がせる のか、 非常に リアルな 問 
題です けど も、 現実には 子どもの 教育を 国家に 預けて しまって いる。 それを これから 自分たち の 手 
に 取り戻す のって、 どうも 無理が あるので はない かと 思 うんです けど。 

小 室 十 年ち ょっ と 前にです ね、 私は 『あなた も 息子に 殺される』 という 本を 書きました。 日本の 
心理学者、 教育学 者に 挑戦し たんです けど も、 かなり 反響が 多 かったん です ね。 これは 学術 書と し 
て 書いた つもりなん です が、 いろいろな 人から 質問を 受けました 。「うちの 息子に 殺され そうなん 
です が、 どうしたら よろしいで しょう か？」 に対して 第一 番目の 答えは 「潔く 殺されなさい」。 そ 
うする と 「殺される のはい や だ」 と言うから 「先手 打っ て 殺しなさい」 と。 

岡 田 やはり、 そう 来ました か (笑)。 

小 室と いうのは、 みなさんまず 医者に 連れて くんです よ。 どの 医者が 見ても 異常な しだと 言う。 
それで 家に 連れて 帰る と、 家庭内暴力を ふるう。 ますます ひどくなる。 で、 ある 人は それを、 日教 
組に 影響され ている と 言いました よ。 日教組は 「日本の 過去は 汚辱の 歴史で ある」 と 教えた ので、 
日本人は 連帯を 失って アノミ ー が 広がっ ていきました。 アノ ミ— にか かると、 精神に 異常の ない 人 
でも、 狂者よりも 狂的に ふるまうよ うになる のです。 

岡 田は い。 

小 室 だから、 教育の スタン ダ— ドを 求める ためには、 医者 や 経験を 積んだ お母さん やお 父さんに 
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相談す るの もい いんです けどね。 ほとんど、 効果がないで すね。 カゥン セラ ー や 教育学 者に 相談す 
るのは まった く 無駄です。 

岡 田では、 先 ほど 先生が おっし ゃった 教育の 改革に よっ てだいぶ よくな るんで すか。 

小 室 自由競争 やらせて、 そこで その 原因が 何で あるの かってい うこと を わかった 人が 現われれば、 
救われます。 

公的 教育機関の 恐ろし さは、 教育が 型には まった 仕事 (ル ー テイン •ヮ ー ク) になる ことです。 これ 
が 致命的 (フ ヱイ タル) です。 思春期の 青少年の 心は 疾風怒濤 (シュル ト厶 •ゥン ト •ドラング) で 日に 夜 
に 激動して います。 それを ル ー テイン •ワ ークで 抑えつ ける なんて、 猛獣を 小さな 木箱に 押し こむ 

ような 話ではありません か。 無間地獄です。 阿鼻叫喚の 叫びを あげても 当然です。 

% 

ゲ ー テは 「すべて 偉大な ものは 青春に 生まれる。 その後の 生涯は 注釈で ある」 とまで 言いました。 
昨日までは 平凡な 青年が 飛騰 して、 世界史 的に 偉大な 人物と なること も 可能です。 たとえば 坂 本 竜 
馬が そうでし よう。 青年は それだけの 偉大 さを 秘めて いるので す。 沖天す る エネ ルギ ー を 持っ てい 
るので す。 その 偉大 さ、 エネ ルギー を 育てて くれないで、 ただ 押し 殺して しまう ルー テイン 教育な 
ん て！ 

「自分な りの 選択」 がで きない オタク 世代 

岡 田 小 室 先生の お 話は 仮想 的でして、 どれが 一番い いの かは 聞く 側が 選ぶ しかな いんです (笑)。 
先生の ほうから 「これ だ」 という モデルは 提示され ない。 たぶん、 それは そういう 職業 じ ゃない か 
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らとい うか (笑)、 そういう 立場 じ ゃない からと 僕は 勝手に 判断し たんです けれども。 

小 室 あのね、 それよりも、 最善の ものと か 一番い いという ことを やる には、 選択肢が 一直線 上に 
並ぶ ことが 可能 だとい う 前提が あるで しょ。 だから その 前提が 満たされない 場合には、 そもそも 一 
番い いって いう ことは ないか もしれ ないし、 考える こと も ナンセンス かもしれ ません よね。 

岡 田た だ、 僕の 選択肢っ てあります よね。 つまり 僕は これ 以上で もこれ 以下で もい けない という、 
その 人な りの 基準が あって、 その 中の 最善っ ていう のは 選びう るんだ けれども、 おそらく、 みんな 
にと ってと か 日本 国の 最善っ ていう のは、 選べない わけです よね。 

小 室です からね、 選択肢っ ていう ものは、 直線 的に 並んで ると も 限らないで しょ。 よく 見比べて 
みたら、 こういう 意味では こっちの ほうがいい けど、 ああい う 意味では あっちが いい。 ジャン ケン 
を 考えてみれば、 どれが 一番 強いなん て 答えは 出ない。 チ ョキは パー には 強いけ どグ ー には 弱い と 
か。 そういう サイクリックな 場合 も あるし。 

岡 田た だ、 それでも、 誰かが 決める しかない わけです よね。 運を 天に 任せて という か。 

小 室で も それが 決ま るんだ ったら、 果して 実現で きる かどう かってい うこと がまず 問題です。 実 
現の 可能性で すね。 

岡 田なる ほど。 

小 室 数学を 例に して 説明し ますと、 こういうの が ギリシャの 昔から 問題に されて いまして ね。 定 
規と コンパスと で 角の 三等 分が できる のか。 それから、 もうち ょっ と 複雑に 難しくな ると、 体積の 
二倍の 立方体を 作る ことは できる のか。 ところが、 それが 解決され たのは 近代に 入っ てからなん で 
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す。 数学 以外の 問題で も、 何 か 問題を 出した 場合に 解答が あるの かないの かは、 わからないで すよ。 
岡 田 学問と いうのは だいたい どこまで 可能なん でしょう か？ たとえば 「今の 日本は、 ここら あ 
たりまで まずい ことにな ってい るから、 こうした ほうがいい。 こうすれば こうなる」 という ことは、 
学問で どこまで わかる もの だと、 先生は お考えで すか。 

小 室 その 場合で も、 今 言いました ように、 一番い いという 解答が あるの かもしれ ないし、 ない の 
かもしれ ない。 また 解答が あったと しても、 一番よ い 状態と いうの が、 資本家が 全部 破産して 労働 
者が 全員 餓死す る 状態 だとい うこと も、 理論的には ありうる のです。 英国 古典派の 代表で ある リカ 
1 ドが、 こういう こと も ありうる と、 そこまで 極端な こと も 一例と して 考え 及んで みた わけです 
それから、 また、 みんなが 望んだ からと いって 実現す ると も 限りません な。 一番 簡単な 例 だと、 失 
業なん かい や だと みんなが 望んだ としても、 失業が なくなる とは 限らないで しょう。 それから、 エ 
イスに かかった 人が エイズは いや だと 言っ たって 治る とは 限らない。 もうち ょっ と 前には、 らい 病 
結核が そうでし たね。 その 結果、 らい 文学 だと か 結核 文学なん かが あった わけです。 だから、 望ん 
だからそう なると も 限らない し、 本当に それが 望ましい のか どうな のか も、 よく わからない わけで 
すね 。 

岡 田 今、 僕ぐ らいの 世代、 三十 代 半ばく らいの 人たち つて、 わりと 上の 世代に 対して 批判的 だつ 
たんだ けれども、 いざ 自分たち が 親に なつて 社会の 中核に 近づく につれ て、 これは えらい ことにな 
つてる と。 今の 日本、 なんか やばい なつて 気は、 たぶん みんなして いると 思 うんです。 すぐ 上の、 
全 共闘 世代 と言うんで しよう か、 彼らが あらゆる 価値観を 潰しち やつて、 壊して いつた。 その 間に 


I 七 七 11 八 二 三。 イギリスの 経済 字 者。 
古典 字 派の 完成 者。 アダム •スミスの 労働 
価値 説から 出発、 利潤と IQ 対抗 関係を 
説いた。 1 額 地代， f 媒介に して 地主 

階級は 栗 If  I 謹繫 共通の 敵 

であると® た。 
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家庭と いうの も 相当 壊れ、 一族と いう 概念 も 壊れ、 共同体と しての 会社の 幻想 も 壊れち ゃった。 そ 
の 中で みんな 青ざめて ると ころ だと 思 うんです よ。 上の やつら、 信用で きない。 下を 見たら 中学生 
が 人殺しち ゃって ると。 これ どうす り ゃい いんだっ ていうよう な ことで、 僕と しては 結構 安易な 回 
答 求めて るんで すね。 「小 室 先生、 これ どうす り ゃい いんです か？」 と (笑)。 「じ ゃ あ、 教育よ くす 
り ゃい いです か？」 「いやよ くすりゃい いと も 限らない」 「じ ゃ あ 日本っ ていう 国、 一回 潰れち ゃえ 
ばいいんです か？」 「潰れる のがい いか もしれ ない けど も、 それは わからない」 と …… (笑)。 

小 室 潰して しまった ほうがいい 場合 もあります けどね。 一度 破綻した ほうがいい という 場合 もね 
今の 日本 だと 徹底的に 全部 壊す のがい いと 思います。 

岡 田 僕 自身が 考えて いる 方策と して、 ある 程度、 それぞれの 人間が 独裁者に なった つもりで どう 
やって いくの かを 考える ところから、 自分の スタン ダ— ドは 決める しかない なと。 

小 室 それし かないんで すよ。 それし かないんで す。 

岡 田そう いう ふうに、 一人一人が 個人の レベルで 考えて、 次に それを 家族と か、 周囲へ 反映 させ 
ていく ぐらいから 始めよう かなっ て 考えたん です けど。 

小 室そう じ ゃなかったら だめです。 まさにそう です。 ホッブズは 「万人の 万人に 対する 戦い」 か 
ら 議論を 始めます。 まった くの 無秩序が 初めに あったと いう ことです。 これが 「ビヒ I モス 
(M^oth)」 です。 ここから 考えを 始めて、 どう すれば 無秩序を 克服して、 何とかして 秩序を 作る  0S - 

ことができる のか。 そのよう に 思考を 進めて いくのです。  旧約 雪 ョブ 記に 出て くる 神の 創造した 巨 

獣。 河馬と されて いる。 転じて 巨大で グロ 

岡 田は い。 それで、 そのための 考え、 ツ ー ルと でもい うの か、 やはり 僕らの 世代と いうのは すご  テス クな 人ゃ ものの ことを ぃぅ。 


ホッブズ 

I 五八 八〜 1 六 七 九。 ィギリスの 哲竽者 • 
政治 思想家。 自然 i •唯物論を 人間'  社 
会に も 適用。 自然 状態では 人間は 万人の 万 
人に 対する 闘いの 状態に あるが、 契約に よ 
つて 国家を 0、 これを 脱却した として 主 

権の 舞箸裹 、専制 君 憂 擁きた〇 


万人の 万人に 対する 戦い 
原典は ラテン語で 「bellum  omnium 
contra  omnes」。 ホッブズが その 著 『リ 

バィ ア サン』 の 中で 用いた 言葉。 自然 状態 
において 人間は 利己的で 自分 以外の すべて 
S を娶 して 争つ という 意 0 
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く 脆弱です ので、 何 かを 考える ときには 参考書を 取り寄せる 展開になる わけです。 ゼロから 積み 上 
げ るので はす ごく 不安が 多い し、 ゼロから 積み上げる とすれば、 これまでの 何千 年に も 及ぶ 文明の 
積み上げ つて 何 だつ たんだろ うか。 過去に そういう 例が あるだろう し、 同じ 材料で 考えた 人 も 先人 
にいつ ぱいい るは ず だ。 もしかしたら その 情報が 自分たち に 届いて いないだけ なんじ やないだろう 
かつて 考えち やうんで すよ。 

小 室た ぶん、 一番 簡単な のは キリスト教に、 ゴスペル 、福音って 言葉が あります ね。 この 福音を 
聞けば 誰でもす ぐ 救済され ると。 


岡 田 南無阿弥陀仏みたい です ね (笑)。 


020 


021 


小 室そう。 南無阿弥陀仏は まさにそう なんです。 法然や 親鸞の 考え方は、 今は 末世 だから、 どん 
なに 修行しても どんなに 学問しても どんなに 善行を しても 絶対に 悟りを 開く ことは できない。 でも、 
南無阿弥陀仏 ひとつを 唱えたら、 弥陀の 本願が 実現され て 極楽浄土へ 往生で きる という ものなん で 


す。 日蓮の 場合、 論理は 違います が 結論の 現象 形態は 似て います。 法華経を 読む のが 大変 だったら 


023 


南無妙法蓮華経と 唱える だけで もい い と言うんで すから。 そこまでは パウロの 福音と 一緒です ね。 

パウロの 場合は、 イエス •キリス トは 十字架に 架けられ、 そして 死人の 中から 甦つ たという、 そ 
れ だけを 信じれば いいと。 すべての 人間は 罪人なん だから、 どんなにい いこと をした つて 無駄 だと。 
というより どんなにい いこと しようと 願 つても 絶対で きない。 でも それで 救われない のでは なく、 
ただ イエス •キリストが 甦つ たという こと だけ 信じて いればい い。 ものすごい 福音で しよ。 最近の 
アメリカ じ やな おわかり やすい。 福音の ことを 「Good  News」 と言うんで す。 


法然 (ほぅねん) 

I  I 三 三〜 I 二 I  一  I。 浄土宗の 開祖。 比 g 
山に 入り、 四十 三 歳のと き 専修 念仏の 教え 
を 唱えて、 主に 武士 ゃ藤 民の 帰依を 得る。 
旧 仏教から 激しい 圧鏖 3 、一時は 圍 
に i れる〇 のち 許されて 帰 ^ 


親鸞 (しんらん) 

二 七 11 T l 二 六 二。 浄土 議の 開祖。 初 
めは 比 飯 山で 天台宗を 字び、 のちに 法然の 
専修 念仏の 門に 入る。 法 然と 同様、 圧 f 
れて I 時は 越後に 流罪。 赦免され てからは 
法 然の思 f さらに 徹底 させ 絶対 他力に よ 
る 極楽 往窘誓 5 正 機を f た。 


日蓮 (にちれん) 

1 ニニ 1111 八 二。 日讓の 開祖。 士 I 
歳で 仏門に 入り、 謹 ¥ 各地で f。 「法 華 
経」 によっての み 末世の 国家の 平安 も ある 
とする。 幕府 や 他宗を 激しく 批判した ため 

_奎。 赦免® 甲讀 山に 隠！ r 


パゥロ 

初 ¥ リスト 教§_ 。初 S キリスト 
教徒を 迫害す るが 回、¥ 体験。 エ—ゲ 海 沿 
岸 地方を 中心に 異邦人に 福音を 伝え、 各地 
に 教会を 設立。 律法に よらず、 信仰の みに 
よって f れ ると 説いた U 
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岡 田 それは シンプルで わかりやすいで すね (笑)。 

小 室 わかりやすいで すよ。 昔の 宗教家は そういう ふうに 考えたん です。 

階層 社会の 風穴と しての エリ— トシス テムを 待望す る 

岡 田 最後に、 もともと お聞きした かった ことなんで すが、 エリー ト 階層と いう ものが これから 作 
れる のか。 もしくは、 私たちは それを 必要と してる のか どうか、 という ことなんで す。 階級と か 階 
層と いうの が どんどん なくなっ ている のは わか るんで すけ ども、 じつは それがない という 今の 状態 
が、 特殊なん じ ゃない のかな あと。 僕 自身は、 本来 社会の 中には 階層 や 階級と いうの が、 いくつか 
の 段階で もって 存在して いるの が、 正常な 状態なん じ ゃない のかと 考えて いるんで すが。 

小 室 まさにそう です。 それは その 通りです。 階層は 必要です。 しかし、 人工的に 作る ことができ 
るかと いうと、 難しいで すね。 

岡 田 あえて 作っ ち ゃうと、 科挙の 制度みたい になっ ち ゃうんで すか。 

小 室そう いう こと も ある。 人間社会っ ていう のは、 ものすごく プリ ミ テ ィプな 社会を 除いたら、 

分業の 社会です よ。 分業 や 協働の ためには、 絶対に 階層がない と 困 るんで す。 一番 簡単な のは、 兵 
隊 、軍隊です。 軍隊の 階級っ ていう のは、 絶対必要なん ですな。 だから 中国で 階級を なくそうと 思 
ったけ ど、 軍隊で 階級が できち ゃった でしょ。 社会 全体で も 同様です。 ソ連では 革命に よって 階級 
をな くそうと しました けど、 ー ノー  メン クラー ソラ」 という 大変な 階層が できて しまつた。 マルク  ノ  -メン クラ！ ソラ 

、t、  )1-—  1 I、  ソ連で'  共産党 幹部 や 上級 官僚な どの 特権 

スは その 理論で 「人類の 歴史は 階級闘争の 歴史で ある」 と 語っ ている。 どの 社会に も 必ず 階級、  階級。 「霉 関が 持っ任 命 職 豆 表」 の，^ 
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広く 言えば 階層は 必ずで きる。 階層の ない 社会なん て 考えられません な。 

ところが 日本の 社会と いうのは 非常に 不思議で、 階層を なくす ような ものすごい 大 魔術が、 信 長 
の 時代 以降 働いて いる わけです。 明治 以後、 日本で 華族 制度と いうのを 一応 作っ たでし ょ、 ヨ ー ロ 
ッバから 輸入して。 ところが あれは、 社会的には 全然 機能し な いんです。 華族は 特別な 能力 も ノブ 
レス •オ プリ ー ジも なく、 社会的に 尊敬され ません。 戦後、 いっぺんの 命令で 消えて なくなった。 

二番目の 特徴は、 日本には 準 貴族、 英語で 言う ナィ ト だと か、 バロ ネッ トがない。 それから 準々 
貴族と しての 特権階級、 ジェン トリ だと か ヨ ー マンリ ー がな いんです。 

岡 田 そうです ね。  ノブ レス •ォブ リ—ジ 

ョ—ロ ッパ社 会で、 貴族な ど 高い 身分の 者 

小 室 だから、 ヨ ー ロッ パとは 非常に 違っ た 階級社会で ある ことは たしかです  は それに 相応した 重ぃ §•_ が ぁ ると 
それでは 戦前の 日本の 階級社会 はどうだった のかと 言います と、 地主と 小作人 だけは 再構築され  する % ぇ方 
たんです。 もっ とも 封建的な 階級 制度が 残っ ち やった。 なぜ 封建的 かとい うと、 年貢は 実物つ まり 
米で、 しかも 五〇 パー セン トと いう、 とてつもない 高率 だっ たんです。 その 年貢の 取り立ては 地主 
の 任意と いうと ころがありまして。 たとえば 飢饉に なったら、 そんなに 厳しく 取り立てる ことは で 
きません ね。 地主の 任意で いくらでも 低く できるなら、 小作人との 関係は 経済的な 取引 じ やなく、 

温情の 関係に なって いく わけです。 

岡 田なる ほど。 そうです ね。 

小 室そう なると、 小作人は 地主から 搾取され る だけ じ やなくて、 人格 的に もまた 家来で あると い 
う、 そういう 階級 制な わけです。 それが 致命的なん です。 近代に おける 階級 制度と して、 最低です 


02 01 - 

華族 制度 

旧 憲法 下、 皇族の 下、 士族の 上に 翯かれ 黄 
族と して 遇せられた 特権 的 身分。 旧 公卿、 
大名の 称と した 旧 華族 制度の のち、 公 • 
侯 •伯 •子 •男の 爵位が 授けられ、 国家に 
貢献した 政治家 •軍人 •官吏な どに も 適用。 
I 九 四 七 法 施行に より 廃 ^ 
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ね。 もうどうし よう もない ほど 不合理 だっ た。 

おもしろい のは、 戦前、 地主 階級には マル キ シス トになる 人が 多 かったん です。 何もし ないで 揮 
取 ばっ かりして いたから。 

岡 田 良心の 痛みに 耐え かねて (笑)。 

小 室 その 通りです。 ところが、 逆に 小作人に とって はす ごい 活力に なった。 さんざん 搾取され る 
でしょ。 ところが、 搾取され つくした あとに、 風穴が 開く ような システム だっ たんです。 小作人の 
中で 優秀な 人は 独学で 一高、 東大に 進む 人 もい たんです。 昔の 一高は よほどの 秀才 じ ゃなき ゃ 入れ 
なかっ たから、 中学 も 行っ ていない 人が 入れば、 これは ものすごい 美談な わけです。 

岡 田 階層が 生み出す 活力、 でしょう か。 

小 室そう です。 だからそう いう 人たち を、 一族は もちろん 郷党 もみん なで 後押しした。 彼らは そ 
こから 高級 官僚への 道を 歩んだ のです。 最も 大切な ことは これです。 郷党 も 村 もみん なから、 広く 
言えば 日本中から 後押しされ て、 輿望を 担っ ている うちに、 強烈な 責任感が 生まれて くる。 これが 
日本の ノブ レス •オ プリー ジで す。 それが 今 なくなっ たこと こそ、 現代 日本を 破局に 導く もの だと 
思います。 だから、 ものす e い 階級 制度 や 不公平が 、かえって 社会を 活発に したり、 安定 させたり 
という 面 も あるので す。 

岡 田 教育の 制度を いじって 直接 エリ ー トを 作る というよりは、 階層 社会を はっき りさせ た 上で、 
その 中で 風穴と しての エリ ー ト システムを 待望 するとい うこと になる わけです ね。 

小 室 そこから 新しい 活力が 生み だされて くる 可能性が あると 思います。 今の 受験戦争から ii ノブ 
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レス •オ プリ— ジも 責任感 も 生まれません。 合格者は 日本中の 輿望を 担う のでは なしに、 俺が 偉い 
から 合格した と。 いや、 合格した 途端に 生きる 目的を 失っ たりし ます。 

ツケが 回っ てきた ような 気がする 

小 室 今日は みんな 熱心に 聞いて くれて (笑)。 

岡 田もう、 当事者で すから (笑)。 

小 室 岡 田さん は、 若者の ホ ー プ だそう です ね。 

岡 田い や あ、 もう 若くないです (笑)。 

小 室 今の 若者っ ていう のは、 もう 悩みなん て なまやさしい もんじ ゃなくて、 生きる 目的を 失って 
るで しょ。 たいがい 目なん かどん よりして います。 戦争 中、 明日の 生命 も 知らない 若者の 目は 輝い 
ていました。 敗戦の 焼け跡に 立った 若者 も 元気でした。 昭和 三十 年代には、 みんな 貧し かった ので 
すが、 何 かこう、 明日に よい ことが 起きそう な 気がして いました。 その後、 豊かになる のに 反比例 
する ように 希望が 消えて いったんです。 

岡 田 自分で も それに 関して 責任を 感じち ゃう。 どうも 八〇 年代 あたりで 好きな こと やって きた ツ 
ケが 、自分自身に 回っ てきた ような 気がする …… (笑)。 今日の 対談で 私が 出せる 答えの 限界って い 
うのは、 「じ ゃ あみん な 勝手に 考えて」 という ことにな ってし まった (笑)。 

小 室 大変 熱心に 聞いて くれて (笑)。 

岡 田 逃げ場がない のによ く 頑張った、 俺 (笑)。 
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小 室 先生の 注 

• 注 1 

階級 (class) とは、 経済的 指標で 人間を 分類す る 
ことで ある。 | 番 古くから 使われて いるのは 「金 持 
ち」 「貧乏人」 という 分類法であろう。 マルクスは、 
資本主義の 人々 を、 生産 手段を 私有す る 資本家と、 
それを 私有せ ずに 自分の 労働力し か 売る ものを 持た 
ない 労働者との 二階 級に 分類した。 

マルクスの 二階 級 分類法は、 あまりに も 有名で あ 
り、 影響力 も 抜群に 大きい。 資本家が 「金持ち」、 労 
働 者が 「貧乏人」 とも 限らない が、 マルクスの 時代 
には'  おおむねそう 考えても よかつた。 資本主義が 
作動して いくと、 貧富の 差は 大きくな り、 資本家は 
「金持ち」 へ、 労働者は 「貧乏人」 へと 収束して いつ 
た。 マルクスの 産業予備軍 説に よると、 労働者の 生 
活 水準は 最低 生活水準 (生活 可能 ぎりぎりの レベル) 
に 押し下げられる。 

その後、 経営と 資本 所有の 分離と いう こと も 行な 
われ'  また 高給 労働者 も 多く 出現し、 労働者は 必ず 
しも 「貧乏人」 とは 言え なくなつ た。 が、 マルクス 
の 二階 級 分類法は'  長く 影響力を 持ち続け ていた。 
いずれにせよ 「経済」 という 指標 だけで 人間を 分類 
すれば、 それは I 次元 的 分類法で ある。 


マックス •ウ H— バー は、 人間を 分類す るた めの 
指標と して、 経済の ほか、 威信 (prestige 名誉、 尊 
敬の 度合い) を あげてい る。 「威信」 と 「経済」 と 二 
つの 指標で 人間を 分類 すれば、 これは 二次元 分類法 
である。 「威信」 が 高くても 「経済 (的 豊か さ)」 が 
低い 場合'  および その 逆 も ありうる。 徳川 時代に お 
いて、 公卿、 武士、 商人の 三者を 比べれば、 「威信」 
にかけ ては、 おおむね 公卿、 武士、 商人の 順で あろ 
う。 そして 「経済」 では この 逆であろう (もちろん 
例外は ある)。 

ラ スウ H ルは 「経済」 「威信」 の ほかに、 人間 分類 
のた めの 指標を 多く あげてい る。 なかで もとく に 重 
視 している のが、 「権力 (power ごで ある。 「経済」 
「威信」 「権力」 と 三つの 指標で 人間を 分類 すれば、 
これは 三次元 分類法で ある。 

このように、 いくつかの 指標で 人間を 分類す ると 
き、 これを 階 屑 (stratifistion) という。 

階級は、 階 屑の I 種 (a  special  case 特殊 場合) 
である。 「階級」 のよ く 知られた 例と しては、 マルク 
スの 階級が ある。 「いわく、 世界史は 階級闘争の 歴史 
である」。 「階層」 のよ く 知られた 例と しては、 イン 
ドの 「力— スト I が ある。 


•注 2 

たとえば、 平安時代、 鎌倉時代に おける 身分 制 
(例 門閥) は 牢固た る ものが あった。 

平安時代に、 藤 原 氏が 長く 高級 官僚を、 ほとんど 
壟断した ことは よく 知られて いる。 鎌倉時代に、 完 
全に 実権を 握った 北条氏 も、 ついに 将軍 (征夷 大将 
軍) になれ なかっ た。 その 理由は、 北条 氏の 家柄が 
将軍には 不足で あったから である。 鎌倉時代 末にな 
ると、 実権は 執権 北条 氏を 去り、 氏 管領 高 崎 氏 (な 
ど) に 帰した。 しかし 氏 管領が 執権に なること もな 
かった。 理由は やはり 家柄 不足で ある。 

ここで、 クエスチョンを ひとつ。 

鎌倉時代、 日本の 主権者は 誰で しよう か。 

天皇 か 上皇 か。 摂政 もしくは 関白 か。 将軍 (征夷 
大将軍、 右 大将) か、 執権 か、 氏 管領 か。 これらの 
六 人のう ち 誰で しよう。 こんなに も 多く 主権者が い 
る 理由は 何 か。 

鎌倉時代には'  身分 制度が 確固と して 不変で あっ 
たから、 ひとたび 「身分」 がで きれば、 実権が なく 
なって 不必要と なっても 廃止で きないの である。 し 
かも、 その 「身分」 たる や 家柄に 密接に 結びついて 
いた。 馬の骨が しかるべき 「身分」 になる ことは で 
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きな かつた。 

この 身分 制が、 信 長の 出現に よって ガ ラリと 変わ 

った。 

何の 家柄 もない 秀吉が 、以前には 五 摂家 以外の 人 
が 絶対に なれない 関白に なった。 氏素性 も わからな 
い家康 が、 源氏の 嫡嫡 でない となれ ない 征夷大将軍 
になる。 大名の ほとんど も 成り上がり者 である (守 
護 大名 以上の 名門は 細 川 家と 島津 家く らいか)。 

• 注 3 

この ことを 正確に 言い表わ すと、 次のよぅになる。 
経済学に おける 英国 古典派の 祖 、アダム •スミス 
は 「市場を 自由競争に まかせて おけば、 最大 多数の 
最大 幸福が 達成され る」 と 言っ た。 

この 「最大 多数の 最大 幸福」 であるが、 ちょっ と 
聞けば 何だか ピンと くるよぅ な 気になる かもしれ な 
いが、 よく 考える と 何の ことか わからなくなる。 数 
学的に言ぅとゞこれは二重最適 〇: 〇& 〇 〇 ^ ョ邕 ^ ) 
と 言って、 理論的に 不可能な ことなの である。 表現 
を 正す と、 「一定の 人の 最大 幸福」 か、 「最大 多数の 
I 定 幸福」 か、 これらの いずれ かし か、 ありえない 
ので ある。 

アダム •スミスの 表現は 科学的で はない ので、 そ 
の 後 経済学 者は、 科学的 表現で 言い換える ように 努 


力して きた。 その 結果、 「最大 多数の 最大 幸福」 なん 
ていう 非科学的 表現を 用いないで 、「バレ ト— 最適 
(Pareto  optimality)」 という 科学的 表現を 用いる よ 
うにな つてき た。 

※パレ ト— 最適に ついて 

①  「バレ ト— 最適」 とは どのような 意味で 「最 
適」 なのか。 どのような 点 (状態) であるの か。 
直感的に 表わす と 「すべての 人を、 よりよ い 効 
用に 移す ことができない ことを 言う」 ので ある。 
そのような 点を 「ハレ ト— 最適 点」 という。 

②  換言すれば 次のように 言えば よいであろう。 

今、 仮に 「すべての 人を よりよ い 効用に 移す 

ことができた」 としよう。 そうすれば、 移した 
あとの 点は、 移す 前の 点に 比べ、 「すべての 人」 
にと つて 「よりよ い 効用」 の 点で ある。 つまり、 
移す 前の 点は、 最適では ない。 

③  「バレ ト— 最適」 とは'  ② のよう な ことが 起 
きない 点の ことを いう。 

④  ここまでの 謙 論は、 人間の 効用 (utility) は 可 
測 (測定 可能 .measurable 数値で 表わせる) 
である ことを 前提と して 進めて きた。 

ワルラス、 メンガ I、 ： ン エボン スの 三人に よ 
つて、 「効用」 という 概念が 導入され る ことによ 


つて、 経済学には 革命が 起きた と言われる (い 
わ ゆる 限界効用 革命)。 この 学派に 対する 批判は、 
「彼らは 『効用は 可 測で ある j との 前提の もとに 
謙 論を 進めて きている ではない か」 と言うに あ 
る。 この 批判に 答えて バレ ト— は 「効用」 「限界 
効用」 などに かえて 「無差別 曲線」 「限界 代替 率」 
などの 新 概念を 発明して 方法論 的 問題点を 切り 
抜けた。 この 新 方法で 表現 すれば 「バレ ト— 最 
適」 とは、 「すべての 人を 無差別 曲線 上より、 選 
択が 高い 点に 移す ことができない 点で ある」 と 
表現され る。 

ところで われわれは 「自由競争」 という 用語を 用 
いてきた が、 これは 正確には 定義を 下さなければ な 
ら ない。 この 討論に おいては 「自由競争」 (free 
competition) とは、 「完全 競争」 {perfect 
competition) のこと であると 定義す る。 そして 「自 
由 競争」 が 行なわれる 市場を 「自由市場」 「自由競争 
市場」 あるいは 「自由放任 (レッ セ •フ II ル) 市 
場」 と 呼ぶ ことにする。 

英国 古典派の 教義 (ドグマ) は 「自由市場が 一番 
よい」。 すなわち 「市場を 自由に 作動 させて おくと、 
資源の 最適 配分 (optimal  allocation  of  resouces) が 
実現され る 一とい うに ある。 
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•注 4 

本質的には こうだとは 思う の だが、 理論 上 大切な 
n  メン トが ある。 

さて、 われわれは 経済の 「自由市場」 から 話を 始 
めた のであった。 すでに 述べた ように、 英国 古典派 
の 教義から すれば 「自由市場が ベス トで ある」。 その 
後の 科学的 研究に よっても、 この 教義は 大筋に おい 
ては 成立す る ことが わかつ た。 が'  細目に おける 重 
大な 留保 条件 も 発見され た。 それは すなわち 「市場 
の 失敗」 (market  failure) である。 すなわち 「自由 市 
場が ベス トで ある」 ことの 否定で ある。 つまり 「自 
由 市場が ベス トで あると も 限らない」 という ことで 
ある。 いわば 大 原則の 例外で ある。 

経済学が 進歩して くると 「市場の 失敗」 の 例が い 
くつ か 発見され てきた。 どのような 場合に 「市場の 
失敗」 が 見られる か。 たとえば 限界 生産力 逓増、 外 

部 経済 (outer  economy) 、 公共財の 存在 . などが 

重要な 意味を 持つ 場合、 「市場の 失敗」 すなわち 「自 
由 競争が ベス トで ある」 とも 言えない ことが 起きる 
ので ある。 つまり、 自由競争は 資源の 最適 配分に 行 
きつく とも 言えない ので ある。 

シ ュ厶ぺ —夕— はまた、 次の ような 重要な 例外を 
あげてい る。 「自由市場 (完全 競争市場) が ベス トで 
ある」 とは、 「独占的 競争市場は ベス トで ない」 とい 


うこと でも ある。 

しかし、 シユム ベー タ— は 論ずる。 独占的な 巨大 
企業は 膨大な 資金と 組織を 有する から、 技術 開発に 
よる 革新の ために 著しく 有利で ある。 この 有利 さが、 
自由競争の 喪失 さを カバ— して 余り ある 場合には、 
「独占的 競争が 自由競争よりも 有利で ある 場合」 すな 
わち 「自由市場が ベス トで ある」 とは 言えない (つ 
まり 「独占的 競争市場は ベス トで ない」 とも 言えな 
い) 場合では ないか。 

このように 、「市場の 失敗」 の 例と していく つかの 
場合が 発見され てはいる。 しかし、 経済学が さらに 
進む と、 先の 諸 例は やはり 例外で あって 「自由市場 
は ベス トで ある」 との 大 原則は、 根本的には 揺らい 
で いないと 見なすべき であろう とする 意見が 支配的 
になっ てきた。 結論を 要約 するとこう なる。 

大 原則としては、 やはり 「自由市場は ベス トで あ 
る」 と 考えるべき である。 区々 たる 「市場の 失敗」 
の 例を もって、 規制 撤廃 反対の 理由と すべきでは あ 
るまい。 

ところで、 ここに 「ベス ト」 という ことの 意味で 
ぁるが、それは「最適(0 *2. |ョ &> ごとぃぅ意味でぁる 
(最大、 最小な ど)。 この 意味で あるから、 大切な コ 
メン トが 必要と なつて くる。 たとえば、 「利潤 最大」 
とい つても、 その 数値が ブラスで あると も 限らない。 


利潤を 最大に しても、 依然として マイナス という こ 
とも ありうる のでは ないか。 数学の 例で 説明す ると、 
二次 関数の 最大値が、 マイナスと なること も 十分に 
ありうる。 

最大に した 利潤が マイナスで あれば、 企業は 長期 
に 経営を 続けて いくことは できない 。リカ— ドは も 
っと すごい 例を あげてい る。 自由競争の 結果、 最適 
状態に なった とはいう ものの、 その 状態た る や、 資 
本家は 全員 破産し、 労働者は 全員 餓死す る 状態で あ 
る。 

理論的に つきつめ ると、 いくつかの コメントが あ 
ると しても、 古典派の 教義た る 自由放任 「自由市場 
はべ ストで ある」 は、 英米 資本主義の 信条と なった。 
すなわち、 何 か 市場に 不都合な ことが 起きる と 「市 
場の 自由な 作動が 阻止され ている のでは ないか」 と 
思いつく。 頭が I 人で にこう 動く ので ある。 

さらに 重大な 「市場の 失敗」 の 例は、 ケインズの 
場合と マルクスの 場合で ある。 ケインズは セイの 法 
則 (sa/s  Law) が 成立し ない 場合には、 失業が 発生 
して 資源の 最適 配分は、 なされない ことを 論じた。 
マルクスは 個別 資本と 全体 資本と が 矛盾して、 資本 
主義は やがて その 矛盾の ために 没落す ると 論じた。 
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Bin  Konno 


クリエ イタ 


よ y ツセ— ジは あるか 


一九 五 五 年 北海道 生まれ。 

小説家， 

上智大学 在学 中の 七 八 年 怪物が 街に やって 
くる-で 問題 小説 新人 赏 を受赏 。卒業後、 東 
芝 EMI に 入社。 デイ レ クタ—、 宣伝を 務め 
たのち、 作家に。 エン タ— テイン メント 小説 
を 中心に、 多数の 作品を 発表す る。 その I 方 • 
空手 二 段、 棒術 五段と いぅ 格闘 家で も あり、 
空手 道場 「今 野墊」 を 主宰， さらに 模型 作り 
ダイビング、 拳銃な ど 幅広い ジャンルの 趣味 
を 持つ。 とくに 模型は 『機動 戦士 ガンダム」 
シリ— ズ だけを 作る といぅ、 生粋の ガンダム 
マニアで も ある。 近著に 物 蒼 流浪 (集英社)、 

一 憤 治 (双葉 社) などが ある e 


「これ、 いいつす よ！」 と オタ キング 大 絶賛の 小説、 『慎 治』。 表紙には ガンダムが 立ちはだかり、 オビには 
「究極の オタク 小説」 と ある。 対談 始まつ て 以来の 正当 派 オタクの 登場と あつて、 オタ キングは 興味 津 々。対談 
場所と なつた 今野敏 さんの ご 自宅には、 モデリングの 作業 台 あり、 ガンダムの 模型 あり、 はたまた アニメの セ 
ル 画 ありの、 まさに 「オタクの 部屋」。 教育 問題から オタク ネタ まで、 何を 話しても とにかく 楽しそう な 「二人 
の 世界」 が、 そこに あつた。 (九 七 年 八月 二十 七日 対談) 


「小 室 サウンド」 を 育てた 男 !? 
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今 野 『逆シ ャア』 は、 ガンダム 史上、 最高の 傑作です ね。 

岡 田 今 野さん は 『逆シ ャア』 が トップ なんです か。 

今 野 僕の 中では、 映像 化されて いるもので テレビ シリ ー ズを 除く と、 あれは トツプ です ね。 

岡 田 なぜか アニメ 関係者の 間で、 『逆シ ャア』 の 評価が 高い んで すよ。 

今 野た だ、 終わり 方が 気に入らな かったん です けどね。 でも 完成 度は 一番 高い と 思っ ています。 
僕が 東芝 時代に 担当して いた、 あの TM  (ネット ヮ ー ク) が 曲を 作って くれたし ね。 

—— 昔、 勤務され ていたんで すよ ね。 


今 野え え。 三年く らい 東芝 EMI に 勤めて たんです。 そのと きちょう ど 彼らが デビ ユ ー しまして 
当時は バンド 名が 「スピ ー ドウ エイ」 といつ て、 六 人の グルー プ でした。 それを たまたま 担当して 
いたんです。 でも、 その 頃 全然 売れなくて ね。 俺の せいだと 言われて いるんで すけ ど。 


001 


逆 シャア 

劇場 版 アニメ 『機動 戦士 ガンダム 逆襲の 
シ ャア』 のこと。 オタクに よる 略称な ので • 
素人には 何を 言って いるの かよく わからな 
い。 ちなみに 『無 SI 『ファ— スト』 と 言え 

ば、 最初の テレビ シリ— ズ販 カン ダムの こ 

° 
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岡 田 今は すごいです よね。 

今 野 小室哲 哉さん が あんなに 売れて しまいました しね。 当時は ただの 音楽 オタク だっ たんです け 
ど。 いや、 そういう 意味で も、 やっぱり オタクで すね、 勝つ のは。 

スト レ— 卜な オタク 小説が 生まれる まで 

岡 田 僕は、 オタクの 地位 向上と いうのを 目指して これまで やって たんです けど も、 この 小説 『慎 
治』 みたい に、 こんなに ストレ ー トに 「オタクい いぞ！ 」 とやれ ると 思わな かったん です よ。 すご 
<シ ョック だっ たんです よね。 

今 野 僕たち 小説家は、 シコ シコと ものを 書いて いる わけです けれども、 今 マ ー ケッ トの 規模 だけ 
で 考える と、？^ ケとか バカに できないです よね。 つまり、 小説と いうのは だいたい 若い 女性が 読 
む もので あって、 そこを コ ミケ あたりは ごっ そりつ かまえて しまって いる わけで しょ。 小説 だけで 
考えても、 「オタク」 と 呼ばれて いるものが、 すでに かなりの 部分を 担っ ている という 現状が ある  1 47 ぺ-ジ 脚注 慧 r 
んで すね。 これを、 社会に 対する 小説の 役割とは 何 か、 という ことを 度外視して 考えて みると、 本 
当に こわい こと だな あと 思います よ。 やっぱり、 オタクは バカに できない というのは、 もう 数字の 
上で も 明らかなん です よね。 

岡 田こう いう 小説は、 今まで 今 野さん としては、 わりと 書かない ようにして きていたん です か。 

今 野と いうか、 これは 書いても しようがない と 思つ ていたんだ よね。 僕の 趣味の 部分 だから。 た 
だ、 もの 書きの 趣味と いうのは、 どこまでが 仕事で どこまでが 趣味 か、 わからない 部分と いうの が 


慎 治 

今野敏 作の 小説 タィ 允。 いじめに 岩 中 
字 二年生の 主人公 慎 治 に、 担任 教 1 自分 
の 趣味で ある モデリングの 世界を 教える。 
宇 校 以外の 世界を 知った 慎 治は、 いっし か 
いじめに 立ち向かって い < …… 。九 七 年 八 

PJ 双葉 埜り 単行 審&〇 
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あるんで すけ どね。 でも、 これは 小説に ならない だろうと 思っ ていたんで すよ。 だから これを 書か 
せて くれた 編集者と いうのは 、やっぱり 偉いです ね。 

岡 田 これを 小説に する までの プロセスは、 どんな 感じ だっ たんです か。 

今 野 作品に よって プロセスは 違 うんです けど、 これの 場合は、 たまたま 僕の 知り合いが アニメ シ 
ヨップ に 勤めて いて、 彼から 「万引きに ものすごい 腹が立つ」 と 何回も 聞いて いまして ね。 万引き 
対策なん かもさり 気な く 聞いて いたんで すよ。 その 話が 結構 おもしろい。 そういう 「対 万引き 戦争」 
みたい な ものに、 興味を 持っ ていたの が ひとつ。 ふたつめは 、やっぱりい じめ の 問題が 常に 気にな 
っていた こと。 そこへ 「今 野さん の 趣味を 思いっきり 書きません か」 と 話が あって、 それなら モデ 
ラ ー の 話 かな あと。 その 三つく らいの 要素を、 頭の 中で こねく り 回して …… 。 

岡 田い じめ、 万引き、 モデラ—。 

今 野そう です ね。 

岡 田 その 三つを 混ぜながら 考えて、 雑誌で 発表され るまで、 時間は どのくらい あったんで すか。 

今 野 そんなに なかっ たです ね。 春 頃に 出版社から 話が あって、 いろいろ 考えて 執筆した のが 夏。 
それで、 発表した のが 冬です。 書き はじめる ちょっ と 前に、 いわき 市の ビデオ屋さん で、 万引き 現 
場を 撮影した ビデオを 販売した という 出来事 も あって、 それ もき っかけ になり ましたね。 

岡 田 雑誌に 発表され たと きは、 どういう リア クシ ヨンが あったんで すか。 

今 野 その ときはな かった です ね。 ほっ としました けど (笑)。 

岡 田 これで あんまり 目立っ たら、 今までの キャ リアが …… って (笑)。 
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今 野す ベて 色 モノに なって しまう (笑)。 

岡 田 単行本に なって からの リア クシ ョンは どうです か。 

今 野 結構 早いです ね。 やっぱり、 これ だけ 表紙に イン パク トが あると ね (笑)。 

岡 田 今 野さん が 作った、 ガンダムの ガレ ー ジキッ トが 立ちはだかっ ている (笑)。 

今 野い や あ、 この 表紙を 見た ときは 僕 もぶ っ 飛びました よ。 僕のを 使う という 話は 聞いて いたん 
だけど、 まさか ここまで 思いっきり 使う とは 思っ ていませんでした からね え …… 。まあ、 もう 行く 
とこまで 行っ ち ゃえって 思っ てます けど (笑)。 今、 推理 作家 協会の 常任 理事を やって いるんで すけ 
れ ども、 そんな 肩書、 どうで もい いやっ て (笑)。 

自分の ル— ルを 持っ て 子どもと つき 合う 

岡 田 この 小説では、 主人公の 少年の いじめに 対する リアクションと いうの が、 なかなか 画期的に 
描かれて いますね。 最後の ほうで、 いじめには いじめられる 自分自身 にも 責任が あるんだ と 認める。 
今 野 本当の ことを 言う と、 あんな 簡単に いじめは 解決し ない と 思 うんです けどね。 ただ ひとつの 
小説の 世界を 作る 上で、 テス ト ケース だと 思っ てい るんで すけ ど。 

岡 田 クライ マッ クスの 「夢」 みたい な もんです よね。 

今 野 あそこで ぐち ゃぐち ゃにな ってし まう と、 僕たちは 何の 解決策 も 提供で きな くな ってし まう。 
もちろん これが 解決策 だと 僕 も 思っ てはいな いんです が、 テス トケ ー スを 提供で きたとは 思 うんで 
す。 大人と 子どもの つき 合い方の ね。 今の 社会は あまりに も 子どもを 大切に する がた めに、 スポイ 
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ルして しま， つんです よね。 

この 主人公と 同じ、 今の 十四 歳く らいの 子どもの 親って、 だいたいは 僕たちより 上の 世代です よ 
ね。 いわゆる 団塊の世代 だと 思 うんです が、 大学 時代は 学生運動を やって、 今は 中間 管理職を やっ 
ている 人たち。 その 世代と いうのは、 規範を 持っ ていないんで すよ。 親が 規範を 持っ ていないから、 
子どもは 何に 従っ ていいの かわからずに、 イラ だち を 感じて いる。 その 点、 この 小説に 出て くる 
「先生」 は、 自分の 趣味と いう 規範を 持っ ている わけです よね。 自分の ル ー ルを しっかり 持って 子 
どもに 接する と、 子どもは 自然に わかる はずなん です よ。 

岡 田 この 「先生」 ってい うのが ちょう ど オタク 世代。 

今 野た ぶん。 僕より ちょっ と 若い ぐらいの 設定です よね。 

岡 田い わ ゆる ガンダムの ファン 層の 中心っ ていう のは、 三十 五、 六 歳ぐ らい だから。 

今 野 もっ と 上 だと 思 うんだ けど …… 。あ、 でも そのく らいか もしれ ない な あ。 

岡 田 オリジナルが 昭和 五十 四 年の オンエアー で、 僕が 二十 一歳ぐ らい だっ たんです よ。 大学生で 
したが、 深く はまっ て 見て いました。 だから、 もし これが 高校生の とき だっ たら、 もっ とす ごい 経 
験 だつ ただろう な あと 思つ ていました ね。 

今 野 僕は、 ガンダムって その へんが よく わかっ ていないんで す。 自分が はまっ ている と、 周りが 
見えない じ ゃないで すか。 

岡 田え え (笑)。 

今 野 僕は、 最初の テレビ シリー ズで 、はまっ たわけでは な いんです。 どんどん 深みには まって い 


マジ メな話 222 


ったの が、 『z』、 『ZZ』 の 頃から。 それから 劇場 三部作と かすべ て 見て 「なるほど、 これは すご 
い アニメ だ」 と 思っ てたん です けど。 昭和 五十 四 年と いうと、 僕は もう 就職して いて、 見る ことが 
できな かったん です よね。 

岡 田 二十 四 歳ぐ らいです ね。 

今 野そう です。 ちょう ど 入社した 年で、 死ぬ ほど 忙し かったん です よ (笑)。 

岡 田 そんなと きに、 夕方 五 時半から やって る アニメ なんて 見る わけに いかない (笑)。 

今 野まず、 できません ねえ。 

大人と して 扱われて 「大人になる」 子ども 

岡 田 先 ほどの 話と も 関連す るんで すが、 僕は この 小説の 中で、 オタク 的な 知識で 結ばれる 教師と 
少年との 関係が とても 印象に 残りました。 いわゆる 師匠と 弟子なん だけど、 師弟 関係って ある 意味、 
対等な つき 合い じ ゃないで すか。 

今 野そう です ね。 

岡 田そう いう 関係を 足が かりにして、 少年が 徐 々にいろい ろな 世界と 出合い、 成長して いくのに、 
びつ くりし たんです よ。 こういう 少年の 成長と か 青春 ものと いう、 す e くがつち りした ものを、 才 
タクを ベ ー ス にして 書ける つてい うのは、 想像 もして なかつ た。 

今 野 今の 日本の 若者は、 基本的に 甘えて いますよ ね。 なぜ 甘えて いるの かとい うと、 昔の ように 
突き放す 大人が いないから なんです。 だから、 大人になる チ ヤンスを なかなか 得られない。 子ども 


これ も 略称で、 正確には 『機動 戦士 ガン ダ 
ム』 の 続編、 『機 黯士 z ( ゼ—夕 ) ガン ダ 
ム』 、さらに その 続編 『機 _士ガ > ダム Z 
z  c ダブル ゼ— 夕)』 。第一 作から 七 年後の 世 
界で 、新旧の t ラ クタ— が 混在す る ア II 
メ 。マニアの 學も評 S 分かれる。 
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は 「大人」 として 扱われる ことで、 背伸びを す るんで すね。 そうして 社会性 も 身に ついてい くし、 
人との つき 合い方 も わかって くる。 たぶん 昔は、 そう やって 教えて いたんだ と 思 うんです ね。 ボ ー 
イス カウ トに しても、 近所の 親父に しても。 

岡 田 印刷屋と か 新聞配達の バイ トなん かを すると、 そんな ふうに 教えられます よね。 とにかく、 
その 人が 持っ ている 世界観の ディ ティ ー ルで、 全部 話して しまう という …… 。 

今 野 社会に 出る とそうです よね。 新入社員が 最初に 会議に 出る と、 周りが 何を しゃべ ってい るの 
かわかり ません から。 僕 も 入社して 最初の 会議では、 話の ぺース は 速い し、 専門用語は 飛び交う し 
で、 まるで 外国に 行っ たみたい でした ね。 だけど それにつ いていこう とする ことで、 社会性が 身に 
ついてい ったり する わけです よね。 

たぶん、 マニアと か オタクの 世界が そうだと 思 うんです よ。 たとえば 僕は 高校 時代、 ジャズ がす 
ごく 好きに なったん です。 それは、 周りに ジャズ オタクが いたから なんです よね。 僕 も、 最初は ミ 
ユージ シャンの 名前を 聞いても、 演奏の アドリブ だと か モード だと か 聴いても、 全然 わからない。 
だから 一生懸命 その 体系を 勉強し ようとし ました。 もともと ジャズと か クラシックと いうのは、 勉 
強す る 音楽です からね。 

岡 田そう やって 勉強して 細かい 知識を 積み重ねながら、 自分な りの 歴史観みたい な ものを 組み 立 
てない とだめ です よね。 

今 野 だから、 ひょ っと したら オタクの 世界と いうのは、 じつは アカデミック かもしれ ないです よ 
ね。 でも、 アカデミズムの パロ ディ かもしれ ない という あたりが ちょっ と …… (笑)。 
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岡 田と ころが、 今 アカデミズムの 人たち が、 『エヴァ』 にどっ とすり 寄っ てい るんで すよ。 そう 
いうと ころで アカデミズムの 人が 頑張る のは わか るんで すけ ど、 好き勝手な ことを 言われる のは あ 
ん まり 好き じ ゃない んで すよ (笑)。 

今 野 的が はずれて いますよ ね。 あれは 全部、 ^ > 強 付会なん です よ。 自分な りの 論理で 読もうと す 
る わけ だけど、 そもそも、 そんなに 大 そうな ものでは ない というのと、 いや、 もっ と 奥が 深い ぞと 
いうの が あって。 でも、 その どっ ちに も 針が 振れな いんです よね。 

岡 田 『エヴァ』 を 語っ ている、 アカデミズムの 人たち や サブ カル チャ— の 人たち の 弱さと いうの 
は、 つまらない ことなん だけど、 アニメの ことを あまり 知らないんで す。 

今 野 それは 致命傷で すね。 

岡 田オゥ 厶 事件のと き、 オゥ厶 評論家みたい なのが いっ ぱい 出て きて、 口々 に 「オ ゥ厶 事件と い 
うのは こういう 意味なん だ」 と 語っ ていたんで すけ ど、 その 人たち はべつ に オウ厶 のこと を 調べて 
る わけ じ ゃない。 すべて、 報道され ている こと や 自分が 知っ ている 範囲 内での 話なん です。 ただ、 
ふだん 自分が 言いたくて しょうがない ことを、 オウ厶 に 乗っ けて しゃべ ってい る だけなん です よ。 

今 野そう、 それなん です よね。 

岡 田 『エヴァ』 も 同じです よね。 アニメ や 特撮の ことは あまり 知らない。 結局、 自分が ふだん 考 
えてい る 学説 や、 自分は こういう 人間なん だとい うこと を 言いたい だけなん です。 「僕は 本当 i 7 
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エヴァ 

- > 146 ベ— ジ 脚注 霞 
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ォゥ厶 事件 

丄2 ベ— ジ 脚注 霞。 
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ダ ; 1/ トチ^ ド レンなん です」 という ことを しゃべ りたくて 、『エヴァ』 を 切り口に する ◦「だからす 

007 

ごい」 つて 言 うんだ けど、 それです ごいんだ つたら 『ザ ンボツ ト』 はどうな るんだ (笑)。 

今 野 自分が 言いたい ことがあ ると、 起こつ ている 社会現象に 目を つけ るんで すよ ね。 でも それは 


間違いで すよ。 『エヴァ』 を 語りたい なら、 やっぱり 『不思議の 海の ナディア』 を 見なく ち ゃい け 


00 (0 


ないし、 『 hi ップを ねらえ！』 を 見なく ち やい けない し、 『オ ネア ミスの 翼』 を 見なき やい けない し。 
岡 田 『帰つ てきた ゥル ト ラマン』 を 見なき やい けない とか。 

今 野そう そう、 見なく ち やい けない。 

岡 田 ゥル ト ラ シリ ー ズや 東宝 特撮と いつた ものの ガジェット (仕掛け、 工夫) の 上に、 今の 作品が 
成り立つ ている。 だから 僕は おもしろい なと 思 うんです けど、 そこの あたりを 取つ 払つ てし まつて、 
何だか 急に 祭壇の 上に まつりあげようと している ので (笑)。 

今 野た だ、 それだけ オタクの 側と いうか、 アニメの 側が 社会的に 力を 持つ たんです よね。 影響力 
がなければ、 彼らは 歯牙に も かけな かつた わけで しよう。 僕たちく らいの 世代は アニメで 育つ てき 
て、 原虱景 として かなり あるから、 抵抗な く 受け入れられる。 


SF の 黄金 期は 「十二 歳」 


岡 田 僕は 昭和 三十 三年 生まれなん です けど、 今 野さん は 何年 生まれです か。 

今 野 僕は 昭和 三十 年です。 

岡 田 僕より 三 歳 上と いう ことは、 中学生 や 高校生ぐ らいで アニメと か 特撮を 見る のは、 まだす ご 
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ザ ンボッ ト 

『無敵 超人 サンボ ッ S』 七 七 年 放映。 『カン 
ダム』 の 二 年 eu、 同じ 萬 野 監督が 手がけ 
た テ レ 匕 Q ボット アニメ。 リアル 議の内 
1 、後の 『カン ダム』 の 呼び $なっ た。 
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不思 謙の 海の ナディア 
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トツプを ねらえ！ 

ス ボ—ツ + 根性 + □ボット + 美少女と いう 
内容の オリ ジナ 儿匕 デオ アニメ。 制 S ガ 
イナ ックス 。企画、 原作' 脚本、 プロ デュ 

I ス岡田 斗 S 醇尋 


オ ネア ミスの 翼 

ガィ ナック スのデ 匕ュ— 作と なった S 用ア 
ニメ 。佳 ^ しての 評徑商 いが、 興 its に 
は <!§ つだった。 企画、 総合 フロ デュ— ス 
岡 田 斗 司 ^ 正式 タイ 允は 『オネ アミ スの 
翼〜 王 i 軍〜』。 音 § 坂本龍 一。 


帰つ てきた ウルトラマン 
八 三年、 日本 SF 大会で 上 映される ために 
作られた ウル ト ラマンの パロディ フ 


ルム〇 
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く 抵抗が あった 時代です か。 

今 野 ああ、 一般的には そうです ね。 ただ、 僕なん かは 高校に なつても 見て いました からね。 円 谷 
が 好きで、 ちよう ど 高校のと きに 『帰つ てきた ウル ト ラマン』 だつ たんです よね。 

岡 田 中学、 高校ぐ らいで、 恥ずかしい 特撮と か 恥ずかしい アニメが 一時期す ごくい やだった こと 


が あるんで す。 自分自身を たどっ ていく と、 『ウル ト ラ Q』 あたりが 境に なって くるんで すよ ね。 

今 野 ああ、 シビアな ね。 

岡 田 『ウル ト ラマン』 が カラー で、 毎週 銀色の 巨人が 怪獣と どつ き 合っ ている のを 見たら、 もぅ 
ダ メ だと 思つ ち やつて (笑)。 どうも この あたりに、 世代の 違いが あるみたい なんです よ。 僕の 場合 
です と 『ウルトラマン』 にち よつ と 抵抗が あつて、 さらに 『仮面 ライ ダー』 はもう 全然 だめだった 
んで すよ。 

今 野 僕 も 『仮面 ライ ダ ー』 は 見て いない。 


岡 田 それで、 僕より 三つ 下の 庵野 秀 明は 『ウル ト ラマン』 が OK で、 『ウル ト ラ Q』 には そんな 
に 思い入れがなくて、 『恹面 ライ ダ ー』 はだめ なんです ね。 やっぱり 『ウル ト ラマン』 ぐらいに リ 
アリ ティを 感じて いる 世代には、 いきなり バイクに 乗って 跳び g りで 世界平和を 守る と言われても 
それは 許せない。 でも、 そこから 下の 世代に なって くると、 『仮面 ライ ダ ー』 は OK なんです。 で 
も 「戦隊 もの」 になる とだめ という …… 。どうもそう いう グラ デー シ ヨンに なつて いくんで すよ。 
今 野 その 違いと いうのは、 たぶん テレビを 一番 おもしろく 見る 時代に、 何の 番組を やって いたの 
か、 でしょう ね。 


紙で 作られた 精巧な ミニチュア、 巨大な 司 
令室の セットに 比べ、 ウル ト ラマンは 低予 
算 。若き 日の 庵野 秀 繫、 ウィン ドブレ— 
力— に 顔 S だしで® ている。 


ウル ト ラ Q 

六 六 年 放映、 円 谷 フロ ー^の 空想讓 码 


庵野 秀明 (あんの •ひで あき) 

I 九 六〇〜 。アニメ— シ ヨン 監督。 字 生 時 
代より アマチュア フィルム 製作を 始め、 宮 
崎 駿の作 f どに も I。 岡 田 斗 司 夫ら と 
ガイ ナック K を 設立し'  九 五 年から 放映 さ 
れた テレビ アニメ 『新世紀 5 アン ゲリ オ 
ン』 の 監督と して 注 夏 集める。 九 七 年に 
は 村 上 龍の 小説 『ラブ & ボップ/ト パ— ズ 
2』 を 映画 朽 た。 


戦隊 もの 

七 五 年の 『秘密 戦隊 ゴ レンジ ャ I』 を 皮 切 
りと する、 匕— 口— グル— プの ドラマ。 『恐 
竜 戦隊 ジユウ レンジ ャ I』 の 輸出 版 / 1 ワ 
I レンジ ャ I』 の匕ッ ト、 自己 言及 的な ネ 
夕の f 広げられた 『激走 戦隊 力— レンジ 
ャ|』 などが 最 i 目—。 
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岡 田 SF の 黄金 期は いつかと いう 話が あって、 「それは 五〇 年代 だ」 「いや 六〇 年代 だ」 「いや、 

十二 歳 だ」 というのと 同じ (笑)。 

今 野 見事な 論理 だね、 それ。 たぶんそう いう こと だと 思 うんだ。 小学校 時代に 何を 見て いたかと 
いうのは、 かなり 重要なん だな あ。 

表現 者は 照れて ちゃ だめ だ 

岡 田 じつは 今日の 対談の 打ち合わせで 「今 野さん は ガィ ナッ クスが 嫌いなん だそう です」 と 聞か 
されまして。 今 野さん と 会っ たらまず 正 拳 突きを くらう かもって (笑)。 

今 野い や、 それは つまり、 期待の 裏返しで すよ。 

岡 田もう、 申し訳 ございません (笑)。 それで、 どの あたりが まず いんで しょう か (笑)。 

今 野 あのね、 あれ だけの …… 言っ てし まって いいです か。 

岡 田い や、 全然 大丈夫です。 

今 野 あれ だけの、 異常と も 言える ほどの 表現力と センスを 持っ ていながら、 どうして メッセ ー ジ 
がな いんだろうと 思っ てし ま うんです よ。 

『オ ネア ミスの 翼』 で、 主人公は 好きな 女の子の 家が 火事に なった ときに、 現場に 駆けつける じ 
ゃないです か。 あそこでは 女の子を 助け なきゃ だめです よ、 やっぱり。 燃え尽きた ところを 見て 
呆然と する 主人公は だめです。 

岡 B あの 乍 品を 乍っ ている 最中と いうのは、 アニメ 界が 全部 宮崎駿 さん 化して いった 時期なん で  1 33 ぺ—ジ 脚注 義 r 


ガィ ナツ クス 

アニメ •ゲ —ム ソフトの 制作 会社。 映画 
『オネ アミ スの 翼〜 王立 宇宙 軍〜』 制作の 際' 
岡 田 斗 司 f が 設立した。 もともとは この 
映画 I 本 限りの プロジェクト チ— ム のよう 
な ものだった らしい が、 その f 活動を 続 
け、 『トップを t? *o え！』 『不甲 海の ナデ 
ィア』 『i 紀 エヴァン ゲリ オン』 などの ア 
ニメ 作品 や、 ゲ—ム ソフト 『ブリン セス • 
メ— 力—』 などの 匕ット 作を 輩出して いる。 
『王 甚当 § 三 十代の 若 着ち による エ 
ネル ギッシュな 集 U といった ニュアンス 
で 紹介され る ことが f った 会社 だが' 『エ 
ヴァ』 終了後の 庵野 4 i l の ィンタビュ— に 

よると 「釋」 高齢朽 ている」 £い。 
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すよ どういう こと 力と いうと、 ガンダム 的な ものを 否定 するとい うの か、 つまり、 あまり 面倒な 
ことを 言う のは やめて、 ヒ ー ロ ー はヒ ー ロ ー らしく、 とにかく すべて 清く 正しくと いうよう な 空気 
が あつたんで す。 

今 野 ああ、 なるほど。 


岡 田 僕は、 『ヤ マト』 や 『ガンダム』 みたい なのが 好きだつ たんです ね。 ちなみに 庵野は 『q 
夕— ロボ』 が やりたい つて 言つ ていた (笑)。 ところが アニメ 界に 入つ たら、 宮崎駿 という、 何だか 
一番い い 子ち ゃん のと ころに、 みんな 集まつ てい くんです よ。 これは だめ だと。 僕たちの リア リテ 
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というのは、 主人公が 助けに いくんだ けど も、 何もで きないと ころに あるんだ と。 


今 野た しかに リアリティは あります けどね。 『オ ネア ミスの 翼』 はどうい う 作品に ならなければ 
いけな かった かとい うと、 単純に言えば、 化け物みたい な 宇宙船を、 とんでもない 勢いで 打ち上げ 
てし まう ドラマでなくて はいけ なかっ た、 と 思 うんです。 それを 妙に リアリティに こだわっ て、 コ 
ンピ ュ—夕 みたい な 機械が いっ ぱい 並んで いる、 普通の 打ち上げ シーン なんです よ。 そこが ちょっ 
と 残念だった というのは ある。 主人公が 頑張 るんだ けど 何もで きないと いうのは、 それは 純文学で 
いいんだ と 思います。 

岡 田 ああ、 はい。 

今 野 大人は、 恥ずかしくても いいから 子どもたちに 何 か 教え なきゃ だめ だ。 そんな 気がしたん で 
すよ。 僕は あのと きの、 燃え尽きた 家の 前で 呆然と 立ち尽くして いる 主人公、 それから どうやっ て 
愛情 表現したら いいかわから ないから 強姦して しまう 主人公が、 そのまま 『エヴァ』 の シンジ くん 


ヤ マト 

松 本？ 原 よる SFMI メ 『宇宙 戦艦 
ヤマ ト』。 視聴率 低迷に よつ sfp」 が • 
ファンの 支 より 映画化。 以後 テレビ 版 
や 映画な どが f と 作られ'  1両論 とな 
つた。 現在の 版 S 松 本 氏に 费、 原作者 
による 映画化 発言な ども 出て、 話 f 呼ん 
でい る。 


ガンダム 
i 96 ぺ—ジ 脚注 ir 


ゲッタ— ロボ 

永 井 豪 原作の □ボット アニメ。 テレビ 放映 
は 七 四 t 
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にだぶ ってい っち ゃうんで すよ ね。 『エヴァ』 の 場合は どんどん 過激に なって いって、 表現が 先鋭 
化して いくんだ けど、 本質的には 同じ ものを 感じます よね。 やっぱり 「逃げち ゃ だめ だ」 と 言っ て 
いるんだ ったら、 助け なきゃ だめです よ。 「逃げち ゃ だめ だ」 と 頑張っ ている のに、 あせっ てボロ 
ボ ロに 崩壊して いっち ゃったら、 これは つらいで すよ (笑)。 

岡 田 単純な、 いわゆる カタルシスの ある ドラマで、 どこまで やら なきゃい けない かとい うと、 ま 
ず 「これは おち ゃらけ です」 という 大前提を ふると、 本気に なれる というの があります から。 

今 野つ まり、 照れ屋なん です よ、 ガイ ナッ クスは。 僕は 常に 「表現 者は 照れて いちゃい けない」 
と 思っ ています けどね。 

岡 田で もね え、 照れな かったら、 いきなり 『エヴァ』 になっ ち ゃうんで すよ。 あの 作品は 照れて 
いないで すよ (笑)。 

今 野そう か。 何て 言う のかな、 「こうしろ」 と 言っ ている わけではなくて、 「こういう あり方 も あ 
ったので はない かな」 という 僕の 個人的な 見解です。 作品の 根底に 流れて いる 「これを 教えたい」 
とか、 「これを 伝えたい」 という メッセ ー ジ 性の 欠落が、 寂しい という 気がしたん です よ。 だって 
表現力に 関して、 ガイ ナッ クスを 上回る プロダクションは、 今のところないです からね。 

メッセ— ジを 伝える ための 表現力 

今 野 ガイ ナッ クスを 頂点と して、 今の 日本の プロダクションの 表現力は、 本当にす ごいと 思う。 
これに 謁して はコ ミケに 行 っても そう 思 うんです よ。 みんな ものすごく パロ ディは うまい し、 絵 も 
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うまい。 でも それだけの 才能が ありながら、 誰も 自分で メ ッセー ジを 作ろうと しないんで すよ ね。 
僕は ね、 これが 今後 オタク 文化が コアに なって いくか、 それから 市民権を 得て いくか どうかの、 鍵 
だと 思 うんです よ。 

岡 田なる ほど。 

今 野 何 か 言いたい ことがある から、 表現力を 手に入れなくて はいけ ない のが 本当な のに、 彼らは 
もう 先に 表現力が あるんで すよ。 最初から 「これを 使って 何 やろう かな あ」 と 考えて いる わけです。 
そこを 逆転で きる かで きない か、 です ね。 

岡 田で も、 たとえば 小説と いうのは、 ある 種、 不良 っぽい ものです よね。 でも、 その 不良の 味と 
いうのは 一割ぐ らいで あって、 残りの 九 割は、 人に 何 かを 教える 人生の 師と いうよう な、 先生 的な 
ものだった りする じ ゃないで すか。 それが、 いつしか 小説 界の ほうが 先に 「純文学」 という 形で 表 
現 力を 得て、 伝えるべき ことを 失っ てし まった。 それで、 どんどん 変わっ ていっ たと 思 うんです が。 
今 野 それは、 たしかにそう です。 小説は、 かつては いい 意味で も 悪い 意味で も、 良識の 拠り どこ 
ろ だっ たんです よね。 でも その 良識を 自ら 捨てて いった。 でもね、 僕たち 小説家が 拠って 立つ とこ 
ろは、 今でも そこし かないと 思っ ています。 

岡 田なる ほど。 

今 野 それがなければ、 ゲー厶 に 勝てっ こない し、 アニメに も 勝てない。 表現 手段と して、 見た 瞬 
間に 心の中に 既成事実 として 残す 技術は、 もう アニメと か 映像には 勝てないです。 ただ、 そこで 最 
後に 残る 砦と いうのは、 うまく シラ ケ させないで 何 かを 教えて あげる ことなんで すよ。 
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岡 田 今の マン ガ家 にしても アニメの 監督に しても、 みんな 最初に 思いつく のは シ—ン からなん で 
すよ。 その シ ー ンを つなげられる ような スト 1 リ ー を 探す。 でも、 そういう 作業からは、 テ— マな 
んて 浮かび上がっ てこないです よね。 

今 野 それは ね、 そのうち 敗北して いきます よ、 何 かに。 

岡 田 アニメ も 映画 も 「何 かを 教える」 という ことは 完全に 失っ てし まった。 結局、 僕たちが 宮崎 
さん 的な 立場から 離れようと したのは、 世代 的に も 全部 共通だった と 思 うんです よ。 「紋切り型の 
説教は 言いたくない」 とか 「人に 何 かを 教えられたり 教えたり する のは まっぴら だ」 とか 「もう 良 
識 なんても のはない んじ やない か」 というよ うな 感覚っ てあります よね。 

でも 本当は 「もの 作り」 には、 その テ ィス トは 一割 あれば いいわけで あって、 残りは わりと 普通 
のこと を 言わ なきやい けな いんです よね。 

今 野そう だね え。 だから さっきい み じく も 言った、 純文学が 良識を どんどん 捨てて いったのと 同 
じ 現象が、 今は アニメに も 起きて いるんで しょうね。 だから 僕は 『エヴァ』 を 最後まで 見て、 質の 
悪い 純文学 読まされ たな あ、 という 感じが したんだ けど (笑)。 

岡 田作り 手には、 いわゆる 良識と いう ものを 人に 教えたり、 伝え なきやい けない という 使命は あ 
るんだ けれど、 作り手 自身、 何が 正しい のか 信じられない ことがあります よね。 でも、 この 『慎 治』 
を 読んで いると 「ものを 作る 人間は、 それが 最良 かどう かは ともかく、 ある モデル ケ ー スを 提示す 
べき だ」 という 今 野さん の 信念が、 伝わっ てく るんで すよ ね。 . 

今 野 結 奇、 僕たちの 役割は そういう こと だと 思 うんです。 本っ て 読まれなくても いいわけ じ やな 
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いです か。 つまり、 衣食住と いう ことがあ って、 それ 以外は いらない わけです よ。 

岡 田そう です よね。 

今 野 そこで 小説家と して 食っ ていく ってい うのは、 社会的に 何 か 意味が なきゃい けない。 僕の 場 
合は エン タ— テイン ノン トの 作家 だから、 まず 第一に おもしろくなくて はいけ ない。 おもしろ けれ 
ば 読者は 読んでくれ るんで す。 そこで おもしろく する ために、 最低限 表現力が 必要なん です よ。 つ 
まり 表現力 だけで 独り歩き する わけ じ ゃなくて、 その 下に、 今の 社会に 対して 思っ ている こと や、 
こうし なきゃい けな いんじ ゃない かと 思っ てること がない と、 ものを 作る モ チべ ー シ ョンに ならな 
いです よね。 

岡 田なる ほどね。 

今 野 動機が あって 初めて、 ものを 作り はじめる。 これが 自然な 流れ だと 思 うんです よ。 セー ルス 
が あって これ だけの 目標を 達成し なきゃい けない から、 来年までに これを 作れ、 と言われて 作る の 
はね。 

岡 田 それが、 東芝 EMI 時代 (笑)。 

今 野ち ょっ とつら いです よね。 

岡 田た ぶん、 お菓子を 作っ ている 人なん かも、 同じような ところに いる 気がし ますね。 おいしく 
する のはい くらで もで きる けど、 今の 時代は 体に いい ものを 作りたい と 思 うんじ ゃない かな。 

今 野なる ほどね。 

岡 田そう いう 意味で、 この 小説は、 読んで いて 心に いいと いうか、 元気になる。 それが できる と 
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いうの が、 僕 自身は あきらめて いた こと だつ たので、 とても 驚きました。 

今 野 僕は 常に、 読んだ 人に 元気に なっても らいた いんです よ。 もちろん 「世の中 そんな 甘い もん 
じ ゃね えぞ」 って、 リアリティを 追求して どんどん 書き続けて いる 作家 もい ますよ。 でも、 僕は 作 
りごと でもい いから、 元気に なって ほしいんで すよ ね。 今の 世の中は それが 必要なん だと 思 うんで 
すよ。 「大丈夫 だ、 お前は それでい いんだ、 そのまま いけば 元気に なれ るんだ」 と 言って くれる 人 
がいない と、 社会 全体が どんどん 絶望して いきます よね。 今は、 たとえば 某 テレビ局の 二十 何時間 
テレビ なんて、 何 かしら メッセー ジは あるんだろう けど、 とても 空虚なん です よね。 そうでは なく 
て、 読んで 感動 すれば 心に 残る はず だから、 そのための 表現力 だと 僕は 思 うんです けどね。 

岡 田そう です ね。 


0 10 0 


今 野 みんな 元気に なって ほしいで すよ。 僕 も 元気に なりたい し (笑)。 僕、 ずいぶん アム ロに 元気 
にして もらっ たもん。 ブライ トさん とかね。 

岡 田ち ゃん と 大人に なりました よね、 ブライ トさん も。 

今 野 「殴られずに 一人前に なった 男が どこに いるか」 って。 

岡 田ち ょっ と、 やつ も 大人に なりす ぎて、 『Z』 や 『ZZ』 では 俺は 戸惑っ ち ゃい ましたけ ど (笑)。 
今 野い や、 もっと 戸惑っ たのは ね、 『逆シ ャア』 で、 アム ロと ブライ トが タメ  ロき いていた とき。 
もう 涙が 出る ぐらい うれし かった です ね。 

岡 田 アム ロ、 偉くな ったと (笑)。 
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アム ロ 

アニメ 『機動 戦士 ガンダム』 シリ— ズ第 I 
作の 主人公、 アム ロ  •レィ。 宇宙 都市で 暮 
らす 内気な 少年だった が、 敵の攻 f 受け 
て 避難す る 際に 戦闘に 嘗こ まれ'  やむな 
< 新型 兵器 •ガンダムの パィロットと なる， 
乗り こんだ 母艦 •木 ワィ トべ— スは 、被災 
により 大人が いない 中、 ブライ トを はじめ 
とする 少年たち の 手に よって 地球へ 向か：/ 
やむなく 兵士と して 戦う 日々 が 統く ことに 
なる 0 


今 野そぅ。 「おい、 艦長」 とか 言つ てね。 あれは 感動した な あ。 
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人間は 技術 だ 


今 野さん は 武道を やられる そぅです が、 格闘技の 試合なん かも ごらんに な るんで すか 
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今 野 あまり 見ません。 最近、 K 
な いんじ やないで すかね。 


とか 話題に なつて ますけ どね。 自分が できない ことは 興味が 


岡 田 その あたり、 モデリングとは 違います ね。 モデリングは、 上手な 人の 作品を 見て、 「おお' 
これは すごい」 つて 思う けど。 

今 野 格闘技の 場合、 うまい とは 思わない んで すよ。 その代わり 古武道 大会な どは よく 見に 行き ま 
す。 先達の 高段 者の 技と かね。 あと、 合気道の すごく 強い 人の ビデオは とても 好きで よく 見ます ね' 
岡 田 それは、 どんな 部分を 見 るんで すか。 


今 野 モデリングと 一緒で、 理想型を 見 るんで すよ。 たとえば 今の K  —一 か アル ティ メッ トって、 
普通の 人は できないです よね。 あれは 強ければ いいと いう 世界で、 僕は そこには 興味が な いんです 
よね。 ただ、 日常生活を 送りながら 「この 先、 四十 歳、 五十 歳に なっても 強い ものって 何だろう」 
という 関心の ほうがあります よね。 それは 昔の 技の 中に いっ ぱい 残されて いる。 

岡 田 格闘技に 対する 考え方に しても、 『慎 治』 の 中で モデリングを 通して 語って おられる こと も、 
同じなん です ね。 つまりは 何 か モデルを 提示して、 みんなが それを 実践で きる ようにす る。 

今 野そう です ね。 僕は、 モデリング も 武道 も 射撃 も、 ひよ っと したら 小説 も、 技術 だと 思 うんで 
すよ。 人間と いう 生き ものの 最大の 喜びは、 技術を 身に つけて いくこと だと 思 うんです。 たとえば 
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パンチ、 キックを 主体と した 打撃 格闘技の 
世界 最強の 選手を 決 ¥ る 大型 卜— ナメン 
卜。 優勝者には 二十 万 ドルが 送られる。 日 
本の空手団体である正 1 |1館が母体となつ 
て 九 三年 度から 開催され ている。 九 六 年 か 
ら格 闘技 フ—ム を f 起こし、 フジテレビ 
の プラィ 厶 タィ 厶 での 視聴率は 二 Q ハ— セ 
ントに ® 。正式 _「KI1 GRA 
NDPRIX」。 _ 宇の K は 空手、 カン 
フ I  ( 中国 拳 ^ 、 キックボクシングな どを 
象徴す る。 代表 選手に 佐 竹雅昭 、アンデ 
ィ •フグ 、マイク •ベルナルドな どが いる。 
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アル テイ メツト 

九 三年に アメリカで 始まった 格闘技 大会。 
アル ティ メッ トとは 「究極」 という 霆で、 
最低限の ル— ルし かない ことが 特徴。 反則 
は、 眼球つ き や 金的 攻擊な ど 生命に 関わる 
もの だけと されて いる。 出場す る 選手の ジ 
ャン ルは 問わない ため、 初期の 大会では 力 
士対 キック ボク -9- —、 空手家 対 柔術 家など 
の 対戦が 実^ y 話題と なった。 現在では 
選手の 安全 面を 考慮し、 ル— ル も 規制の 多 
いものに 変更され ている。 九 七 年 十二月に 
は—— fso 
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仙み. ^ 


昨日で きな かった ことが 今日で きる ようになる のが 楽しい わけです よね。 そうじ ゃない と、 技術 も 
その 体系 も 意味がないで すよ。 殴り合っ ている のを 見て 楽しんで いても、 その 技術は 身に つかない 
ですからね。 

岡 田なる ほど。 という ことは、 小説が 果す 役割 も 「生きる 技術」 みたい な ものを 教えて あげる と 
いうか、 実用的な ものでなくて はだめ だと、 考えて いらっ しゃる のでし ょうか。 

今 野い や、 そうで もない ん だけど。 ただ、 人間は どういう ときに 元気になる かとい うと、 自分に 
自信が ついた ときです よね。 そのためには、 過去に 自分は あんな ことができた から、 今度は こうい 
うこと がで きる という 実体 験がない とね。 

岡 田こう すれば 頑張れる みた いなもの …… 。 

今 野そう いう ものを 提示して あげたい とは、 常に 思います よね。 ただ 「ガンバ レ ー、 ガンバ レー」 
って 言われても 、人間って なかなか 元気に ならない じ ゃないで すか。 

岡 田べ つに 『慎 治』 を 読んで モデリングを やらなくても いいんだ けれど、 この 中で 掲げられ てる 
のは、 今 自分が いる 世界 だけを 見る のではなくて、 ほかの 世界 も あるんだ よっ てこと です よね。 い 
ろん なと ころで やって みて、 苦し かったら 逃げても いいんだ と (笑)。 逃げち ゃ だめ、 じ ゃなくて。 
今 野そう です。 逃げち ゃ だめ じ ゃなくて ね (笑)。 ほかのと ころで 頑張れる かもしれ ないし。 

いじめと いうのは、 この 主人公 もそう なんだ けど 「学校に 通わな くち ゃい けない」 という 足 かせ 
が、 ものす e くきつ いんです よね。 たとえば 町な かで ケン カしても、 相手と 二度と 会わなければ 平 
気な わけです よね。 くやしい な あで 済んで しまう。 でも 学校 だと、 殴られた やつに、 明日 も 明後日 


マジ メな話 238 


も 会わな くち ゃい けない んで すよ。 そう やって 続く ことが、 きついんで すよ ね。 しかも 閉鎖され た 
社会 だから、 たとえば 一度 シカ トされち ゃうと、 ずっ とその 状態が 続 くんです よ。 仲間は ずれに さ 
れ たら どこかに 行けば いいと 僕たちは 思 うんだ けど、 学校に 通っ てると きは、 そう 思えな いんです 
よね。 そのうちに、 学校の 閉塞 感でニ ツチ も サッチ もい かなくなる。 そのと きに 「学校 以外で も 世 
界 はこん なに あるんだ よ」 と、 誰かが 見せて あげれば いいと 思 うんです よね。 でも、 『慎 治』 の 影 
響で みんなが 勘違いして オタクの 家庭教師を つける ようにな ると、 こわい 世の中に なるな あ。 

岡 田 こわいで すねえ (笑)。 でも 模型 教室と いうのは、 ひよ つと したら 開かれる かもしれ ない な。 


止まらない オタク 話 


岡 田 今 野さん、 今、 空手は 何 段です か。 
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今 野 空手は 二 段で、 棒術が 今 中 伝 免許 四 段です。 

岡 田い つから 始められたん です か。 

今 野 大学のと きからで す。 中学校の ときは 剣道を やって たんです けどね。 

岡 田す ごいです よね。 格闘技 やって アニメ 見て、 モデラー もやって 東芝 EMI で TM ネッ トワー 
クの 担当 だっ たんです から (笑)。 

今 野 肉体 派 オタクです よね (笑)。 でも モデル 作りを 始めた のは、 東芝を 辞めてから なんです よ。 
会社を 辞めて、 何 かを 作りたい なと 思っ たんです よ。 ちょう ど その 頃、 松 本零士 さんが 好きで、 ア 
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ルカ ディア 号が 欲し かつたん です けど、 当時は プラモデルが なかつ たんです よ。 じゃあ 作つ ち ゃえ、 


S3 


棒術 

武術の ひとつ。 棒を 武器と する。 今 野さん 
は、 この 対談 時は 四 P」 ったが 、その後 五 

S 香 羟 とのこと。 
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アルカディア 号 

松_士 の 七 七 年？ A ガ 『宇宙 海賊 キャ 
プ テン ハ— ロック』 で'  主人公の ハ— ロッ 
クが 乗って いる ^ 
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と。 二十 五、 六 歳だった かな。 パルサ 削っ てね、 アルカディア 号を 作っ たんです。 それまで モデリ 
ングの 技術なん てもち ろん ないし、 本 も 読んだ ことが なかっ たのに。 

岡 田う わ あ 一 つ。 すごいです ね。 

今 野 小 中学生の 頃、 普通の 男の子 程度に 作って はいたんで すけ どね。 

岡 田 どんな ものを 作つ ていたんで すか。 

今 野よ く 覚えて いないんで すけ ど、 わりと SF 系が 好きで したね。 空飛ぶ 兵器と か。 いわゆる 昔 


の イギリス ITC のス ー パー カー みたい なのと か。 
岡 田 今、 そういうのは すごく 高い んで すよ。 
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今 野 僕は キツ トに 対する フエ テイ シズ 厶 はない んで すよ。 最初から フル •スクラッチ やりたい と 
思つ て 始めた から。 


岡 田なる ほど 


0M7 


今 野 最近は フル •スクラッチ やる と 時間が かかりす ぎる ので、 ガレー ジキッ トを 作っ ています 
ビ ー クラブの 「オ ー ルザ ット ガンダム シリ ー ズ」 といぅ やつ。 だから スケ— ルは 全部 それに 合わせ 
ている わけです よ。 もう、 ガンダム しか 作らない。 

岡 田そう です か。 それは 信念です ね (笑)。 

今 野 信念と いうか、 ほかは 作って いる 暇がない じ やないです か (笑)。 

岡 田 ああ、 なるほど。 でも、 いいな あ (笑)。 


イギリス ITC 

六 六 年の 『サンダ— パ— ド』 を 代表と する I 
ス— ハ— マリオ ネ— シヨ A A 形 劇) ドラ 
マの 制作 フロ ダク シヨ、 ノ。 『謎の 円 8F0』 
などの 実写 作 t 含め、 T リ |& シルビ 
ア •アン ダ— ソン 夫 要の 手に よる、 存在 感 
の ある メカ Q 人 5 高い 0 


ル •スクラッチ 

プラモデルを 組み立てる のでは なく、 ブラ 
粘土な どを 削り、 0た いものを ゼロから 
0上げ て、 ホン モノ そっくりに 完成 させ 
る こと。 高 f 技術が 要 f れる〇 


0 10 7 


ガレ— ジキッ ト 

黎明期には ガレ— ジな どを 利用して、 個人 
が 少数 生産す る 模型と いうよう な 意味 あい 
に 使 f れて いた 言葉で、 アメリカが 発祥 
の 地。 少数 生産の ため、 大屋 品より マ イナ 
I な もの や、 手を かけた 稍 巧な 作品を 作れ 
るな ど 自由度が 高い。 f も 高い。 
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今 野 「アナハイム •エレ クト ロニ クス」 で、 『ガンダム』 という 商品名を つけた 機体は 全部 作ろう 


ビ— クラブ 

模型 メ— 力— の バンダィが 展開して いる ガ 
レ— ジ キット Q 下 GK) 部門。 八〇 年代 
後半の GK ブ—厶 とともに スタ— 卜した が • 
当初は 「メ— 力— 繫も SGK と 呼ぶ ベ 
きか」 「GK で 出さないで フラモ で 出せ」 な 
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と 思っ てい るんで すけ ど、 そうすると 二十 体 以上 あるんで すよ ね。 一生のう ちに 作り きれる かどう 
かわからないで すね。 

岡 田そう です ね (笑)。 一体を フル •スクラッチで 作る のに どれぐ らいか かるんで すか。 

今 野 それに 全部 時間を つぎこんだ とすれば、 二、 三 力 月 だと 思います。 でも 暇がない じ ゃないで 
すか。 ちよこち よこっ と 作っ ては 仕事して るから、 一年 以上 かかっ ち ゃい ますよ ね。 


032 


岡 田で も 作っ てると、 これを 型 取りして ワン フ H スと かで 売っ てみたい と 思いません？ 

今 野 思 うんです ょ。 

岡 田 やっぱり 思う でしょ。 

今 野た だね え、 敷居が 高い (笑)。 今、 ホー 厶ぺ ージ で、 自分の 作った モデルを 載せて いるんで す 
よ。 それで 溜飲を 下げて いると いうのは あります ね。 僕 自身は まだまだ 未熟 だと 思つ ています から。 
岡 田 そんな ことないで すよ。 僕ね、 今 野さん の オリジナル 小説つ けて 売つ たら、 すごく うける と 
思います けど (笑)。 

今 野そう かな あ。 でも オリジナル 小説を 書く 暇は、 もつ とないよ な あ (笑)。 


どの 批判 S かった。 IQ 中に、 なぜか 
二 個 買わない と テレビに 出て きた ものを 再 
現で きない r パラス •アテネ 重 装備 改_ 
ッ ト」 や デ カ— ルが I 切 付属して いない 
「AKIRA 金 田の バイク」 などの 奇製品 

§o 

※匕— クラブは 雑誌 名で あり、 同時に ブラ 
ンド眷 も あった と 思います。 


02 (0 


才— ルザ ット ガンダム シリ— ズ 

匕— クラブが 発売して いる 人気 GK シリ— 
ズ 。かっての ガンダム 作品 群に 登場した 
数々 のモビ ルス— ッ (以下、 Ms) を、 二 
二〇 分の I の 縮尺で、 デザインを 多少 今風 
に アレンジして 発売して いる。 シリ— ズの 
中には 模型 誌 『モデル •グラフィックス』 
に 掲 f れ ていた 『カン ダム •センチ ネル』 
の、 さらに 「別冊の み」 に 載って いる 『リ 
ファイン 版 EXI S (イクス エス) ガン 
ダム』 や、 小説 『機動 戦士 ガンダム i 
の シャ ア』 (角 川 窖 店 ^ の 中で 出渕裕 氏が 
描いた 「テ— ルスタビ ライザ— の 付いた バ 
I ジョンの V ガンダム」 などの マニアック 
2 の も ある。 
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アナハイム •エレクトロニクス 

ガンダム 世界で I 作 S 声」 る 「 I 年鳘」 

の あとに 設立され た 一大 軍事 企業。 おもに 
モビ ルス— ッの 開発 •販売を 霁ける 兵器 
メ— 力— である。 もともと | 年 戦争 当時に 
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高い 技術力 眞 ち、 i 「ザ ク」 などを 開 
発して いた'  ジオン 公国の 「ジオ ニック 社 J 
がその 樣 S つてい る。 

※募 監督 Q イ メ—ジ では 「|完詹 ュ 
ダ ヤ i 企 赛 だそう です。 


二十 体 以上 

アナハイム •  H レクト ロニ クス 製の ガン ダ 
ム シリ— ズ としては 以下と なる。 「 Z •カン ダ 
ム」、 「ZZ ガンダム J、 V (ニ ュ I) ガン ダ 

ム」、 「Gpol」、 「GP02」、 「G P 03」。 

映像 化された 作品の 中で ガンダムの 名を 冠 
している アナハイム 製の M S としては 以上 
なの だが、 『ZNJ1 を 見て いる ^ では、 Z 
開発の 中で プロ ト タイプと して 作られた 
「百 ^ も ガンダムと いう 扱いに なって いる。 
また、 ガンダム シリ— ズ として 作られな が 
ら 、結果 的に ガンダムの 名を 冠し なかった 
という設定の^$には「リックニアィアス」 
(当初 「 r ガンダム」 という 名になる はずで 
あった が シャア が 強硬に 反対した。 心の 狭 
い 男 だ)、 「ガ— ベラ •テ ト ラ」 (本来 「GP 
041 として 作られて いた ものが ジオン 残 


党 組織 デラ— ズ •フリ I 卜に 流れ、 外装な 
どの 変更を 受けた)、 「リ •ガ ズィ」 が ある。 
ちなみに 「ガンダム Mk2」 は ティ タ—ン 
ズ製 。「サイコ ガンダム J、 「サイ コガン ダム 
M k2」 は ムラ サメ 研究所 製と いぅ ことに 
なって い$ ぅだ。 

そのほか 映像 & されて いないが ガン ダ 
ム 年表の 中で 「オフィシャル」 と 認められ 
ている ものでは、 「H プシィ •ガンダム」、 
「ガンダム Mk3」、 r s (スペリオル) •カン 
ダム」、 「 z p lu s ( ゼ—夕 •プラス)」、 
F A Z Z (ファッツ)」 (フル ア— マー NN 
の 変形 機構 や ハイ メガ キャノンな どの 機能 
を オミットした 実験 ^ 、 「ガンダム Mk5J、 
「クス ィ！ ガンダム」 が ある。 ちなみに 
一作 目の rRX  — 7812 ガンダム」 と、 

匕デオ アニメ 『ボケ ッ トの 中の 戦争』 に 登 

場す る 「N1 - 1」、 同じ < 匕 デ オシ リ I 

ズ 『08M S 小墜の r カン ダム ビ クシ—」、 
セガ サタ— ンのゲ —ムに 登埸 する 「ジム • 
ブル— ディ ステ ィニ —3 号 機」 はすべ て 地 
球 連邦 軍 製の •カン ダムで あり、 「カン ダム F 
91」 は サナリ ィとぃ う 連邦 軍の 関連 組織 
製 (という か、 それ 以前に これは 「•カン ダ 


ム ではない」 という __、「>  ガンダム」 は 
リガ •ミリ ティアと いう 反政府 組織 製 (こ 
いつも 政治的な 理由から •カン ダムと いう 名 
S つけられた だけで、 ガ、 ではない) 
なので、 アナハイムとは 閲係な い …… と、 
わかる 範囲で 記して みたの だが、 実際には 
コミックの みに 登場す る 機体 や、 M S V な 
どの バリエ— ション に 存在す る 機 § 山の 
ように あり、 果ては Gpol のように 基本 
は 同じ 機体な の だが フ ルバ— ニ アンな どへ 
の マ イナ— チェンジで 型式 番号が ちょっと 
変わって しまう ものを 「別の 機体」 と 考え 
るかな ど、 「これが アナハイム 製の ガンダム」 
と簡单 に 言い切れない ほどの 設定 ML」 なっ 
てし まっている。 さらに 今^? 続々 と 出て 
くると いう こと も 考えられる。 W. カン ダム、 
G ガンダムに 至っては 世界す、 り違 うので 論 
外で ある 0 


ワン フ H ス 

ワンダ— フェスティバルの こと。 年に 二回 
行われる ブロと アマチュア による GK の展 
示 頒布 会で、 いわば コミック マ— ケットの 


GK 版で ある。 八 五 年に G K メ— 力— のゼ 
ネ ラル ブロ ダク ツ 主催に より スタ— 卜し、 
現在では GK メ— 力— の 老舗 海洋 堂が 主催 
している。 この ワン フェスで メ— 力— 以外 
の アマチュアが 参 P て アニメ キャラクタ 
I などの GK を 頒布す る塌 合、 版権 元から 
の 「 | 日 版権」 という 頒布 許可を 得な けれ 
ばなら ない。 だが、 実際は、 その 理由は 不 
趕 が'  ワン フェスでは 『カン ダム』 の I 
日 版 おりない 0^) 。従って、 ワン フェ 
スで アマチュアが ガンダムの GK を 売る こ 
とは 出来ない が、 年に I 回 行なわれる バン 
ダィ 主催の GK ィベント 『JAFIC 〇 
N』 では 『ガンダム』 版権が おりる ので、 
こちらでは頒？ § 」とができる。 
※もちろん、 「ワン フ I スを演 そう」 という 
匕— クラブ 編集長 (八 七 年 当時) の 差し金 
です ね。 この 人物は これ 以前に も 「誌上 ヮ 
ン フェス」 などと いう 企画を 主催者 側に 無 
断で 記 寧に して、 乗つ とりを はかろう とし 
たこと が あ S す 0 


0 5« =岡 田 斗 司 S 
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僕らが バトンを 受け取る 日 


I 九 五 九 年 宮城県 生まれ" 

東京都 立 大学 助教授。 

東京大学 文学部 卒業、 東京大学 大学院 社会学 
研究科に て 博士号 取得。 大学の 友人と 設立し 
た マ— ケテ ィング 会社の 取締役を 経て、 東大 
教 S 学部 助手、 東京 外語 大講師 を 務める。 生 
物 学を 取り入れた 社会学の I 文 野で ある、 シ 
ステ 厶 理論の 研究者で、 現代の 若者の 行動 心 
理を 社会 構造の 変化の 帰結と して 解き明かす 
徹底した フィ— ルド ワ—ク を もとに 独自の 理 
論を 構築、 若手 言論 人の® 先端に 立つ。 M- 新 
i 翥 W に 透明な 存在の 不透明な 1 思 
まぼろしの 郊外 (朝日 新聞社) が ある 


/ 


この 対談 集を 作る にあたり、 オタ キングが 「ぜひとも」 と あげてき たのが、 今や 若手 言論 人の 筆頭、 宮台真 司 
さんで ある。 昨年に 引き続き 「中学生」 が ニ ュース にならない 日は ない ほど。 宮 台さん も、 ますます 多忙に な 
りそう だ。 さて、 じつは 同い年と いう この 組み合わせ、 話は 尽きず、 終わつ て みれば なんと 五 時間に も わたる 
大 対談と なつた。 オタク 世代を 代表す る 二人が、 現代 社会の 歩き 方を 本音で 語る。 (九 八 年 一月 十四日 対談) 


ミ •ヤ •ダ •ィを コント ロ  — ルす る 

岡 田 『朝まで 生 テレビ』 って、 終わった あとに 飲み 会が あるじ ゃないで すか、 全員 参加の。 出演 
したと きに、 こういうの も おもしろい かなと 思っ てつき 合っ たんです けれど、 みんな 宮 台さん の 話 
をす るんで すよ。 「宮 台は 今回 来な かった ねえ」 「逃げたん だよ」 とか。 なぜ この 人たち は、 こんな 
に宮 台さん のこと を 気にする のかと 思いまして、 聞き耳を 立てて いたんで すよ。 

宮台僕 も それは 興味深いです ねえ。 

岡 田 彼らの 話を 聞いて いますと、 今、 言論と か 社会 批評を やって いる 人、 また、 今後そう いう も 
のを 目指す 人に とって は、 宮 台さん は ひとつの ランド マ ー ク なんです ね。 「この 件に ついて、 彼は 
どう 考えて いるんだろう」 とか 「彼が こう 言っ たら、 俺は こう 言い返す のに」 とか。 

宮台 わかります。 人々 の 妄想の 中で、 仮想 問答の 相 方に 使われて いるんだ ろうな あと (笑)。 それ 
は 常々 思います。 
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岡 田そう いう 会話を 聞いて いますと、 r 言論の やつらっ てこん なに 女々 しかった のか」 と 思い ま 
すよ (笑)。 

宮台 わかりやすく 言います と、 メディアに 出て いる 僕は、 「ミ ^ • ダイ (すべてに アクセント)」 で、 こ 
こにいる 僕は、 「ミ ^ • ダイ (ャに アクセント)」 なんです よ。 こういう 言い方を すると また 怒られる か 
もしれ ません が、 「ミヤ ダイ」 について 注目され る こと もけ なされる こと も、 はっき り 言っ てさし 
たる 関心は ない ん です。 

僕 自身は かなり クー ルです から、 「ミヤ ダイ」 は 「ミヤ ダイ」 の パ ぺッ トと いうか、 サンダー バ 
— ドの、 操り人形の ような イ メージ です。 その パぺッ トを 操って、 人々 の 怒りを かきたてる、 ある 
いは コンプレックスを かきたてる ような 言動 や 動きを させて みる わけです ね。 すると、 おもしろい 
ように、 怒っ て ほしいと ころで 怒る、 つっ こんで ほしいと ころで つっ こむ。 こっち は、 つっ こんで 
きたら ボロ クソに 叩いて やろうと 待っ ていて、 倍 叩く わけです よね。 

僕に して みれば、 あまりに わかりやすく コン ト ロ ー ルで きる ので、 最初は おもしろ いと 思い まし 
たが、 飽きて きました ね。 

岡 田で も、 引っ 張られません か。 人間って 恐ろしい もので、 これは メディア 向けの 言葉 だと 割り 
きって 言っ ている つもりで も、 二、 三日す ると、 自分の 言っ たこと を 信じて いたりす る ことっ て あ 
ります よね？ 

宮台 僕は あんまりありません ね。 以前、 別の 対談で も 言っ たんです が、 僕 自身の プライべ 一 ト ラ 
イフ 、つまり 「ミヤ ダイ」 の 部分と、 メディアの 「ミヤ ダイ」 の 部分の 間には、 あまりに もつな が 
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りがない。 たとえば 僕と 新しくつ き 合い はじめた 女の人が いると します。 そうすると、 僕の プライ 
ベ ー トな ふるまい 方 や ものの 考え方と いうの が、 「ミヤ ダイ」 から 想像され る 部分とは あまりに 違 
うと、 例外な く 驚かれ るんで すね。 僕は すごく、 論理的な 人間 だと 思われて いますが、 それは ロゴ 
スの 訓練を 受けて きています から、 訓練の 成果と いう 意味では 光栄な ことです が、 「ミヤ ダイ」 の 
部分は、 じつは まったく 論理的で はな いんです よ。 

僕は よく 学生に 説明す るんで すが、 本当に 論理的であろう と 思ったら、 論理は 信じない ほうがい 
い。 つまり、 論理を 完全に 道具、 レ ト リック (修辞) として 突き放す ことによ って、 ようやく 論理は 
自由自在に 操る ことができる ようになる。 自分と しての 自分が 持っ ている、 非論理的な あれ や これ 
やに 巻き こまれないで、 ク ー ルに、 ここで こういう 修辞を 使おうと か 考える ことができる。 もし 僕 
自身に アド バン テー ジが あると すると、 僕 自身が 極めて 非論理的、 情念 的 だとい うこと。 あるいは 
僕 固有の コンプレックス や ルサンチマンが、 僕らの 同 世代の 中で もと 言います か、 同 世代なら では  0^—^— 

と 言います か、 相当に あると いう ことです。 だっ て、 それより ほかに 信じうる ものなん てないで し  ドィツの 哲字者、 〒チェの 1 r 怨恨、 

増惡 '譲な どの 感情を、 内心に ためこん 

よ A つ。  でい る—。 

ですから、 たとえば ディべ 一 卜の 場面で 相手が 修辞を 使っ てきても、 僕が 訓練を 受けて いる こと 
もあります が、 相手の 論理を 見る のではなくて、 相手の 手が 震えて いると か、 声が 突然 大きくな っ 
たと か、 額に 汗が 浮かんで いるな どと いう ほうを、 むしろ 見て しまう わけです。 今の 修辞は こうい 
う 理由で 使っ たんだと か、 あせっ て 追い こまれて いるな、 という ふうに。 
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情念 的な 欠落の 表明と しての 論理 

宮 台そう やって 相手を 見る 訓練と いうのは、 一九 八〇 年代 前半、 当時 日本に 入っ てきた ばかりの 
自己 改造 セミナ ー に 二 年間ぐ らい 入って いて、 身に つけた ものなん です。 自己 改造 セミナー の ト レ 
1 ナー は、 コミュニケ ー シ ョン 手段と して、 相手の 言っ ている ことに リテラルには 対応し ないで、 
相手の コンテ クス ト、 声の 大きさ や 体の 姿勢な どに 着目す るんで すね。 それで 「梯子を はずして い 
く」。 相手の 要求して いるものを 出して いったり、 反対に あえて 出さない ようにした りして、 コン 
ト ロ ー ルして いく わけです。 そういう 訓練を 受けて いたせい もあります が、 先 ほど も 言った 通り、 
ベー スでは ロジカルな ものを あまり 信用して いない。 

もし 病理 的に ロジカルな 人間が いると すれば、 それは 明らかに 欠落の 反映 じ ゃないです か。 同じ 
ように 病理 的に コン ト ロー ル 指向の 強い、 権力 欲の 強い 人間が いると すれば、 それ も ある 種の 欠落 
の 反映です。 僕に 関しても 同じように 見て いただいて いい。 僕が 過剰に 論理的に 見える ので あれば、 
それは 僕 自身の 欠落の 表明で、 その 欠落は 論理的な 欠落では なく、 情念 的な 欠落な わけです。 

岡 田 僕 も 「ものごとを よく 考えて いますね」 とか 「論理的で すね」 とか 言われる と、 つらく 悲し 
くな ってき ます (笑)。 変な 言い方なん です が、 頭の いいやつ はものを 考えなくて 済む というの が、 
僕の 持論なん です よ。 つまり エンジン 出力が 最初から 高い 人間と いうのは、 考えずに ものごとを 進 
めれば 一番い いように 流れ るんで す。 だめな やつ ほど 考えなければ いけなくなる。 靴の 紐を 結ぶ と 
か、 歩く とか、 自転車に 乗る とかで、 いちいち 考えて いる やつは だめです よね。 どうも、 普通の 人 
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たちの 考える 「頭の いい」 というのは、 論理的で あると か、 言葉を うまく 操って 考えて いる ことを 
説明で きる、 もしくは 相手を 言い負かす ことができる 能力と、 とらえて いる ふしが あります ね。 

宮台 僕は そういうのを 「哲学」 と 言っ ています。 「哲学」 の 定義を わかりやすく 言う と、 普通の 
人は 「 ^- i て 買い ものに 行く」 とか 「散歩して 風景を 見る」 とか、 歩く ことを 前提の 上で いろいろ 
な 体験を する わけ だけれ ども、 哲学者と いうのは 「なぜ 俺は 歩いて いるの だろう」 「なぜ 右足を 先 
に 出さねば ならない のだろう」 「なぜ 手と 足は 反対に 出さなければ ならない のだろう」 という ふう 
に、 歩く ことの 自明 性を 疑って しまう わけです 。従って、 哲学者と いうのは、 自明 性の 上に 乗っか 
る ことができない 不器用な 人なん です。 これは ^ I 井 均さん の 比喩です が、 「普通の 人は 水に 浮かべ 
るのに、 哲学を する 人は 水に 浮かべない カナゾ チで ある」 と。 そういう ことで 言う と、 不器用 だか 
ら という 意味では、 頭が よくない とも 言える と 思 うんです ね。 

ただ その 点に ついて 言う と、 僕 自身は、 昔から むしろ 考えないで 行動して しまう タイプなん です 
よ。 考えないで 取った 行動が 奇矯な ものである 場合が 多くて、 ふるまって しまった あとで 人に 批判 
されたり、 自分で も 「なぜ 俺は あんな ふうに ふるまって しまった のだろう」 と、 罪の 意識に 苦しむ 
という ことがありました。 僕は、 小さい 頃から 二十代の 半ばく らいまでは、 自分の 行動を 自分で あ 
とから 合理化す るた めに 考える という ふうに、 頭を 使っ ていました ね。 だから、 さっきの 哲学者の 
話とは 逆で、 哲学は 自明 性が 壊れて いるので 事前に 考える ので あると すれば、 僕の 場合は 行動が 先 
行して しまう。 ただ 行動 そのものが 非常識 だっ たり、 行動を 考え直して みると 自明 性が 壊れて いる 
ので、 あとから 考える ことになら ざるを えない。 


00M - 

永 井 均 (ながい •ひとし) 

|九五 7 。信州大字助教授。現代哲字の 
研究 考著 p」 『S の メタフィジックス』 

『〈言〉 のた めの 哲字』 な 系 ある。 
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自我の 統 I 性を 放棄した 世代 

岡 田 非常識な 行動と いうのは、 あとから 考えて 正当化な り 説明な りは でき るんで すか。 

宮 台う 一 ん 、それは 微妙です ね。 当然、 目的は 正当化に ある わけ じ ゃないで すか。 つまり 「自分 
は 何者で ある」 という ことを 納得したい とか、 従来の 自己 ィメ ー ジ との 関係で、 整合 的に 説明した 
いという 意味での 正当化が、 動機には あります よね。 「なぜこう やって あとに なってから 考え るん 
だろう か」 という ことにつ いては ずっ と 自問して いました が、 それは 自分自身が、 今後 また 予想外 
のこと を やって しまう かもしれ ない ときに 備える という 部分 も 含み 持ちつつ 、やっぱり 「俺は 何な 
ん だ」 という ことを とらえたい 欲求と いうの が ありまし たよね。 

で、 それは 自分 探しと いうより、 もうち ょっ とやむ にや まれない 感じでした。 とくに 僕の 場合、 
女 関係で 訳の わからない 展開が あったり したので、 あとから とにかく 自分自身の 行動を 説明し ない 
と 気が済まない、 自分自身が どんな 闇を 抱えて いるか わからない と 先に 進めない という 感じが あっ 
たんで しょうね。 もちろん、 ときには 人に 対して 「自分が あのと き ああして しまった のは、 こうい 
うこと だっ たの かもしれ ない」 という ふうに エク スキ ユ ー ズ、 言い訳に 使う とき も ありました。 

そういう 期間が しばらく 続いて、 気がついて みると、 変な 話です が、 「自己 分析の 達人」 になっ 
ていました ね。 カッコつ きの 達人です けど も (笑)。 自己 分析の 達人になる プロセスで、 じつは 他人 
の 行動を 分析 するとい うこと もずい ぶんやり ました。 他人の 行動を 分析す る 理由は、 自分自身を 分 
析 する ためなん です よ。 わかりやすく 言う と、 自分自身は 空白で よく わからない ので、 他人の 考え 
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方 や 感じ 方を シミ ユレー シ ョンして 完全に 理解した 上で、 自分 もそう やって みる。 そんな こんなで、 
気がついて みたら 体験 や 行為を 言葉で 説明す る 能力が、 上昇し たんだろうと いう 気がし ますね。 

岡 田そう いう ことを 考えず、 おまけに 人から 奇矯な 目で 見られずに 生きて いける 人が、 一番い い 
わけです よね。 でも、 そう やって 生きて いけない 人 もい る わけで、 その 場合は、 ある 程度 ロジカル 
に 自分を 再構成す るた めに、 考えながら 生きて いくし かないんで しよう か。 

宮台 少なくとも 僕なん かの 場合は、 もともと 納得と いう ことが、 価値の プライオリ ティに おいて、 
上の ほうに ある。 自分の 行動に 納得が いかない と、 徹底して 考える という 癖が ありまし たね。 だけ 
ど、 納得が いかない という 状態に 耐えられる タイプの 人が、 僕よりも 下の 世代になる とむ しろ 増え 
る わけ じ ゃないで すか。 今 言った 納得と かさっ き 言った 正当化の キ ー になる のは、 「一貫性」 です 
よね。 一見 奇矯な、 予想外の ふるまいを したよう だが、 本質的には 一貫した 構造の 中から 生まれて 
いるんだ と、 納得す る わけです よね。 そういう 一貫性、 あるいは 時間軸に こだわる という 志向の 強 
さの 現われなん です。 

だけど、 僕が 取材して いる 今の 若い 子たち の 多くは、 時間 的な 志向と いうのを ほとんど 失っ てい 
る わけです。 それを 「今 ここ」 に 集中す ると 表現しても いいし、 刹那的と も 享楽的と も 表現して い 
いんです が、 むしろ もっと プロキシ ミ ティの 上がった 状態、 つまり 直接 性の 上がった 状態で 時空 間 
を 体感す るよう になっ てきて いる。 だから 僕の ような、 一貫性に こだわる 生き方を 理解しても らう 
のは、 ますます 難しくな ってい るな あと 思います ね。 

と 同時に、 僕は 彼らが うらやましいで すね。 何で この 人たち は、 時間 的な 志向と いうのを 折りた 
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たんで しまえ るんだ ろうか、 放棄で きたんだ ろうか、 と。 最近は、 そういう 違いが 存在す る ことに 
慣れました けれど、 今から 十 年 ほど 前に 若い 人たち を 調べ はじめた 頃は、 彼らが うらやましい と 同 
時に 不思議でした し、 自分自身が ある 種の 「欠陥 品」 のように 感じました ね。 

岡 田 それは、 宮 台さん が あげられて いる 若者の 三つの セグメント 、「街」 「学校」 「家」 の 中で も 
「街」 にいる 人の 特徴で ある、 という 限られた もので なく、 若い 人 全般に 言える ことなんで しょう 
か。 古い 言い方です が 「統一した 自我」 という ものが、 今は どんどん 薄れて きて しまって いる わけ 
です よね。 

宮 台そう だと 思います。 というの も、 統一した 自我と いうのを 持とうと すると、 生きに くい わけ 
です。 その 生きに くい 状況と いうの が 広がっ てい るんだ と 思います。 「自我の 一貫性は 放棄した ほ 

うがいい」 というのは、 八〇 年代に ニュ ー アカデミズムの 人たち が 強調した ことです よね。 それを  日 

る 

システム 理論の 言葉で 言えば、 「環境 適応 能力の 上昇」 のた めの 方法なん です ね。 つまり 行動の 自  取 

け 

由が 広がっ て、 複雑な 状況 下で も 臨機応変に ふるまえる ようになる という わけです。  受 

を 

「自明 性の 地平」 が 崩壊して いる 

宮台 今日 たまたま 黒 沢 清 監督の 『CURE』 という 映画を 見て きました。 この 作品は、 じつは 酒 
SS 薇聖斗 事件の 前に 撮影され てい るんで すが、 事件が 起こっ たために しばらく 公開で き なくなっ 
たという 経緯の ようなん です ね。 内容は いわゆる モン スタ ー ものなん です が、 人知の 及ばぬ 怪物が 
人に 催眠術を かけて、 <1 じられ ないような 殺人を 犯させる。 動機は まった く 不明で あると。 マン ガ 
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黒 沢 清 (くろ さわ •きよし) 

I 九 五 五〜。 i 監督。 八 111 年に 聾 アビ 
ユ— 。春 作品に 『ドレミ ファ 娘の 血は 騒 
ぐ』 『スウ ィ—ト ホ— 厶』® が ある 。 
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にも 同じように、 浦 沢 直樹の 『MONSTER』 という 作品が あって、 これは ヨハンと いう ドイツ 
人の 少年が 絶対 悪と して 描かれて います。 こちら も 人知の 及ばぬ 悪です ね。 ほかに もい くつ かの 作 
品 例は あります が、 まず 最初は メディアの 中で そういう ものが 出て いた。 そして 酒 鬼 薔薇 聖斗 事件 
なんです が、 これ も ある 意味、 人知の 及ばぬ 悪と いうか 不透明な 悪と いう ふうに 感じられる わけで 
すね。 こうした ものが 九〇 年代に 入って、 まずは メディアの 世界で、 ついで 現実の 世界で も 噴出し 
ている わけです。 

これを、 いろんな やり方で 解釈で き るんで すが、 僕 自身は 「自明 性の 崩壊」 の 兆候 だと 思 うんで 
すね。 それは、 たとえば、 「人を 殺して なぜい けない のか」 あるいは 「売春して なぜい けない のか」 
でも 何でもい いんです が、 かつては 疑わないで 前提と してきた ような 「自明 性の 地平」 が 壊れち ゃ 
ってい るんで す。 

それで、 映画 『CURE』 なんです が、 「CURE」 というのは 癒しと いう 意味なん です けれど • 
ここで 描かれて いるのは 非常に おもしろい 癒しなん です ね。 役所 広 司 演じる 刑事、 彼は 自明 性の 地 
平の 上を 生きて いる 市民なん です けれど、 彼が 人知の 及ばぬ 犯罪者に、 誘惑され て 取り こまれて い 
くんです。 それは 抽象的に 言う と 「おまえの 立っ ている 地面は、 地面 じ ゃない ぞ 。固い 地面の 上に 
立っ ている と 思い こもうと している だけで、 じつは ほとんどの 人間は 立っ ていない、 あるいは 立っ 
ている ふりを している だけ だ」 という ことなんで すね。 

最後には 主人公で ある 刑事 自身 も 殺人鬼に なって いくんで すが、 それが 単に 催眠術を かけられて 
いるの か、 そうでは なく、 自明 性の 地平、 あるいは 意味の 構造 そのものを 取り替えられて しまった 
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のかは わかりません。 でも それが、 刑事に とって、 また、 観客に とって、 癒しに なって しまう。 そ 
れは 、わかりやすく 言えば 「俺 も 壊れて いいんだ」 あるいは 「壊れて いる 俺は 特殊 じ ゃな いんだ。 

みんな も 壊れて いるんだ」 、「自分は 妻を 殺したい と 思う。 子どもを 殺したい と 思う。 そう 思う 自分 
を 責めて きたけれ ども、 なんだ、 みんな 殺したい のか」 という 「CURE」 なんです よね。 朝日 新 
聞の 批評では 「それは あまりに も 殺伐と していて、 頭が 痛くなる」 などと 書かれて いました が、 僕 
自身 もこう いう 映画を 見る と、 相当 癒されて しまった りする わけです。 

ちよっ と 長くな りました が、 僕が 言いたい ことは ただ ひとつなん です。 かつては、 自己 一貫性に 
こだわる ことを 支えて いたよう な、 自明 性の 地平と いうの が あった。 でも それは 壊れて いるんで す 
よね。 そのと きに 自己 一貫性に こだわろう とする 人間は、 逆に 自分が 壊れない と、 あるいは 異常 者 
にならない と、 意味の 一貫性を 保て なくなっ たりす る わけです。 つまり、 自明の 地平が あったと き 
には、 自己 一貫性を 保とうと する ことは、 普通に 生きる ことと そう 大差は なかっ た。 でも その 地平 
が 壊れて きていて、 なおかつ 自己 一貫性を 保とうと すると、 これが つまり 役所 広 司 演じる 刑事な わ 
けです が、 そうすると スト レスが 昂じ てむ しろ 壊れて いくんで すね。 そして、 向こう側と 言います 
か、 「人知の 及ばぬ 犯罪者」 の ほうへ 限りなく 近づいて いく わけです。 

僕は、 今の 社会で 一貫性と いう ものに こだわる のは、 単に 不適応 を 起こす とか 生きに くいと いう 
だけではなくて、 もっ とこ わい ことを 意味す るので はない かとい う 気がす るんで す。 そのこ わい こ 

との 典型と いうか、 象徴 だと 思っ たのが、 九 五 年の オゥ厶 真理 教 なんです よね。 それで 「終わりな  i - 

き 日常を 生きろ」 というよ うな ことを 書い たんです けれど。 昔の やり方で 生きる のは、 単に 生きに  1 19 へ— ジ 脚注 霞。 
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くいだ けで なく、 狂気を 意味す る。 最近の 例で 言えば、 ス ト— 力— 殺人なん かが 該当し ますね。 

岡 田 凶悪犯罪 や オゥ厶 真理 教の ような 事件が 起きる と、 その 「動機」 という ものに ついて、 僕ら 
はわり と 説明で きて しまいます。 あるいは、 犯罪を 犯した 当人 も すんなりと 答えられたり します。 
今、 宮 台さん が おっし ゃられた ことを 言い換えれば、 犯罪者と かお かしくな ってい く 人たち は、 自 
分たち がおかし くなる 理由 も 説明で きる し、 なぜ 自分は こんな ことを する のかに ついて、 歪んだ 論 
理 であれ 論理的に 説明で きる。 でも 犯罪を 犯さない 人たち というのは、 ただ 何となくそう しないだ 
けで あって、 論理的に 説明す る 必要 もない。 つまり 自分を 説明で きる 人と いうのは、 説明で きる が 
ゆえに おかしくなら ざるを えない、 というよ うな ことなんで しょう か。 

宮 台そう いう ことは 現実に ありまし てね。 酒 鬼 薔薇 聖斗 事件に 関して、 テレビを 通じて 中学生 か 
らフ ァッ クスを 何千 通と 送って もらっ たんです。 その 中で とくに 女の子に 多い んで すが、 基本的に 
ファックスを 送って くるのは 女の子が 多 いんです けれども、 わかりやすく 言う と 「よくやっ た」 な 
んで すよ。 「みんな、 そういう ことができ たらな あと、 どこかで 思っ ている と 思う。 ただ 勇気が な 
いか、 あるいは その あとが こわくて やって いないだ けだ。 彼は 勇気が あって ク ー ル だ、 すごい」。 
これは 要するにこう 言い換えられ るんで す。 「酒 鬼 薔薇 くん、 君は 一貫してい る。 自分たち は 勇気 
がない せいで、 一貫で きていない だけなん だ」 と。 つまり 今の 岡 田さん の お 話で 言えば、 「なぜ 酒 
鬼 薔薇 くんは 殺したん だろう？」 じ ゃなくて 、「なぜ 自分は 殺せない ん だろう？ そうだ、 単に 勇 
気がない だけ だ」 という、 年長 世代からは 信じられない ような、 正と 邪の 逆転、 実と 虚の 逆転が 起 
こって いますよ ね。 そういう 状況に なって いる ことは 間違いない。 


マジ メな話 254 


酒 鬼 薔薇 くんの 行動と いうのは、 彼と 同 世代に とって は、 多くの 説明を 要しない んで す。 十四 歳 
の 子が 小学生の 首を はねた という だけで 何もかも わかっ てし まうよう な、 共 了解の 地平と いうの が 
ある。 その 共 了解の 地平と いうのは、 いわば 彼らの 世代 的 自明 性なん です。 僕たちの ものとは だい 
ぶ 違う、 新しい 自明 性です ね。 僕たちが、 あれこれ あれこれ 酒 鬼 薔薇 くんに ついて 説明す ると、 そ 
の 説明は 彼と 同 世代に も だいたい 当てはまる。 だから、 なぜ 酒 鬼 薔薇 くんだ けが 犯罪を 犯した のか 
という 説明には ならない。 僕は むしろ この 事件に 関しては、 そういう 説明を しようと 思っ てい るん 
です。 つまり、 彼らが 「それ だっ たら 僕ら も 同じ だよ」 と 思うよう な 要素 ばかりを 出して、 共通 性 
の 部分を 煽ろうと 思っ ている わけです ね。 それは なぜかと いうと、 また 最初の 話に 戻ります が、 彼 
らが 獲得しつつ ある 新しい 自明 性と いうのは、 暫定的に 正しい からです。 

つまり、 こういう 新しい 成熟した 社会、 もしくは 変わっ てし まった 社会の 中で、 あえて 一貫し よ 
うとす ると、 酒 鬼 薔薇 くんの ようにな ってし まう 可能性が ある。 外からの いろいろな 圧力、 親、 教 
員、 友 だち、 理不尽な さまざまな 環境の 問題が ある 中で 自分を 一貫し ようとす ると、 だんだん 狂気 
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になっ ていく。 自分の 中に バ モイ ドオキ 神の ような 個人 神を うちたてて、 それと 対話す る ことによ 
ってよう やく 自分の 一貫性を 保つ ようになっ ていっ たり もす る。 だからそう なって いくとい うのは 
暫定的には ある 種の 適応なん です ね。 人が 一貫し ろと 言うなら、 そういう 方法し かない。 

暫定的と 言っ たのは どういう ことかと いうと、 彼らは 一貫し ようとす るから、 酒 鬼 薔薇に 共感す 
る。 中学生は、 一貫し ろと いうい ろい ろな 圧力に さらされて いるから、 しようがない とは 思 うんだ 
けど、 むしろ その 次の 段階に 行っ て ほしいと 思 うんです ね。 「酒 鬼 薔薇 くんか わい そう、 そんなに 
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モイ ド オキ神 

神 戸 小 六 男児 殺害事件の 犯人 「酒 鬼黼 薇聖 
斗」 が 信じて いたと いぅ 神。 彼の 犯行 ノ— 
卜では バモィ ドオキ 神に 報告す る 形で、 犯 
行_ 自分の^^ 綴って いる。 
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思いつめ なくても よかった のに」 という 地平に、 多くの 中学生 や 若い 子たち に 行っ て ほしいんで す 
よ。 「お前は 誰なん だ？」 「僕は 何者なん だろう？」 と 考える やり方を、 はっき り 放棄して ほしいん 
です ね。 現にそう いう 生き方は、 若い 子たち の 多くが すでに 始めて いるんで すから。 

成熟への 道を 粛々 と 歩む 

宮台 僕は お 正月の ラジオ 番組で、 「九 八 年の ス ロ— ガンは サツ カ ー、 ダンス、 セツ クス だ」 と 言 
ったんで す。 十代は サツ カー をし ろ。 二十代は ダンス、 テク ノで 踊り まくれ。 三十 代 以上は セツ ク 
スを しま くれ。 サツ カー、 ダンス、 セツ クスと いうのは、 じつは 今の ヨー ロツパ 人の 生き方なん で 
すね。 フランス なんて 失業率が 日本の 四 倍く らいに なって いますが、 そうして 生きて いる わけです。 
岡 田 日本より 先に 飽和 しちゃっ た 人たち の 社会を 見て、 という 理由が ある わけです ね。 

宮台 ある わけなんで す。 僕の 言っ ている ことは、 空理空論と いうよりも、 すでに 日が 沈んで 長い 
時間が たって いるよう な、 いわゆる 先進 社会、 成熟 社会の 多くが たどっ ている 道なん です よ。 

フランス語で 「ア ー ル •ド •ヴ ィブ ル」、 人生 術と いう 言葉が あるんで すが、 たとえば 人生 術と 
いうのは、 ヨ —ロツ パの パ— ティー カル チャー を 指して いる わけです ね。 これを 抽象的に 言う と 
「日常の 演劇 化」 なんです よ。 日常と いうのは つまらない んだ 、人は わかり 合えな いんだと いう、 
共 了解が ある わけです。 普通に していたら 人生は つまらない し、 世界は 砂を かむ ような 味気な さで 
満ち 溢れて いる。 だから、 パー ティを 開いて 得意な 料理を ふるまう。 ワインの 好きな 人は ワインを 
持ち寄っ て、 うんちくを かたむける。 「何を くだらない、 意味の ない ことを やって いるんだ」 とは、 
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言い合わない んで すよ。 初めから 意味がない ん です。 はっきり 言えば、 意味の ない 現実を 生きて い 
るんで すよ。 だけど、 そう やって 現実を ちょっ と 演劇的に 加工す る ことで、 俺たち はよう やく 生き 
ていけ るんだ よね、 それし かない もんね、 というよう な 優しい 共 了解が ある わけなんで すね。 

一方、 日本と か 韓国の ような 新興国は、 まだ 「意味の 病」 に 取りつ かれて いて、 「だから 何に な 
るんだ よ」 というよ うな ことを 言っ てし まう じ ゃないで すか。 たとえば、 スケボ ー 少年 や ダンス 少 
年、 彼らは スケボ ー 大会 や ダンス •バト ルの ために 頑張っ ています。 でも それは 有名に なりたいで 
も 何でもなくて、 本人たち に 聞く と 「そういう 口実が あるから、 こうやっ て みんな 楽しく 集まって 
頑張れ るんで すよ。 今後に 何もつな がらな くた って べつにい いんです」 と言う。 でも 僕らは 「それ 
が 何に な るんだ」 と 言っ てし まったり する。 それは やはり、 僕らの 世代が、 「過渡的 i 斤 一代」 の 作 
法から 抜け だしてい ないから なんです ね。 「サツ カ ー、 ダンス、 セツ クスし かない じ ゃん。 当たり 
前 じ ゃん、 そんな ことは」 というのは、 むしろ 成熟 社会の 常識。 『関 口宏の サン デ ー モ ー ニン グ』 
に 出た ときに 「それは 享楽、 退廃 じ ゃないで しょう か」 と 関 口さん に 言われました けれども (笑)、 
それは 全然 違う。 むしろ 当たり前の 国際 常識なん です。 

岡 田 そこでよ く宮 台さん は 誤解され てし ま うんです よね。 宮台真 司と いう 個人が、 そういう 社会 
が 好き かどう かではなくて、 見る 人間が 素直に 見れば、 そうなる に 決まっ ている と 言っ ている だけ。 
自分の 好みなん て、 ひとっ 言 も 言っ てね一 よっ てこと です よね。 

宮台 さっき も 言った けれども、 僕 自身は 「サツ カ ー、 ダンス、 セツ クス」 のよう な 方向に 全体が 
動いて いくこと に、 ある 時期 非常に 大きな 適応 不全を 感じて つらい と 思っ たわけで すよ。 取材を し 
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ていても、 とても 違和感を 感じた。 でも 他方では とても うらやましい とも 感じた ので、 あとから つ 
いていこうと 思って、 ある 程度、 真似 e とのよう な ことは できる ようにな った。 簡単に言えば、 そ 
れ ほど 忸泥 たる 気持ちな く 断念す る ことに 成功した わけです。 

ただ 断念の 記憶は あります し、 その 意味で 言う と、 はっきり 申し上げて、 完全に 違和感な く 溶け 
こめる という 状態ではありません。 これし かないんだ ろうな あと 思いながら 「でもな かな か 楽しい 
よね」 というよ うな 感じで しょう か (笑)。 その 意味で 言う と、 今 起こっ ている 現象 やさ まざ まな 変 
化と いうのは、 まさに 成熟 化と いう ひとつの 方向、 すでに 先人たち が 道を つけて くれてい る 方向を 
指し示して いるので あって、 それを 粛 々と 歩む しかない だろうと。 

岡 田 その 中で、 状況を ドラ イプで きる、 いわば ハンドルの ブ レは どの 程度 あるんで しょう か。 

宮台 それは、 「日本の」 という 意味です か。 

岡 田 「日本の」 でもい いです し、 「僕らが 生きて いる 範囲 内で」 というので も 結構です が。 

宮台 要するに、 どういう 水準で 考える かによ ると 思 うんです よ。 社会学では 常識的な 学説です け 
れ ども、 われわれの ような 時間 観念に なった のは ここ 数百 年の ことなんで す。 つまり、 遠い 未来の 
ことを 考えて 未来の ために 頑張ら なきゃと 思っ たり、 失われた 過去に ついていつ まで も 思い悩む と 
か、 過去に 存在した ものが 存在し なくなっ たこと を、 嘆き悲しむ というよ うな 時間 観念、 「時は 過 
ぎ ゆく」 という 観念は、 極めて 近代的な ものなん です ね。 

それ こ 対して ギリシャの 「循環す る 時間」、 あるいは インディオの 「共 在す る 時間」 という もの 
があります。 たとえば、 かつて 好きだっ た、 愛着の あった 人が 死んで いくと、 近代 人の 場合は 死ん 
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だ 人が いなくな ってし まった と 嘆き悲しむ。 でも イン デ ィオ 的な 時間 観念 だと、 死んでも そこにい 
る わけです。 そういう 時間 観念は、 日本に もずっ と ありまし たよ。 その 名残が お 彼岸の 観念です ね。 
一年に 一度 だけ、 死んだ 人たち に 出会える という。 たとえば 失恋の 例は わかりやす いんです が、 今 
です と 「自分が こうだっ たから 恋を 失っ てし まった」 と 思い、 失っ てし まった 人を 取り戻 そうとし 
て 取り戻せなくて、 いつまでも 悩む わけです が、 そうではなくて、 昔つ き 合っ ていた 人の 楽しい 思 
い 出は あると。 

私自身は 「過去は 現在す る」 という 言い方を します が、 過去は 思い出と して、 ここに 現在す る わ 
けです ね。 思い出は いつでも 思い出せる。 だから 死んだ 人 もい つで も 思い出して、 思い出せば そこ 
にいる。 こういう 感じ 方です ね。 これが つまり 古典的と いうか、 とくに モン ゴロ イドの 人に とって 
は、 長い間 伝統的に 培っ てきた 時間 観念 じ ゃないで すか。 僕は それに 近い ものに 戻りつつ あるな あ 
と、 感じて います。 それは、 目に 見えない 未来の 人たち や 社会の ために、 自分を 犠牲に すると かと 
いう 方向が、 どんどん 打ち捨てられて いって、 「今 ここ」 なんです よね。 「今 ここ」 には、 じつは 過 
去 も 未来 も 全部 入り こんで、 すべてが 「今 ここ」 に 現在す る。 だから、 スケボ ー 大会 も その 次と い 
うこと ではなく、 ダンス •バトル も その 次の ための 手段 じ ゃなくて、 いつも 数 週間 先の ダンス •パ 
ト ルを 口実に して 今を 延 々と 踊っ ている。 やっぱり 注意の 焦点は、 全部 「現在」 なんです ね。 

岡 田 「今」 の 連続と いうか、 「今」 だけが いっぱい あるよう な 状態です よね。 

宮台 その 意味で 言う と、 僕は とても 伝統的な 生き方に 回帰しつつ あるな と 思います ね。 現象 面で 
見ても、 性の 低 年齢 化 も 伝統 回帰 だし、 あるいは 社会の 売春 化と 言われる 現象 も、 日本で 言え ボこ 
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れは 伝統 回帰です ね。 つまり、 良妻賢母 教育と いうのは、 維新 政府の 政策 的な でっち 上げです から。 
日本 だけでなく、 多くの 国が 成熟 社会に なると、 「近代 過渡期」 に 持っ ていた 歴史の 浅い 人為的な 
動機 づけ 装置を むしろ 打ち捨てて いって、 元に 戻る わけです よ。 「サッ カ—、 ダンス、 セッ クス」 
なんてのは、 まさに それ じ ゃないです か。 

だから 僕は、 今は 何 か 新しい ことが 起こっ ている というよりも、 「過渡的 近代」 という 異常な 時 
代が 終わりを 告げて、 元の 姿と いうか 本来 あるべき 生き方を、 非常に 巨大で 目に 見えに くい ィン フ 
ラス ト ラク チャ ー で 支えながら、 回復しつつ あるんだ、 という 時代 認識なん です よね。 

「お前 だけが 苦しい んじゃ ない」 

岡田宮 台さん の おっし ゃる ことと いうのは、 僕の 世代には すごく よく わかる つもりなん です よ。 
どちら かとい うと、 まずそう いう ことを 自分で 言語 化しない 若い 人たち というのは、 僕から 見る と 
ベ ー ルを 何枚 も 通した くらいに しか 見えない し、 逆にそう いう ことを 言われて 怒り だす 人と いうの 
もい ますよ ね。 宮 台さん 言う ところの 「オヤ ジ 的」 という 人たち。 そういう 人たち のこと も、 気持 
ちは わかる けれども、 やはりべ ー ルの 向こうなん です よ。 「世代 的」 とくく ってし まう のは 危険 か 
もしれ ません が、 今の 三十 代く らいの 人たち は、 「わか るんだ けれども、 でも …… 」 という あたり 
だと 思 うんです。 この 「でも」 という 部分が 聞きたい。 よく 「でも、 宮 台さん は それでい いと 思っ 
ているんですか !9 :」と言うときの「でも」は、全部ここにかかってくるわけですよね。 

た ド」、 それでい いかどう かは、 ひと 言 も 言っ ていない わけで、 そんな こと 言 っても しようがない 
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わけです よ。 僕が いいと 言わなければ そうなら ないなら、 百 回で も 言う けれども (笑)。 

宮台 おっし ゃる 通りです よね。 ただ、 そこは 非常に 微妙な 問題が あって、 人間と いうのは 食べて、 
寝て、 つまり 「生活して」 生きて いる。 僕 もそう やって 生きて いる わけです よね。 さっき プライべ 
1 ト ライフと いう 言い方を しました が、 僕は、 ことこ こ 一、 二 年間く らいは、 むしろ プライべ 一 卜 
ライフに ついては しゃべ ろうと 思っ ている わけです。 それは、 今 まさに 岡 田さん が おっし ゃった よ 
うに、 「じ ゃ あ、 お前は そういう 社会を どう 生きよう として るんだ よ？」 という 疑問が 当然の よう 
に 出て くるわけ です。 

僕は それにつ いて 答える 必要は ない と、 長い間 思っ ていました。 けれども、 自分が 「世直し モー 
ド」 に 入っ てし まったり する ことから も わかる ように、 非常に 古く さい 部分を 持っ ていて、 困っ て 
いる やつが いると 「あのな あ、 こうす り ゃ あいいん だよ」 と 言いた くな ってし まう 人間で あると わ 
かってき たんです よね。 それは、 オウ厶 信者を 取材して いると きに も 自覚した し、 売春して いる 子 
たちを 取材して いると きに も 自覚し ました。 僕は 取材す る 場合に、 個人的 アドバイスを めち ゃくち 
ゃい っ ぱいす るんで す。 その 部分は 今まで マスコミには 全然 出さないで きました。 

今の 子たち というのは、 だいたいこう です。 「おまえの 言うよう になる というの も わかっ たし、 
おまえの 言う 生き方が いいと いうよう な こと も、 抽象的な 意味では わかった。 終わりな き 日常を 生 
きる 知恵が 大事 だとい う 気がして きた。 ところで、 俺は (私は)、 こういう 資源し か 持っ ていないの 
だが、 生きられる のか」 という 問いな わけです。 岡 田さん と同じように、 東大で 講師なん かを やっ 
ていても、 僕のと ころには ずいぶんそう いった 身の上 相談 ばかりが 来ました。 当初は 「うざい な あ」 
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と 思っ ていました けれども、 それに 答える というのは 難しくな いなという 気がして きたんで すよ。 
やっぱり 必要な のは 「CURE」 なんです。 癒しなん です よ。 

昔、 大月隆 寛さん が 「どっ かで 誰かが うまい こと やって る」 という 言い方を していて、 つまり そ 
れ が八〇 年代に おける 人々 の 感覚の 働き 方 だっ たんです けれども、 下の 世代には、 もうそう いう 感 
覚は ほとんど 存在し ない。 悩める 下の 世代は、 それは 僕ら もそう です が、 「俺 だけが こんなに 生き 
にくい のか」 と 思っ てい るんで すね。 わかりやすい 話です が 「お前 だけが 苦し いんじ ゃない」 とい 
うのは、 いくらでも 言っ ていける わけです。 

たとえば 年末の ドキ ュメ ン タリ ー 番組で、 僕は 若い 子たち をた くさん 取材し ました。 そうすると 
そこから 見えて くる、 とくに ストリ ー ト 系の 子たち の 生き方と いうのは、 要するに 「まったり 革命」 
1^- i: なんです よね。 つまり、 今 ここを 楽しく 生きる ことに、 本当に みんな 集中して いる。 そのため 
に ギャ ラリ ー を 集めたり ィ ベン トを 企画した りする。 そう やって 短期 的な 目標を 作って、 何とか 
「今 ここ」 を 盛り上げよう とする。 あるいは 女の子で 言えば、 『プリクラ』 や 『たまごっ ち』 や 『ポ 
ケ モン』 などの いろんな コミュニケー ショ ンツ ー ルを 使っ て、 盛り上がろう とする。 そんな 彼ら、 
とくに 男の子た ちを 取材して いて 思 うんだ けれども、 大変なん です よ、 「今 ここ」 を 楽しく 生きよ 
うとす るのは。 本当に コス トが たくさん かかる。 全身全霊を かけて やって いるんで すよ。 「どっ か 
で 誰かが うまい こと やって る」 なんて 言える ような 状況 じ ゃない。 終わりな き 日常を 生きる 知恵な 
んて 言っ たって、 どこかで 誰かが 大きな アド バン テ ー ジを 持っ ていて、 それゆえに 楽を できる なん 
ていう ことでは もうない ぞ 、という ことです よね。 


今度、 僕の いる 大学院に すごい ナンパ 系の やつが 入っ てく るんで すけれ ども、 彼は 女が 五十人い 
るんで す (笑)。 その 彼 も 大変で、 それは 女を 維持す るの が、 という ことではなくて 「何で 俺は こん 
な ことを やって いるんだ？」 と 考えて しまう。 そこそこは 楽し いんです ね。 女の ケアを して、 ハー 
レム 状態を 維持して 楽しい 毎日を 生きる わけです。 でも 「そこまで コストを かけて、 楽しい 毎日を 
続けなければ いけない 理由が わからん」 という わけ (笑)。 

岡 田 そんなと ころへ 思い至っ てし まった わけです ね。 

宮台 僕は ギリ ギリ だと 思 うんです。 スケボ ー の 子たち もそう です が、 何も 考えないで 脳天 気に 生 
きている というよりも、 非常に ギリ ギリ、 だまし だましと 言 っても いい かもしれ ない けど、 そう 僕 
には 見えて しまいます よね。 まあ それは 過渡期 だから、 そのよう に 見えて しまう のか もしれ ません。 

さっき 自明 性の 地平が 壊れて いると 言いました が、 やっぱり 自明 性の 地平の 亀裂と いうのは、 そ 
ういう ところから 見つかる わけです よ。 だから、 じつはそう いう 子たち が、 たとえば 「何で 人を 殺 
しては いけない ん だ」 という 発言に、 むしろ 共感を 示して しまう。 「ああ、 その 言葉は 何 かわかる 
な あ」 と。 それは 昔 だっ たら、 鶴 見 済 くんが 「何で 自殺 しちゃい けな いんだよ」 と 言っ ていた こと 
の パ ラフ レ—ズ なんです けれども、 自殺の 場合には 人を 殺め ない ので、 意外と 気軽に 言う ことが で 
きたんです。 でも 若い 子たち が 「何で 人を 殺して はいけ ない のか わからない ん です」 と 言いだ すよ 
うにな ったと きに、 自明 性の 地平が 壊れて いくとい うことの 問題の 深刻 さが、 同 世代に も 年長 世代 
にも やっと 理解され るよう になっ てきて いるな あと。 だから この 部分に ついて、 しばらくは 議論し 
なくち ゃい けない。 成熟 度が もう 少し 進んで、 「日常を 演劇 化 一して 生きる ことの 意味に ついて、 
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漠然とした 共 了解と いう ものが でき 上がっ ていく までは、 「何で そこまでして 楽しく 生き なきゃい 
けな いんだよ」 という 疑問は、 当面の 間、 出て こざる をえない と 思 うんです ね。 

とくに 日本の 場合、 それが 深刻に なると 思う のは、 やはり 宗教 的 バック ボ ー ン がない からです。 
さっき 固い 地面と 言いました が、 ヨ—ロ ッバの 場合は 神なん です よ。 一神教 的な 神が、 いつも 固い 
地面を 用意して くれる。 それが 意味の 最終的な 根拠を 与えて くれる。 なぜ 生きなければ いけない の 
か。 それは 神が 自分を 創って くれたから、 あるいは、 それは 神との 契約 (洗礼の こと) が あるから、 
です よね。 あるいは、 なぜ 貞淑で なきゃい けない のか。 それ も 神との 契約 (結婚の こと) です ね。 日 
本の 場合、 固い 地面に 相当す るのは、 神ではなくて 共同体 だっ たんです よ。 仲間で、 みんなで 支え 
合っ て 生きて いた。 「みんなが いやがる から、 やらない」 といっ たこと が 固い 地面に なって いた。 

ところが 共同体は もう 不可避 的に 崩壊しつつ ある、 という か ほとんど 崩壊して います。 あるいは 
非常に 細分 化して、 仲間 集団は あるけれ ども、 集団 同士の 間では 自明 性が 壊れて いる。 じつは 人が 
多元的に 複数の 仲間 集団に 所属す るよう になっ たと きに、 もう 固い 地面は な いんです よね。 そうす 
ると、 日本と いうのは、 さっき 「哲学的」 と 表現した ような 問題に、 じつは 一般人、 つまりい わ ゆ 
る 哲学者では ない 人たち が、 むしろ 直面し やすい。 固い 地面では ない、 液状 化した ものの 噴出み た 
いなものに、 直面し やすい 状況に あるんだ ろうな あと。 僕は この 部分に ついて、 メッセ ー ジを 発し 
ていく という 義務感の ような ものを、 やはり 感じて しま うんです ね。 
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岡 田 以前、 『朝 生』 で 発言した ときに、 僕は 「教科書 問題 やる の もい いし、 西部 邁 さんが おっし 
ゃる ような 国家で も 伝統で も、 何でもい いんです」 と 言っ たんです。 ちょっ と 変な 言い方になる か 
もしれ ません が、 根底に 嘘が あるのは 当然で あって、 その 嘘を 排除した ところから、 みんな 狂いだ 
したんです よね。 その 嘘は 「神は 存在す る」 でもい いです し、 「日本は 美しい」 でもい いし、 「天皇 
は 万世一系 だ」 でも 何でもい いから、 とにかく 次々 と 立てて いくしかない だろうと。 で、 それを 一 
本 化しよう とする 試みに 無理が あるので あって、 それぞれの 人たち がそれ ぞれ のでき る 範囲、 「俺 
の 家の 中では 俺の 言う ことが 絶対 だ」 くらいの すごい 狭い 範囲で かまわない から、 さっき おっし ゃ 
った 地面みたい な ものを、 とにかく 作るべきな のでは ないか。 

ただ、 その 地面と いうのは、 共同体 単位で しか 持てない、 いわゆる マンションの 各 フロアに 床 だ 
けが あるよう な 状態なん だと 思 うんです ね。 つまり 厳密に 言う と、 地面は ない。 みんなは 危ない の 
で ひとつの 床 だけに 足を 置かずに、 いくつもの 床に 置く ようにす るし か 防衛 策はないだろう と。 で 
すから、 その 方法で 太平洋戦争を やる でもい いし、 西部さん が 美しい 国家 伝統を やっても いいし、 
とにかく みんなで 乱戦 状態に 持つ ていく しかない んじ やない かと 言つ たんです よ。 

宮台僕 も 『新世紀の リアル』 という 対談 集で 同じような ことを 言つ たし、 『まぼろしの 郊外』 で 
も 書きました。 人は、 幻想 あるいは 物語がない と 生きられない と 一般的には 言われ るんで すが、 幻 
想がなくても、 ミニ マル (最小限度) な 生の 充実 だけで も 生きられる 人は いるんで す。 ところが、 近 
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代の 「意味の 病」 を 通過して 以降の 人は、 先 ほどの 一貫性に 相当す るよう な もの かもしれ ません が、 

どうしても 物語を 必要と 「しがち」 なんです ね。 だから 僕が よく 言う のは、 物語を 追い かける こと 
自体が いけない わけでは ない。 ただ 物語の 中には、 別の 物語を 生きて いる 人を 脅かす 可能性の 存在 
する ものが ある。 必ず 「共生」 という 概念と 対で 語られなければ ならない。 

従軍 慰安婦の 問題を や ってい る ジジ ィ たちが だめな のは、 その 共生と いう 思想が 欠けて いるんで 問 
す。 西部さん は 単純に 知識がない、 僕に 言わせる と バカ じいさんなん です ね (笑)。 たとえば、 以前  ジ 脚注 露 r 
『ザ •異議 あり』 という テレビ 番組で 西部さん が 退席され たと きに、 西部さん が 退席され なかった 
ら 僕が 言おうと 思っ たことは、 たとえば 僕は 「専業主婦 廃止、 家族の 廃止」 という ことを 言っ てい 
ます。 そうすると 西部さん がそ こで、 「いや それは よき 伝統なん だ」 と 言いだ すわけ です。 そんな 
ことを 言う から、 僕が 勝っ ち ゃうんで すよ。 専業主婦 もよ き 家族 も、 伝統 どころ かせいせ い 三十 年 
の 歴史し かない。 最古の ィギリスで さえ、 三百 年の 伝統は ない。 フランスで も、 フランス 革命 以降 
の 二百 数十 年ぐ らいの 伝統し か 存在し ないし、 母性愛 なんかに 至っては 百年の 歴史 も 存在し ない。 

日本に 至っ ては、 政策 的な でっち 上げと 言っても いいような ものな ので、 伝統なん てこと を 持ち だ 
してきたら、 青少年の セッ クス や 大人 同士の 売買 春を 許容す る 僕が 勝っ ち ゃうに 決まっ てい るんで 
すよ。 

僕が、 売春 もい いじ ゃない か、 低 年齢の 性 もい いじ ゃない かって 言っ てるのは、 まさしく 「伝統 
に 帰れ」 ってい うこと です よ (笑)。 もし 西部さん が 僕を 論破したい と 思 うんだ ったら、 「宮 台は 若 
造の ク セして 伝統、 伝統と 言って おる が、 人間は それが 伝統であろう がな かろうが、 物語を 生きる 
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権利が ある。 それが 伝統で ない からと言って、 お前ら ごときに 家族の 夢を 壊される 筋合いは な いん 
だ」 という ふうに 反論し ない と。 

岡 田 「論争」 である 限り、 僕は 西部さん に 勝ち目は ない と 思っ ています。 西部さん が 明らかに メ 
リツ トが あるのは、 非論理的な 言葉を 平気で 言える ところと、 年齢と、 あの 顔が 持つ 愛嬌みたい な 
ものです よね。 となると、 泣きながら 「そうなる と、 ワシが 小さい 頃 好きだっ た 日本は どうな るん 
じ ゃ」 って 言う しか、 勝つ 方法ないです よね。 

宮 台そう であれば 次の ステ ー ジに 行ける わけです。 「ですから 私は 共生と いう ことを 言っ ている」 
と。 さらに 次の ような 話 もで きた。 それは 『新世紀の リアル』 でも 話しました が、 年齢が 上で あれ 
ば ある ほど ハ ー ドド ラ ツグを やっても OK、 という システムに していくべき だとい うこと なんです。 
成熟 社会、 つまり 固い 地面の ない 流動 社会では、 年長者 ほどきつ いんです よ。 かつての 思い出を、 
現実の ものと して 生きて いくこと がで きないんで すね。 

これは 弱者 救済っ てこと なんです けど も、 僕は 本気で 主張して います。 若い やつは クス リや っち 
ゃ だめ。 二十代に なったら、 あるいは ハイ ティ ー ン になっ たら、 マリファナぐ らいはいいだ ろうと 
いうと ころから 始めて、 セ ロ ト ニン 系の ドラ ツグを 許容して いき、 僕ぐ らいの 年齢に なったら、 覚 
醒 剤は 副作用が あります から、 覚醒剤と 同等の 機能の ある 副作用の 少ない ドー パ ミン 受容 体 ブロ ツ 
ク 系の クス リも〇 K。 さらに 五十 代 以上に なったら ヘロイン、 ア ヘン 系 も OK  (笑) ってい う ふう 
にやっ ていいと 思います ね。 
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共生へ と 至る エゴイズム 

岡 田 言論の 人たち ってい うのは、 すぐに 一般性 や 客観的な 事実に 頼ろうと しちゃい ますよ ね。 西 
部さん だっ たら、 まず 伝統と いうの が あって、 それで 引っ 張ろうと する。 でも、 その 伝統を 好きな 
だけで、 この 「好き」 というの が 前面に 出せないです よね。 「俺が 好きな 伝統」 じ ゃなく、 「伝統 だ 
からこれ が 正しい ん だ」 という ふうに 引っ張っ てきち ゃう。 では、 本質的な 伝統とは 何かとい う 話 
になる と、 もう 勝ち目 なんて 絶対にないです よね。 

宮台 うん。 だから r ワシの 夢を 壊さんでくれ よ」 というの が、 最も まっとう で 正当性の ある 言い 
方なん です よ。 「ワシ はこの 夢が なくち ゃ 生きて いけね ぇんだ」 と。 そうすれば、 こちらは 「老人 
は ドラ ッグ OK」 と 切り返せ るんで すけ どね。 

岡 田 テレビを 見た 人に 「宮 台っ ていう 人、 ひどい わね。 あの おじいさん、 泣い てるじ ゃない」 と 
思わせれば、 西部さん の 勝ちなん です よ。 それが、 西部さん の 好きな 伝統を 守る 方法 だから。 つま 
り 「おじい ち ゃん を 大切に しよう」 という 奚)。 

宮台 r ワシの 夢を 壊さんでくれ よ。 宮 台の 言うよう に、 単なる 思い出に すがっ ている だけ かもし 
れない 。でも それは 私に とっては 大切な もの だ。 その 思い出を 抱えて 生きる 道 も 許されて いいはず 
だ」 と。 そういう ふうに 言って くれれば いいんです。 そうすれば、 「あんた は 勝手に やれ。 ただし 
思い出を 押しつけられ るのは ゴメン だ」 と 言い返せる。 

岡 田 オゥ厶 や 酒 鬼 薔薇 事件な どが 起こっ て、 社会的 リスクと して それを 許容し なければ いけない 
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私たちの、 最低限 持てる 唯一の ル— ルって、 それく らいです からね。 

宮台 人間は 環境の 動物です から、 僕が あえて 言うまでもなく、 共生と いう ことは これからます ま 
す 重要に なって いかざる をえない んで すよ。 たとえば 地球 環境問題 ひとつ 取って みても、 なぜ アメ 
リカがあれほど鈍感でヨーロッパがあれほど敏感なのか。ヨーロッパの連中は国境が接していて、 
川 あるいは 雨を 通じて 酸性雨な り 汚れた 水な りが 絶えず 隣国に 流れ こんでいく。 それが 戦争の 原因 
になる 可能性が あるんで す。 

岡 田 千年 前に、 世界は 有限 だって 気づい ち ゃった 人たち は 強いです ね。 

宮 台そう なんです よ、 強いんで す。 自分たち が 生き残る ために、 環境の ことを 気にせざる をえ な 
いんです よ。 つまりた だの 空念仏ではなくて、 大事に しないと 隣国に 攻め入られる 可能性が あると、 
そういう ことです よね。 アメリカは カナダと 国境が 接して いますが、 偏西風が 吹いて いるので カナ 
ダの ことは あまり 考えなくて いいんです よね。 

人間っ ていう のは エゴイスティックな 動物で、 そのこと 自体は 少しも 悪い こと だとは 思わない。 
エゴイスティックな 動物で あるが ゆえに 生き残ろうと いう 動機が あって、 生き残ろうと 思う から 共 
生が必要だという帰結が出てくる。これは成熟社会としてのヨーロッパの展開ですが、これと同じ 
ような ことが 地球 全体 規模で 近い将来 必ず 起こります。 最低限の 自分たち の エゴを 満たす ために も、 
共生っ てこと を 考えざる をえない だろうと なって いくんで すよ。 だから 西部さん のよう な 人は、 私 
に 言わせる と 脳天 気です。 ちょう ど 今の 日本の 政治 状況と 同じです けど、 まだ 共生の 可能性に つい 
て それほど 強く 考える ことを 迫られないで 済む ような、 思い出に すがる ために すら 周到な 方法が 必 
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要 だとい うこと に 気づかずに 済む ような、 楽天的な 状況に あるから だと 思います 


「オタクは 飽きた」 


岡 田 自分の 話になります が、 お 正月に 載った 朝日 新聞の 記事で、 取材した 記者が 「岡 田さん が 
『オタクは 飽きた』 と 言っ たのを タイ ト ルに します けどい いです か？」 と 電話して きまして ね。 ど 
うしよう かな あと 思っ たんです よ。 ここでこう 言っ てし まう と、 何だか 裏切り者 だよ な あとい う 気 
がしたん です けれど、 でも やはり、 今の 自分の 感覚に 正直に ありたい という 難儀な 思いが 出て きて 
しまいまして (笑)。 去年の 後半までは そんなで もなかっ たんです よ。 そんな 退屈で もなかっ たし 
自分の 考え や 社会の 状況を 説明したり とか、 誰かが ものを 考えて 組み立てて いくとき に、 僕の 考え 
ている ことが ブロックの ひとつみたい にして 使えたら、 そんな 実用的な のは 役に立つ ていいな あと 
思つ ていたんで す。 でも 年が 押し迫る に 従って、 非常に 無意味に 感じて しまつた。 

宮台 僕は、 岡 田さん の 選択は 社会学の 立場から 見て、 極めて 妥当 だと 思います。 それを 理論 づけ 
る ことができ ると 思います ね。 というのは、 岡 田さん は 僕と 同 ffi 代で、 原 新人 類 = 原 オタクの 元祖 


世代に 相当し ます。 僕 もそう だし、 中 森 明 夫さん も、 大塚英 志 もそう です。 この 原 オタクの 特徴と 
いうのは、 上昇 志向に あつたと 思 うんです よ。 それは、 宗教の 例で 言います と、 現実 社会の 中で、 
企業 共同体で 出世して いくとい う ステップ アップの 道で あると か、 あるいは 政治家と して 成功して 
いくとい う 道が あると すると、 それは できない と、 いろいろな 意味で あきらめた 人たち が、 宗教と 
いう ステ— ジで ステップ アップして いく。 これを 社会学では 地位 代替 機能 と言うんで すが、 近代 社 


中 森 明 夫 

1 107 ベ— ジ 脚注 参照。 


大塚英 志 (おおつ か •えいじ) 

I 九 五八〜 。編集者、 評論家 。フリ —編集 
者の かたわら、 漫画、 ファミコンな どの 評 
論 活動を 行なう。 おもな 再® L」 『少女 民俗 
字』 『戦後まん がの 表現 空間— 記号 的# の 
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会に おける 宗教への 参入 動機には、 オルタ ナテ ィブな 上昇を 求める というの があります ね。 

初期の オタクと いうのは、 明らかに うんちく、 知識を 競つ ていて、 僕は 十 年く らい 前に それを 
「オタクの 階級闘争」 と 書きました。 やはり 宗教の ステ— ジを 競う のとよ く 似た ような、 つまり 現 
実社会での 階級闘争の オルタ ナテ イブ、 別の 領域では あるけれ ども、 働いて いる 力学は あまり 変わ 
らな いという のが あつたと 思います ね。 代替 的 自己 実現と いうか、 もう ひとつの マツ チヨ 主義と も 
言、 つべき ものです ね。 


ところが この 二 年く らい、 コミケット などに 行っ てみ て つくづく 思う のは、 それ こそ 米 沢 嘉博さ 
んがお っし ゃって いるよう な 「みんな 幸せに なろう よ」 という ス ロー ガン 通りに なって いる。 つま 
り、 うんちく 競争 なんても のは 本当にす たれて しまって、 『とき メモ』 なら 『とき メモ』 という 話 
題で、 一時間 自分を さらけださない まま、 なかなか 楽しくて 幸せな コミュニケー シ ョンの 時間と 空 
間を 維持す る ことができる。 ちょう ど、 『プリクラ』 で 数十 分 間 盛り上がれる というのと 同じです。 
かつての オタクに、 現実 社会の 男 文化と 同じような コン ト ロー ル 指向と いうの が あったと すると、 
今は コミュニケー シ ョン 指向に 一元化して きた。 「みんなで 一緒に 楽しもう よ」 という やつです ね。 
コスプレ もそう。 個別の ゲー厶 や アニメに ついての 話題 も、 みんなで 楽しく 盛り上がる ための もの。 
そこに うんちく 競争を やりに 来る やつが いると、 「何 か 変わっ てるよね」 みたい な 感じになる。 

こういう 状況を 背景に して 言う と、 やっぱり 原 オタクが 出てから の 約 十 年間は、 一方に 現実 社会 
の 階級闘争が あり、 もう 一方に オタクの 世界での 階級闘争が あった。 でも オタクの ほうは、 あくま 
でも オルタ ナテ ィプ だとし か 見られなくて、 差別 もされた。 でも その 差別に 対する 反発 も あって、 


コミケット (コミ ケ) 

へ— ジ 脚注 議。 


米 沢嘉博 (よね ざ わ •よしひろ) 
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る。 § 著 P」 『戦後 マンガ 史 3 部 ^ 『マ 
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間で、 好きな 女の子を ふり 向かせる ために 
頑張る という スト— リ I。 ゲ—厶 に 登場す 
るいろ いろな キャラクタ— に ファンが つい 
て'  その ファンク ラフまで できる ほどの 人 
気ケ| ム〇 
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失地 回復と いうか 「いや、 もう ひとつの 現実と いったっ て そこに 差は ない。 むしろ、 これから はこ 
っちが 主流 だ」 という 自意識の 持ち 方を、 必要と していた 人たち がいた と 思 うんです ね。 でも、 僕 
の 目から 見る とそれ は、 時代が たてば たつ ほど オタクの 世代交代の 中です たれて いくこと になっ た。 
「オタク だってす ごいんだ」 とか 「オタク だって 国際的 だ」 という 言説を 必要と する 若い 子は ほと 
んど 存在し ない。 現に 今は、 オタクと オタクで ない 子たち の 見分けなん てつかない。 みんな、 今 こ 
こに ある 状況を 楽しもうと している だけです ね。 そのと きに 何を ネタ として 使う かとい う 選択肢が 
違う だけにな った。 こうな ったと きに 「ことさらに オタクの 推奨を する のは 飽きました」 というの 
は、 非常に 理 にかな った 選択 だと 僕は 思いました ね。 

岡 田 僕は 「必要 十分」 と 言っ てい るんで すけ ど、 社会的 地位が 必要 十分に 上がって、 さらに 上げ 
ようとす ると、 さっき 例に 出した 西部さん のよう な ことにな ってし まう。 もうこの 先は 「でも 俺は 
アニメが 好きなん だ 一! 」 としか 言えなくなる。 でも 僕は、 そこまで 素を さらせる ほど 強く はない 
ので、 じ ゃ あこの へんで 手を 引こうかと いう ふうに 考えたん です けれど。 

宮台 現に 公認され ち ゃい ました からね。 そういう 意味では、 もう 次の ステ ー ジが 始まっ ていて、 
岡 田さん 的な 引き 際と いうのは 僕 も 参考になります。 役目と いうのは、 いずれ 終わります からね。 
うまく 見極めて 次の ステ ー ジに 適応して いくとい うのは、 すごく 重要な こと だと 思います ね。 

岡 田 それで、 「オタクが 終わっ たら 次は 何を す るんで すか？」 と 聞かれる わけです が、 今度 僕が 
やろうと している のは、 今 自分が 好きな ことし か 考えない という ことなんで す (笑)。 今日、 宮台さ 
んか らお 話を 聞く までは、 何で 自分が そんな ことを 思う のか、 まった くわから なかっ たんです。 去 
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年までは かろうじて 残っ ていた 使命 感や 世直し 的な 願望が、 今年に なったら 急に すっ からかん と 抜 
けて、 自分の 好きな ことし かやりた く なくなっ ている のは 何で だろうと 思っ ていました。 

宮台 僕は あの 記事を 読んで、 ちょっ とうら やまし かった です。 僕 自身 「世直し モー ドは 十二 弓 何 
日で やめます」 と 周りに 宣言して いたんで すよ。 でも 結局、 宣言 通りには いかな かった。 

なぜい かな かった のかと いうと、 昨日 もさき がけの 代表で ある 堂 本 暁 子さん とお 会いして、 四時 
間 ほど お話しし たんです。 じつは 今、 さきがけは 与党 三 党 合同で 「東京都 買春 規定」 と 同等の もの 
の 国法 化、 法律 化を しようと 考えて いるら しいので、 具体的な 法案の 中身を 細かく 検討して、 勘 違 
いの 部分は 勘違い だとい うこと を 申し上げ てきた。 たとえば テレクラ だっ たら、 テレクラ 規制 条例 
を 作って 単に 住宅地と か コン ピ ユータ の 回線の 中に 追い やって しまう のでは 全然 だめで、 むしろ フ 
ロン トを 残して 透明性を 上げた ほうがい いんだと いった 具合に、 たとえば ここを こうい じれば こう 
なる …… というよ うな ことを 申し上げ ますと、 堂 本さん は 「え 1 19 : そんな こと 誰も 言っ て くれな 
かった」 と言うんで すよ。 あ一 あと 思っ てね。 こういう ことを 堂 本さん が 言う から、 これから 以降 
は、 僕が 堂 本さん に 情報を 与えなければ いけない 役目になります よね (笑)。 僕は どうしても、 そう 
いう 役目を 引き受けて しま うんです よ。 

岡 田 今年から 世直し モ ー ドを やめようと いうよりは、 去年までは 言論の ほうで 何とか 行ける かと 
思っ ていじって いたら、 どうも これは 動かない ので、 システムの ほうで 何とか 動かせない かと。 操 
縦 席を 替えて みたと いう ことではないです か。 

宮台 政治 や 行政の 人に 会う というのは、 そういう ことです ね。 でも 本当 だっ たら、 それ i やりた 
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くない ことなんで す。 つまり、 僕に ついて きている 読者の 一部は、 僕 自身が サブ カル チャ ー の 中で、 
ものを 体験し 知識を 積み重ね 感受性を 培っ てきて、 その 領域で ものを 書く ようになっ たという 経緯 
を 知っ ている ので、 彼らに 対しては 一部 裏切りになる かな あとい う 気がす るんで す。 なぜかと いう 
と 政治 や 行政と いうのは、 サブ カル チャ— が 全般的に 「今 ここを 楽しく やろう」 という 方向な のに _ 
やっぱり 何 かを 支配したり コン ト ロ ー ルしたり する 世界です から。 たとえ 世の中を 「今 ここを 楽し 
く 過ごせる 世界」 にす るた めの コン ト ロ ー ルでは あつても、 でも、 やはり コン ト ロ ー ル、 権力、 嫉 
妬の 世界な わけです。 そういうのに 関わつ ていく というのは 、はっきり 言つ てす ごくい やです よね 
でも、 しばらくは しようがない と 思つ ています。 


これは 今度 出る 0:1 川 達 也さん の 『BE  FREE!』 文庫 版の 五 巻の 解説で 書い たんです けれども' 
江川さん の マン ガの いいと ころと いうのは、 「全能者に 対する 指向」 というの が 必ず 出て くるんで 
すよ ね。 けれど、 その 全能者、 たとえば 虎子 光に 対する 笹 錦の ような もので、 全能者に 対抗す る 無 
頼が 出て くるんだ けれども、 その 無頼 自らが 全能者に なつて いくとい う 逆転が 『BE  FREE!』 で 
は 描かれ るんで すね。 似た ような モチ ー フは 『東京大学 物語』 でも 繰り返し 出て きます けれども、 
つまり 管理 反対と か 押しつけ 反対、 あるいは 誰かに 支配され たり、 誰かを 支配した りする のは やめ 
ようとい う ふうに 言つ ていく。 その 言説の 効力、 あるいは 政治的な コミュニケ ー シヨ ンの 効力を 最 
も 上昇 させようと すると、 やっぱり 自分たち が 拒絶し ようとして いる 支配の 世界に、 接近して いか 
ざるを えよ、 V 部分が あるんで すよ ね。 はっきり 言う と、 それは 痛みです よね。 でも、 誰かが やらな 


江川 達 也 

X 168 ぺ—ジ 脚注^ T 


BE  FREE ! 

『モ丄 1 > ク』 で 連 f れた江 川 達 也の デ 匕 
ュ— 作。 新任 数字 教師 •！ 洗は 大 財閥の 
御曹司 •虎子 光の 人間 管理 教育と 対立す る 
も、 最^ J は 文部 KHH になる。 
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東京大学 物語 

『ビック コミック スビリ ッツ』 に 連載 中で' 
T> ドラマに も なった マンガ 。主人公、 村 
上 直 樹とガ |儿 フレンドの 水 野遥の 、受験 
時代から 東大 生と しての 日々 を、 H なシ— 
ンてん 一」 替で 描 < 
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岡 田 順番と いう ふうに あきらめる しかない んじ ゃないで すか。 

宮 台う一 ん 。そうです ねえ、 順番で いいんです けれども …… 。 

岡 田 ほとんど バトン のよう な ものです よね。 

宮台 誰かが やらな くち ゃい けない という ことは、 納得い くんだ けれども、 なぜ 僕が、 僕が です よ、 
やらなくて はいけ ない のかと いう ことには、 いまだに どうしても 納得が できないです よねえ。 

岡 田 僕、 去年 『朝 生』 に 出させて いただいて、 番組の 最中に 不思議に 思っ たんです が、 雑誌な ど 
も 含めて、 なぜ マスメディアの 人たち が 政治の 実権を 握らない ん だろうと。 第 四の 権力と か 言って 
いる 場合ではなくて、 すでに 第一の 権力に なって いると 言っても かまわな いんです。 「自分たち が 
もう 第一 党です。 政策を 立案し ますから これに 従っ て やって ください」 と 言 っても まった く かまわ 
ない のに、 何で やらない ん だろう って。 

宮台 おっし ゃる 通りです ねえ。 

岡 田そう 言ったら 「それを やる のは マスコミの 責任では ない。 マスコミが それを やる と 相互 監視 
する 人間が いなくなる」 と言うんで すよ。 で、 僕は 「相互 監視なん て、 電子 ネッ トヮ ー クが すでに 
できて いますから、 マスコミは 今や 監視 下に あるんで すよ。 だから 安心して 権力者の 側に 回っ てく 
ださい。 誰かが 権力者の 側に 回らなければ ならない のに、 何を 尻 ごみして いるんで すか。 それでも 
男です か」 と 言おうと したら、 そこで CM に 入つ てし まつて (笑)。 

宮台 それは 大変 重要な 意見で ね。 文部省の 課長で 改革 派の 筆頭で ある 寺 脇 研さん という 方は、 単 
位 制 あるいは クラスを なくす という 方向を 強力に 推し 進めて いまして、 広 島の 教育長 時代に « 、 K 
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島の 高校から クラスを なくして しまえと いう ことを 現に やって きた 人です。 ただ 彼は、 法学部 出身 
で 教育の スぺ シャリス トでは ない ので、 何を したら どうなる という シミ ュレ ー シ ヨンが ち ゃん とは 
できない。 だから 間違っ たこと も、 ずいぶん やって しまって いるんで すね。 

たとえば 九 一年の 業者 テス ト 批判で、 内申書 評価、 観点 別 評価と 言います が、 主体性、 協調性、 
積極 注な どを 点数 化して 高校に 報告 するとい う ものが、 導入され た。 そうすると 「学級委員を やり 
たい 人」 と言うと、 全員が 手を あげる という バカげ た 状況になる。 また ボランティア 活動 も 点数 評 
価す るよう になる と、 中学校の ときは こぞって ボランティア 活動を する けれども、 高校に 入っ たと 
たん、 本当に 誰 一人 やらなくなる。 そんな 状況 も 現実に 生まれて いるんで すね。 つまり、 意図は い 
いんです。 明らかに 教育を 正したい という 善意で やって いるんだ けど、 情報が な いんです よ。 それ 
は、 さきがけの 堂 本さん も 同じです。 彼女 も 非常に リベラルで、 いい 社会に したいと 思っ てい るん 
だけど、 情報がない。 先 ほど 例に あげた テレクラ 規制 も、 何を どうしたら どうなる という シミ ユレ 
1 シヨ ン をして くれる 人が、 周りに 誰 一人い ない。 つまり、 情報がない んで す。 

僕は これは 特徴 的な こと だと 思 うんです が、 経済が 国の 課題で あったと き、 しかも 成長 経済 だっ 
たと きには、 比較的 政策と 結果の 因果関係が 透明だった けれども、 これからは ますます コミュニケ 
1 シヨ ンが 重要に なって いくんで すよ。 たとえば 今の 時代に 文化、 教育、 あるいは 性の 領域な どで、 
何を したら どうなる という シミ ュレー シ ヨンは、 じつは 従来の 学問の 全体を もっ てしても、 極めて 
困難なん です ね。 そのと きに、 政治 や 行政に 関わっ ている 官僚 や 政治家に、 マスコミの 連中 や 文化 
人と 言われる 文化的な 領域で コミュニケ ー シ ヨンして いる 連中が 情報 伝達して あげられない という 
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のは、 ものす e く 大きな 損失、 とても 危険な ことなんで すよ ね。 善意で やられて、 意図せ ぬ 結果が 
生まれる というのは、 これから ものすごく 頻繁に 出て くると 思 うんです。 だから その 善意を 支える 
情報 こそが 必要なん です。 

正義 漢 集団、 マスコミの 仁義 

岡 田 日本に しても どこの 国に しても、 まだ、 国民 あるいは 有権者の 意見を 束ねて、 そこから 代表 
者を 選んで、 代表者た ちに 利益 調整して ほしいと いうのは あると 思います。 ただ、 今の 選挙で 選ば 
れる システムでは そうはな ってい ないだろう。 では、 今、 一番 民意を 聞いた 上で 判定し 意見を 出し 
ている のは 誰かと いうと、 僕らみたい な テレビに 出て いる 文化人です よね。 

宮 台そう です ね。 まった く おっし ゃる 通りです。 

岡 田つ まり 僕たちは 自分たち の ファンと いう 有権者の 投票で 選ばれて いて、 テレビと いう 国会に 
出て きている。 マスメディアが 第一 党に なれば いいと 思っ たもう ひとつの 理由は、 引いて 見た 視点 
から 言う と、 唯一 まだ 正義感みたい なのが 残っ ている のって、 マスメディアし かないん じ ゃない か 
と 思う わけです。 

宮 台う 一 ん …… それは 一部 条件つ きです が、 そうか もしれ ない。 なるほどね。 

岡 田 それが いいこと か 悪い ことかは 置いて おいて、 この 世の中を ある 程度 純粋に とらえて、 何と 
かよくし ようと 考える 人が あれ だけ 大量に いるのは 、マスメディアの 世界し かないん じ ゃない か。 
マスメディアの 人たち というのは、 常に 見て いる 人たち が おもしろい と 思わなければ いけない し、 
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見て いる 人たち に 支えられなければ という、 いわば 有権者 意識と いうのを 強く 持つ ている。 では、 
この 人たち が 与党に なれば いいん じ ゃない かと。 


o ro o 


先日 『UNO!』 の 花 田 編集長と、 安原 頭さん との 座談会に 出た ときに 「なぜ それを やらな いん 
です か？」 と 言っ たら、 二人ともす ごくい やが るんで すね。 つまり 「自分たち は 批判す る 立場で あ 
って、 それが 前に 出たり 上に 上がった りする わけには いかない」 と言うんで すよ。 「その 『いかな 
い』 というのは なぜです か」 って 聞いても、 そこから 先は もう、 ロジックでは 答えよう がない。 

宮台 まあ それは、 昔の 「社会党」 的な 立場に いたいと いう ことの 表現 だと 思います。 というのは、 
自由に 発言で きる のは 批判 勢力 だからなん であっ て、 という ことは あると 思います。 実際、 僕 自身 
が 行政の だんだん 上の ほうと コミュニケ ー シ ョンが 取れる ようになって くれば くる ほど、 やはり 僕 
の 自由度は、 放っ ておけ ば どうしても 下がる。 

僕が さっき、 自分の プラィべ 一 卜な 情報、 人の 颦蹙を 買うよう な 情報 も あえて 出して いこうと 思 
ったのは、 そういう 危機感が あるから でもあります。 です ので、 政治 システムが、 マスコミ、 ある 
いは 文化 活動に 関わっ ている ような 人たち の 情報を 必要と している という ことは、 紛 うことの ない 
事実なん です けれども、 その 情報を どう 伝達して いくかに ついては 慎重に 考えた ほうがい いと 思い 
ます。 というのは、 今 マスコミで 真剣に 正義 漢 として ふるまって いる 人たち も、 実際に 政治の 権力 
の 中に 巻き こまれて いったと きに、 どう ふるまえる のかと いう ことなんで す。 たとえば、 栗 本 慎 一 
岡を はじめと して、 社民党の 保坂展 人さん や 辻 元 清 美さん に 至る まで、 文化的な 領域から 政治の 領 
域に 入った 人と いうのは、 ほとんど 何もで きない わけです。 それは 単純に、 その 文化人が 選挙で 当 


花 田紀凱 (はな だ •かずよし) 

I 九 四 二〜。 文 S 秋 社の 『週刊 文 童 『マ 
ル コボ— 口』 編集長を 経て、 現在は 朝日 新 

S の寵 Q N 〇！』 編蠢を 1 る。 
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安原 顕 (やすはら •あきら) 

I 九 三 九〜。 中央 公論 社の 『マリ •ク レ— 
ル』 で 副 編集長を、 メタ ロ— ク 社の 『リテ 
レ— ル』 で i を 務めた。 現在は フリ I。 


栗 本 慎 I 郎 

(くり もと •しんいちろう) 

一九 四 一〜。 衆院 議員。 もともとは、 経済 
人類 字の 創始に 寄与した ハン ガリ— の 字 者 
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選しても、 永 田 町 文化の 壁の 前で いかんと もしが たい 状況になる からです ね。 

岡 田 それまでは 国民の 声を 作れる 「XI カー」 の ほうに いたのに、 政党に 入る とか 議員に なるこ 
とで、 国民の 声を 使って 何 かを する いわば 「下請け業者」 の ほうに 行っ てし まった という 自覚が、 
本人たち にはありません よね。 自分たち が 格 落ちした ってい うのが、 わかっ ていません よね。 

宮台 でも、 堂 本さん と 話して いても 思っ たのは、 政治家 側 も 文化的 領域で 仕事を している ような 
人たち、 つまり 僕の ような 人間 にもっと 情報 開示を 求めて ほしいと いう ことです。 政治家が 驚く よ 
うな 重要な 情報を 持っ ている 人が、 文化 領域に いる ことが わかる わけです から。 だから 政治家は、 
マスコミに 記事が 出る、 論文が 出る、 あるいは テレビに 出演し コメントして いるよう な 人間に 少し 
でも 関心が あったら、 秘書を 通じて コンタクトを 取っ て、 あの コメントに ついても っと 詳しい話を 
聞かせて くれと いう ことを やって ほしい。 そう 堂 本さん にも 申し上げたん です よ。 

これは すごく 重要な ことで、 政治家に 会う ことは 難しい とみな さん 思われて います けれども、 マ 
スコ ミに 出て いる 人が ちょっ としたつ てを たどっ て、 何 かの 法案を 立案して いる 人に 「ちょっ と 待 
って くれ。 重要な 情報を 知っている ので、 時間を 取って ほしい」 と 言えば、 必ず 会って くれます。 
本当は そ、 ついう ことを、 いわゆる 文化人と 言われる 人は やつて ほしいで すね。 それは、 決して 表に 
は 出ない 活動です が、 でも、 マスコミ 活動を している 人の かなりの 部分は 正義 漢な わけで、 つまり 
恒常的な 「世直し モ ー ド」 なんです ね。 だつ たらむ しろ、 そういう ことを やつて いただいた ほうが、 
目的に 照らし合わせ ると、 最も 近道 だと 思います けれども ねえ。 


力— ル •ポラン〒 の 紹介者と して I 躍 注 
目され た、 経済人 類字の 第一人者。 九 三年 
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I 九 五 五〜。 衆院 議員。 ジ ャ—ナ リスト‘ 
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I 九 六〇〜 。衆院 議員、 匕— スボ— 卜 共同 
代表。 大字 時代より 大型 客船を チヤ— 夕— 
して アジア 諸国を めぐる 平和運動 「匕— ス 
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岡 田で も 花 田さん や 安原さん が あんなに いやがる のを 見て いると、 あの世 代の 人たち には 無理な 
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のかな あなんて、 ついつ い 思っ てし まいます けれども。 

宮台 まあ、 ああい う 方たち は、 自分の 同僚で 政治の 世界に 入った 人が いっぱいい るんだ と 思 うん 
です よ。 そうすると、 ある 意味で 汚れる わけです よね。 汚れた ぶん、 何 かがで きる かと 言えば、 日 
本の 政治 システムと いうのは、 長い間そう いう ふうには なって いなかったです よね。 永 田 町の 文化 
に 適応す る だけで 終わる、 という ことにな りかね ない という か、 そうなる しかな かったん です よね。 

終わりな き 日常を 生きる 知恵 

岡 田 僕、 ある 程度 テレビには 出て やろうと 思っ てるんで すよ。 それは、 今は 神話の 時代に 入って 
きたので はない かと 感じた からなん です。 あの 論理的な ロ ー マ 市民たち が、 何で ギリシャ 神話なん 
か 信じて いたの かとい うと、 それは 人間に とって 必要な こと だからでは ないかと 思 うんです。 つま 
り、 上の ほうで キャ ラ クター たちが 喧嘩して いて、 それを 下にい る 人間たち が |@ する みたい な 機構 
です ね。 テレビがない 時代は、 神話と か 聖書と かを 読む というので よかったん でしょう けれども、 
今は 自分の 考えと 似た ような ものを 持って いる 何人 かの 人間が、 自分の 感情 や キャラクタ— をむ き 
だしにして 喧嘩した りくっつ いたりして いるのを 見て いる。 そういう 時代を 生きて いるんで はない 
のかな あと。 だから 僕は、 西部さん には 泣いて ほし かった と 言っ たんです よね。 

宮 台なる ほど、 それは よく わかります ねえ。 社会学では それを 「コス モロジ ー」 と言うんで す。 
わかりやすく 言えば、 ノ モスに 対して コスモスなん です けれども、 ノ モスと いうのは 日常 秩序の こ 
とです が、 人間は 日常 秩序 だけで 生きられなくて、 その 日常 秩序を 評価す るた めの、 ものさしを 必 
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要と す るんで す。 それは、 時代に よって、 たとえば 宗教が 提供す る 時代が あったり、 イデ オロギ ー 
が 提供す る 時代が あったり する わけです ね。 中間は 飛ばし ますが、 たとえば 冷戦 体制 下の ような 時 
代で あれば、 保守と 革新と いうの が 重要な コス モロジ ー になって いて、 誰が 保守的な のか、 誰が 革 
新な のか、 誰が 一番 進歩的な のかと いう 軸で、 人の 政治 行動 や 文化 活動を 評価で きた じ ゃないです 
か。 こういう 時期 も、 ある 程度 続きました。 その後、 冷戦 体制が 壊れて しまう と、 保守と 革新と い 
うような 政治的な 対立 軸が、 コス モロジ ー にならない。 つまり、 自分たち の 組合 活動 や 投票 行動を 
評価す る 軸を、 与えて くれなくなる わけです ね。 

じ ゃ あその あとは 何が コス モロジー たりうる のかと いうと、 岡 田さん が おっし ゃった ような こと 
だと 思 うんです。 たとえばい わ ゆる 文化人と 言われる 人たち が、 まあ 半分 ピエロ、 半分 茶番 かもし 
れ ません けれども、 対立 劇を マスコミ 上で 演じて いる。 あるいは 直接 対立して いなくても いいんで 
す。 ここでは こう 言っ ている やつが いる、 あそこには ああ 言っ ている やつが いると いうよう に、 意 
味 的な マッ ピン グが 一部の 人々 の 中に そこそこ 共有され ていっ て、 インタ ー ネツ トみたい なと ころ 
で、 俺は こいつに 賛成、 俺は こいつに 反対と 言い合っ ていく というの が あると 思 うんです ね。 イン 
タ ー ネット 上で 何 かを しゃべ ると いうのは、 大半の メッセ ー ジは 内容 的には ゴミ ですから 何の 社会 
的 影響 もありません けれども、 そこで 俺は こいつに 投票、 俺は あいつに 投票と 言える という こと 自 
体が、 コス モロジ ー を 参照して ノ モス、 つまり 日常 秩序を 生きて いると いう ことを 意味す る。 

これは 「終わりな き 日常を 生きる 知恵」 の ひとつなん です よ。 文化人た ちの 活動を 参照しながら、 
絶えず 床 S 政談 的な イチ ャ モン、 まあ 大半は ゴ ミです が、 お 互いそう いう ものを ぶつけ 合いながら 
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「俺は こうやっ て 生きる ぜ」 って 自己 確認して いく。 これからは それが 大変 重要な 機能に なりつつ 
あるので 、「文化人に なりたい」 という 人間が 踏まえるべき ことは、 文化人になる という ことは た 
ぶんそうい う コス モロジ ー に 参加して 、「マナ ィタの 上の コィ」 になっ て、 あれこれ ィ チャ モンつ 
けても らう ことなん だと。 そういう ことは 知っ ておいた ほうがいいで しようね。 

岡 田 僕らの 中には 「人間は いざと なったら 自分で 繕い ものして 服と か 作っ て、 めし も 作って 山の 
中で 一人で 生きて いけ るんだ。 それが 本来の 人間 だ」 といった 幻想が ある。 でも 実際は そうじ ゃな 
いです よね。 それと 同じで、 今の 社会の 中で たった 一 人で 感情を 持つ ことは 不可能で すね。 

つまり テレビで 恋愛 劇を 見る ことで 恋愛の 仕方を 学び、 主人公の リア クシ ョンを 見る ことで、 自 
分の 感情の 動かし 方の バランスを 見る。 「あ、 これには 共感で きる」 というよう に、 僕が さっき 言 
つた 神話 的な ものへ 委託して、 自分の 自我を それとの 関係で 構築して いく。 つまり、 一対一の 神と 
の 契約の ような もので、 社会的な メディアとの 一対一の 契約で ようやく みんな バランスが 保てる。 
文化人 も、 そういう 状況の 中に 置かれて いるので はない かと。 

宮台 たとえば 恋愛、 ロマンチック ラブと いうの も、 そもそもそう いう ものでした よね。 十九 世紀 


に フロべ— ルと いう 人が 『ボヴ アリ ー 夫人』 という 小説を 書きました けれども 、ロマンチック ラブ 
とい、 つのは、 最初は 上流 階級の 人の もの だつ たんです。 のちに 小説が 庶民に 広まって からは、 庶民 
が 読んで 「これが 恋愛な のね」 と 考えて、 それを 自分で やろうと 思う ことから、 現実の ロマン チツ 


クラブが 始まった。 日本で も 北 村 透 谷が 明治 二十 年代に 恋愛を 輸入して、 それを 読んだ 文学青年、 
文学 少女が 「これが 恋愛 か」 と 思って、 恋愛を する ようになる。 これは 近代 社会に おいては、 まつ 
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たく 通常 的な ことです よね。 

とりわけ 今の 時代は、 恋愛の コミュニケー ショ ンや友 だち づき 合いの ような ものは、 やはり モデ 
ルが 必要なん です よ。 モデルと のかね 合いで、 それを ものさしに して 自分自身の ハンドリング をし 
ていく という ことは、 むしろ 普通なん です ね。 つまり それだけ 複雑 性の 高い 社会 システムな ので、 
とりあえず モデルを 必要と している。 モデルとは、 踏み台と いう ことです。 「これは いや だよ ね」 
とか 「これは ありえない よね」 などと 言う こと も 含めて、 極めて 重要な コミュニケ— シ ョンなん で 
す。 そういう 意味で 言う と、 いわゆる 文化人、 あるいは テレビで ドラマ や さまざまな 番組を 作る と 
いうのは、 それが ネガティブな 評価の 対象に なること も 含めて、 これから ますます 重要に ならざる 
をえない と 思います ね。 

神様になる のは 意外と 簡単 だ 

岡 田 そこで、 僕は 四 年く らい 前に、 ここは 一発、 神様に なって みるの も おもしろい かなと 思い ま 
して (笑)。 僕が 考えて いたのは、 政治を やって いる 方に 話を すると かいうので はなくて、 裏技を 使 
って 最大限 効率の いいことは 何かとい うこと だっ たんです よね。 

宮 台そう です か …… 神様に なつて みるの も おもしろい、 と 思われました か。 僕は そういう ふうに 
思つ たこと がない んで すよ。 

岡 田さん のよう な 方は、 僕らの 世代で もむ しろ 珍しい かもしれ ません よ。 つまり 僕らは、 上野 千 
鶴 子さん の 世代から 「私生活 主義 世代」 と言われ、 実際に も それが 浸透して いますよ ね。 面倒く さ 


上野 千 鶴 子 (ぅえの •ちづこ) 
-九四 八〜 。東大 助教 r 専門は 家族 社会 
字、 記号論、 女性 字、 人_ 。著述 や 講演 
など ii 通じ、 女性 解放—'  女性 問 

f 票け る、 l」Q8s ■的な 謹 

家の 1 A 著 HL」 『女 葬』 『近代 i の 成 
など _ 


285 宮台真 司 僕らが バトンを 受け取る 日 


がり だし、 自分が 楽しい ことを やって いたいと 思う。 ところが 人に 影響を 与える とか、 ボスになる 
とか、 仕切る とかと いうのは、 面倒く さいじ ゃないで すか。 人を 支配す ると か 神様になる という、 
そのこと 自体が、 よほど 享受に 値する こと だと 思っ ていない 限りは、 大変 コス ト ばかりが かかる わ 
けです。 

岡 田なる ほど、 そうです か。 僕は それを 自分の 生得の 権利 だと 思っ ている ので、 神様に なれない 
のはけ しからん と、 思 うんです よ。 そう 考える から、 飽きる という 感覚 も あるんで しょうね。 

宮台 でも、 神様になる というのは 意外と 簡単な こと だっ たと 思いません か。 こういう ことを 言う 
と、 また 反発を 受ける かもしれ ない けれど、 いわゆる 文化人、 マスコミの 矢面に立った 人間が、 何 
で 立っ てし まった のかと 考えて みると、 非常に シンプルな メカニズムに なって いるんだ なと いう 気 
がします よね。 

つまり ボ ー テ ィング (投票 行動) ですから、 動員 すれば いいんで すよ。 動員に 成功した 人間が 勝つ。 
かつての 政治 活動と ほとんど 同じ メカニズムが 働いて いる わけです ね。 かつての ボ—テ ィングと 違 
うのは 『朝 生』 のよう な 場所が 存在して、 それを ギャ ラリ ー が 見て コス モロジー を 頭の 中に 構成で 
きる ような 形に なって いると いう ことで しょう か …… 。動員の ノウハウ も、 かなり その 人の 志向 別 
に パ タ—ン 化で きる ような もの じ ゃない かと 思っ てい るんで すね。 たとえば、 『朝 生』 のよう な 場 
所に 出た 場合、 どういう ふうに すれば 目立つ ことができる のかと いうのは、 完全に マニュアル 化で 
きる。 これは その 人が 持っ ている リソ ー ス によっ て、 使える 手段は 変わっ てきます けれどもね。 

先 ほど 飽きる という お 話を されて いました けれども、 僕は 何 かを 支配す ると か 目立つ ことと いう 
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のは、 じつは あんまり 享受に 値しない なと いう 気がしました。 その 意味は、 昨今の 若い 人たち の セ 
ッ クスが 薄い のと 一緒です。 性に 関する タブ— や 困難が 激烈で あれば ある ほど、 困難に よって 盛り 
上がる こ ともあれ ば、 タブ ー 破りで 盛り上がる 快感 も ある。 でも、 ほかに 楽しい ことが いっ ぱい あ 
ると なると、 快楽の 手段 もい ろい ろ あって 相対 化されて いく。 それと ほぼ 同じで、 実際に 政治家に 
なること も、 マスコミで 有名に なること も、 一定の 資源が あれば さほど 難しい ことでは ないし、 難 
しくない が ゆえに、 享受に 値しない こと だと 思 うんです。 

昨今の 政治 状況に おいて、 投票率の 低下を 嘆く 声が あります けれども、 僕は 違う と 思って います。 
投票率の 低下 や 無投票 層の 増大と いうのは、 これが ひとつの ボ ー テ ィングな わけで、 無投票 層が 増 
大すれ ばす る ほど、 政治家に とって は 政治家で ある ことのう まみと いうのは 低下して いく わけです。 
つまり、 自尊心が 満たされない 。「政治家、 誰 やそれ？」 と言われたら、 政治家になる 動機 要因と 
いうの が 低下して いく。 じつは、 これが 日本の 政治 システムの 組み替えには、 一番 重要な こと だと 
思 うんです。 つまり、 政策 理念みたい な ものが 一切なくても、 みんなが 「先生、 先生」 と あがめて 
くれる から、 永 田 町 共同体に 入りたい と 思う という 状況が ある。 むしろ 無投票 層と いうの が もっと 
もっ と 増大して、 政治家になる ことを 誰も ほめない という ふうに ならない と、 こういう 状況は 変わ 
らない だろう なと いう 気がし ますね。 

政治家は 支配で きます が、 「だから 何な の？」 といった 感受性が 育つ のはい いこと です。 学者 志 
望 者に も、 何を 学びたい というので はなくて、 単に 学者に なりたい とかいう のがい るんで すよ。 そ 
ういう 抽象的な 動機と いうのは、 以前に もまして 増大して いるんで すよ ね。 昔は 社会を 変えたい と 
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か、 社会を 変える ための 有効な 手段は、 自分の 力量から いうと こういう こと だと 考える やつは 多 か 
ったけ ど、 今は 文化人と いう 記号、 あるいは 岡 田 斗 司 夫、 宮台真 司と いう 記号に 憧れる やつが あま 
りに も 多い。 まあこう いう 連中は、 インタ ー ネット •ロー カルなら ばい ざ 知らず、 マスコミに 登場 
する や 否や 簡単に 淘汰され ていっ てし まう ので、 その へんはと くに 強調して おきたい ことで も あり 
ますよ ね。 

宮台真 司 キャラクタ ー化 計画 

岡 田 先 ほど 宮 台さん が 「これからは プライべ一 卜の 部分 も、 もっ と 話そうと 思う」 とおっ しゃい 
ましたが、 僕は それを 聞いて 「それ だ、 それ だ」 って 思っ ていたんで すよ。 というのは、 僕が 考え 
ている 「みんな もっ と キャ ラ クター 化を 推し 進めよう」 というのに、 とても 合っ ている からなん で 
すよ。 西部さん に 泣いて ほし かった と 言っ たの も それです。 宮 台さん には もっと 派手な 場所で 言い 
負ける シ—ン も ほしいで すし、 プライべ— 卜な ことを 話す シ ー ンも ほしい。 

つまり、 見て いる 人たち が、 ツ ー ルと しての 宮台真 司ではなくて、 キャ ラ クタ ー としての 宮台真 
司を 好きに なった ほうが、 さらに 有効性が 増す のでは ないかと 思 うんです。 言論の 人たち って、 ぶ 
つかり 合う にしろ 協力す るに しろ、 もっ と キャ ラ クター を 前面に 出すべき なんじ ゃないで しょう か。 
政治家と いうのは、 本来、 才 1 ラみたい な ものを 持っ ていました よね。 それが つまり キャ ラ クタ— 
化なん だけれ ども、 二世、 三世 議員たち というのは、 そうなる ことを もう 放棄して しまって います 
よね 0 
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宮台 そ、 っねえ、 そこは 僕 自身は なかなか 難しい 部分が あるな あ。 というのは、 僕 自身を キヤ ラク 
ター 化する ことに 関しては 両義 的なん です よ。 つまり キヤ ラ クタ ー 化しよう とする 色気は あるんで 
す。 その ほうが 実効 性が 上がる からと いう 単純な 理由です が。 他方で、 何 か 言っ たと きに 「あの人 
は ああい う キヤ ラ クタ ー だから」 と 無害 化されて、 最初から 牙を 抜かれて しまう。 キヤ ラ クター 化 
したら 一〇〇 パー セン ト、 そういう 現実は 起こる わけです。 それは 利害得失の 問題 じ ゃないです か。 
岡 田 それく らいの ほうが 安全 かな、 と 思っ たんです よ。 つまり、 自分が 言っ たことの 受け取られ 
方と いうのは、 真剣に 受け取られて たと しても、 それには 何 通り も ある わけ じ ゃないで すか。 その 
場合の 安全 策と して、 キヤ ラ クター 化されて いる ほうが 大丈夫 なんじ ゃない かな あと。 それく らい 
でなければ、 僕らは 「コンビニ」 に 並べない と 思います。 

宮台 わかります。 それは たぶん 僕の 考えで 言う と、 単に キヤ ラ クタ— になる ことではなくて、 自 
分の 意図す る 目的が あって、 目的に 合致した キヤ ラ クタ ー の 内容と いうの が あると 思 うんです ね。 
僕 自身は それは コン ト ロ ー ルしたい と 思 うんです よ。 たとえば、 僕が 『朝 生』 の 誘いを 五 回に 一回 
くらいし か 受けない のは、 やっぱり 自分で コン ト ロ— ルで きない キヤ ラ クター 化と いう ものを 拒絶 
したいからで す。 なぜなら、 僕には 世直し モ ー ドと いう 政治的な 目的が あるので、 マィナスになる 
ような 要素を 拒絶したい と 思う からです。 とはいえ、 『朝 生』 はこれ までにた ぶん 四 回 ほどは 出て 
います けれど、 それは やはり 目標 達成に 必要な キヤ ラ クタ ー 化なら 引き受けようと、 あるいは 出る 
ことを 引き受けた 以上は、 精い っ ぱい やろうと いう ことなんで すよ ね。 

たとえば 「専業主婦 廃止 論」 という ことを 言う と、 激烈な リア クシ ョンが 来る。 これは 僕が 意図 
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している ことなんで す。 つまり、 短い ワイド ショ ー とか バラ エティ ー のよう な 番組で、 僕の 持ち 時 
間は 全部で 五分 間し かないと いった 場合、 その 五分 間で 僕の 考えを すべて 説明す る ことは 難しい。 
ならば、 わかりやすくて なおかつ 違和感の ある ことを、 わかりやすい フレ ーズで言えれぱ「え !9 " 
何 言っ てんだ、 こいつは」 という 反発が あるじ ゃないで すか。 そういう 反発が 起これば、 当然 議論 
も 起こる。 「いや、 それでい いんだと 思うな」 という やつと、 「そうじ ゃない」 という やつとの 間で、 
たぶん ブラウン管の 向こうで、 たとえば 会議と か インタ ー ネッ トと かで 争い ごとが 起こる。 それで 
「じ ゃ あ、 実際 何を 言っ ている のか 聞いて みよう」 という ことで、 僕を 講演に 呼んでくれ ると か 本 
を 読んでくれ ると いうよう になれば、 結果と して、 僕が 伝えた かった 情報の ほとんどは 伝わる わけ 
です ね。 

僕が 考えて いる キャ ラ クタ ー 化とは そういう ことなんで す。 随時、 機会 主義 的に 変化 可能な 枠の 
中で、 反発を も あえて 買う。 「最近、 専業主婦は いらない とか 言っ ている 変な やつい る じ ゃん」 と 
いうよう な (笑)。 

岡 田 おっし ゃって いる ことは、 僕な りには わかる つもりなん です けれども、 キャ ラ クタ ー 化が コ 
ントロ ー ラブ ル だとい うことは、 もう 捨てち ゃっても いいん じ ゃない かと 思 うんです けれど。 
宮台岡 田さん の おっし ゃる ことは、 よく わかります (笑)。 じつは 僕 もそう 思います。 ただし それ 
は 目的 次第 だと 思 うんです。 僕 自身 も 世直し モ ー ドから 完全に 脱却で きれば、 そう 考えられ るよう 
になる、 という か、 そうした いと 思います。 

岡 田 僕が 言っ ている のは、 世直し モ ー ドが 自分の 中で 本気で あれば、 確信が あれば、 コン ト ロ ー 
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ルし きれない キャ ラ クター でも 十分 機能す るんで はない かと。 

宮台 一縷の 可能性は あります よね。 まあ それは、 ちょっ と 様子を 見てから 決めたい と 思います け 
どね (笑)。 いや あ、 最近、 中 森 (明 夫) さんに も、 そういう ふうに 煽られて いるんで すよ。 「宮 台く 
ん 、もう 自分を コン ト ロー ルす るのは やめよう！」 って。 たしかに その ほうが おもしろい ような 気 
もす るし。 

岡 田つ まり、 コン ト ロー ルす る ことで 得られる 利益と いうのは もう 十分 取られた ので、 逆に これ 
からは、 コン ト ロ ー ルし ない ことによ る 不利益の ほうが、 利になる と 思 うんです よ。 それによ って 
宮 台さん のと ころに 来て しまう 層が、 本来 宮台真 司が 得るべき 層なん です よ。 

宮台 ああ、 なるほど ねえ。 う 一 ん …… 。貴重な アドバイスを していた だいて。 それは 考えたい と 
思います。 岡 田さん の ご 忠告は、 結構 重要な 問題なん です よ。 というのは、 現実に 今、 僕が 直面し 
ている 問題 そのもの だからです よね。 

僕は、 ある 意味で、 過去 四 年間で 役割を 果 したと いう 感 はあります。 です ので、 今後は また 別の 
方向へ シフ トして いこうと いう 意図は あります が、 何 かを 意図して その 課題を 達成 するとい うのは、 
ブルセラ •オ ゥ厶 •サカ キ バラと 過去 三回く らい やって、 それは それで 成功した と 思 うんです ね。 
また ここで 目的を 立てて、 一年く らいかけ て 成功 させて いくとい うこと にどう いう 意味が あるの か 
とい  >っ のは、 コン ト ロ ー ル •リ ソー スが枯 潟し なくても、 問題になります よね。 

有り体に 言っ てし まえば、 ものを 書く という ことは 面倒く さい 仕事 じ ゃないで すか。 非常に コス 
卜が かかる し、 快感の 多くない、 コス ト パフ ォー マンスの 悪い 仕事 だと 思 うんです よ。 もっと 楽に 
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仕事を して 楽しく 生きて いこう、 幸せに なろうと したら、 もの 書きになる というのは 最も 悪い 選択 
の ひとつです よね。 生活は 不規則になる し、 大事な 人間を ケアで きなくなる し、 いろんな 部分が め 
ち ゃくち ゃになる わけです。 それでも 書く わけ じ ゃないで すか。 何でものを 書 くんだろう という、 
そういう 根源 的な 問いに つながっ てく る 問題で も あるんで す。 だから、 キャ ラ クタ ー として 出る も 
のを コン ト ロ ー ルした ほうがいい のか、 しない ほうがいい のかと いう 問題 も、 根源 的な 問いに 関わ 
る 問題な ので、 じつは 最近よ く 考える ことなんで すよ。 

岡 田 テレビな どで 見て 宮 台さん の おっし ゃって いる ことが わかる 人は、 宮 台さん が コン ト ロー ル 
されて いない 状態で も、 まず 大丈夫 だろうと 思います ね。 逆に わからない という 人は、 コン ト ロー 
ルして いようが してい まいが、 わかんない だろうと。 その 意味で 言う と、 コン ト ロー ルされ ていな 
いほうが、 彼らに とっての 好感 度が 少し 上がる だろう から、 損得 計算す ると 得な のでは ないかな あ 
と 思 うんです よね。 

僕が 言っ ている キャ ラ クター 化と いうのは、 単にい い 者に なれ、 悪者に なれ、 あんた はこうい う 
役割ね、 というので はない つもりなん です よ。 こういう 問題の 枠内と いうので はなくて、 宮台真 司 
という 人間の ままで 受け入れられる かの 勝負、 という ふうに 考えて いるんで すよ。 表現す る 人間、 
何 かを 書いたり、 発表した りする 人間の 最終的な ゴ ー ルと いうのは、 そこし かないです よね。 

宮台 どうやっ て、 丸ごと ダ シ にしても らう かとい うこと です よね。 

岡 田は い、 そうです。 それだけが、 この 薄い 世の中で できる 濃密な 生き方で あり、 神話の 中の 伝 
説と して 生きられる ことです よ。 私たちが 風呂に 入って 戦って、 みなさんは その ダ シを 飲んで 生き 
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てくだ さいと いうよう な ものです から。 

宮 台そう ねえ。 よく わかります。 でも、 冒頭の 話に 戻る と、 僕は 「ミヤ ^ • イ」 と 「ミヤ ダイ」 の 
間に どうしても 距離を 感じて しま うんです よ。 その 距離を 戦略 的に 埋めて いこうと いう 考え も ある 
んで すけれ ども。 

僕と 同 世代の 人って、 メディアの すれっ からしが 多い じ ゃないで すか。 だから 「仮想 現実 だから 
いけない」 なんて 言う 人間は、 まずい ない。 そういう 世代で あるから こそ、 メディアの 中で 自分の 
イメ ージを 露出して 消費され る ことを、 単純に 喜ぶ というのは 難しいです よね。 単純に 言う と、 メ 
ディ アで 消費され ると いう ことに 恥ずかし さがあります し。 

岡 田 恥ずかし さって、 裏返す とうれ しいっ て 状態 だと 思 うんです よね。 「うれし 恥ずかし」 って 
言う けれども、 理性 だけ だと 恥ずかし いほうし か 見えない。 裏返す には、 こういう 言い方は おかし 
いか もしれ ない けれども、 理性を 取っ てし まう。 

宮 台は っきり 言っ てうれ しくないで すよ、 そんなに。 

岡 田 うれしくない 場合は 恥ずかし くないと 思います。 そう 思 うんです けど、 違います か。 恥ず か 
しいと いう 感情は、 うれしい という 感情を 隠す ところから 始まる ものではないです か。 

宮台 僕が 「ミヤ ダイ」 と r ミヤ ダイ」 は 違 うんだ と言うと きの、 いくつかの ファクタ— が あるん 
だけど、 ひとつには 恥ずかしい からなん です よ。 その 恥ずかし さが 僕に 食い こんで きて ほしくない 
ので、 そういう ふうに 距離を 置いて いると。 もちろんもう ひとつは、 さっき 言っ たように、 行動の 
自由度が 上がる という ことです ね。 
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癒しを 求める システムを 変える 

岡 田 キャ ラ クタ ー になっ ち ゃおうと いうのは、 私たちが 癒され ましょうと いう ことなんで す。 つ 
まり、 私たちが 癒される ことを 見せる ことで、 癒しを 必要と する 人を 減らし、 同時に 癒しを 必要と 
している 人は、 代償 的に 癒しを 得る。 おそらく、 そういう 癒しし かないで あろうと。 すなわち 私た 
ち 自身が、 最も 癒しを 必要と している 人間な ので、 それを キャ ラ クタ ー 化して 一番つ らい 部分を 
人々 に 見せる。 

宮台今 、分けた のは、 癒しを 与える のか、 それとも 癒しを 必要と する 人間の 数を 減らす のか、 つ 
まり、 システムを 変える のか どうかと いう ことなんで すね。 それで 言う と、 僕は 後者の ほうを やり 
たいんで すね。 ただ、 プライべ I 卜な 問題を しゃべ ってい こうと 思っ たのは、 前者の 部分、 癒しの 
提供と いう 部分に ついては、 自分に そういう ことができ るとは、 長い間 まったく 思っ ていな かった 
んで す。 

けれども 最近、 すでに 僕が 持っ ている リソ ー ス で、 比較的 コス トが かからずに できる という こと 
が 急速に わかっ てきた。 いろんな 電子 メ ー ル や 手紙を 見る と、 僕が 書いて いる 程度の ことで 癒され 
る 人が、 大勢い る ことが わかっ てきました。 たとえば 『世紀末の 作法』 に関する メ ー ルで 多い のは 
「私は (僕は)、 ストリ —卜で 生きて いるよう な 子の 生き方は していません が、 私は 生きて いても い 
いんだと 強く 励まされ たような 気がします」 というよ うな ものなん です。 それが あまりに も 多い の 
で、 昨年 末は ちょっ と 考えました ね。 こういう ことで 癒される のか。 だっ たら その 癒し 機能と いう 
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ことにつ いて、 もっ と 自覚 的で あるべき だろう な あ、 と 思うよう になり ました。 

ですから その キャ ラ クタ— 化 計画に ついても、 色気が あると いうか、 迷う ところが あるんで すよ 
ただ、 僕 自身が まだ 手放して いない 「世直し モー ド」 の 部分、 癒しを 必要と する ような 社会 シス テ 
厶を 組み 直そうと いう 部分を 手放せない というのは あるので、 迷 うんで しょうね。 

岡 田 癒しを 必要と しない 社会 システムと いうのは、 かつて どこかの 世界で 現実化した ことがある 
んで すか。 

宮台 一切ありません。 ですから 全部、 機会 主義 的な ものです。 今、 こういう 種類の 癒しを 必要と 
している 人間が いると すれば、 その 癒されるべき、 特定の 苦しみを 生み だす システムを 何とかし よ 
うと。 つまり、 そこが 納得で きない 者には、 何で そんな ことを する のかよ くわから ない と 思われる 
でしよう。 

でも、 世の中には 宗教 的メン タリ ティと いうの が あって、 僕は 自分に そういう メン タリ ティが あ 
るんだ と 思います。 宗教 者には ふた 通りいて、 多くの 宗教 者は 癒しを 与える ことに 機能を 特化して 
いきます が、 世の中には 救済の 神学に 基づく 「世直し 運動」 というの が あって、 日本に も 南米に も 
いろいろな ところで ときどき 起こる。 これは、 癒しを 必要と する 人間が あまりに も 多すぎる という 
状況を 前にして、 癒しを 必要と する ような 状況を 生み だす、 社会 そのものを 変えなければ いけない 
んだ 、となる からです。 つまり それが 「世直し モー ド」 なんです よね。 

岡 田つ まり、 たとえば 中世で ベス トが 大 流行して、 人々 が バタ バタと 死んで いくので、 もっ と 神 
に 祈れと みんなが 言っ ている ときに、 そうではなくて 早寝 早起きの 健康な 生活を しようと いう こと 
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です ね。 神に 祈らない から 平和に 死ねなくても、 これで 長生きで きる。 君たち は ベス トが いやなん 
だろう。 僕は、 今 ベス トで 苦しんで いる 人には 河 もで きなくて 申し訳ない けど、 でも 何年 かしたら 
この 社会から ベス トを 減らす ことができ ると、 そんな 感じです か。 

宮台 ああ、 とても わかりやすい 比喩です ね。 その 通りです。 

岡 田た だ 文化人の 中に も ペストで 苦しんで いて 「ぺス トなん とかしろ」 と 言っ ている 人は、 宮台 
真 司の 早寝 早起き 説を 聞いて 激怒す る わけです よね (笑)。 「それは、 今の ぺス トには どう 役に立つ 
んだ」 って。 今の ペストには 役に立たない けど、 これで ベス トがない 社会を 作る ことができ るのは、 
当たり前 だと。 

宮 台そう です ね。 だから、 その上で 僕 自身に も、 今 ペストで 苦しんで いる 人に、 ちょっ とだけ 苦 
しみを 軽減す る X ッセ ー ジを 出す 力が あるの かなと。 その 部分を 自分で どう 評価で きる のかっ てこ 
とで、 迷いが 生じ るんで すよ ね。 

岡 田 僕は、 それは どっ ちかと いう ことで もない と 思います ね。 僕が キャ ラ クタ ー 化に こだわっ て 
いるのは、 キャ ラ クタ ー 化する ことで 自らが 癒される。 それを デ ィス プレイしながら、 同時に シス 
テムを 変える というの が 一番い いのでは ないかと 思 うんです よね。 

宮 台う 一 ん 。そうです ねえ。 いや、 今日の 話は 私 個人に とっては、 非常に 有意義な 話 だと 思い ま 
す (笑)。 

岡 田 私は 日本に とって 有意義な 話を している つもりなん です けど (笑)。 
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ベストを 尽くして システムを 変える 

宮台僕 自身が なぜ 癒しと いう ことに 躊膳 している かとい うと、 有り体に 申し上げれば、 こういう 
ことなんで す。 

たとえば ある 宗教が あると します。 その 宗教が 苦しんで いる 人を 効果的に 癒せば 癒す ほど、 人々 
の 中から 社会 変革の 要求と いうのは なくなります。 よく 言います が、 現状 補完 的 機能を 宗教が 存分 
に 発揮す る ことによ って、 むしろ 現状は、 その 宗教に よっ て 支えられて しまう。 いわゆる 救済の 神 
学と 言われる ものには ふたつの 方向が あって、 現状維持 的な 機能を 果す 場合と、 世直しに 役立つ 場 
合と が ある わけです けれども、 僕は そのこと を 危惧して いて、 癒される 人間が 増えれば 増える ほど 
現状 補完 的になります。 僕に とっては それが、 気に かか るんで す。 

だから、 人を 怒らせたり 人を 不安に する ような ことを、 あえて 長い間 言い 続けて きている のはな 
ぜ かとい うと、 むしろ 人々 を 癒す よりも、 癒しが 必要な サス ペン デ ィング、 つまり 宙吊りに された 
状態に 落としたい と。 そのために、 オヤ ジ から 安定した 地面を 奪う という 目的の 下で 何年 かやっ て 
きて、 それが ある 程度は 成功した。 つまり 梯子は はずせた し、 オヤ ジも ゲタを はけ なくなっ た。 そ 
ういう 意味で 言う と、 成功した が ゆえに 今は ちょっ と 考え どきなん です よ。 

岡 田さん が おっし ゃって くださっ たように、 僕の 計画は たしかに 成功し たんです。 です ので、 今 
さら 不安を かきたて 続ける というの はどうな のか。 酒 鬼 薔薇 事件が ひとつの きっ かけに な るんで す 
けれども、 具体的な 提案を していく ようになる 理由は、 その 提案を 正当化 するとき に、 それ こそ さ 
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まざな 意味の 体系を 使います よね。 「こういう 理由で こういう 選択肢が 推奨され るべき なので ある」 
という 具合に。 そう やって、 提案と 同時に 理由の 部分を 語る ことによ って、 僕が 今 考えて いる ふた 
つの 機能、 つまり、 癒す と 同時に、 癒しを 必要と する 社会 システム そのものを 変える ことができる 
のでは ない のかな あと。 具体的な 提案は 社会 システムを 変える のに 役立つ し、 具体的な 提案を 補強 
する ための コン セプ トの 組み替えは 人々 を 癒す のに 役立つ という 具合に。 

岡 田 僕は、 自分の 中の 動機と かやりたい ことに、 そこまで 明確な 自信がない んで すよ ね。 自分 自 
身では、 おそらく 自分を 解放しても 大丈夫であろう という 見 こみ だけで 考えて いるんで す。 コン ト 
ロ ー ルして 自分が 善で あるか どうで あるか、 社会に とって いい ものである かどう かを 考えて みたけ 
ど、 たぶん これは バカの 考え 休みに 似たり であっ て、 あんまり 考えても しようがない んじ ゃない か。 
それよりは、 これを 解放して 影響力を 持っ たほうが、 僕に とっても 社会に とっても 幸せなん じ ゃな 
いの かと。 

でも、 そういう 生き方を みんなに 強制す る ことができない ので、 強制す る 根性の ある 人が やれば 
いいやと。 で、 ほかの 人は それを 見て 納得す るし かない。 だから さっきの ベス トの 例で、 僕が やろ 
うとい うのは、 ベス トで 亡くなっ た 人たち の お 葬式を すごく 盛大にやろう とか、 ぺス トで 死んだ 人 
がか わい そうだと いう 歌を 作って 歌う、 というよ うな もんなん です。 それによ って 何の 実効 力が あ 
るかと いうと、 実効 力は わからない けれども、 そのく らいし かで きないん じ ゃない かと。 その 中で、 
ベス トを 尽くせば、 何 か ベス トを 尽くす なんて 言葉を 使う と、 もう ほとんど 宗教です けれども (笑)、 
でも ベス トを 尽くせば という 言い方に ならざる をえない んで すが、 システムの ほうが 変わ るんだ っ 
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たら 変わる だろう し、 それは 計算して 変えよう とする 努力と 同じ 程度 か、 ひょ っと したら それを 上 
回る 効率が あるん じ ゃない のかな と。 

僕が これまで やって きて うまくい ったこと を 客観的に 見る と、 それは 考えて やった ことでは なく 
て、 自分の 内なる 動機と 表面 用に 考えて 作った 動機が、 ち ゃん と シンクロした とき だけなん です ね。 
宮台 ひとつ だけ 逆説を 申し上げ ますと、 自分の 言葉に ある 程度の 影響力を 獲得す る ことに 成功し 
たと きに 思っ たことは、 僕に とって 自分の 言葉は、 どのように 語っても 人が 聞いて くれないと いう 
状況で あったと きの ほうが、 語る ことの 自明 性は 高 かった。 つまり、 固い 地面を 信じる ことができ 
ました。 ところが、 僕が 何 かを 発言す る ことによ って、 条例 や 法律に 大きな 変化が 起こる かもしれ 
ない という ことが 現実的に なって くると、 逆に 不安は 増大し ますよ ね。 「なんだ、 固い 地面 だと 思 
っていた のに、 そうじ ゃない」 と。 たかが 僕 程度の 人間が、 何 かを 言う かどう かによ って 世の中が 
変わる とすれば、 ある 別の 観点から 言えば、 それは 望む ところで も あるんだ けど、 地面の 存在を 信 
じていた 僕の 中では 不安は 大きくな ります よね。 

岡 田 恐怖です よね。 

宮 台そう です ね。 じつは、 不安は 大変に 大きい ん です。 それは 「失いたくない 不安」 でも あるん 
です けれども。 自明 性の 崩壊 や 喪失と いう ことで 言えば、 僕 自身が もの 書きと して 本が 売れる よう 
になれば なるほど、 僕 自身の 自明 性は 崩れて いくとい う、 妙な 状態に あります ね。 ほかの もの 書き 
の 方は どうなん でしょう …… 僕は よく わからない。 小説家な らば 問題な いんです けれども。 

ある 種の 宗教家の 方々 にと くに 聞いて みたい な あと 思う のは、 彼らは 生き方を 説きます ね。 その 
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ときに 「何 言っ てんだ、 バカ ヤ ロー」 と言われて いる ぶんには いいんだ けど 「あなたの おっし ゃる 
通り だ」 と 多くの 人が 言うよう になっ たと きに、 不安は 感じない のかと いう ことです ね。 それは い 
ろん な 人に 聞いて みたいで すね。 何せ、 何もかも 複雑で、 よかれ と 思って やった ことの 帰結が 読め 
ない という 感覚っ て、 僕らの 世代には、 もう 染みつ いた ものと して あるじ ゃないで すか。 

岡 田 僕に 宗教家の 資質が あるか どうかは わかりません けれども、 少なくとも 僕は 「あなたの 言う 
通りです」 と言われた ときに 不安は 感じないで すね。 おそらく、 そういう 不安がない という 欠損の 
ある 人間 だけが、 そっちの 世界に 踏み こんでいけ るんだ と 思います。 前に も 言っ たんです けど、 生 
得の 権利 だと 腹の 底から 認識して いるから です ね。 

宮 台そう か …… 。まあ 腹の くくり 方が 足りない のか もしれ ません ね。 

岡 田い や、 くくり 方と か 覚悟で 発生す る ものではなくて、 ある 種の 壊れ 方です よ (笑)。 

宮 台そう でしょう ね。 しかし、 もし 僕に アド バン テ— ジとい うか、 もの 書きと しての 優位が ある 
とすれば、 たぶん その 不安なん だと 思 うんです ね。 不安が 結構 ある わけです よ。 そういう 部分は 僕 
の 書いた ものには、 随所に 表われて いるは ずです。 たとえば、 僕は よく 「逆説」 という キ— ワード 
を 使います けれども、 僕が 最も 好きな 言葉の ひとつなん です ね。 パラドックス、 よかれ と 思っ てと 
ん でもない ことが 起こる というの がわ かりやす い 例になります けれども、 逆説と いうのは 複雑な 社 

会 システムの 至る ところに 満ち 満ちて いますから ねえ。 

» 

岡 田そう です ね。 僕は 昔から 「神様は 意地悪 だ」 と 思っ ていました から。 何で こんなに 祈っ た 通 
りの ことは して くれる のに、 その 意味が 違 うんだ ろうと (笑)。 こうな りたい とかこう したいと 思っ 
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たら、 必ずで き るんだ けど その 意味が 全然 違う とか、 善意を 持った 人が やった ことと いうのは、 な 
ぜ こんなに 難儀な ことを 発生 させて しまう のかと か。 

宮 台そう です ね。 一般に 合理主義の 非合理っ て あるじ ゃないで すか。 ロジカルな のはい いとして、 
この 人が 過剰に ロジカル なのは 何な のかと。 ロジカルであろう とする 理由と いうのは、 必ずしも 口 
ジ カル じ ゃない からです よね。 それは 多くの 人が 潜在的に 思っ ている ことです が、 その 種の ことに 
は 敏感で ありたい な あと。 僕 自身が ロジカルであろう とする 理由は、 まったく 非 ロジカルな もの だ 
し、 誰に とった って、 それ 以外に ありようは ずがない。 

岡 田 一番 最初に、 宮 台さん が じつは 非論理的で 感情的 だとい うこと を 聞いて、 じ ゃ あその 部分を 
出しち ゃえばい いと 言いました のは、 たぶん その ほうが、 パワ ー は 三倍く らい 強いので はない のか 
な あと 思っ たからなん です よね。. つまり、 家族に 対する のと 世間に 対する のでは、 その 間に 線を 引 
いていら っし ゃる わけです よね。 家族に 対する ように 世間に 接する の も、 おもしろ いんじ ゃないで 

-  \4  〇 

す 力 

宮台 今は ちょっ と 実験的なん です よね。 『ダ •ヴィン チ』 で やって いる 『世紀末 相談』 という 連 
載は、 僕が 「ちょっ と 考えて いる 実験的な プランが あるので 『相談』 という かたちで やらせて ほし 
い」 と 編集長に 提案して 始まっ たんです。 これの 反響が 大きい ので、 ちょっ とびっく りして いるん 
です よね。 

です ので、 今は 試行錯誤し ている 状況で、 それでう まくい くようで あれば、 岡 田さん の おっし ゃ 
るよう な 方向に 行く の も ありかな とは、 漠然とは 思っ ています けれどもね。 
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場を 組織 •提供す る やつが 勝利す る 時代 

岡 田と ころで、 僕は これまでの 対談で、 クリエ イテ ィブは 終わっ たと 言っ ていまして。 かつて、 

表現す るべき 強い 自我を、 みんなが 目指して 幸せに なった 時代は、 みんなが 作家に なって 自分の 思 
うこと を 表現で きる という ことは すばらしい と 言っ ていた。 で、 これまでの 百年く らいは 「表現と 
は 人間性の 解放で ある」 みたい な ことを 合い言葉 として 進んで きたんです けれども、 その 欺瞞に み 
んな 気がついて しまった。 だから みんな 「クリエ イテ ィブ」 じ ゃなくて、 より 小規模 •小 リスクな 
「ディ スプ レー」 で 満足す るよう になっ てし まった。 従っ て 押しの 強い クリエ イター も 生まれて こ 
なぃ。 

今の 宮崎駿 さんや 庵野 秀明 くんから 名作が 生まれる という ことは、 まだ 僕は あると 思います。 で  ^ 

宮崎駿 

も、 たぶん 今の 三十 五 歳 以下からは ここから 先、 新進の 人は 出て こないだろ うなと。 それが クリエ  1 33 へ- ジ 脚注 觸 
イテ ィブが 終わっ ている と 思う ゆえんです。 マン ガ家も 例外を 除けば、 昔みたい に 二十代に 山 ほど  08 - 

庵野 秀明 

の 層が あって、 新人が ガ ー ッと いて、 という 状況は ない。 今、 編集者が 考える のは 「どうやっ てこ  i 227 ベ- ジ 脚注 震。 
の マン ガ 家を 引退 させない か」 という ことなんで す。 メジャ— デビ ユー させた 瞬間に、 次の 作品は 
マ イナ— になっ ていって、 同人 誌に 描いて、 いろんな 雑誌で ジプシ I のように 小さな 連載を 繰り返 
すよう になっ てし まう わけです ね。 ゲ—厶 作家 もそう です し、 アニメで もそう です。 宮崎駿 さんは 
後進が 育てられませんで したが、 それは 若い 人が いないと いう ことで も ある わけです ね。 宮 台さん 
が おっし ゃって きたよう な 社会 状況から 生まれて きた 人には、 クリエ イテ ィブは 必要ない という こ 
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となんで しよ、 っね。 

宮台 おっし ゃる 通りです ね。 今の 若い 子たち は DJ に 憧れます よね。 たぶん、 クラブ DJ という 
人材は ニーズ も 高い し、 実際 質の 高い 人材 も 供給され てい るんだ けれども、 かつての 作曲家とは 全 
然 資質が 違っ ていて、 要するに、 場を 見極めて その 場が 要求して いるものを、 その 場で 短時間に 自 
分の 引き だしの 中から セッ ト アップして 出せる 力なんで すね。 そこが どういう 場で あるの かとい う 
ことを 観察して、 その 場に 最も ふさわしい メニユ ー を 短時間に セッ ト アップで きる 能力。 これは か 
つての クリエ イタ ー に 要求され ていた ことと まったく 違う。 これは、 受け手が 「お前は 何が 表現し 
たいんだ」 という ことに まったく 関心が なくなっ て、 その 場で 適当に 盛り上がりたい、 仲間う ちで 
戯れたい、 延 々とし ゃべ っていたい といっ た 要求し か 持っ ていない ことと 結びついて います。 
岡田リ ソース としての クリエ イタ I の 作品は 必要なん だけれ ども、 かつての ものとは 違って、 た 
とえば 小説の 映画化と いうのと 同じように、 リソ ー ス としての 素と なる 作品が あれば、 そこから D 
J みたい なのが やって いける と。 

僕は 今 おもち ゃを 集めて いて、 すごく その あたりが 気にな るんで すが、 最近は おもち ゃは 売れる 
けど 作品は 売れない という ケ ー スが 、ものす e く 多 いんです よ。 『ポケット モン スター』 も、 ゲー 
厶 より アニメの ほうが 売れて いるし、 アニメより 関連商品の ほうが 売れて いるし と、 どんどん 作品 
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の ほうが 単なる リ ソ—ス になり 果てて、 関連商品の ほうが 膨らんで いく。 『セ ー ラー 厶— ン』 も 


030 


『エヴァ』 もそう です。 これを 今までの ように 著作権 元が、 全部の リソ ー スは うちだと 管理す るの 
が 限界に きてい るんで すよ ね。 


0S 


セ— ラ— 厶丨ン 

X 165 ベ— ジ 脚注 蠢 r 
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エヴァ 

上 146 べ—ジ 脚注 霞 。 
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宮台 僕は、 DJ もそう です けれども、 場を 組織したり 提供す る やつが 勝利す る 時代に なると 思う 
んで す。 それは コミケットの 米 沢さん みたい な 行為が、 出発点に 当たる と 思う。 『ポケモン』 も 立 
ち 上げに ずいぶん 苦労した みたいです が、 成功した のは ゲー厶 が 売れた こと もさる ことながら、 関 
連 商品が 売れた ことが 大きい。 本当にそう やって 人々 が 楽しめる 場を 作る ことに コス トを かけて、 
「場」 を 組織し 終わっ たと きに 成功者が 生まれる。 でも 多くの 人は 成功者の 名前を 知らない。 それ 
は 人々 は その 「場」 を 楽しむ こと だけを 考えて いるから という ことなんで すけ ど。 今の 若い 子たち 
は、 DJ 的な、 あまり 名前は 覚えて もらえない けど 「何 かいいよ ね、 この 人」 みたい のが カッコよ 
くて、 「俺は 誰 だ」 なんて 自問して いる クリエ イタ— は カッコ 悪い と 思っ ている。 つまり、 自分と 
しての 自分 だけが 持つ ている ものを 表に 出す のは カツコ 悪い。 「何 だよ、 こいつ」 となる (笑)。 

岡 田 僕が 実感した のは、 庵野 秀 明の 幸せ 度が 上がらない ことなんで すよ。 あれ だけの、 日本の 映 
像の 歴史に 残る ほどの ヒツ トを 記録した のに、 彼の 幸せ 度が あんなに 上がらない のは、 本人の 資質 
の 問題ではなくて、 クリエ イテ イブは よき ことで あると いう クリエ イタ— 言 仰の 破綻です よね。 


『エヴァ』 本を 出した 人と か、 関連商品で 儲けた ガイ ナッ クスの ほうが 幸せそう なんだ もん (笑)。 
こんな ことがあっ たら クリエ イタ— 神話は 崩壊し ますよ。 

宮台 でも 庵野さん というのは 「場」 を 提供した じ ゃないで すか。 みんな 『エヴァ』 について は 語 

り まくつた し。 

岡 田 彼は それを 幸せとは 思えない んで すよ。 古い タイプの クリエ イター だから。 

宮 台そう なんです か。 それは 不幸です ねえ。 


031 


ガイ ナツ クス 
- 228 ベ— ジ 脚注 震 
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岡 田 不幸です よ。 いろんな 『エヴァ』 論が 出て いる 中で、 す C' い 不満 だと 思う。 その へんでは す 
ごく 宮崎駿 的なん です よ。 本人い わく 「宮 崎駿の 弟子」 ですから。 自分の 考えて いる、 ただ ひとつ 
の 解釈が 流布して ほしくて やって いるのに、 さんざん 勝手な ことば かり 言われて、 という 感じなん 
です よ 

宮 台なる ほどね え。 でも 庵野さん は、 僕らと 同 世代 じ ゃないです か。 その 感覚は 本当に 僕らの 世 
代まで だと 思 うんだ よな あ。 DJ で 有名な 人と いうの も 僕らと 同 世代 だけれ ども、 もとはへ ビメタ 
ファン だったり パンクロック ファンだった りする わけです よ。 そういう 人たち が 自分を 捨てて 解脱 
して、 つまり クリエ イタ ー 信仰を 離脱して DJ を やって いる わけです ね。 僕らの 世代が、 ちょう ど 
分水嶺なんですよね。今の 0 了第一世代というのは、クリエイター信仰を苦労してあきらめた世代 
なんです よね。 

岡 田 それは 捨てて いる、 あきらめて いると いう 言い方 もそう です が、 宮 台さん が 前に おっし ゃっ 
た 永続性 や 統一を あきらめて 「今」 に 固執す ると、 DJ にならざる をえない わけです ね。 

宮 台そう です。 つまり 自分を 表現 するとい うことは、 一貫して 変わらない 自分が あると いう 前提 
に 立つ ことです し。 そういう 意味では、 今は 非常にい い 方向に 来て いるん じ ゃない かな あと 思い ま 
すけれ ど。 日本は とくに、 去年 テク ノ 系の ダンスが プレイクし ましたけ ど、 今年は ほんと に 広がる 
と 思います ね。 それは みんなで ねぶた 祭りで 踊っ ている ような ものです ね。 ねぶた は 一年に 一回し 
かありません が、 ダンスは その 「場」 に 行けば できる という。 デ ー ト クラブ もそう なんです よね。 
デ ー ト クラブの 店長が 「場」 を 作って くれ るんで すよ ね。 何の 斡旋 もして いなければ、 紹介 もして 
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いない。 女の子は その 「場」 を どう とらえる かとい うと、 商売す る 「場」 というの が 名目 だけど、 
実質は まったり できる 「居場所」 であると。 そういう ニ ー ズが 高まっ ています よね。 

倫理的な 崩れの 世代 間 ギャップ 

岡 田 僕は 鶴 見 済さん との 話で、 日本は いずれ 崩れて いく だろうと 言っ たんです けれども、 それは 
社会的な インフラ、 たとえば 下水道と か 電線と かとい う もの、 そういう 職人 的な 仕事に 対する ロイ 
ヤリ ティは、 今後 下がる 要因 こそ あれ、 上がる 要因は ないから だと 考えた からなん です。 

宮台 その インフラを 支える 基本的な 職人 的 ノン タリ ティの 低下と いうのは、 じつは コン ピユ ータ 
ソフト 業界な どで も 起こっ てい るんで すが、 国際化に よる 人材の 流動性で 埋め 合わされて、 日本 か 
ら ハン グリー なやつ がいな くな っても、 シン ガポ ー ル や 台湾から ハン グリー なやつ が 入って くると 
いう 状況に なると 思う。 人材 間の ノウハウの 伝達に さえ 失敗し なければ、 それは さした る 心配では 
なぃ。 

でも 全体の 問題で 言う と、 日本では エンジニアリング 的な 面での デ ィス アド バン テ ー ジ よりも、 
むしろ 政治 システムに 象徴され るよう な 制度 面での デ ィス アド バン テ ー ジの ほうが 大きいで すから。 

そういう 意味で 言う と、 制度 的な デ ィス アド バン テージ によって 五 年、 十 年と いう 短い タイ 厶ス 
パンでは 確実に 沈没して いきます けれども、 ただ そのこと によっ て 何が 変わる のかっ てこと です ね。 
テレビの 『サン デ ー モ ー ニン グ』 でも 言いました けど、 「経済的に 沈む」 ことを 日本が 傾く こと だ 
とか、 「天下 国家の 一大事」 だと かと 騷ぎ 立てる 人が いますが、 それは 老 オヤジ と 中年 オヤ ジだナ 
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なんです よね。 こういう 類の 「日本 沈没 主義者」 は 人口学 的に 一定の 規模 以上には ならない。 ある 
いは どんどん 減少して いく。 日本が 二流 国で ある、 あるいは 日本が 二流 国になる。 だから どうなん 
だとい う 人が 増える。 

総理府の デ I 夕で 言う と、 「ものの 豊か さは あなたに とって 必要です か」 という 質問に 「必要で 
す」 と 答える 人間は、 世代が 上になる ほど 多い わけです ね。 それは 自分たち が 加齢して きた 過程で、 
社会が どんどん 豊かに なって いくとい うこと が 現に あった わけ だし、 それが S 分の 人生の 目標で も 
あったから です ね。 生まれた ときから 豊か さが 自明な 連中は、 おもしろい ことに、 ものの 豊か さに 
もさした る こだわりは 示さない。 これは ヨ ー ロッ パと 同じ 状況です。 つまり 日が 昇る 国から 日が 沈 
む 国に なった としても、 日が 沈む 国には 沈む 国な りの 楽しみ 方が ある さ、 という (笑)。 そういう 意 
味で 言えば、 鶴 見 済 くんの 言うよう に、 今す でに 生じて いるいく つかの 動き、 ダンス •カル チャ ー 
に 象徴され るよう な ものは、 どんどん 広がっ ていっ て、 それで 定常 的な システムになる。 

岡 田 僕は 全世界 的に、 たとえば 五十 年が かりで 似た ような 水準に 達した とき、 それで 歴史が 終わ 
ると いうん じ ゃな いんです けれども、 あきらめと か 有限 感 みたい な ものが 上限に 達して しまう。 そ 
れ によって モラルが 崩れる という、 そういう 社会 システムの 崩れは あると。 だから 一流 国、 二流 国 
という 後退は あるだろう けど、 誰も そんな こと 気にしな いような 状態 そのものが、 崩れ だと 言った 
んで すよ。 つまり、 僕らの 世代 ギリ ギリまでは それが 崩れ だと 思う けれど、 鶴 見さん の 世代から 見 
ると それは 崩れとは 認識で きない。 

宮台 じつは、 冒頭に 申し上げた 「自明 性の 崩壊」 というのは、 そういう ことと 結びついて いるん 
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です ね。 みんなが そこそこ、 今を 楽しく 生きる という ふうになる わけで しょ。 それが 延 々と 続く と 
きに、 「まつたり 生きる」 ことと 「脳死 状態」 と、 いつたい どう 違う のかと いう こと だけが、 重要 
な 問題と なつて 残る ことになる。 

岡 田 僕の たとえで 言う と、 僕が 駅前に 自転車を 止める ときは、 鍵を かけなくて はいけ ない んです 
が、 大阪 では 鍵を かけずに 済ん だんです よ。 でも 今は 大阪 でも 鍵を かけなくて はいけ なくなった そ 
うなんで す。 これを 鶴 見さん の 立場に して みれば、 もともと 鍵を かける のは 当たり前 だと。 これは 
崩れて いる 世界に いる 人間の 自覚なん です。 僕は その 崩れた 社会に ついていけない ので、 「何で 東 
京では …… 」 とか 「この頃は 鍵を かけなくて はいけ ない ので 物騒 だ」 と 考えて しまう。 でも 物騒な 
世界に 生きて いる 鶴 見さん は、 それを 物騒とは とらえずに 当然の ことと して、 注意点と して 見る。 
では 鶴 見さん よりも さらに 下の 世代は、 彼より さらに 気を 使うよう になる だろうと。 そういう 崩れ 
は あると 思 うんです。 それを 僕は、 倫理の 崩れと いう ふうに とらえて いるんで すけ ど。 

緩慢で 終わりな き 日本的 システム 

宮台 ただ、 難しい と 思う のは、 今 コンビニが どんどん 広がつ ています よね。 コンビニが 広がる と 
万引き も 広が るんで すね。 今の 中学生で 万引き 体験 者と いうのは、 全国で 確実に 半分を 超えて いる 
んで すよ。 この間、 ラジオで 東京の 有名 進学 校の 高校生を 集めて 話を 聞いた ときには、 万引き 体験 
者が 三十 人中 三十 人 全員と いう 状況なん です。 これは 僕らの 高校のと き だっ たら、 本当に 考えられ 
ない。 僕らが 高校生の 頃 だっ たら、 同じ 東京の 進学 校で も 万引き 経験者は たぶん 二割い かな かった 
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と 思 うんです よ。 そのく らい 万引きが 広がっ てい るんだ けど も、 でも それで 僕たちの システムが 壊 
れ るかと いうと、 ちょう ど 三 億円 事件のと きに、 保険金の システムが あるので 誰も 被害者が いない 
というのと 同じで、 コンビニ 産業 そのものが 万引きされ る ことを コス トと して 織り こんでいて、 そ 
れで 順風満帆に システムが 回る ようにな ってし まって いる。 そういう 状況、 これが たぶん 「終わり 
なき 日常」 なんです ね。 

岡 田なる ほどなる ほど。 

宮台 それは たぶん 「崩れ」 では あるんだ けれども、 「世の中が 崩れる」 と 言っ たと きに、 年長 世 
代が 言うよう な 全面 崩壊は やって こない。 じつは、 そんなに 簡単に 崩れて くれないん だと 思 うんで 
すよ ね。 そのく らい 僕たちの 社会と いうのは フレキ シビリ ティの 深さが あって、 問題を 吸収で きて 
しま  >つ。 

とくに 日本は 宗教がない のでそう なりが ちです。 みんなう まくい ってい るので いい じ ゃない か、 
この システムで、 と 許容して しまう。 やくざと いう 非合法 的 組織がず っと 生き残れ たの もそう、 総 
会屋 のよう な システムがず っと 続いて これた の もそう。 でも これにつ いては、 今は 経済 システムが 
国際化して、 それでは やって いけませんよ という ある 種の 外圧です が、 外在 的な 状況が 変化した の 
で、 総会屋 もたた みまし ょうと。 これ だって 外圧 不在で システムが うまくいっ ていれば、 永久に そ 
のままで すよ。 

岡 田 それは その 通りです ね。 

宮台 日本は そういう システムなん です よね。 「崩れ」 て も 問題は ない んで すよ。 万引きと コンビ 
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二の 関係と いうのは、 よく 考えれば イラ だた しい ことです よね。 たとえば コンビニで 万引きす ると、 
昔なら 通報し ますよ ね。 でも 通報す ると、 調書を 取られて 時間 的 コス トが かかります よね。 だから 
本屋なん かも 含めて、 今は 多くの お 店で 通報し なくなっ てし まって いる。 

岡 田 僕は、 西部さん が おっし ゃる 意味で 使っ てい るんで すけれ ども、 伝統を 守る には コス トが か 
かると いう ことを、 みんなが 認識した ほうがいい と 思 うんです よ。 つまり 学校 側が コンビニに 金 払 
うしかない わけで しょ、 万引きを 減らした かったら。 それによ って 三十 年 前まで あった、 みんな 万 
引きし ない という 文化は 唯一 守られる わけ じ ゃないで すか。 

宮台 万引きの 問題が 非常に 克服が 難しい のは、 かつて みんなが 万引きし なかっ たのは、 必ずしも 
倫理 観ではなくて、 そういう ことす ると 潰れて しまう お 店が 現に あって、 その 店 も 含めて 近隣 社会 
は 形成され ている という ことが、 あったから なんです ね。 そういう 地域 共同体が なくなっ て、 なお 
かつ 保険の システム や、 さまざまな コス ト 計算の システムが でき 上がっ てく ると、 日本人と しての 
メンタ リ ティは 何 ひとつ 変わっ ていな くた って、 万引きして OK となっ てし ま うんです よ。 昔、 日 
本の 伝統 社会で 浮気しても OK だっ たのと 同じなん です よね。 日本人は 不道徳 だっ たかと いうと そ 
うではなくて、 それで 社会が うまく 回っ てい るんで、 お互い様と いう 感じ 方の 中で 許容して いたわ 
けです。 でもそう いう 部分って、 日本 社会の ある 意味 利点で も あるんだ けど、 ある 種の 潔癖な 倫理 
主義者が 日本に 来る と、 どうしても 許せない ところに 見えて しまう でしょう ね。 

これが どういう 問題を 引き起こす かとい うと、 究極 的に 言えば、 生きて いる ことの 意味が わから 
なくな るんで すよ。 この システムの 中では、 ほぼす ベての ことが 許容され ると いう 状況は、 「壁が 
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ない」 状況なん です ね。 壁に 囲まれて いなければ、 そこが どこで あるの か 意味を つかむ ことができ 
ない。 まあ、 「意味の 病」 が あるから なんだ けれども (笑)、 万人が 意味の 病から 離脱す る ことは 絶 
対に ありえない から、 日本的な 緩慢な、 鶴 見 くん 的に 言えば 変わらない システムと いうのは、 きつ 
いやつ にと っては 本当にき ついだろう と 思う。 

ただそう いう ふうに 言いながら も 僕が 不満な のは、 三十 人が 三十 人 万引き しちゃって いて、 「万 
引きは いや だ。 やらない よ」 という 潔癖な 人間は 一人く らいいない のか、 という ことです よね。 

アメー パの ような 壁の ない 社会 

宮台 ご存じ かもしれ ません が、 今年に 入って 東京都が 中学生を 調べた 「絶対に やって はいけ ない 
こと ランキング」 が 公開され て、 万引きが 五位、 援助交際が 六 位なん です ね。 援助交際よりも 万引 
きはいけ ない。 その 万引きを クラスに よっては ほぼ 全員が やって いるんで すよ。 援助交際は まだ 一 
割と か 二割なん だけど。 

日本て、 つまり これなん だよ ね。 援助交際が 今は まだ 一割 二割な のは、 もちろん ある 意味で 万引 
きよりも 敷居が 高い からだ けれども、 その 敷居の 高さは 倫理 観とは まったく 関係がない、 という こ 
とです。 病気の リスクと か、 ばれたら 恥ずかしい とかそう いう ことです。 で、 ちょう ど 援助交際と 
同じく らい 悪い というので 並んで いるの が、 友 だち を 叩く こと (笑)。 

岡 田 それは リスク 高いです もんね え (笑)。 一位は 何です か。 

宮台 一位は、 クス リ 。クス リは八 割 以上が いけない と 答えて います。 これ も、 解釈には 迷うな あ。 
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これは 「人間 やめます か」 という、 いわゆる 威嚇 教育の 成功 かもしれ ません ね。 でも、 単に 威嚇 教 
育が 成功して いる だけなら、 アメリカを 見れば わかる ように、 五 年で 終わりです。 五 年で、 クス リ 
はいけ ない と 思う 人の 割合は、 半減す ると 思います。 

立花隆 さんが 一九 七 七 年に 『アメリカ 性 革命 報告』 という 本を 書かれた ときに すでに 予言して い 
る ことです が、 (一九 七 七 年の) 現状の 統計で 見る と、 日本の OL は アメリカの OL よりはる かに 遅れ 
ている ように 見える が、 五 年後 か 十 年後 かわからない が、 しばらく すると 日本の ほうが 性的に ル I 
ズ になる ことは 間違いない と。 その 通りに なりました ね。 

朝日 新聞の 調査で もやり ました けれども、 アメリカでは 不倫は いけない という 既婚者は 七 割い ま 
すけれ ども、 日本では 五 割を 切る (笑)。 これは つまり 日本の 伝統な わけです。 また、 これは 少し 前 
の 調査です けれども、 三十 代の 既婚者の 婚外性交 渉の 数と いうのは、 G7 では 日本が フランスと 並 
んで 最も 多い。 

こういうい ろい ろな デー タを 見て いくと、 先 ほど 岡 田さん が おっし ゃった 「崩れ」 です けど、 そ 
も そ も 新たに 崩れる ものなん て あるの かとい う 気がします よね。 原則 不在 •共同体 依存と いう 点で 
は、 非常に わかりやすい 社会で あるんだ けれども、 共同体 的 文脈し だいで どうと でもな りうる、 わ 
けの わからない ア XI パの ような 壁の ない 社会。 酒 鬼 薔薇 事件 もい ろん な 理由が もちろん あるんだ 
けど、 半分 以上の 中学生が 平然と 「わかる」 と 言って しまう のがね (笑)。 これは 僕たちの 社会が 持 
ってい る もともとの 構造です よね。 だから、 これを 前提に して どうす るかと いう ことし か ありえな 
い。 全面的に アメリカの ような 社会に 作り上げて、 宗教 的 倫理を 持ち こもうと する のは 不可能です 


032 - 

立花隆 (たちばな •たかし) 

一九 四〇〜 。ノンフィクション 作家。 七 四 
年、 膨大な 資料を もとに 田 中元 首相の 金権 
堅 3 の 実態を 暴いた 『田 中角栄 研 g を 発 
表、 I 躍 その 名を 知られる。 社会的な 事件 
や 事 f 一時的 偶発的な ものと せず、 その 
発生 源にまで さかのぼって 克明に 調べ あげ 
る ニユ— •ジ ャ—ナ リズムに、 日本で 初め 
て 1覺 た。 著 UL」 『日本 共産党の 研 g 
『f 究める』 『立 花隆の 同時代 ノ— 卜』 など 
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し。 ただ 否定し ようが 肯定し ようが、 これが 日本の 社会の 変わらない 前提です からね。 実験室 的な 
意味では おもしろいで すよ。 こんな 社会は ない ぞと いう 意味では ね。 

岡 田こう いうと きに 今までの バタ ー ンで 言う と、 日本と いうのは 何 か 内的な 事情で 崩れたり 次の 
段階が 来る というので はなくて、 外側からの 引き金みたい のが あって、 それで いっせい に コロ ツと 
変わる というのは あります よね。 その 要因が 全然 見えないです よね。 私たちが その 概念の 中に いる 
から、 見えない のか も わからない けど。 

宮台お そらく かつての ように 外圧が あっても、 おそらく 「動員」 はでき ない んで すよ。 たとえば 
ヨー ロツ パと 日本は 伝統が あるので、 近代が 成熟して 未来に 輝きが なくなっ たと きに 「サツ カー、 
ダンス、 セツ クス」 というのは よく 似て いるんだ けど、 決定的に 違う のは、 ヨーロ ツバは まだ 動員 
がで き るんで すよ。 

たとえば 労働組合 ひとつ 取っても、 労働組合の 組織 率は フランスなん かで もま だ 半分を 超えて、 
六 割く らい。 でも 日本は、 もう 二割を 切っ ている ような 状態です。 背景には 失業率の 高さと かの 問 
題 も あるんだ けど、 一般に 何 か 問題が あったと きに、 人を 動員 するとい うこと が 日本 ほど 難しい 国 
が、 今は ほかにない こと も 事実で しょう。 

日本は 3 1 ロツ パの ような 階級社会 じ ゃない し、 アメリカ のように 貧富の 差が 大きい わけで もな 
いので、 利害の 対立 軸が 不鮮明な のが 大きいで すね。 日本の 労働組合と いうのは 産業 別ではなくて 
企業 別で、 企業 共同体で ある ことを 前提と しています よね。 企業が 共同体 じ ゃなくな ってく ると、 
もう 労働組合は 意味がない んで すけれ ども、 ョ ー ロツ パは 階級社会で すから、 階級 的 利害が 今でも 
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厳然と 存在して います。 簡単に言えば、 労働組合 も 産業 別で、 ある 種の 同業者 組合なん です よ。 

岡 田 日本人に とって 階級に 相当す る ものっ て、 物理的な 距離 だと 思 うんです よ。 ですから、 話が 
一挙に 飛びます が、 キ ー 局の 崩壊し かないん じ ゃない かと 思います。 キ ー 局の 崩壊と 地方 局の 乱立 
によって 今の テレビの 自由化を もう 少し 推し 進めて、 道 州 制 なんても のでは ない くらいに、 日本が 
単一 国家で あると いう ことを 捨てて、 ヨ ー ロ ッバ 並みに する。 日本は 島国 だから みんな 狭い と 思っ 
ている けど、 高低 差は あるし 恐ろしく 広いです よ。 地域 ごとに 人の 考え方 も 違う。 だから、 物流の 
コス トを ものすごく 上げれば いいと 思います。 その 地方で 取れた ものを その 地方で 食って、 その 地 
方の メディアを 見る。 そう やって 多国籍 化しない と。 今の 日本で 唯一、 ある グル ー プ 内の人た ちが、 
今は 寂しい な あと か うれしい な あと 共通して 感じられ るのは、 「気候」 しかない と 思 うんです よね。 
つまり それが 「地域」 なんです よ。 たとえば、 今、 雪が 降っ ている ところで ト レン ディドラ マを 見 
せられても 腹が立つ だけです よ。 雪国は 雪国 だけの 価値観を 持って、 すべての ものの コス トを 持っ 
ていいので はない か。 で、 表裏と いう 言い方を やっぱり しちゃ うんです が、 表日本、 裏日本っ てい 
うの も、 その 地域差に よって 個々 で 違って くるの だろうと。 

宮 台そう です ね。 有能な 官僚の 考えと いうのは、 今の 岡 田さん の 考えと 非常によ く 似て います。 
つまり、 今後 自由化して いくと、 地域 間 格差と いう ものが 広がっ ていく だろうと。 反対す る 人は、 
地域 間 格差が 広がる ことを 最大の 反対 理由に あげ るんで す。 でも 有能な 官僚に とって は、 それが 賛 
成 理由なん です ね。 つまり、 利害で 結集す る ことができない 日本の 状況、 平均 的 政治 意識が 低い ま 
ま、 国民的 共同 利害に ついて 話し合う ような 土壤も 生まれない 状況を 変える には、 とにかくい った 
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ん 利害が 対立す るよう な 状況を 広げて いくしかない んで すね。 階級 的 特殊 利害な き 日本の 場合、 岡 
田さん の 言うよう に 地域的 利害が 重要なん です けれども、 それに加えて 世代 的 特殊 利害と いうの も 
見逃せません。 

まあ 僕が やって いる ことの ひとつは、 世代 的 特殊 利害が、 地域 間 格差を 除けば 今の 日本の 中で 見 
つかる 唯一に 近い 利害 対立なん で、 徹底的に 世代 間 対立を あおる という ことです よね。 階級 もない 
し、 地域 間 格差に も 乏しい という 中で、 かろうじて 世代 的 利害の 対立の みが 存在す る。 それ 以外に 
動員の 口実、 そこそこの 規模で 人々 を 共感 させうる 口実は、 しばらくの 間は ない と 思っ ています。 
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さらば 言論の 日々， そして 


一九 五八 年 大阪府 生まれ。 

オタ キングの 妻、 (株) ガイ ナツ クス 経理 部長 
大阪 教育 大学を 卒業した 八 I 年の 秋、 岡 田 斗 
司 夫が 手がけて いた SF 専門店 ゼネ ラル プロ 
ダク ツの 立ち上げを、 その 場の なりゆきで 手 
伝ぅ。 以後 ずるずると こき使われて 翌八二 年 
の 二月に 結婚、 「岡 田 和 美」 となる が、 入 Is 
を 四月まで 忘れて いた お茶 目さん。 八 五 年、 
ガイ ナツ クスの 設立に あたつ ては、 発起人と 
して 参加。 九 二 年 夏、 夫が ガイ ナツ クス 社長 
を 突然 辞める も、 同社で 経理 部長を 続ける，' 
九 四 年より、 なりゆきで 夫の 執筆 作業まで 手 
伝わされる。 現在、 | 週間のう ち 三日は {株) 
ガイ ナツ クスの 経理 部長 業務、 二日は (株) 
オタ キングの 諸 業務を こなす。 一 児の 母』 
(オタ キング 記す) 


la 


讀 


最後の マジ メな 話の お 相手は、 奥様の 岡 田 和 美さん である。 和 美さん と 言えば、 オタ キングの 執筆 担当と して 
フアンには おなじみ だが、 こういう 形で 登場され るのは 珍しい。 じつは この 対談 「最後に うちの 奥さんと 話し 
たいんで すけ ど。 対談した 理由と か、 僕が 今 考え てること を 話して おきた いんで」 という オタ キング 自らの 要 
望で 実現した もの。 妻と 話す ときは、 関西弁になる という オタ キング。 思いき り 素に 戻つ て、 今の 心境を 赤 
裸々 に 語った。 (九 八 年 二月 十二 日 対談) 


和 美え〜、 私から 聞 くんです よね？ ああ、 恥ずかしい (笑)。 

岡 田 まあ、 かまわ へん やん。 君との 対談の 企画 意図と いう やつを 説明し ますと、 このまま この 対 
談 集を 出版したら、 あまりに も 自分の 今の 気分、 感覚と ズレ まくって しまうな あって 思う てんよ。 

和 美 対談した のは 宮 台さん を 除く と、 去年の 九月まで かな？ 

岡 田 うん。 正直 その 頃までは、 「オタク ー匹、 何が できる か」 とか 「人民を 善導す るの じ ゃ」 と 
か 思っ てた。 ところが 九 七 年の 末 頃から、 そういう 気持ちが まった く なくなっ たわけね。 いや、 悪 
いと 思て るよ。 読者の 人と かみんな 僕の あとに ついて きて、 ウワ ー って 「オタク 号」 に 乗り込んで 
くれた わけです よ、 いよいよ 出港 だっ ていう ときに、 自分は さっ さと 降りち ゃって 「エ 1?」、 で 
も 「船長さん もい るし、 エンジン も 大丈夫！ いっ てらっ しゃ一 い」。 そり ゃ 怒られる やろうけ ど、 
怒られても いいから 降りたい と 思っ たわけ だから。 僕は やっぱり 自分の 中の 動機 •熱意が いちば 
ん 大事 やからね え。 その 気持ちが 冷めて しまった。 
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和 美 じ ゃ あその 熱意が 冷める 前の 原稿 読み返して、 どうだった？ 何が 印象に 残りました？ 

岡 田う一 ん …… 小 室さん と 話した とき、 学問 も 大した もん やな あ、 と 思うた な (笑)。 

和 美 何 かいい こと 教えて もらっ たんじ ゃな かった っけ？ 

岡 田 「完全 自由競争」 と 「自由市場」。 自由市場っ ていう のは、 何 やった っけ …… 9 .「ある 条件の 
もとでし か 成り立たん」 ていうよう な ことを …… 。去年 やったら 言えた のに (笑)。 

和 美もう 忘れた？ 私、 教えて もらっ て、 まだ 覚えて るよ (笑)。 すごい うれしそうに 教えて くれ 
たでし ょ、 「賢くな った、 賢くな った」 って (笑)。 

岡 田 それは 「夢、 幻」 でした (笑)。 

(この あと 突然 「社会学 的 定義に よる 完全 自由競争」 の 説明 始まる。 立て板に水 状態) 

和 美よ かった ね、 覚えて て (笑)。 

岡 田 あと 印象に 残っ たのは、 鶴 見さん の 原稿 チェック 。直しの 入った 原稿 見たら ね、 対談した と 
きより さらに、 「僕は いい加減なん です」 ってい う 演技を 深めて はる。 中央 大学で 話した ときは、 
もうち ょっ と マジに 受け答えして いたのに、 直し 入れた 原稿 見たら 「世の中、 滅亡した ってい いじ 
ゃないで すか」 ってい う 不健全 野郎に なって やが る。 この 野郎〜、 「悪い 子 プリっ こ」 しやが って 
〜 (笑)。 おかげで 対談 原稿が 嚙み 合うて ない ねん。 

和 美 あの〜、 私が 聞いて るのは 「熱意が 冷める 前の 自分を 見て、 どう 思う か？」 という ことなん 
です けど。 

岡 田 了解、 では 「マジ メな 話」 を。 原稿 読み返して、 正直び っくりした。 ただ 単に 僕、 自分の 言 
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いたい ことを 区切っ て 言っ てる だけ やねん (笑)。 

和 美人の 言っ てること を 聞いて ない ってい う 意味？ 

岡 田 聞いて るよ、 聞いて インス パイ ア された ことを 勝手にし ゃべ ってる だけ やねん (笑)。 

和 美つ まり、 ち ゃん と 聞いて ない ってい うこと ね (笑)。 

岡 田 意に 介してない (笑)。 

和 美 ひどい (笑)。 でも、 小 林よ しのり さんに ついては 言っ てた よ。 この 対談 じ ゃなくて、 初めて 
会っ たと きに。 

岡 田 東大 (の ゲスト 講義) のとき に、 とにかく 「負けた」 って 言うた ね。 この 十 年間で 負けた と 
思っ たのは 初めて やからね え。 あの 覚悟に 負けたん やった かな あ？ 何で かな あ？ 

和 美で も、 最初す っ e い 悪口 言っ てて、 私が 「そんなの 当たり前 じ ゃない の」 って 言っ たら、 
「負けた、 負けた」 って 言い出した。 なんで 怒っ てたん だっ たかな あ。 

岡 田え 一 っと、 何で 怒っ てたん かな あ …… 。あ、 つまり 「薬害 エイズに しろ、 従軍 慰安婦に しろ、 
その 問題が 結果と して どうな ろうと、 自分は じつは かまわない 。大騒ぎに なれば いい」 というよう 
な ことを 言っ てらして。 それに 対して 最初 僕は、 責任感がない とか 怒っ てたん やけど。 

和 美 「そんなえ え 加減な ことで ええん か！」 って 怒って たね。 

岡 田 君が それに 関して どう 言っ たかは 覚えて へんけ ど、 僕が どう 思っ たかは 覚えて るよ。 君に 一 
発 説教 かまされた 結果、 私は 改心して 「結果を コン ト ロー ルし ようとす るのは 不遜で ある」 という 
ふうに 考える ようになっ たんよ。 結局、 大騒ぎを 起こす ことは でき るん やけど、 大騒ぎして どうす 
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るの かは、 各個 人が 決めれば いいので あって、 結果まで どうこう しようっ ていう のは、 不遜で ある 
し、 第一 不可能で ある。 できない ことで あるし、 なおかつ 失礼で ある (笑)。 そう 考える ようになっ 
て、 「小 林さん に 負けた、 私には そこまでの 覚悟は ございませんで した」 (土下座の ポ— ズ)。 

「対談 集を 読まされる 人は 災難 やな あ (笑)」 

岡 田で ね、 原稿を 読み返して 思う のは、 ホン マに ねえ、 「去年の 僕は 賢かった」 (笑)。 結構 ご 立派 
な ことを ほざいて る わけ や (笑)。 

和 美 今年の 僕は？ 

岡 田 今年の 僕は バカ やねん、 ホン マに 感心 すん ねん (笑)。 去年の 僕の 賢 さとい うのは ねえ、 たぶ 
ん この 本 読んでも、 読者の 人、 わからん ような 気がする。 僕、 キーワ ー ド ばっ かりし ゃべ ってる か 
ら (笑)。 キ—ヮ ー ドし か 言うて へんから、 対談 相手の 人に あんまり 伝われ へん。 そら 当たり前 やな。 
自分が 考え てることの キーワ ー ドみたい な ものを、 ポンポン ポンポン 出し てんねんけ ども、 それは 
「取りつ く 島 もない」 という か。 だいたい、 対談なん だから、 自分の ことばっ かり 一方的に 言う わ 
けには いけ へん やん。 それでもなん かね、 小 林さん の やつなん か 読んだら、 そうと， っ 僕、 一方的に 
しゃべ ってん ねんけ ど (笑)。 

和 美 何てい うやつ。 

岡 田は っきり 言うて、 対談 集を 読まされる 人、 災難 やな。 岡 田 斗 司 夫と いう 人間を 知っ てたら わ 
かるよう な ことが 多い んや けど、 じ ゃ あ 知る ためには 何したら いいの か？ 僕の ほかの 本、 読んだ 
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らいいの か？ そんな ことと 違 うんよ。 本人と つき 合う しかない (笑)。 

和 美 そり ゃ あ、 あんまりよ。 小 林さん の ファンが 「わ あ、 小 林さん が 載っ てる！」 って 買 っても、 
わからない わけ？ 

岡 田 小 林さん の 考えは よく わかる。 小 林さん とか 鶴 見さん の 考え てることは、 ハッ キリ 言って、 
小 林さん や 鶴 見さん の 著作より、 よく わかる ようにな つてる。 でも、 それは ね、 僕に とってよ くわ 
かるよう になつ てる だけで あつて (笑)、 読者に とつて わかる のか 言うたら、 そんなん、 よう わかれ 
へんな あ。 まじめな 読者で あれば ある ほど、 小 林さん の ヤツは とくに シヨ ツク やろうし。 

和 美 ほんと、 勝手な 人ね。 


嘘を 作る という クリエ イタ—  " 作家の 特権 


岡 田 僕、 人と 話して る 最中に いろんな ことを 思いつく やん か。 今野敏 さんと 話して て、 僕は 「物 
語を 作る 人つ ていう のは、 良識の もとと なるべき である」 というよ うな ことを、 今 野さん は 言わへ 
ん かつた けど、 言うた ような 気がしたん や。 


和 美 (プッ と 吹き出す) いつもと 一緒 (笑)。 


001 


岡 田い つもの こと。 『イン デ ペン デン ス •デイ』 で タン ス 開けたら ヘルメットが 出て くる、 みた 
いなもので (笑)、 今 野さん が 言っ たような 気がした (笑)。 で、 確認したら やっぱりそう いう ふうに 
思っ ては った。 それは、 去年の 大 発見 やった。 それまで 私は、 「もう、 ものなん か 作らんでも ええ 
わ」 と a ってたん だけど、 これは もう 修正！ 今度、 小 林さん に 会っ たら 「小 林さん、 マン ガ描い 


001 


イン デ ペン デン ス •デイ 

九 六 年 公開の 映画。〒 ランド •エメ リツ 
匕監彎 H イリア ンの 地球 侵略を 壮大な ス 
ケ— ルで 描いた 大匕 ツト作 。巨大 宇宙船 襲 
来から、 ホワイトハウスな どが 吹き飛ぶ 都 
市 破壊 シ—ン 、壮絶な 戦闘 シ—ン まで、 迫 
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てくだ さ〜 い！」 って、 この 対談で 言うた ことと、 まった く 逆の ことを 言わな アカン。 

和 美 コロコロ 変わる 迷惑な やつ (笑)。 

岡 田 だって 価値観、 良識、 世界観っ ていう のは 虚構で しかない わけ やん。 何で かって 言ったら、 
人間っ ていう のは 言葉を 使うて 生きて る わけ やん。 言葉を 使っても のを 考えたり、 生きて る 限り、 
ぜったい 現実との ズ レが あるよ な あ。 そのズ レが 慢性的に 溜まっ てきて、 しまいには r 言葉で 定義 
された 価値観」 ってい うのが 現実と 思っ てし まう。 その ズレ ってい うのは 意識 化されない から、 ま 
すます 激しくな ってい くやん か。 本来、 フ ィッ トする はずの ない 「言葉の 世界観」 というのを、 み 
んな 使って 生きて はる わけ や。 そのためには 嘘 も 必要 やし、 宗教 も 必要 やし、 もとと なって る 価値 
観 やね、 たとえば 「男女の 愛は 永遠 だ」 でもい いし 「人は 一人では 生きて いけない」 でもい いし 
「自然との 共存」 でもい いん やけど、 いや ホン マに なんでもい いん やけどな (笑)、 中心部には 「巨 
大な 嘘」 がいる わけ や。 その 嘘を 作る ってい うのは、 クリエ イタ ー とか 作家の 特権 やと 思う。 

和 美で も、 それは 「物語」 の 中で 語られるべき でしょ。 たとえば、 戦争で 手柄を 立てた 人を 褒め 
たたえる ってい っても、 結局 それが 語られる ときは 「物語」 の 形になる。 

岡 田そう そう。 人間って 「物語」 のかたち でし か、 認識で きへんから。 事実で あっても、 それは 
物語 化されて 人間の 頭の 中に、 やっと こさ 入っ てるような もん やから。 まあ、 そんな ことを やな あ、 
今 野さん と 話して る 最中に 考えと ってん。 今 野さん には 悪い ん やけど、 じつは 途中から 今 野さん の 
話を 聞け へんように なって …… (笑)。 

和 美い つもの バタ ー ンね (笑)。 
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「OK、 じ や あ 問題ない から サイ ナラ〜 ッ」 

岡 田 『朝まで 生 テレビ』 で 話したり、 語っ たり、 インタビュ— 受けたり、 対談した りって いうよ 
うな、 いわゆる 賢い 方向の 評論家 っぽい やつを やって たけ ど、 それっ て、 その 前 四、 五 年間ぐ らい 
の、 「何 か 賢い こと 言うて みよう か」 ってい う 僕の チャ レンジの 集大成 やねん。 

それが 役に立っ たかっ ていう と、 気が済んだ としか 言いよう がない。 宮 台さん と 話して たと きに 
も 痛感 させられた けど、 今は そんな ことに さらさら 興味がない んで すわ。 

和 美 そんな ことっ ていう のは 「賢い こと」 ってい うこと？ 

岡 田 賢い こと 自体には 一定の 興味は あるん やけど、 もう それに 関して 自分の 中で 結論が ついて る 
と 申し ましょう か …… 。なに 驚い てんの？ 

和 美 (あきれ 顔) 結論っ て、 どんな 結論？ 

岡 田 考える ってい うのは いかなる ことで あって、 どういう 効果が あって、 どんない いこと が 将来 
起こりうる のかなん ていう のは、 だいたい 感覚と して 把握で きて る わ、 ってい う 結論 やな。 

和 美 賢い ことを 考えて、 ちょっ と 賢くな った 結果、 自分に どんない いこと が あるかが わかっ たっ 
てい 5 こと？ 

岡 田 ほかに も 「みんなに、 どんない いこと が あるの か」 とか、 「これから この 世の中、 どういう 
ふうに なって いくのだろう か」 というよ うな ことに 関して、 だいたい 漠然とした 見通しが ついたん 
で。 要するに 「地図を 見て、 もう 行った 気で」 ってい うやつ。 アメリカの 地図を もらっ て、 「ハイ、 
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OK。 もう 行かんで ええ」。 

和 美 それつ ていう のは、 たいしてい いこと なさそう だから？ 

岡 田 アメリカの 地図 見た から、 気が済んだ (笑)。 行つ たらい いこと あると 思うよ。 現役で 頑張つ 
てる 人ら も、 いいこと あるん やと 思う。 けどな あ …… 。 


和 美 普通、 そういう 地図を 見て、 ああ も あるこう も あるって 考える もんで しょ。 行っ てみたい な 
あって。 

岡 田 それぞれの 現地人に 会って 話した もん ◦その 現地人の 人ら ってい うのが、 宮 台さん だったり 


oo to 


003 


小 林さん であつ たりす る。 それ 以外に も、 大月隆 寛 だと か 浅 羽 通 明、 あと 中 森 明 夫さん とかと パラ 
パラパラ パラと 会つ て 話した。 『朝 生』 出て たり、 評論家と 呼ばれる 人ら と、 ここ 三、 四 年が かり 
で 話して、 そういう 人ら が、 问で 発言して て、 どういう 気持ちで、 どういう 価値観の 世界に 主んで 


いて、 どぅしたい のかっ ていぅ のが ほぼ わかっ て、 それで OK になった 


〇 


OK になっ たって いうのは、 彼らに 任せと いて 大丈夫 やい うこと やねん。 基本的に 私が 出て 行っ 
て、 その 中で 混ぜたり、 その 中の ひとつに なって やったり して、 いいこと も 悪い こと もない よな 
その 人ら が 右の 極端から、 左の 極端までで 頑張っ てるん やから。 

和 美 A 地区 担当、 B 地区 担当みたい な？ 

岡 田そう そう。 その 能力っ ていう のが、 こんぐ らい やったら ええな あって いう 要求 水準より 上で 
あるっ ていう のが わかっ たから、 もう 気が済ん だんです わ。 説明し にくい けど、 プロ デュー サ ー 気 
質っ ていう やつでね。 
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浅 羽 通 明 

X 53 ぺ—ジ 脚注 震 
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中 森 明 夫 
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たとえば 僕、 アマチュア フィルム 作っ たりして たと きに、 自分の 家を 提供したり、 お金を 出した 
りして たわけ やん。 普通、 日本 映画界では そういう ふうな 人間は、 監督になる わけ やな。 でも、 僕 
は 昔から そういう 感覚がなくて、 どっ ちかっ ていう と、 自分より ちょっ とでもう まい 人を 見つけた 
ら 、そいつに 監督 やらせて しまう。 そう やって、 自分より うまい やつ、 うまい スタッフ って 当ては 
めて いくと、 しまいには、 自分 一人で 作る よりもは るかに いい 映画が できる。 自分で も 気がつかん 
こと、 自分では できない ことっ ていう の も リス ト アップして、 また 自分より うまい やつを 見つけて 
くる。 で、 うまい やつ 同士で 競争が 起こる ようにして、 その 競争が あった ときにはち ゃん と 見て、 
よりうまい やつが 上に 立てる ような システムを 作る ってい うのが、 僕の 考える プロ デュー サ ー の 一 
番 ベー シックな 仕事 やから。 

それで 言論 界の ほうを 見て みたら、 みなさん、 僕より うまい。 弁が 立つ、 立て へんと か、 文章の 
表現が どうかと いう 枝葉末節な 意味と 違う で。 みんな 基本的に 勉強して るし、 まじめ やねん。 あと、 
僕みたい に 思いつきで しゃ ベら へんな (笑)。 

和 美ち ゃん と 論理 立てて、 積み上げて 発言して いるっ ていう ことね。 

岡 田 その 分、 対立は 深刻 やけど。 何かと 言う とみんな 口喧嘩す る (笑)。 それは もう、 「機械の 作 
動 音が うるさい」 みたい な もんで、 言うても しゃ あない 贅沢 や。 『朝 生』 ってい うのは、 作動 音 だ 
け 聞かせて 金 取って るよう な もん やな (笑)。 

で、 言論 界を 見て みたら、 「いろんな 方向から ものを 考えな アカン」 もしくは 「こういう ふうに 
考えたら いいのに 一とい う、 その すべてに 関して 人材は 豊富 やった。 各 ジャンル ごと、 人権 派 やっ 
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たら 人権 派に、 極右 だったら 極右に、 だいたい 「人物」 ってい うのが おって、 その 人ら の 話 聞いた 
ら 、「まあ、 この 人に 任して おけば 十分 や」 というの がいっ ぱいおった。 

さらに その 向こうで、 現実的に 世の中を 動かして いる、 現場の 人だった り、 X— カ ー の 人だった 
り、 官僚だった り、 政治家っ ていう の も、 そこそこ 考え てるのが わかっ た。 それで、 彼らの 間に、 
コミュニケー ショ ンギ ャップが あるの かとい うとそう ではなくて、 まあ わりと みなさん 話し合い、 
理解し 合っ てるのが わかっ た。 で、 僕は 「OK、 じ ゃ あ 問題ない から サィ ナラ〜 ッ」 ってい う。 

これ 以上 望めない くらい 「作動」 している 言論 界 

和 美 問題ない のは わかる けど さあ、 普通、 プロ デュー サ— ってい うのは、 それを 使って 何 かする 
もんじ ゃない の？ 

岡 田 それは 違うな あ。 放っ といたら、 何にもで きへんと いうん やったら、 どうにかす るよ。 たと 
え ば 映画を 作りたい 集団が あって、 そいつら が 映画 作られ へんかっ たら、 プロ デュー サー がいて 映 
画 作れば ええん やけど。 彼ら 単独で 映画が 作れ るん やったら、 放っ ておいたら それで 〇 K。 ほな、 
サィ ナラ〜 みたい な もんで しよ。 

和 美 今い ちよく わかんない。 

岡 田た とえば 商売人が いて、 砂糖は 余って るけ ど 塩がない A 地点、 砂糖は ない けど 塩は ぎよう さ 
ん余 ってる B 地点が あったら、 その 間の 架け橋になる。 でも そのうち、 流通の 経路が できたら、 そ 
の 商人には やる ことが なくなる やろ？ どっ かほ かへ 行っ て、 また 新しく 商売 すれば いいだけ やん。 
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それを 「いや、 独占 流通 権は うちだけ が」 とか 言うて ると、 体に 悪い し、 精神衛生 上 もよ ろしくな 
い (笑)。 「自立して 動き 出し てるのが わかっ た 状態で、 タッ チす るのを やめる」 ってい うの、 わか 
らへん ？ 

和 美 「とくに 問題がない」 ってい うと こ、 わからない な あ。 

岡 田 問題が あるって 思っ てたん よ、 三、 四 年 前までは。 「これは 日本は 大変な ことにな ってるな」 
って 思っ てた し、 「はっきり 言っ て、 アホ ばっ かりやな あ」 と 思っ てた わけ や。 でも 話して みたら、 
そんなに アホ ばっ かりと 違うて、 出版の 事情で あると か、 言論 界の 事情で あると か、 もしくは、 さ 
っき 言った 喧嘩す ると きの 作動 音が アホ っぽいだ けであって (笑)、 みんな OK やった。 OK ってい 
うのが アカンの かな？ 

和 美 OK で 頑張っ てるっ ていう のはよ くわ かるけ ど。 それでい いって いうの がわから ない な あ、 
やっぱり。 

岡 田 これ 以上、 望まれ へん。 ちゃんと 作動して る。 これに 僕が 入って、 みなさんの 生産 効率が 上 
がっ たり、 新 概念が 出て くるん やったら、 そら 行き まっせ。 でも それとは 違う。 もう 十分に 作動し 
ていて、 これ 以上の 効率は 僕には 上げられ へん。 たとえば 宮 台さん を 「スー パ ー 宮 台さん」 にして、 
小 林さん を 「ス ー パ ー 小 林さん」 にして とか 何とか。 そんなので きへんよ。 確認す る だけが やっと。 
本人たち にと っては、 せんといて 欲しい、 余計なお世話 やっ てんけ どな (笑)。 「何で、 お前に 確認 
されな アカン ねん」。 僕は 僕で、 僕が 確認 せんだら、 世界中の 誰が 確認しても 信用なん かで きへん 
から。 コン コンて いきなり ドアを ノックして、 ガバ っと 開けて、 機械の 調子 見て 「あ 一、 こうな っ 
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てるんで すね。 〇 K です よ、 宮 台さん！ じ ゃ！」 って バタンと 閉めて 帰っ てく る (笑)。 

和 美 何 か、 すごい 迷惑な 気がする けどね、 相手には (笑)。 

岡 田 迷惑 かも わから へんけ ど、 僕に してみ たら 不安 やった から。 この 本の 対談 相手 だけ じ ゃなく 
て、 だいたい この 三、 四 年間で 会っ たり、 本を 読んだり した 人の 総体と して、 言論 OK、 政治 OK、 
何 か エブ リシン グ OK になっ たんで。 

和 美 現実と して、 あまり OK っぽく は 見えない けど。 目一杯が これで、 これ 以上の 改良点がない 
つてい うこと？ 

岡 田 根本的な 改良点は ない ね。 改良 だと 言い張る ことは できる よ。 改良 だと 言って ドラィブ かけ 
て、 今の 状態を 右 や 左へ 少しは 振れさせる ことは できる やろうけ ども。 まあ 生産性は 上がら へんよ 
ね。 朝の ラジオ 体操の 歌を 変える ような もん や。 これで 生産性が 上がります って 言い張る こと も 可 
能 やし、 いろんな デー タや 社会学 的な 統計で 立証す る こと も 可能なん やろうけ ど、 そんなん、 やっ 
て もし ゃ あない やん。 

和 美 それは 言い換えたら、 する ことが 見つからな かった ってい うこと じ ゃない の？ または、 で 
きる ことと か。 

岡 田う— ん …… 。ま、 そう。 御用聞きに 行っ たら、 用がなかった。 「みなさん、 お 部屋の お 掃除 
いたし ましょう か？」 つて 行つ たら、 きれい やつた という。 

和 美で、 OK って 言っ て、 ドア 閉める しかな かった？ 

岡 田 そやね。 それに、 僕は それに 関して プロの 業者と して 行っ たのと 違っ て、 素人は 素人と して 
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「こんな もん、 信用で きる か あ！」 つて 言うて 行つ たわけ やから。 


あとは 自分が どうす るか だけ だ— 


和 美 話が 戻る けど、 今年に なって 頭が 悪くな ったっ ていう のは、 本当に 悪くな ったの？ それと 
も 社会問題から 興味が それた の？ 

岡 田 頭が よくな った、 悪くな ったっ ていう のは、 客観的 メ ー ターを 読み取っ ている わけと 違って 
相対的な 観測 やからね。 去年 言う てること 見たら、 「今年の 僕、 こんなんよう 言わん わ」 と 思った 
ん で、 「きつと 去年の 僕は 頭が よかつたん でしよう」 と 思つ たわけ やけど。 

和 美 「よう 言わん」 というのは、 発想と かのこと？ 

岡 田 「この タイミングで、 ようこん な 切り返しで きる わ」 とか、 そういう 演芸 的な 反射神経 も あ 


るし。 あとね え、 「僕、 賢い こと 考えて はる やん」 つて 正直 思つ たわけ や (笑)。 でも 『週刊 アスキ 
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—』 が 潰れた あたりから かな あ、 そういう ふうな ことにへ ラへ ラー と、 見事な までに 興味が なくな 
ってい ったから ねえ。 

やっぱり 学者に しても、 政治家に しても、 政治評論家に しても、 僕が 思っ てた ような 職能の 人と 
違って た。 みんな もっと 本来の 意味に 近くて、 学者と いうのは 学問を 研究す る 人であって、 評論家 
というのは 評論を する 人で あって、 それ以上の ことを 期待したら 申し訳ないと 言い ましょう か。 

和 美 その 前は どう 思っ てた の、 いったい？ (笑) 

岡 田 何だかんだ 言うて、 普通の 人は みんな、 テレビで 言っ てたり、 本に 書いて ある ことを 気にし 
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f 週刊 ア スキ— j が …… 

九 七 年 五月 末に 創刊され た 週刊誌。 はじめ 
は 総合 誌と して スタ— 卜。 ちなみに この 本 
の 対談は その 中の 連載 「岡 田 斗 司 夫の オタ 
キングダム」 で 行なわれた ものが 中を な 
つ ている。 九月 末に、 リニュ— アルの ため 
休刊。 十一月より バソコ ン 専門 週刊誌と し 
is た 0 
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てる やん。 それを 信じたり、 受け入れたり、 自分の 中で 解釈、 阻嚼 して、 自分の 価値観の 一部、 生 
きる ツ ー ルと してる わけ やん か。 そのこと に関してもう 少し 自覚 的で、 よい 商品を 作る メ ー カ ー み 
たいな 考え方し てるん かと 思うて たら、 もつ と 純粋 やった な。 

和 美 「世直し 屋 さん」 みたい な 人 だと 思っ てた？ 

岡 田そう そうそう。 でも この 世の中に、 そんな 人 おれ へん ねん (笑)。 

和 美 そり ゃい ない よ (笑)。 

岡 田 「困っ たもん やな あ」 と 思っ てた 時期 も あったん だけど、 言論 界 総体と しては 限界 一杯まで 
動いて て。 それ も 昔は 「現状は 出力 六〇 くらい やけど、 八〇 ぐらいに でけ へんかな」 と 思って たけ 
ど、 実際は 三 五ぐ らい やっ てん。 それが 限界 一杯。 そり ゃ、 日本 国中が 知恵を絞れば、 三 八ぐ らい 
には 上げられる かもしれ へんけ ど、 そこまでして 三 上げて どない すん ねんっ ていう、 効率の 問題 や 
な あ。 

和 美 そり ゃ 効率の 問題 だけど、 機能は している？ 

岡 田 これぐ らいの ゆらぎ、 あそび、 無駄、 ロスは しょうがない。 ただ、 大きい 問題点っ ていう の 
は、 いろんな 人が 語る ことによ って 多面的な 方向から 光が 当てられる ようになっ てるから、 そうな 
ったら 自分は どうす るの かし か 残ら へん。 

消費者で ある 私たちっ ていう のは、 どういう ふうに 考える の かじゃなくて、 結果と して どのよう 
な 行動を する のかし か、 選択肢は ないやん。 どんな ふうに 考えても 同じ やん か。 

たとえば 日本が 戦争を ガ— って やって、 よその 国を 侵略して ると きに、 みんな 心の中で 戦争 反対 
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って 思 っても しゃ あないし、 考えても しゃ あない。 遺書に 書いても しゃ あない やん。 それは 個々 人 
の 行動と して、 人を 説得す るで もい いし、 反政府 運動を 起こ すんでも いいし、 もしくは 賛成して 鉄 
砲 持って 走 るんでも いいん やけど、 行動に 移して、 初めて 意味が あるよ ね。 

和 美 社会と して 意味が あるよ ね。 

岡 田で も、 その 前の 段階の、 考えたり 思ったり する のって、 まったく 意味ない やん。 

和 美で も、 たとえば オゥ厶 の 事件が 起こっても、 「まあ こわい、 オゥ厶 は 悪い わ」 「いや オウ厶 は  。§ - 

オゥム 

悪くない」 で 終わりで しょ。 たいがいの 事件は そういう もの じ ゃない の？ いろんな 意見が 出ても、  1 19 ベ— ジ 脚注 霞。 
それは ただの 「意見」 で 終わり。 何にもで きないよ ね。 

岡 田 そり ゃ、 意見を 言う 人は、 意見を 言って 流通させる のが 仕事 やから。 流通させる ってい う 行 
為を してる わけ やから。 

和 美 その 人たち はいいだろう けど。 でも、 テレビを 見て る 人と か …… 。 

岡 田 テレビを 見て る 人は、 それで 行動が 取れる やん。 たとえば 近所に オゥ厶 の 人が いたら 家に も 
のを 放り込む とか、 挨拶され て も 知らん ふりす ると か (笑)。 もしくは、 暖かく 社会に 受け入れて あ 
げる とか、 職を 世話す ると か。 何でもい いよ、 とにかく 行動 化で きる やん か。 その 行動 化っ ていう 
のをし ないで、 「いや、 もうち ょっ と 考えな アカン」 と 僕 も 含めて 全日 本人が (笑)、 腰が 引けて た 
のが 去年まで。 全日 本人っ ていう のは 極端 かもしれ へんけ ど、 何となく そんな 雰囲気 やった。 で、 

考える ツー ルと か 方向っ ていう のは、 いろんな 人が 方向な り 角度な りを 提示して る わけ やから、 そ 
れ によって 自分の 態度を 決めて 行動で きる ってい う 状態に あるの がわ かった。 だから 僕は 自分の プ 
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ライべ一 卜の ことにし か 興味が なくなっ てし まったん です よ。 「じ ゃ あ、 僕は どうし ましょう か。 
なるほどね、 教育に 問題が あるんで すね、 じ ゃ あ、 わが 家の 教育 問題、 こうしま しょう」 とか (笑)。 
世界が 見えて 自分との つながりが できたん で、 無理やりに 「社会的」 な ことは 見なくても よくな っ 
たという のかな。 べつに 僕が マイ ホ ー 厶 主義に なったん と 違うよ。 世界の 構造が 信用で きなくて 不 
安 やった。 だから 見に 行っ たんやけ ど、 なるほど、 効率が 悪い なりに、 今、 最適の システムで 動い 
てるっ ていう のが わかっ たから、 もう 目を離しても 大丈夫 やねん。 

信頼性の 高い 工場 = 言 論界 

岡 田 僕に して みれば、 社会問題を 考える ことは 「下請け」 に 出した と 考えて る ねん。 たとえば T 
シ ャツを 作 るん やとしたら、 自分で デザインして、 版下 作っ て、 権利を 自分で 取りに 行っ て、 染料 
の 色 見て、 生地 取り寄せて、 ここで 縫製 やって ってい うのを 全部、 自分で 管理せ な アカン やろ。 と 
ころが ある 日、 下請け 屋 さんが 来て 「それ ぜんぶ、 うちで やります わ」 って 言うて くれた。 もちろ 
ん 最初は 信用で きへんよ。 で、 工場 見せて もらっ て、 職人さん の 働きぶ りを 見て、 いいと こも 悪い 
とこ も 見て、 その上で 下請け さんに 任せよう ってな ったら、 気遣いから 解放され る やん。 それと 同 
じように、 社会問題に 関しては 下請け さんに 任せて 大丈夫 やって わかっ た。 

和 美 社会問題に 関しての 「下請け工場」 って、 どこな の？ 

岡 田 言論 界 全体。 あそこ、 卜 1 タルで 巨大な 工場と してみ たら、 信頼性は わりと 高い ねん。 個々 
の パー ツで 見る からす e い 問題が あるよう に 思う ねん。 たとえば 「保守 反動が あんな こと 言っ てる。 
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放置して ていいの か！」 とか 言 うん やけど、 僕らは 放置して て OK やねん。 もちろん、 あの 工場 内 
の 人ら にと っては、 クオリティ ー コン ト ロ ー ル 活動を やって る わけ やから、 放置す る ことは 許され 
ない。 「流れ作業の 効率が 悪い ぞ」 とか 「〇〇 支部は 問題 だと 思います」 とか 言う てるような もん 
で (笑)、 でも それは 僕らには 関係ない ねん。 

その 結果 生み出され ている 社会 常識と か 僕らの 社会の 価値観っ ていう のは、 ギリ ギリ 何とかい い 
ものが 生産され てるから な。 これが もうち ょっ と 悪くな ったら、 また 行きます けど。 

「知的 増税」 はぜっ たいに 許さない！ 

岡 田 下請けっ ていう 意識が 出て きたもん だから、 この 前 『朝 生』 に 出た ときに とんでもな いこと 
口走っ てし まった。 隣に いた _ 清 美さん ってい う 政治家の 人が、 「もうち ょっ とみんな も、 社会 
問題 や 政治に ついて、 自覚を 持って 考えるべき」 って 言う から、 腹は 立て へんけ ど 急に おかしなっ 
てきて、 「僕らは そういう ことを 考えて 解決す る 専門家と して、 あんたら を 雇って 金 払って、 食わ 
して るん や。 その上、 僕らに ものを 考えさせよ うとは、 何とい う 怠慢 か」 と 言つ て、 むち ゃくち ゃ 
怒っ てん (笑)。 当たり前 やけど、 政治家の みなさんには 不評でした (笑)。 僕は 腹の 底から、 主権 U 
俺 様 だと 思うて るから さ。 政府とは 何 か 言うたら、 僕の 代わりを して くれる 機関で あって、 そのた 
めに 税金と いう ギャ ラを 払うて、 経営して もらっ てる。 国家 運営を 下請けに 出して る わけ やん か。 
下請け さんが 国防と か、 民主主義 とか、 竹 島と か 領土 問題と か、 あと 天皇の 管理と かやって くれて 
る わけ や。 不満と 言えば、 競合 会社がない からすぐ 効率が 悪くな ってし ま うん やけど、 複数の 国家 


に 税金 払っ て、 競争させる ってい うのは 今のところ 無理 やから、 まあ こんなと こで しゃ あない やろ、 
と 手は 打っ てる わな。 どうしてもい や だっ たら、 国籍 変える ってい う 手 も あるし な。 

去年まで はそんな 意識な かってん よ。 今年 あたりから ポポポ ー ンて 出て きて、 思わず 言うて しも 
うた。 で、 『朝 生』 の 帰りの ハイ ヤ ー の 中で、 「ああ、 言うたら よかった な あ」 って 思っ たのが ねえ、 
ルポ ライタ— やって る 今 井一さん ってい う 人が、 沖縄の 名 護の ほうでは へリポ ー ト 問題で 住民投票 
が あった、 もっと 住民投票の 結果を 受け止めるべき やと か、 政治に 関心を 持つべき やと か 演説して、 
僕 それにめ ち ゃくち ゃ、 厶力 っと 来 てん。 でも 何で かは わからん かった。 

ハイ ヤーの 中で 考えて わかっ たのは、 彼らが 言っ てるのは 「知的 増税」 やねん。 経済的 増税って 
何 かって 言っ たら、 国家の 経営が これ 以上う まくい かへん、 あんたら から 預かった 金では これ 以上 
やりくりで きへんから、 もうち ょっ とお 金く ださい、 ってい うこと やろ。 知的 増税っ ていう のは、 
あんたら から ギャ ラ もらっ てる 私ら 賢い 人 だけでは、 問題が 解決で きません。 みなさん も、 もうち 
ょっ と 問題 考えて ください。 そんな ことを、 あいつら 要求して る わけ やん か。 

和 美 それっ て 「考えて ください」 という ことになるの？ 

岡 田 「考えて 行動して ください、 考えて 投票して ください」 ってい うこと やろ。 何てい う 無茶を 
言 うん やと 思って さ。 それを 健全な 姿 やと 思っ てる。 そり ゃ あいつら にして みれば 健全 やろ、 知的 
増税 取 立 人なん やから。 一人で も 多く 「社会的な 意識を 持って 考える こと」 が、 彼らの 得に つなが 
るん やから。 でも 僕らに して みれば、 それは 経済的 増税と 同じように、 人生で 楽し かるべき 知的 活 
動の 一部を、 社会奉仕の ほうに 使わな アカンと いう こと や。 そんな こと 考えないで 済む ように、 議 


今 井 I  ( いまい •はじめ) 

I 九 五 四〜。 ジ ャ—ナ リス ト。 八 I 年から 
二 年間、 戒厳令 下の ボ丄 フン ドを 取材し、 

まとめた 『チェ シチ - うねる ボ— ランド 

へ』 で ノンフィクション 朝日 ジャ— ナル 大 
賞を 受賞。 また 「国民 投 iJ を 提唱し、 著 
害 『大事な ことは 国民投票で 決めよう！』 
i。 
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論が 効率よ く 進む ために、 それ 専門の 専業 家を 雇っ てるは ずな のに、 何ち ゅうけ しからん ことを 主 
張す る やつ やと 思うて。 帰りの ハイ ヤ ー の 中で そんな こと 思って、 「今度 『朝 生』 出たら、 絶対 言 
うたろ」 と 思っ たけ ど、 そんな こと 言うたら えらい ことになる わな (笑)。 絶対、 一人 も 賛成して く 
れ へん。 テレビの 向こうで 誰も OK サイン 出して くれ へんよ (笑)。 

和 美 みんなが あなたみたい な 考え方は しないから ね (笑)。 

岡 田 去年 言うた 「プチ 論壇」 と同じように 「知的 増税」 ってい い 言葉 やと 思う ねんけ ど (笑)。 
評論に 飽きた ってい うのは インタ— ネッ トな どでの 議論 集団、 いわゆる 「プチ 論壇」 のせい も ある。 
バカに してる のと 違っ て、 彼らは じつは レベルが 高い ん ねん。 問題 もよう 見て はるし、 勉強 もして 
る。 それ 見て て 「これで 私に できる ことって 何が あるんで すか」 って 思っ てし もうた ことが、 事実 
として あるな。 テレビに 出たり 本を 出したり してる ような 人たち の レベルと 、アマチュアで まだ チ 
ャンスは な いん やけど、 インタ ー ネッ トで やって る 人ら との 間で、 個人個人の 優劣の レベルで 差が 
ある だけで、 プロ、 アマチュアの 圧倒的な 差は ない ねん。 

もうこ こまで みなさん 知的に なって きて るん やったら、 知的 専門家と しての 評論家 なんて、 じつ 
はそんな にいらん よな あ。 少なくとも 岡 田 斗 司 夫は やらなくて いい。 OK、 OK、 消費者の 一番 上 
の レベルは ここまで 考えて る。 だから、 去年で 僕の オタク 評論 も 終わり。 

「冒険家」 は I 人で も* 〇 十分 だ 

和 美 評論家の 部分は わかった けど、 オタクは？ 
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岡 田 オタクを ツー ルに して、 批評と か 言論っ ていう のを やって たわけ やん。 

和 美 言論 界の オタク 地区 担当 (笑)。 

岡 田 言論の 人ら って、 自分の やっ てること に 自信がない ねん。 自信がない 人って、 原始人 呼んで 
話を 聞く という 癖が あって。 環境問題 やって て 話が 難しくな ったら、 突然 アマゾンの 原住民と かア 
ボリ ジニ 呼んで きたりして、 素朴な 言葉で 語らせる。 それで 感心して 「うん、 聞くべき 何 かが ある」 

ってい うのが みんな 好きな わけ (笑)。 僕は それや ねん、 オタク 界の 原住民みたい な もん。 連れてき 
たら 英語べ ラベラで、 「旦那、 いい もん あるよ」 みたい な 感じで ガンガン しゃ ベれ るから、 珍重 さ 
れて たわけで すわ (笑)。 

和 美 原始人の 言葉だった の？ 

岡 田 そり ゃ プロの 言葉 じ ゃない よ。 僕の 話は、 すべてが たとえ 話の 連続 やん か。 「岡 田さん の 話 
を 聞く とわ かった ような 気になる」 って 言って くれる のは、 ぜんぶた とえ 話 だからで あって、 ある 
種 「教祖」 の 話を 聞いて いるのに 近い わけ やな。 イヌー ジが 湧く し、 わかった 気になれ るん やけど、 

それを 応用し ようとして ほかの 人に 言おうと したら、 僕の 言葉の 使い方 以外に な いん やん か。 すご 
い 伝えに くい。 

「これは おもしろい な」 というのと 、「これは 必要と されて いるな」 という その 両方が あったから  i 
やって これた けど、 もうあん まり 必要と されて るっ ていう のが 感じられな くな ってき た。 去 牢の後  15 六丄— 。フランスの 哲字者 。 

狂気の 麗 f 開拓。 構 璧雰 旗手の I 

半 あたりから、 オタク 関係の 書籍が バンバン 出て きて、 オタク 評論家みたい な 人 も パン パン パンパ  人でぁった が、 のちに ポスト 構造主義 的 立 

ノ  f - >  、 ,  、  、 - 1  -  f  場から、 知と 権力の 内在的 関係を 分析す る。 

ン 新しし 人力 出て くるし 古し 人 も 急に フ ー  n  I の 言葉 弓 用して みたり して、 肩に 力 入れて オタク  著者に 『養の 歴 害 『性の 歴 客 ほか。 
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論語っ てる やん。 かわいい もん や、 任せて 大丈夫 やよ。 かわいい もんなん て 言うた けど、 僕より 頭 
のい いのも バンバン 出て き てるしな (笑)。 そしたら、 僕が こんなと ころで 中途半端な 言論 やって る 
よりも、 さつと 身を 引いた ほうが カッコえ えし やな。 

フロンティア としての おもしろみっ ていう の も あったけ ど、 四 年間ぐ らい やって きて、 最後の 一 
年間は 量産 体制に 入って 「似た ような 言葉の 繰り返し になって きた ぞ」 ってい うのが、 去年の 秋 頃 
に 見えた から。 『週刊 アスキ ー』 がポン となくな ったのを いいこと にやめ てみ たわけ や。 そしたら 
何と、 枯潟感 がない。 『週刊 アスキ ー』 で 連載す る 前までは、 「自分が 考え てること を 残さねば。 こ 
の 自分が 持っ ている 価値観 や 認識と かを 人に 伝えなければ、 死んでも 死に きれない！」 みたい な 焦 
燥感が たしかに あったん やけど、 終わっ てみ たら、 ぜんぜんない な あ、 と。 

和 美 言うべき ことは 言った、 聞くべき ことは 聞いた。 

岡 田 これ 以上 言うべき ことがあん まりない 状態で、 それでも まだ 何 か 言うたら、 昔から 僕 自身が 
批判して いる、 「お前は もう 作る 時期 じ ゃない のに、 まだ 作っ てる」 という 作家と 同じに なって し 
まう からね え。 やっぱり、 人間、 引き 際が 大事です よ。 

和 美で も 本来、 大衆化し てから 浸透す る わけよ ね。 

岡 田 その 浸透の プロセスと、 中心に いる 人間が だめになる 度合いは 比例して るから ねえ。 だめに 
なる のがい や だっ たら、 さらに 過激になる しかな いん やけど、 こっから 先の 過激は 「過激の ための 
過激」 になっ てし まう。 これまで 言っ てきた ことは、 自分な りの 積み重ねが あったん やけど、 こっ 
から 先は 「言うた めに 言う 一 ことにな ってし まう、 人の 耳目を 引く ために 言う。 それは 何やら 気色 
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悪い し、 家 帰っ た あと 恥ずかしい。 布団の 中で 「ウワ ー ッ」 とか、 また 言わな アカン (笑)。 

でも 何 かね、 僕に して みれば 代表して 味わっ てきた ってい う 気分が あって。 僕、 昔 SF ファン や 
った 頃、 アメリカの SF 大会に 行っ てきて、 帰っ てきて みんなに それを 話したら、 みんな 同じ 話で 
も 何 べんで も 聞きた がんねん。 それっ ていう のは、 誰か 一人の 体験談を 何度も 聞く ことで、 それを 
自分の 体験と 化して、 アメリカと いう 国で あったり、 世界の SF 事情っ ていう のを、 何とか 自分の 
中に 取り込もうと していた わけ やん。 僕と 同じ 三十 代 後半ぐ らいの 世代で、 オタク やって たり、 世 
の 中に 中途半端な 関心 持っ てて、 本格的な 知的 訓練 受けて ないような 人、 そういう 人たち が 今の 社 
会で ものすごく 人数が 多い、 大多数って 言っても ええん とちゃう かな。 その 一人の 冒険談の 一部分 
が、 この 本な わけ やね。 それを 読む ことによ って、 みんな 気が済んだら ええよ な。 だって 一人一人 
が 行く 必要は、 やっぱりない もん。 

僕は 日本の 知的 状況の 中で 一番 おもしろいところに、 ち ゃん と 現実に 行って、 会って、 向こうを 
怒らせたり、 自分 も 怒っ たり、 テレビに 出て 恥を かいたり、 いい 思いを したり、 お金を 儲けたり、 
損したり、 有名に なったり 人に 嫌われたり、 さんざん ごっ そり 経験して きた。 その 結果と して 言え 
る ことは、 r スッ ゴィお もしろ いところ やけど、 べつに 君ら が やる 必要は ない よ」。 それが よう わか 

った (笑)。 

和 美で も 何だか、 勝手な 意見 だな あ (笑)。 

岡 田 僕は 気が済んだ から、 君ら も 気を 済ませて くれと しか、 よう 言わん わ (笑)。 
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プライべ— 卜な ものの 代用品 

和 美 最近の 関心は おもち ゃばっ かりです ねえ。 おもち ゃと か アン ティ ー クお もちゃ 屋 さんの 状況 
とか、 いつも 話題に する ね。 急に 来たね え。 

岡 田 今の 仕事に 一段落つ いて、 最大の 関心事で あった 評論と かから、 急に 関心が なくなっ て。 

あと、 あれ やね、 僕には 三 力 月 周期の 躁と鬱 ってい うのが ある やん か。 それと 同じように 何年 か 
周期の 外向 的と 内向的の 波が あって、 今、 また 何年 かぶりの 内向的な 波に 入り だして るん やと 思う。 
去年ぐ らいまでは 人に 会って 話したり、 自分の 意見を 言っ たりして たんやけ ど、 今は 自分に ついて 
考えたり とか、 あと、 何で 自分が そういう ふうに 感じる のかと かいう ほうに、 ダ ー っと 行っ てるな 
あ。 だから 対談と かえらい 困る けど、 でも、 そういうで っかい 周期が あって、 それには あまり 逆ら 
わない ようにして いる わな。 その 周期っ て、 あんた から 見て わかる の？ 

和 美本 人が 言う から、 そうかな あと 思う けど (笑)。 自己 申告の 世界です から (笑)。 

岡 田 躁と鬱 のとき はわ かるの？ 

和 美 強烈な 鬱 はわ かるよ、 さすがに 顔 見たら。 強烈な 躁も わかる。 しゃべ る 高さ、 声が 違う から 
(笑)。 あとし ゃべ る 速さ も 違うよ ね。 鬱 のとき とかし ゃ ベらないで しょ。 

岡 田 去年は どうやった？ 

和 美 去年は 鬱 では 苦労した ねえ。 後半からで しょ、 苦労し なくなっ たのは。 

岡 田 おもち ゃ も 外向 的な 頃 だっ たら、 産業構造 とかいう ほうに もっ と 興味が 行く と 思 うん やけど、 
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あんまり 興味 行か へん ねん。 昨日、 パソコン通信で 知り合っ たお もちゃ 好きが 集まっ て、 おもち ゃ 
見せっ こしたり する、 おもち ゃ オフ会っ ていう 会議みたい なのを やっ てん。 でも、 ほかの 人の おも 
ち ゃ 見ても、 ぜんぜん 興味な いんよ。 僕が 集め てんのは おもち ゃでは ない みたい やねん。 もっと プ 
ライべ 一 卜な 気持ちの 代弁者を 集めて る だけで あって。 古い おもち ゃじ ゃなき ゃって いう わけで も、 
どうもない。 何やら 特定の もので なきゃい けない ってい うこと であっ て、 それを 話せる のは 三年ぐ 
らいして から やな あ。 その 三年 間 どうやっ て 食べて いけば ええん やろう か？ 

和 美大 丈夫、 大丈夫 …… ちょっ とだけ 食べれば いいから (笑)。 

世の中の 無意識と 僕の 無意識の ギャップ 

岡 田と ころで、 僕が 評論家み たいな 仕事を する のは どうでした か？ その まえは アニメ 作っ たり、 
ゲ ー 厶作 ったり してた わけ やん。 その あと、 チンタラして たわけ やん。 そこから フィ ンフ ィン フィ 
—ン って エンジンが かかっ て、 何やら 社会 評論み たいな もんを やりだし たわけ やん。 それに 関して 
君は、 どう 思っ てた？ 

和 美 そり ゃ、 ずっ と 同じ こと やって るより、 変わっ たほうが おもしろい よ (笑)。 端から 見 てても 
エキサイティングで しょ？ 

岡 田 勝って るか、 負けて るかと かいうの とは 違 うん やろ？ 

和 美まず、 落差が ある。 最初、 アマチュアで ブイ ブイ 言わせて たのが、 プロに なった。 プロに な 
っても それなりに ブイ ブイ 言わせて、 その あと ゲ ー 厶を 作った。 ゲ ー 厶を 作って それなりに 儲けて、 
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それっ きり 鳴かず 飛ばず なわけ で (笑)。 

岡 田 アハハ ハ ハ (爆笑)。 

和 美まず その 差が おもしろい。 「一発 当てて 儲けて」 というんだ ったら、 ありがちな、 いわゆる 
大成功の 人生で しかない。 鳴かず 飛ばず ってい うの も、 ありがち だけど (笑)。 その あと、 ある 程度 
似て るけ どまっ たく 違う ジャンルで、 それ も 今までは 共同作業、 みんなで 作って たのを、 個人で 活 
動して、 テレビ 出たり とか ぜんぜん 違う ことして、 それなりに 成功して、 というのは おもしろ かっ 
たよね。 

岡 田 「おもしろい」 しかない の？ やめて ほし かつた とか、 もつ とやつ て ほし かつた とか、 「どう 
せ やつたら、 ここまで 行かん と 男 とちやう で」 とか、 思わ へんの？ 

和 美 評論 活動に 関しては ねえ。 本人が そこまで 「自分は 熱意がない」 とか 「これ 以上で きない」 
つて 言 うんだ から、 そり やしよう がない と 思う でしよ。 そり やどう せ だつ たら、 世の中を 動かす よ 


うな 評論家、 昔の 小 松 左 京さん みたい に、 大阪 万博を やっち ゃうよう な 活動が あった ほうが カッコ 
いいよね、 影響力と しては。 

私が 思う のは、 みなさん それぞれ 言論 界 でち ゃん と 活動して て、 いわゆる 制作 現場は ある わけで 
しょ。 だっ たら、 その 制作 現場 使って 何 か 作りたくない のかな ってい うのは あるよ。 ある 程度の 影 
響 力は 持っ てる わけ だし。 

岡 田なる ほどな あ、 わかる わかる。 さっき 言った、 業界みたい な もんが あって、 映画の 製作 現場 


小 松 左 京 (こまつ •さきよぅ) 
|九三|〜。小説家。人類史、地球史、 
然史 など 幅広い 知？ _Q もと、 杲の 
，を 開拓 発展 させた}! 浮 的 存在。 i 
会の ブロ デュ— スは 、大阪 万博の ほか、 九 

〇 年の 「花と 緑の 璧 含 も累 けて いる。 


みた いなもん が あつて、 何で 映画を 作ろぅと 思わん のかつ ていぅ こと やな 


〇 


何で 作ろぅと 思わ 
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へんの かやな …… 。それは ね、 うん、 思っ てた、 思っ てた。 それは、 一本 化させて 何とかし ようと 
思っ てて、 それに 関しては、 何 かこうい う ふうに すれば いいんと 違う かなっ ていう ビジ ョンが、 自 
分の 中に あるよう な 気がして た。 その 責任感 も あったし、 自覚 も あったし、 やる 気 も あった。 

けど、 正直な 話、 手に 負えん な あとい う 感じが したよ な あ。 それは その 工場が 手に 負えな いんじ 
ゃなくて、 この 工場の 力を まとめて 市場に 行く には、 ちよっ と 僕 も 含めて 力不足 かな あ。 それが さ 
っき 言うた、 限界 やと か 力がない、 とか。 

和 美 出力、 三 五って 言っ てた からね。 かなり 低い もんな あ。 

岡 田 それは、 政策 立案 能力と か 実行力と かと 違って、 マー ケテ ィング 能力と いう やつ やからな あ。 

みんなの 幸せが どっちな のか 誰も 決められ へん ねんから、 これは 個別 発生 的に それぞれの 人が それ 
ぞれの 方向の 幸せに ア プロ ー チす るし かない、 としか 言われ へん ねん。 以前は 全体の 方向で も、 あ 
る 程度 束ねて 「こっち や」 というの がで きる つも りだったん だけど。 これは でき へんな あ、 やった 
ら アカン ねんな あって 思っ たんよ。 

和 美 それは みんなの 幸せが バラ バラ だから？ 

岡 田 僕に わから へんから、 みんなの 幸せが。 もう 手に 余る 事件、 続出。 

和 美 ああ、 いろいろ 最近あります ねえ。 

岡 田 あのねえ、 酒 鬼 薔薇 聖斗 事件と いう やつで、 まず 第一 回目の 「わからん、 これ」。 それまで  。= - 

酒 鬼 薔薇 聖斗 事件 

の 快 進撃は 何 やった かと 言うたら 「おまえら オゥ厶 わから へんの？ 俺、 わかる で」 ってい うのが  1 92 。へ- ジ 脚注 慧 r 
ものすごく あった わけ や。 「隅から隅まで 全部 わかる わ」 ってい うのが あって、 ヒャ ー っと 行っ た 
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わけ やけど。 で、 去年の 夏に 酒 鬼 薔薇 聖斗 事件が あつて、 あんと き 「あ、 わから へん こと も ある わ 
あ」 つて 思つ て ヒャー と 引いて つて、 今に 至る わけです わ。 

和 美 腰 引け まくり (笑)。 

岡 田もう こんなん (思いつきり 腰を 引く) です わ (笑)。 こんな ことし ゃべ るのは、 辛うじて 残つ てる 
評論家みたい な こと もやる 岡 田 斗 司 夫に とつて、 ものすごい 致命的 やねん よ。 わから へんつ ていう 
のが 致命的な 職種 やから。 でも わから へん ことを、 あえて わかる ように 努力す るつ ていう の もい や 
やし、 わかる ふりす るの もい ややし。 努力して わかる なんて こと、 あるは ずない やん。 世の中の ウ 
ジャ— とした 無意識みたい な もんと、 僕の 無意識が 一体化して るから、 わかる つてい う 状況が ある 
わけで あつて。 

和 美 それは 理解す ると かいう ことと 違つ て、 ピンと くると か、 感覚と して フィ ッ トする とか、 そ 
ういう ことね。 

岡 田と ころが 世の中の 無意識と 僕の 無意識に こんなに も ギャ ップが ある。 僕の 考え違いでした。 
やれる ことは オウ厶 とか そこら あたりで、 もう やり 尽くして しまいまして、 あと、 本を ちよつ と 書 
いて それぐ らいで 終わりで すわ。 

和 美 それは、 「自分には わからない 世代が 生まれて きた」 というの とは 違う の？ 

岡 田 今まで もい たんだけ どね。 生まれて きたん やなくて、 わからん 世代が おる つてい うのに やつ 
と 気づかされて。 それは 世代の 問題 やなくて、 きつと 同 世代の たぶん 半分 も わかつ てな かつたん や 
と 思うよ。 でも、 オウ厶 事件を、 みんなが あんなに わから へんて 言うて くれてた おかげで、 あれが 
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わかる 僕は、 ぜんぶ わかっ てるような 気になっ てたん やけど …… 

和美イ ケイ ケな 気分 だっ たんだな (笑) 

岡 田で もよ く 見たら 「ゥヮ ー、 下半 分 裸 や 1J  ( 笑)。 それで 今、 過剰に 腰が 引けて るん かも わか 
り ま へんけ ど。 

和 美で も それっ て、 今、 言論 界で 活動して いる 人で も 「わかる、 わかる」 ってい う 人は いないん 
じ ゃない の？ 

岡 田い ない、 いない。 でも 僕は 今まで 「わかる、 わかる」 で ブイ ブイ 言わせて たわけ やん。 どう 
して 僕みたい な 素人 同然の 人間が、 その 道 何十 年の 人ら に 「そんなん、 違います よ」 って 言えて た 
かとい うと、 僕は わかる からと いう 前提で (笑)。 女性 論戦 わせて る 現場で 「女って そんな もんじ ゃ 
ない わよ」 って 言い出す、 ヤな 女みたい な 気分 やった わけ やよ (笑)。 これは 本当に 感覚の 問題なん 
やけど、 今は 階段がない、 ハンドルがない 感覚。 景気 悪い 話 やねえ。 

和 美そう ねえ。 わからない からっ て、 突然 バタフライ ナイフ 持って みても ね (笑)。 

岡 田 三十 九 年間 培っ てきた もん やからね え。 ここから 二 年間 やそこら 頑張って もな あ。 

「『無知の 知』 を 知っ てるよ、 俺は (笑)」 

岡 田で も、 今 言っ たこと って、 言い換えたら 「去年までは 勘違いでした」 って 言う てるような も 
んや から (笑)。 

和 美で も、 去年までの 事件は わかっ てたん でしょ？ それは 「勘違い」 とは 違う。 そこは 大事な 
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違いだ と 思う けど。 それまでは、 わからない 人ら が 事件を 起こさな かった だけな のかな。 

岡 田 僕が 今、 かろうじてす がっ てる 優越感は 「『無知の 知』 を 知っ てるよ、 俺は」 (爆笑)。 『朝 生』 
出て る やつは、 こうはいかん やろ (笑)。 これぐ らいし か 叫ばれ へん わ あ。 貧乏く さいです な あ。 

和 美 昔、 ほとんど 仕事を してない ような ときは、 毎日す ごい 抽象的な 話を してた ような 気がする。 
たとえば 「人間の 意識とは 何 か？」 みたい な 話を してた よね。 でも 最近の 話題は、 具体的な 人の 話 
題が 多い よね。 あと、 最近、 人の ことを バカ だと か、 アホ だと か 言わ なくなっ た。 いろんな 人の い 
ろん なパタ ーンは 認められる ようになっ たような 感じは するな あ。 

岡 田 それは 『SPA!』 で やって る、 人間の タイプ 別って いうの の 影響 やね。 ああい う ふうに 人 
間を 考える ようにな って、 ただ 単に 「こいつは バカ や」 とか 「こんな ことわ かって へんの か」 と 
か 思って たのが、 「なるほど、 この 人の パ ターン と 立場と 性格、 この 三つを 組み合わせたら、 これ 
しか 出て きようがない よな あ」 って 考える ことによ って、 腹は 立て へんようになる よな。 それが い 
いこと やとは、 あんまり 思わ へんけ どね。 

和 美 腹が立つ ほうがいい の？ 

岡 田 感情が 動く からね。 感情が 動け へんかっ たら、 納得す るし かない わけで ね。 共感なん ていう 
のは もともと 無理な わけ やから、 そこに あるのは 納得で あって、 諦めで あって、 心が 動かない って 
いう 状態 だけ やねん。 

動機 づけの レベルから して、 その バター ンの 中で 納得して しまって る わけ やから、 ある 種 あの 考 
えは、 僕に とって 福音で あると 同時に 撤退 やよ。 たしかに、 ツー ルと しては メ チャ クチャに 便利 や 
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ねん。 けど、 ツ— ルと して 使うた めに 必要な、 一番 最初に 自分は こうしたい ってい う 動機が 持ちに 
くぃね。 

とくに 去年の 夏ぐ らいから こっち、 誰に 対しても 腹が立て へんように なって、 「これは もう、 こ 
ういう ふうな もん やからし ようがない」 ってい うような ことが 重なっ てきて、 おまけに わからん 事 
件っ ていう のが やって きて、 今、 自分の 巨大な 流れと して 主観的に なろうと して るん やと 思 うん や 
けどね。 もし 主観的に なれ へんかっ たら、 今年 後半の 僕は 使い もんに なって ない と 思う。 

そこでで すね、 よけい 内向的に なって です ね、 「僕っ ていっ たい 何でで きて るんで しょうね え」 
ってい うこと で 内側 見つめて、 ロケ ット かな あと か、 モノ レ ー ル かな あと か …… 三つめ がもうない 
んや けど (笑)、 また ロケ ット かな あと か (笑)。 未来 カ ー とか もあります けど (笑)。 

「今日から 僕は 『女々 しく』 行きます！」 

岡 田 最近、 僕、 「お センチ 野郎」 になろうと してる。 前は どちら かとい うと、 「理性」 と、 理性の 
ベー スに なって るのは モ チべ ー シ ョン、 「情熱」 みた いなもん やね、 それが あった。 「こういうのは 
問題 だと 思うな」 ってい う 情熱が あって、 その上で、 「でも、 こうだよ な 現実って」 ってい う理 
性 •分析みたい なのが あった。 今は そういうのは ぜんぶ 置い といて (笑)、 心の中の 使っ てない もう 
反対側で 「でも 僕は こうで なきゃい や だ あ 一」 とか、 「僕は これが あれば いいんだ あ 一」 ってい う 
やつを キユ ー ッと 凝縮し ようとして いる。 「お センチ」 ってい うのを ある 程度 言語で 説明す ると、 
こういう 感じです かね。 「お センチ」 と 言っ てみ たり 「リリカル」 と 言っ てみ たり、 いろんな 表現 
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を 使っ てみ たりして るんで すけ ど。 

和 美 ノス タル ジ ー? 

岡 田 懐古 的 …… 。これまで 僕は ノス タル ジ ー って 嫌い やった からね。 おさまり かえっ てる オ ッサ 
ンら が、 懐古 的に なり やが って、 自分は 現役 やょ って 思って てんけ ど。 「でも 僕は 現役 じ ゃな いん 
だ、 酒 鬼 薔薇 も バタフラィ ナィフ も わからない〜」 って 思った 瞬間に 「昔は ょかった あ〜」 ってい 
うのが ズズズ って 出て きて (笑)。 

和 美 それって オッ サンく さい？ 私の ィメ ー ジ としては 女の子 っぽい かなと 思っ てた けど。 

岡 田 じ ゃ、 そういう ふうに 切り替えます。 オッ サンく さいと、 まだ 今日までは 思っ てました けど、 
今日から 女々 しいと。 

和 美 その ほうが まだいい かな？ 

岡 田 女の 腐っ たみたい なのって 考えたら ええ ねんな。 

和 美 厶力厶 力。 

岡 田 君、 この 表現、 昔から 嫌い やね。 

和 美男で も 女で も 腐った やつは くさい から。 

岡 田く やしい〜 (笑)。 

和 美 何で？ 

岡 田 ー ミリ も 反論で きへんから や (笑)。 今日から 僕は 女々 しく 行きます から …… こう 決意したら 
雄々 しいかな？ (笑) 
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